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研究記事 48




97番の歌 神の言葉によって生きる



イエスがパンを与えた奇跡から学べること



「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢え……ません」。ヨハネ 6:35




ポイント

ヨハネ 6章を調べ，イエスが奇跡によって群衆にパンと魚を与えたことから学べる点を考えます。




 1. 聖書時代，パンはどれほど大切なものでしたか。


あなたの答え



パンは聖書時代の主食の1つでした。（創 14:18。ルカ 4:4）聖書では，食べ物を指して「パン」という言葉が使われることがあります。（マタ 6:11。使徒 20:7，注釈）よく知られているイエスが行った奇跡の2つはパンに関するものでした。（マタ 16:9，10）そのうちの1つはヨハネ 6章に書かれています。この記録から私たちはどんなことを学べるでしょうか。

 2. どんな状況で食べ物が必要になりましたか。


あなたの答え



2 使徒たちが伝道旅行から戻ると，イエスは使徒たちが休めるように舟でガリラヤ湖を渡りました。（マル 6:7，30-32。ルカ 9:10）そして，ベツサイダという町に向かい，自分たちだけで過ごせる静かな場所へ行きます。でもそれを知った何千人もの人が先回りして集まっていました。イエスはそうした人たちを無視するのではなく，優しく接しました。時間を取って王国について教え，病気の人を癒やしました。遅い時間になったので，弟子たちは，ここにいる人たちが食べ物を手に入れるにはどうしたらよいだろうと考えました。中には食べ物を少しだけ持っている人もいたかもしれませんが，ほとんどの人は村へ行って食べ物を買う必要がありました。（マタ 14:15。ヨハ 6:4，5）イエスはどうしたでしょうか。

奇跡によってパンを与える

 3. イエスは使徒たちにどんな指示を与えましたか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



3 イエスは，群衆を解散させようとした使徒たちに次のように言いました。「その必要はありません。あなたたちが食べ物を与えなさい」。（マタ 14:16）でもそれは不可能に思えました。そこには約5000人の男性に加え，女性や子供もいました。1万5000人分ほどの食事を用意する必要があったかもしれません。（マタ 14:21）アンデレは「ここに大麦のパン5つと小さな魚2匹を持っている少年がいます。でも，これほど大勢では何になるでしょうか」と言いました。（ヨハ 6:9）大麦のパンは貧しい人を含めみんなが普段食べていたものでした。小さな魚は塩干しされていたものと思われます。でも少年が持っていたのは，到底みんなに行き渡る量ではありませんでした。



[image: イエスが弟子たちにパンと魚を渡している。弟子たちが，男性や女性や子供を含む群衆に食べ物を配っている。]

イエスは人々の信仰を強めただけでなく，必要な食べ物も与えた。（3節を参照。）









 4. ヨハネ 6章11-13節からどんなことを学べますか。（写真も参照。）


あなたの答え



4 イエスはそこにいた人たちをもてなしたいと思い，青草の上にグループになって座るよう指示しました。（マル 6:39，40。ヨハネ 6:11-13を読む。）それから，パンと魚を与えてくれたことに感謝して天の父に祈りを捧げました。そうするのはふさわしいことでした。実際に食べ物を与えてくださっているのはエホバだからです。私たちもイエスの手本に倣い，一人でいる時もそうでない時も食事の前に感謝の祈りを捧げましょう。イエスは祈った後，人々に食べ物を配りました。みんながおなかいっぱいになるまで食べることができました。余りが出るほどだったので，イエスは無駄にしたくないと思い，かけらを集めるようにと命じます。そのようにして，後で使えるようにしたのかもしれません。私たちもイエスのように物を無駄にせず，賢く使うようにしたいと思います。親の皆さん，この記述を子供たちと一緒に学ぶのはどうでしょうか。そして，祈ることやもてなすこと，惜しみなく与えることなどについて話し合うことができます。



[image: 兄弟や姉妹が食事をする前に祈っている。1. 学校の食堂にいる若い姉妹。そばで友達がしゃべっている。2. 建設現場にいる兄弟。昼休みに同僚と一緒にいる。3. 父親が妻や娘と一緒に食卓に着いている。]

「イエスのように食事の前に祈っているだろうか」と考えてみましょう。（4節を参照。）







 5. イエスがしたことを見て人々はどうしましたか。イエスはどのように反応しましたか。


あなたの答え



5 人々はイエスの教え方や奇跡にとても驚きました。神がモーセを通して，特別な預言者を立てると約束したことを知っていたので，「イエスがその預言者なのだろうか」と考えたかもしれません。（申 18:15-18）もしイエスがその預言者なら，素晴らしい統治者になり，イスラエルにいるみんなが食べ物に困らないようにしてくれるだろう，と思ったかもしれません。それで人々はイエスを「王にするために捕らえ」ようとしました。（ヨハ 6:14，15）もしイエスが人々の願いを受け入れたなら，当時ローマの支配下にあったユダヤ人の政治に関わることになってしまったでしょう。でもイエスはそうはせず，すぐに「山に去って」いきました。周りからの圧力があっても政治に関わることはしませんでした。ここから私たちは大切な点を学べます。

 6. どうすればイエスの手本に倣えますか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



6 もちろん，私たちが奇跡によって食べ物を増やしたり病気を癒やしたりするよう求められることはないはずです。国を治めるよう求められることもないでしょう。でも，問題を解決してくれそうな人を支持したり，その人に投票したりするようにと言われることはあるかもしれません。そのように政治に関わるよう圧力をかけられる時，イエスの手本を思い出すことができます。イエスは政治に一切関わりませんでした。後に，「私の王国はこの世界のものではありません」とも言いました。（ヨハ 17:14; 18:36）私たちクリスチャンは，イエスの考え方や行動に倣う必要があります。神の王国を支持し，王国について祈ったり語ったりします。（マタ 6:10）では，イエスが奇跡によってパンを与えた記述からさらに学べる点を考えてみましょう。



[image: ポンテオ･ピラトがイエスに質問をしている。2人のローマ兵がイエスのそばで立っている。]

イエスは政治に関わろうとしなかった。私たちもイエスに倣う必要がある。（6節を参照。）







「パンの意味」

 7. イエスはどんなことをしましたか。使徒たちはどのように反応しましたか。（ヨハネ 6:16-20）


あなたの答え



7 イエスは群衆に食事をさせた後，使徒たちを舟でカペルナウムへ向かわせました。そして，王にしようとする群衆を避けるために自分は山へ行きました。（ヨハネ 6:16-20を読む。）使徒たちが舟をこいでいると嵐が起き，強い風が吹いて湖は荒れだします。そこにイエスが水の上を歩いてやってきます。そしてペテロにも水の上を歩くようにと言います。（マタ 14:22-31）イエスが舟に乗るとすぐ風がやみます。弟子たちは驚いて，「確かにあなたは神の子です」と言います。* （マタ 14:33）弟子たちがそう言ったのは，イエスが奇跡によって人々にパンを与えた時ではなく，水の上を歩くのを見た後でした。そのことについてマルコはこう書いています。「[弟子たちは]すっかり驚いた。先ほどのパンの意味を把握しておらず，まだ心が鈍くて理解できなかったのである」。（マル 6:50-52）弟子たちは，エホバが聖なる力によってどれほどの力をイエスに与えているかを理解できていませんでした。それでイエスはパンの奇跡について話し，私たちにとって大切な点を教えました。

8-9. 群衆がイエスを捜したのはどうしてですか。（ヨハネ 6:26，27）


あなたの答え



8 イエスに食べ物をもらった人々は何に関心があったのでしょうか。次の日，イエスと使徒たちがいなくなったことに気付くと，人々はティベリアから着いた舟に乗り込み，イエスを捜しにカペルナウムに向かいました。（ヨハ 6:22-24）それは神の王国についてもっと聞きたかったからでしょうか。そうではありませんでした。特に関心があったのは食欲を満たすことでした。どうしてそういえるでしょうか。

9 群衆がカペルナウムの近くでイエスを見つけた時のことを考えてみましょう。イエスは，人々が一時的な食欲を満たすことを一番に考えていると指摘します。人々は「パンを食べて満足し」ましたが，それは「腐ってしまう食物」だと言いました。それで，そのような食物ではなく，「なくならないで永遠の命をもたらす食物」のために働くようにと勧めました。（ヨハネ 6:26，27を読む。）人々は永遠の命につながる食物があると聞いて驚いたことでしょう。では，どうすればそのような食物を手に入れることができたのでしょうか。

10. 「神の求めること」とは何でしたか。


あなたの答え



10 ユダヤ人たちは，そのような食物を手に入れるには何かをする必要があるだろう，と考えました。モーセの律法で求められていた行いのことを考えたかもしれません。でもイエスは「神の求めること，それは神が遣わした人に信仰を抱くことです」と言いました。（ヨハ 6:28，29）「永遠の命を受け」るには，神が遣わした人に信仰を持つことが必要です。イエスは以前にもこのことを教えたことがありました。（ヨハ 3:16-18）またこの後にも，永遠の命を得るにはどうすればよいか，さらに伝えました。（ヨハ 17:3）

11. ユダヤ人たちが文字通りのパンのことばかり考えていたことは，どんな点から分かりますか。（詩編 78:24，25）


あなたの答え



11 ユダヤ人たちは「神の求めること」についてイエスが教えたことを受け入れませんでした。そしてこう言いました。「私たちがあなたを信じられるよう，あなたはしるしとしてどんな奇跡を見せてくれますか」。（ヨハ 6:30）そして，モーセの時代には自分たちの先祖に食物となるマナを与えられたと言います。（ネヘ 9:15。ヨハ 6:31。詩編 78:24，25を読む。）人々が文字通りのパンをもらうことばかり考えていたことが分かります。そしてイエスが，マナとは違い命を与える「天からの真のパン」について話した時，人々はその意味について尋ねることもしませんでした。（ヨハ 6:32）今の生活のことばかり考えていて，イエスが伝えようとしていた永遠の命に関する真理を聞こうとしなかったのです。このことから何を学べるでしょうか。

私たちにとって一番大切なこと

12. イエスは何を一番大切にしていましたか。


あなたの答え



12 ヨハネ 6章から大切な点を学べます。私たちにとって一番大切なのはエホバとの絆だということです。イエスはそのことをサタンから誘惑された時にはっきりと示しました。（マタ 4:3，4）山上の垂訓の中でも，神の導きが必要であることを自覚することの大切さについて話しました。（マタ 5:3）それで，次の点を考えてみることができます。「自分の生き方には，何よりもエホバとの絆を大切にしていることが表れているだろうか」。

13. （ア）食べることを楽しむのが間違ったことではないのはどうしてですか。（イ）どんな警告に注意を払うことは大切ですか。（コリント第一 10:6，7，11）


あなたの答え



13 生活に必要な物について祈ったり，楽しい時間を過ごしたりするのはふさわしいことです。（ルカ 11:3）「食べ，飲み，一生懸命働く」ことから味わえる喜びは「真の神からのもの」です。（伝 2:24; 8:15。ヤコ 1:17）でも，私たちはそうした物に対して正しい見方をする必要があります。パウロはその点について当時のクリスチャンに宛てた手紙の中で強調しました。シナイ山の近くでイスラエル人に起きた出来事について話し，「彼らのように悪い事柄を行おうとしてはなりません」と警告しました。（コリント第一 10:6，7，11を読む。）エホバは奇跡によってイスラエル人に食べ物を与えましたが，人々は食べ物に執着し，「悪い事柄」を行う結果になってしまいました。（民 11:4-6，31-34）さらに，金の子牛を崇拝しながら，食べたり飲んだり楽しんだりしました。（出 32:4-6）パウロはこの出来事を当時のクリスチャンへの警告として話しました。西暦70年のユダヤ人の体制の終わりが近づいていたからです。私たちも今の体制の終わりが近づいているので，パウロの警告を真剣に受け止める必要があります。

14. 新しい世界ではどんなことを楽しみにできますか。


あなたの答え



14 イエスは「この日のためのパン」を祈り求めるように教えた時，神の望まれることが「天と同じように地上でも」行われることを祈るように，とも言いました。（マタ 6:9-11）それが実現する時のことをイメージできますか。聖書によると，神が地上に対して望んでいることの中には，みんなが上質の食べ物を楽しむことが含まれています。イザヤ 25章6-8節によると，神の王国の下ではたくさんのおいしい食べ物があります。また，詩編 72編16節では，「地上には穀物が豊かに実り，山々の頂でも豊作になる」と書かれています。収穫した穀物を使って自分の好きなパンを焼いたり，新しいレシピを試したりしてみたいと思いませんか。自分でブドウ園を造って，ブドウを食べたりワインを飲んだりすることもできます。（イザ 65:21，22）しかも，みんなでこうしたことを楽しめます。

15. 将来復活してくる人たちはどんなことを学びますか。（ヨハネ 6:35）


あなたの答え



15 ヨハネ 6:35を読む。将来復活が起きる時，イエスの奇跡によってパンと魚を食べた人たちに会えるかもしれません。当時イエスに信仰を抱いていなかった人たちも復活する可能性があります。（ヨハ 5:28，29）でも，そうした人たちも，イエスが言った「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢え……ません」という言葉の意味を学ぶことになります。そして，イエスが自分の命を贖いとして犠牲にしてくれたことに信仰を持つ必要があります。新しい世界では，復活してくる人や生まれてくる子どもたちのために，信仰を強める教育プログラムが準備されることでしょう。そうした人たちを教え，助けることができるのは本当にうれしいことです。新しい世界でエホバとの絆を持てるよう他の人を助ける時，どんなおいしいパンを食べる時よりも深い喜びを味わうことができるのです。

16. 次の記事ではどんなことを学びますか。


あなたの答え



16 この記事ではヨハネ 6章の一部を考えてきましたが，イエスは「永遠の命」についてさらにたくさんのことを教えました。その内容は当時のユダヤ人だけでなく今の私たちにとっても大切です。次の記事ではヨハネ 6章をさらに考えます。



どんなことを学びましたか


	  イエスが群衆にパンと魚を配る前にしたことから，何を学べますか。


あなたの答え





	  人々がイエスを王にしようとした時のイエスの反応から，何を学べますか。


あなたの答え





	  コリント第一 10章6，7，11節から何を学べますか。


あなたの答え












20番の歌 あなたは貴重な子を与えてくださった



^  この出来事について詳しくは，「イエス 道，真理，命」の131ページや，「その信仰に倣う」の185ページを参照。






^ （ヨハ 6:35） イエスは言った。「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢えず，私に信仰を抱く人は決して喉が渇きません。



^ （ヨハ 6:1-71） この後，イエスはガリラヤ湖つまりティベリア湖の向こうへ行った。 2 大勢の人がその場所に向かっていった。イエスが奇跡*を行って病気の人たちを癒やすのを見たからだった。 3 イエスは山に登り，そこで弟子たちと座った。 4 さて，ユダヤ人の祭りである過ぎ越しが近かった。 5 イエスは目を上げて大勢の人がやって来るのを見，「この人々が食べるパンをどこで買いましょうか」とフィリポに言った。 6 彼を試すためにそう言ったのであり，どうするかは考えてあった。 7 フィリポは答えた。「200デナリ分のパンでも足りません。一人一人にほんの少しずつ配ることもできないでしょう」。 8 弟子の1人でシモン･ペテロの兄弟であるアンデレが言った。 9 「ここに大麦のパン5つと小さな魚2匹を持っている少年がいます。でも，これほど大勢では何になるでしょうか」。 10 イエスは，「人々を座らせなさい」と言った。その場所には草がたくさん生えていて，人々はそこに座った。約5000人の男性がいた。 11 イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，座っている人たちに配った。小さな魚についても同じようにし，人々は好きなだけ食べた。 12 人々が満腹になった時，イエスは弟子たちに言った。「余ったかけらを集め，何も無駄にならないようにしなさい」。 13 弟子たちがかけらを集めると，12個の籠がいっぱいになった。もともと5つだった大麦のパンを食べた人たちが残したものだった。 14 人々はイエスが行った奇跡を見て，「これこそ，世に来ることになっていた預言者だ」と言いだした。 15 イエスは，人々が自分を王にするために捕らえに来ようとしているのを知り，ただ独りで再び山に去っていった。 16 夕方になる頃，弟子たちは湖に下りていった。 17 そして舟に乗り，湖を渡ってカペルナウムに向かった。もう暗くなっていたが，イエスはまだ弟子たちの所に来ていなかった。 18 また，強い風が吹いていて，湖は荒れだした。 19 ところが，弟子たちは5，6キロほどこいだ時，イエスが湖の上を歩いて舟に近づいてくるのを見た。そして恐ろしくなった。 20 しかしイエスは，「私です。恐れることはありません！」と言った。 21 それで弟子たちは，喜んでイエスを舟に迎え入れた。舟はすぐに，行こうとしていた土地に着いた。 22 次の日，湖の向こう側にいた群衆は，そこに舟がないことに気付いた。弟子たちだけがそこにあった小舟で去っていて，イエスは一緒に乗ってはいかなかったのである。 23 すると，主イエスが感謝の祈りをしてから人々にパンを食べさせた場所の近くに，ティベリアから数そうの舟が着いた。 24 群衆はイエスも弟子たちもそこにいないのを見て，それらの舟に乗り，イエスを捜しにカペルナウムに行った。 25 人々は湖を渡ってイエスを見つけると，「ラビ，いつここに来たのですか」と言った。 26 イエスは答えた。「はっきり言っておきますが，皆さんが私を捜しているのは，奇跡を見たからではなく，パンを食べて満足したからです。 27 腐ってしまう食物のためではなく，なくならないで永遠の命をもたらす食物のために働きなさい。人の子がそれを与えます。父すなわち神が彼を認めていることを示した*からです」。 28 人々は言った。「神の求めることを行うには何をしなければなりませんか」。 29 イエスは答えた。「神の求めること，それは神が遣わした人に信仰を抱くことです」。 30 人々は言った。「私たちがあなたを信じられるよう，あなたはしるしとしてどんな奇跡を見せてくれますか。どんなことをするのですか。 31 私たちの父祖は荒野でマナを食べました。『神は天からパンを与えて食べさせた』と書いてある通りです」。 32 イエスは言った。「はっきり言っておきます。モーセは天からのパンを与えませんでした。しかし，私の父は，天からの真のパンを皆さんに与えています。 33 天から下ってきて人類に命を与える人が神のパンだからです」。 34 人々は言った。「主よ，いつもそのパンを下さい」。 35 イエスは言った。「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢えず，私に信仰を抱く人は決して喉が渇きません。 36 しかし私が言ったように，皆さんは確かに私を見たのに信じません。 37 父が私に託してくださる人は皆，私のもとに来ます。そして私は自分のもとに来る人を決して追い払ったりしません。 38 私が天から下ってきたのは，自分の望むことではなく，私を遣わした方の望むことを行うためだからです。 39 私を遣わした方が望むこととは，私が，託された全ての人を一人も失うことなく終わりの日に復活させることです。 40 私の父が望むのは，子を認めて信仰を抱く人が皆，永遠の命を受けることなのです。私はその人を終わりの日に復活させます」。 41 ユダヤ人たちは，「私は天から下ってきたパンだ」とイエスが言ったことで不満を口にし始めた。 42 こう言いだした。「これはヨセフの子イエスではないか。私たちは彼の父親も母親も知っている。今になって，『私は天から下ってきた』と言うのはどうしてか」。 43 それでイエスは言った。「不満を口にするのはやめなさい。 44 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。 45 預言者の書に，『彼らは皆エホバに教えられる*』と書いてあります。父から聞いて学んだ人は皆，私のもとに来ます。 46 誰かが父を見たというのではありません。神の所から来た人だけが父を見ました。 47 はっきり言っておきますが，信じる人は永遠の命を受けます。 48 私は命のパンです。 49 父祖たちは荒野でマナを食べましたが，それでも死にました。 50 しかし，天から下ってくるパンを食べる人は死にません。 51 私は天から下ってきた命のパンです。このパンを食べる人は永遠に生きます。そして，私が与えるパンとは私の肉であり，人類*が生きるためのものです」。 52 そこでユダヤ人たちは，「どうしてこの人は自分の肉を与えて食べさせることができるのか」と言い合いを始めた。 53 イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。 54 私の肉を食べ，私の血を飲む人は永遠の命を受け，私はその人を終わりの日に復活させます。 55 私の肉は真の食物，私の血は真の飲み物です。 56 私の肉を食べ，私の血を飲む人は，ずっと私と結び付いており，私もその人と結び付いています。 57 生きている父が私を遣わし，私が父によって生きているのと同じように，私を食べる人も私によって生きます。 58 これが天から下ってきたパンです。父祖たちが食べはしても死んだのとは違い，このパンを食べる人は永遠に生きます」。 59 イエスはこうしたことを，カペルナウムの会堂で教えていた時に語った。 60 イエスの弟子のうち多くの人が，これを聞いた時に，「この話はひどい。誰が聞いていられるだろうか」と言った。 61 しかしイエスは，弟子たちがこのことで不満を口にしているのを知って，こう言った。「このことで反感を抱いている*のですか。 62 では，人の子が元いた所に上っていくのを見たら，どうでしょうか。 63 命を与えるのは聖なる力です。人間の努力は何の役にも立ちません。私があなたたちに話した言葉は聖なる力によるものであり，命を与えます。 64 しかし，あなたたちの中には信じない人もいます」。イエスは初めから，信じない人たちと自分を裏切る人を知っていたのである。 65 さらにこう言った。「それで私は，父に許されたのでない限り誰も私のもとに来ることはできない，とあなたたちに言ったのです」。 66 このために，弟子のうち多くの人が以前の事柄に戻っていき，もはやイエスと共に歩もうとはしなかった。 67 それでイエスは12人に言った。「あなたたちも去っていきたいですか」。 68 シモン･ペテロが答えた。「主よ，私たちは誰の所に行けばよいのでしょう。あなたは永遠の命の言葉を持っています。 69 私たちは，あなたが神の聖なる方であることを信じ，知るようになりました」。 70 イエスは答えた。「私があなたたち12人を選んだのではありませんか。しかし，あなたたちの1人は中傷する人です」。 71 イエスは，シモン･イスカリオテの子ユダについて話していたのである。この人は12人の1人でありながらイエスを裏切ろうとしていた。

直訳，「しるし」。
直訳，「この者に証印を押した」。
または，「教えられた者となる」。
直訳，「世」。
または，「気分を害している」。


^  （創 14:18） また，サレムの王メルキゼデクはパンとぶどう酒を持ってきた。メルキゼデクは至高の神に仕える祭司だった。



^  （ルカ 4:4） しかしイエスは答えた。「『人はパンだけで生きるのではない』と書いてあります」。



^  （マタ 6:11） 今日，この日のためのパンを私たちにお与えください。



^  （使徒 20:7） 週の最初の日，私たちが食事をするために集まっていた時，パウロは次の日には出発することになっていたので，講話を始めた。話は長くなって真夜中まで続いた。



^  （マタ 16:9， 10） まだ要点が分からないのですか。5つのパンを5000人で食べた時，余りを幾つの籠に拾ったかを覚えていないのですか。 10 また，7つのパンを4000人で食べた時，余りを幾つの大籠に拾いましたか。



^  （ヨハ 6:1-71） この後，イエスはガリラヤ湖つまりティベリア湖の向こうへ行った。 2 大勢の人がその場所に向かっていった。イエスが奇跡*を行って病気の人たちを癒やすのを見たからだった。 3 イエスは山に登り，そこで弟子たちと座った。 4 さて，ユダヤ人の祭りである過ぎ越しが近かった。 5 イエスは目を上げて大勢の人がやって来るのを見，「この人々が食べるパンをどこで買いましょうか」とフィリポに言った。 6 彼を試すためにそう言ったのであり，どうするかは考えてあった。 7 フィリポは答えた。「200デナリ分のパンでも足りません。一人一人にほんの少しずつ配ることもできないでしょう」。 8 弟子の1人でシモン･ペテロの兄弟であるアンデレが言った。 9 「ここに大麦のパン5つと小さな魚2匹を持っている少年がいます。でも，これほど大勢では何になるでしょうか」。 10 イエスは，「人々を座らせなさい」と言った。その場所には草がたくさん生えていて，人々はそこに座った。約5000人の男性がいた。 11 イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，座っている人たちに配った。小さな魚についても同じようにし，人々は好きなだけ食べた。 12 人々が満腹になった時，イエスは弟子たちに言った。「余ったかけらを集め，何も無駄にならないようにしなさい」。 13 弟子たちがかけらを集めると，12個の籠がいっぱいになった。もともと5つだった大麦のパンを食べた人たちが残したものだった。 14 人々はイエスが行った奇跡を見て，「これこそ，世に来ることになっていた預言者だ」と言いだした。 15 イエスは，人々が自分を王にするために捕らえに来ようとしているのを知り，ただ独りで再び山に去っていった。 16 夕方になる頃，弟子たちは湖に下りていった。 17 そして舟に乗り，湖を渡ってカペルナウムに向かった。もう暗くなっていたが，イエスはまだ弟子たちの所に来ていなかった。 18 また，強い風が吹いていて，湖は荒れだした。 19 ところが，弟子たちは5，6キロほどこいだ時，イエスが湖の上を歩いて舟に近づいてくるのを見た。そして恐ろしくなった。 20 しかしイエスは，「私です。恐れることはありません！」と言った。 21 それで弟子たちは，喜んでイエスを舟に迎え入れた。舟はすぐに，行こうとしていた土地に着いた。 22 次の日，湖の向こう側にいた群衆は，そこに舟がないことに気付いた。弟子たちだけがそこにあった小舟で去っていて，イエスは一緒に乗ってはいかなかったのである。 23 すると，主イエスが感謝の祈りをしてから人々にパンを食べさせた場所の近くに，ティベリアから数そうの舟が着いた。 24 群衆はイエスも弟子たちもそこにいないのを見て，それらの舟に乗り，イエスを捜しにカペルナウムに行った。 25 人々は湖を渡ってイエスを見つけると，「ラビ，いつここに来たのですか」と言った。 26 イエスは答えた。「はっきり言っておきますが，皆さんが私を捜しているのは，奇跡を見たからではなく，パンを食べて満足したからです。 27 腐ってしまう食物のためではなく，なくならないで永遠の命をもたらす食物のために働きなさい。人の子がそれを与えます。父すなわち神が彼を認めていることを示した*からです」。 28 人々は言った。「神の求めることを行うには何をしなければなりませんか」。 29 イエスは答えた。「神の求めること，それは神が遣わした人に信仰を抱くことです」。 30 人々は言った。「私たちがあなたを信じられるよう，あなたはしるしとしてどんな奇跡を見せてくれますか。どんなことをするのですか。 31 私たちの父祖は荒野でマナを食べました。『神は天からパンを与えて食べさせた』と書いてある通りです」。 32 イエスは言った。「はっきり言っておきます。モーセは天からのパンを与えませんでした。しかし，私の父は，天からの真のパンを皆さんに与えています。 33 天から下ってきて人類に命を与える人が神のパンだからです」。 34 人々は言った。「主よ，いつもそのパンを下さい」。 35 イエスは言った。「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢えず，私に信仰を抱く人は決して喉が渇きません。 36 しかし私が言ったように，皆さんは確かに私を見たのに信じません。 37 父が私に託してくださる人は皆，私のもとに来ます。そして私は自分のもとに来る人を決して追い払ったりしません。 38 私が天から下ってきたのは，自分の望むことではなく，私を遣わした方の望むことを行うためだからです。 39 私を遣わした方が望むこととは，私が，託された全ての人を一人も失うことなく終わりの日に復活させることです。 40 私の父が望むのは，子を認めて信仰を抱く人が皆，永遠の命を受けることなのです。私はその人を終わりの日に復活させます」。 41 ユダヤ人たちは，「私は天から下ってきたパンだ」とイエスが言ったことで不満を口にし始めた。 42 こう言いだした。「これはヨセフの子イエスではないか。私たちは彼の父親も母親も知っている。今になって，『私は天から下ってきた』と言うのはどうしてか」。 43 それでイエスは言った。「不満を口にするのはやめなさい。 44 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。 45 預言者の書に，『彼らは皆エホバに教えられる*』と書いてあります。父から聞いて学んだ人は皆，私のもとに来ます。 46 誰かが父を見たというのではありません。神の所から来た人だけが父を見ました。 47 はっきり言っておきますが，信じる人は永遠の命を受けます。 48 私は命のパンです。 49 父祖たちは荒野でマナを食べましたが，それでも死にました。 50 しかし，天から下ってくるパンを食べる人は死にません。 51 私は天から下ってきた命のパンです。このパンを食べる人は永遠に生きます。そして，私が与えるパンとは私の肉であり，人類*が生きるためのものです」。 52 そこでユダヤ人たちは，「どうしてこの人は自分の肉を与えて食べさせることができるのか」と言い合いを始めた。 53 イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。 54 私の肉を食べ，私の血を飲む人は永遠の命を受け，私はその人を終わりの日に復活させます。 55 私の肉は真の食物，私の血は真の飲み物です。 56 私の肉を食べ，私の血を飲む人は，ずっと私と結び付いており，私もその人と結び付いています。 57 生きている父が私を遣わし，私が父によって生きているのと同じように，私を食べる人も私によって生きます。 58 これが天から下ってきたパンです。父祖たちが食べはしても死んだのとは違い，このパンを食べる人は永遠に生きます」。 59 イエスはこうしたことを，カペルナウムの会堂で教えていた時に語った。 60 イエスの弟子のうち多くの人が，これを聞いた時に，「この話はひどい。誰が聞いていられるだろうか」と言った。 61 しかしイエスは，弟子たちがこのことで不満を口にしているのを知って，こう言った。「このことで反感を抱いている*のですか。 62 では，人の子が元いた所に上っていくのを見たら，どうでしょうか。 63 命を与えるのは聖なる力です。人間の努力は何の役にも立ちません。私があなたたちに話した言葉は聖なる力によるものであり，命を与えます。 64 しかし，あなたたちの中には信じない人もいます」。イエスは初めから，信じない人たちと自分を裏切る人を知っていたのである。 65 さらにこう言った。「それで私は，父に許されたのでない限り誰も私のもとに来ることはできない，とあなたたちに言ったのです」。 66 このために，弟子のうち多くの人が以前の事柄に戻っていき，もはやイエスと共に歩もうとはしなかった。 67 それでイエスは12人に言った。「あなたたちも去っていきたいですか」。 68 シモン･ペテロが答えた。「主よ，私たちは誰の所に行けばよいのでしょう。あなたは永遠の命の言葉を持っています。 69 私たちは，あなたが神の聖なる方であることを信じ，知るようになりました」。 70 イエスは答えた。「私があなたたち12人を選んだのではありませんか。しかし，あなたたちの1人は中傷する人です」。 71 イエスは，シモン･イスカリオテの子ユダについて話していたのである。この人は12人の1人でありながらイエスを裏切ろうとしていた。

直訳，「しるし」。
直訳，「この者に証印を押した」。
または，「教えられた者となる」。
直訳，「世」。
または，「気分を害している」。


^  （マル 6:7） さて，イエスは12人を呼び寄せて，2人ずつ遣わすことに取り掛かり，邪悪な天使に対する権威を与えた。



^  （マル 6:30-32） 使徒たちはイエスのもとに集まって，行ったことや教えたことを全部報告した。 31 イエスは言った。「さあ，一緒に静かな場所に行って，少し休みなさい」。出入りする人が多く，食事をする暇もなかったからである。 32 それで一行は舟に乗り，自分たちだけになれる静かな場所に向かった。



^  （ルカ 9:10） 使徒たちは帰ってきて，行ったことを全部イエスに報告した。イエスは使徒たちを連れ，自分たちだけでベツサイダという町に去っていった。



^  （マタ 14:15） 夕方になる頃，弟子たちが来て言った。「ここは辺ぴな場所で，もう遅い時間です。群衆を解散させ，村に行って自分で食べ物を買えるようにしてあげてください」。



^  （ヨハ 6:4， 5） さて，ユダヤ人の祭りである過ぎ越しが近かった。 5 イエスは目を上げて大勢の人がやって来るのを見，「この人々が食べるパンをどこで買いましょうか」とフィリポに言った。



^  （マタ 14:16） しかしイエスは言った。「その必要はありません。あなたたちが食べ物を与えなさい」。



^  （マタ 14:21） 食べた男性は約5000人で，女性や子供もいた。



^  （ヨハ 6:9） 「ここに大麦のパン5つと小さな魚2匹を持っている少年がいます。でも，これほど大勢では何になるでしょうか」。



^ （ヨハ 6:11-13） イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，座っている人たちに配った。小さな魚についても同じようにし，人々は好きなだけ食べた。 12 人々が満腹になった時，イエスは弟子たちに言った。「余ったかけらを集め，何も無駄にならないようにしなさい」。 13 弟子たちがかけらを集めると，12個の籠がいっぱいになった。もともと5つだった大麦のパンを食べた人たちが残したものだった。



^  （マル 6:39， 40） イエスは全員に，青草の上にグループになって座るよう指示した。 40 人々は100人また50人のグループになって座った。



^  （ヨハ 6:11-13） イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，座っている人たちに配った。小さな魚についても同じようにし，人々は好きなだけ食べた。 12 人々が満腹になった時，イエスは弟子たちに言った。「余ったかけらを集め，何も無駄にならないようにしなさい」。 13 弟子たちがかけらを集めると，12個の籠がいっぱいになった。もともと5つだった大麦のパンを食べた人たちが残したものだった。



^  （申 18:15-18） エホバ神は，あなたのために兄弟たちの中から私のような預言者を立てます。その人に従わなければなりません。 16 これは，民が集まった日*にあなたがホレブでエホバ神に求めた事に応じてのことです。あなたはこう言いました。『もう私の神エホバの声を私に聞かせたり，この大きな火を私に見させたりしないでください。私が死なないためです』。 17 それでエホバは私に言いました。『彼らが言ったことはもっともだ。 18 私は彼らのために兄弟たちの中からあなたのような預言者を立てる。私は自分の言葉をその人に伝え，その人は私が命じる全てのことを彼らに話す。

または，「会衆の日」。


^  （ヨハ 6:14， 15） 人々はイエスが行った奇跡を見て，「これこそ，世に来ることになっていた預言者だ」と言いだした。 15 イエスは，人々が自分を王にするために捕らえに来ようとしているのを知り，ただ独りで再び山に去っていった。



^  （ヨハ 17:14） 私はあなたの言葉を彼らに伝えましたが，世の人々は彼らを憎みました。私が世の人々のようではないのと同じように，彼らも世の人々のようではないからです。



^  （ヨハ 18:36） イエスは答えた。「私の王国はこの世界のものではありません。もしそうだったなら，私に付き従う者たちは，私をユダヤ人たちに渡さないように戦ったでしょう。しかし実際は，私の王国はこの世界からのものではありません」。



^  （マタ 6:10） あなたの王国が来ますように。あなたの望まれることが，天と同じように地上でも行われますように。



^ （ヨハ 6:16-20） 夕方になる頃，弟子たちは湖に下りていった。 17 そして舟に乗り，湖を渡ってカペルナウムに向かった。もう暗くなっていたが，イエスはまだ弟子たちの所に来ていなかった。 18 また，強い風が吹いていて，湖は荒れだした。 19 ところが，弟子たちは5，6キロほどこいだ時，イエスが湖の上を歩いて舟に近づいてくるのを見た。そして恐ろしくなった。 20 しかしイエスは，「私です。恐れることはありません！」と言った。



^  （ヨハ 6:16-20） 夕方になる頃，弟子たちは湖に下りていった。 17 そして舟に乗り，湖を渡ってカペルナウムに向かった。もう暗くなっていたが，イエスはまだ弟子たちの所に来ていなかった。 18 また，強い風が吹いていて，湖は荒れだした。 19 ところが，弟子たちは5，6キロほどこいだ時，イエスが湖の上を歩いて舟に近づいてくるのを見た。そして恐ろしくなった。 20 しかしイエスは，「私です。恐れることはありません！」と言った。



^  （マタ 14:22-31） それからすぐイエスは弟子たちを舟に乗らせて先に対岸に向かわせ，群衆は解散させた。 23 イエスは群衆を解散させた後，祈りをするため自分だけで山に登った。日が暮れても，1人でそこにいた。 24 その頃までに，舟は陸から何百メートルも離れていたが，向かい風で，波のためになかなか進まなかった。 25 ところが，第4夜警時に，イエスは湖の上を歩いて舟の所に来た。 26 弟子たちは，イエスが湖の上を歩いているのを目にして動揺し，「幻影*だ！」と言った。そして，恐れのあまり叫び声を上げた。 27 しかし，イエスはすぐに話し掛け，「安心しなさい。私です。恐れることはありません」と言った。 28 ペテロは言った。「主よ，あなたでしたら，水の上を歩いてそちらに行くよう私に命令してください」。 29 イエスは，「来なさい！」と言った。そこでペテロは舟から出て，水の上を歩いてイエスの方に向かった。 30 ところが暴風を見て怖くなり，沈み始めた時，「主よ，助けてください！」と叫んだ。 31 イエスはすぐに手を伸ばしてペテロをつかみ，「信仰の少ない人よ，なぜ疑いに負けたのですか」と言った。

または，「錯覚」。


^  （マタ 14:33） その時，舟にいた弟子たちは，「確かにあなたは神の子です」と言って，敬意を表した。



^  （マル 6:50-52） 皆，イエスを見て動揺したのである。しかし，イエスはすぐに話し掛け，「安心しなさい。私です。恐れることはありません」と言った。 51 そして舟に乗り込むと，風はやんだ。弟子たちはすっかり驚いた。 52 先ほどのパンの意味を把握しておらず，まだ心が鈍くて理解できなかったのである。



^ （ヨハ 6:26， 27） イエスは答えた。「はっきり言っておきますが，皆さんが私を捜しているのは，奇跡を見たからではなく，パンを食べて満足したからです。 27 腐ってしまう食物のためではなく，なくならないで永遠の命をもたらす食物のために働きなさい。人の子がそれを与えます。父すなわち神が彼を認めていることを示した*からです」。

直訳，「この者に証印を押した」。


^  （ヨハ 6:22-24） 次の日，湖の向こう側にいた群衆は，そこに舟がないことに気付いた。弟子たちだけがそこにあった小舟で去っていて，イエスは一緒に乗ってはいかなかったのである。 23 すると，主イエスが感謝の祈りをしてから人々にパンを食べさせた場所の近くに，ティベリアから数そうの舟が着いた。 24 群衆はイエスも弟子たちもそこにいないのを見て，それらの舟に乗り，イエスを捜しにカペルナウムに行った。



^  （ヨハ 6:26， 27） イエスは答えた。「はっきり言っておきますが，皆さんが私を捜しているのは，奇跡を見たからではなく，パンを食べて満足したからです。 27 腐ってしまう食物のためではなく，なくならないで永遠の命をもたらす食物のために働きなさい。人の子がそれを与えます。父すなわち神が彼を認めていることを示した*からです」。

直訳，「この者に証印を押した」。


^  （ヨハ 6:28， 29） 人々は言った。「神の求めることを行うには何をしなければなりませんか」。 29 イエスは答えた。「神の求めること，それは神が遣わした人に信仰を抱くことです」。



^  （ヨハ 3:16-18） 神は，自分の独り子を与えるほどに人類を愛したのです。そのようにして，独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました。 17 神が自分の子を世に遣わしたのは，彼が世を断罪するためではなく，世が彼を通して救われるためです。 18 彼に信仰を抱く人は裁かれません。信仰を抱かない人はすでに裁かれています。その人は，神の独り子の名に信仰を抱いていないからです。



^  （ヨハ 17:3） 永遠の命を得るには，唯一の真の神であるあなたと，あなたが遣わされたイエス･キリストのことを知る必要があります。



^ （詩 78:24， 25） マナを雨のように降らせて食べさせ， 天の穀物を与えた。 25 人々は力の強い者*たちのパンを食べ， 神から食物を十分に与えられた。

または，「天使」。


^  （ヨハ 6:30） 人々は言った。「私たちがあなたを信じられるよう，あなたはしるしとしてどんな奇跡を見せてくれますか。どんなことをするのですか。



^  （ネヘ 9:15） 彼らが飢えると，天からパンを与え，喉が渇くと，大岩から水を出しました。そして，あなたが与えると誓った土地に入ってそこを取得するようにと告げました。



^  （ヨハ 6:31） 私たちの父祖は荒野でマナを食べました。『神は天からパンを与えて食べさせた』と書いてある通りです」。



^  （詩 78:24， 25） マナを雨のように降らせて食べさせ， 天の穀物を与えた。 25 人々は力の強い者*たちのパンを食べ， 神から食物を十分に与えられた。

または，「天使」。


^  （ヨハ 6:32） イエスは言った。「はっきり言っておきます。モーセは天からのパンを与えませんでした。しかし，私の父は，天からの真のパンを皆さんに与えています。



^  （ヨハ 6:1-71） この後，イエスはガリラヤ湖つまりティベリア湖の向こうへ行った。 2 大勢の人がその場所に向かっていった。イエスが奇跡*を行って病気の人たちを癒やすのを見たからだった。 3 イエスは山に登り，そこで弟子たちと座った。 4 さて，ユダヤ人の祭りである過ぎ越しが近かった。 5 イエスは目を上げて大勢の人がやって来るのを見，「この人々が食べるパンをどこで買いましょうか」とフィリポに言った。 6 彼を試すためにそう言ったのであり，どうするかは考えてあった。 7 フィリポは答えた。「200デナリ分のパンでも足りません。一人一人にほんの少しずつ配ることもできないでしょう」。 8 弟子の1人でシモン･ペテロの兄弟であるアンデレが言った。 9 「ここに大麦のパン5つと小さな魚2匹を持っている少年がいます。でも，これほど大勢では何になるでしょうか」。 10 イエスは，「人々を座らせなさい」と言った。その場所には草がたくさん生えていて，人々はそこに座った。約5000人の男性がいた。 11 イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，座っている人たちに配った。小さな魚についても同じようにし，人々は好きなだけ食べた。 12 人々が満腹になった時，イエスは弟子たちに言った。「余ったかけらを集め，何も無駄にならないようにしなさい」。 13 弟子たちがかけらを集めると，12個の籠がいっぱいになった。もともと5つだった大麦のパンを食べた人たちが残したものだった。 14 人々はイエスが行った奇跡を見て，「これこそ，世に来ることになっていた預言者だ」と言いだした。 15 イエスは，人々が自分を王にするために捕らえに来ようとしているのを知り，ただ独りで再び山に去っていった。 16 夕方になる頃，弟子たちは湖に下りていった。 17 そして舟に乗り，湖を渡ってカペルナウムに向かった。もう暗くなっていたが，イエスはまだ弟子たちの所に来ていなかった。 18 また，強い風が吹いていて，湖は荒れだした。 19 ところが，弟子たちは5，6キロほどこいだ時，イエスが湖の上を歩いて舟に近づいてくるのを見た。そして恐ろしくなった。 20 しかしイエスは，「私です。恐れることはありません！」と言った。 21 それで弟子たちは，喜んでイエスを舟に迎え入れた。舟はすぐに，行こうとしていた土地に着いた。 22 次の日，湖の向こう側にいた群衆は，そこに舟がないことに気付いた。弟子たちだけがそこにあった小舟で去っていて，イエスは一緒に乗ってはいかなかったのである。 23 すると，主イエスが感謝の祈りをしてから人々にパンを食べさせた場所の近くに，ティベリアから数そうの舟が着いた。 24 群衆はイエスも弟子たちもそこにいないのを見て，それらの舟に乗り，イエスを捜しにカペルナウムに行った。 25 人々は湖を渡ってイエスを見つけると，「ラビ，いつここに来たのですか」と言った。 26 イエスは答えた。「はっきり言っておきますが，皆さんが私を捜しているのは，奇跡を見たからではなく，パンを食べて満足したからです。 27 腐ってしまう食物のためではなく，なくならないで永遠の命をもたらす食物のために働きなさい。人の子がそれを与えます。父すなわち神が彼を認めていることを示した*からです」。 28 人々は言った。「神の求めることを行うには何をしなければなりませんか」。 29 イエスは答えた。「神の求めること，それは神が遣わした人に信仰を抱くことです」。 30 人々は言った。「私たちがあなたを信じられるよう，あなたはしるしとしてどんな奇跡を見せてくれますか。どんなことをするのですか。 31 私たちの父祖は荒野でマナを食べました。『神は天からパンを与えて食べさせた』と書いてある通りです」。 32 イエスは言った。「はっきり言っておきます。モーセは天からのパンを与えませんでした。しかし，私の父は，天からの真のパンを皆さんに与えています。 33 天から下ってきて人類に命を与える人が神のパンだからです」。 34 人々は言った。「主よ，いつもそのパンを下さい」。 35 イエスは言った。「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢えず，私に信仰を抱く人は決して喉が渇きません。 36 しかし私が言ったように，皆さんは確かに私を見たのに信じません。 37 父が私に託してくださる人は皆，私のもとに来ます。そして私は自分のもとに来る人を決して追い払ったりしません。 38 私が天から下ってきたのは，自分の望むことではなく，私を遣わした方の望むことを行うためだからです。 39 私を遣わした方が望むこととは，私が，託された全ての人を一人も失うことなく終わりの日に復活させることです。 40 私の父が望むのは，子を認めて信仰を抱く人が皆，永遠の命を受けることなのです。私はその人を終わりの日に復活させます」。 41 ユダヤ人たちは，「私は天から下ってきたパンだ」とイエスが言ったことで不満を口にし始めた。 42 こう言いだした。「これはヨセフの子イエスではないか。私たちは彼の父親も母親も知っている。今になって，『私は天から下ってきた』と言うのはどうしてか」。 43 それでイエスは言った。「不満を口にするのはやめなさい。 44 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。 45 預言者の書に，『彼らは皆エホバに教えられる*』と書いてあります。父から聞いて学んだ人は皆，私のもとに来ます。 46 誰かが父を見たというのではありません。神の所から来た人だけが父を見ました。 47 はっきり言っておきますが，信じる人は永遠の命を受けます。 48 私は命のパンです。 49 父祖たちは荒野でマナを食べましたが，それでも死にました。 50 しかし，天から下ってくるパンを食べる人は死にません。 51 私は天から下ってきた命のパンです。このパンを食べる人は永遠に生きます。そして，私が与えるパンとは私の肉であり，人類*が生きるためのものです」。 52 そこでユダヤ人たちは，「どうしてこの人は自分の肉を与えて食べさせることができるのか」と言い合いを始めた。 53 イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。 54 私の肉を食べ，私の血を飲む人は永遠の命を受け，私はその人を終わりの日に復活させます。 55 私の肉は真の食物，私の血は真の飲み物です。 56 私の肉を食べ，私の血を飲む人は，ずっと私と結び付いており，私もその人と結び付いています。 57 生きている父が私を遣わし，私が父によって生きているのと同じように，私を食べる人も私によって生きます。 58 これが天から下ってきたパンです。父祖たちが食べはしても死んだのとは違い，このパンを食べる人は永遠に生きます」。 59 イエスはこうしたことを，カペルナウムの会堂で教えていた時に語った。 60 イエスの弟子のうち多くの人が，これを聞いた時に，「この話はひどい。誰が聞いていられるだろうか」と言った。 61 しかしイエスは，弟子たちがこのことで不満を口にしているのを知って，こう言った。「このことで反感を抱いている*のですか。 62 では，人の子が元いた所に上っていくのを見たら，どうでしょうか。 63 命を与えるのは聖なる力です。人間の努力は何の役にも立ちません。私があなたたちに話した言葉は聖なる力によるものであり，命を与えます。 64 しかし，あなたたちの中には信じない人もいます」。イエスは初めから，信じない人たちと自分を裏切る人を知っていたのである。 65 さらにこう言った。「それで私は，父に許されたのでない限り誰も私のもとに来ることはできない，とあなたたちに言ったのです」。 66 このために，弟子のうち多くの人が以前の事柄に戻っていき，もはやイエスと共に歩もうとはしなかった。 67 それでイエスは12人に言った。「あなたたちも去っていきたいですか」。 68 シモン･ペテロが答えた。「主よ，私たちは誰の所に行けばよいのでしょう。あなたは永遠の命の言葉を持っています。 69 私たちは，あなたが神の聖なる方であることを信じ，知るようになりました」。 70 イエスは答えた。「私があなたたち12人を選んだのではありませんか。しかし，あなたたちの1人は中傷する人です」。 71 イエスは，シモン･イスカリオテの子ユダについて話していたのである。この人は12人の1人でありながらイエスを裏切ろうとしていた。

直訳，「しるし」。
直訳，「この者に証印を押した」。
または，「教えられた者となる」。
直訳，「世」。
または，「気分を害している」。


^  （マタ 4:3， 4） 誘惑者がイエスに近づき，言った。「神の子なら，これらの石に，パンになるように命じなさい」。 4 イエスは答えた。「『人は，パンだけではなく，エホバの口から出る全ての言葉によって生きなければならない』と書いてあります」。



^  （マタ 5:3） 「神の導きが必要であることを自覚している人たちは幸福です。天の王国はその人たちのものだからです。



^ （コリ一 10:6， 7） こうした例から学べることがあります。私たちは，彼らのように悪い事柄を行おうとしてはなりません。 7 彼らのうちのある人たちのように，偶像を崇拝してはなりません。「民は座って食べたり飲んだりし，立ち上がって楽しんだ」と書かれています。



^ （コリ一 10:11） こうしたことが彼らに起きたのは，私たちが過去の例から学ぶためです。これらの出来事は，今の体制が終わる時に生きている私たちへの警告として書かれたのです。



^  （ルカ 11:3） 毎日の必要に応じて，日ごとに私たちにパンをお与えください。



^  （伝 2:24） 食べ，飲み，一生懸命働く充実感，人にとってこれ以上の幸せはない。私はこれもまた，真の神からのものだと気付いた。



^  （伝 8:15） 喜ぶのは良いことだと私は言った。食べ，飲み，喜ぶこと，この地上で人にとってこれ以上の幸せはないからだ。真の神が与えてくださる，地上での生涯の間，一生懸命働いて喜びにあふれよう。



^  （ヤコ 1:17） 良い贈り物，完全な贈り物は全て，天から，光*の父から来ます。父は移り変わる影のように変化したりはしません*。

または，「天体の光」。
または，「父には影の移動による変化もありません」。


^  （コリ一 10:6， 7） こうした例から学べることがあります。私たちは，彼らのように悪い事柄を行おうとしてはなりません。 7 彼らのうちのある人たちのように，偶像を崇拝してはなりません。「民は座って食べたり飲んだりし，立ち上がって楽しんだ」と書かれています。



^  （コリ一 10:11） こうしたことが彼らに起きたのは，私たちが過去の例から学ぶためです。これらの出来事は，今の体制が終わる時に生きている私たちへの警告として書かれたのです。



^  （民 11:4-6） 民の中にいたさまざまな外国人が利己的な願望を口にし，イスラエル人も泣いてこう言いだした。「誰が肉を食べさせてくれるのか。 5 エジプトでただで食べていた魚が本当に懐かしい。それに，キュウリやスイカ，ネギ，タマネギ，ニンニクもだ。 6 それが今，私たちは痩せ衰えている。目にするのはこのマナばかりだ」。



^  （民 11:31-34） エホバのもとから風が起き，海からウズラを運んできて，宿営の周りに落とした。ウズラは宿営の周囲一帯に，歩いて1日かかる所まで，1メートルほどの高さで積もった。 32 民はその日1日，また夜通し，さらに次の日も1日，寝ずにウズラを集めた。一番少ない人でも2200リットルは集めた。そして，自分たちのために宿営の周囲一帯に並べていった。 33 しかし，肉を口に入れて食べている間に，民に対してエホバの怒りが燃え，エホバは民を打ち始め，非常に大勢の人を滅ぼした。 34 その場所はキブロト･ハタアワ*と呼ばれるようになった。利己的な渇望を示した人々をそこで葬ったからである。

意味，「渇望の墓場」。


^  （出 32:4-6） アロンは金を受け取り，彫り道具で形を整えて子牛の像*を作った。民は，「イスラエルよ，これが私たちをエジプトから連れ出した私たちの神だ」と言いだした。 5 アロンはこれを見て，その前に祭壇を作った。そして，「明日，エホバの祭りがある」と叫んだ。 6 次の日，民は早く起き，全焼の捧げ物と共食の犠牲を捧げ始めた。その後，座って食べたり飲んだりし，立ち上がって楽しんだ。

または，「鋳造された像」。


^  （マタ 6:9-11） それで，このように祈らなければなりません。 『天におられる私たちの父よ，お名前が神聖なものとされますように。 10 あなたの王国が来ますように。あなたの望まれることが，天と同じように地上でも行われますように。 11 今日，この日のためのパンを私たちにお与えください。



^  （イザ 25:6-8） 大軍を率いるエホバはこの山で全ての人々のために， 豪華な料理の宴を， 上等の*ぶどう酒の宴を催す。 骨髄をふんだんに使った豪華な料理の宴， こされた上等のぶどう酒の宴である。  7 神はこの山で，全ての人々を包んでいる覆いと， 全ての国を覆っている織物*を取り除く*。  8 神は死を永久にのみ込む*。 主権者である主エホバは全ての顔から涙を拭う。 ご自分の民に対する非難を全世界から除き去る。 エホバご自身がそう語ったのである。

または，「おりの上に寝かせられた」。
または，「ベール」。
直訳，「のみ込む」。
または，「取り除く」。


^  （詩 72:16） 地上には穀物が豊かに実り， 山々の頂でも豊作になる。 王の収穫物はレバノンの木々のように素晴らしく， 町の住民は地上の草木のように咲き誇る。



^  （イザ 65:21， 22） 人々は家を建てて住み， ブドウ園を造って実を食べる。 22 建てた家に他人が住むことはなく， 植えた物を他人が食べることもない。 私の民の寿命は木の寿命のようになり， 私が選んだ者たちは働く喜びを存分に味わう。



^ （ヨハ 6:35） イエスは言った。「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢えず，私に信仰を抱く人は決して喉が渇きません。



^  （ヨハ 6:35） イエスは言った。「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢えず，私に信仰を抱く人は決して喉が渇きません。



^  （ヨハ 5:28， 29） このことに驚いてはなりません。記念の墓の中にいる人が皆，彼の声を聞いて出てくる時が来るのです。 29 良いことをした人は命の復活へ，悪いことを行った人は裁きの復活へと出てきます。



^  （ヨハ 6:1-71） この後，イエスはガリラヤ湖つまりティベリア湖の向こうへ行った。 2 大勢の人がその場所に向かっていった。イエスが奇跡*を行って病気の人たちを癒やすのを見たからだった。 3 イエスは山に登り，そこで弟子たちと座った。 4 さて，ユダヤ人の祭りである過ぎ越しが近かった。 5 イエスは目を上げて大勢の人がやって来るのを見，「この人々が食べるパンをどこで買いましょうか」とフィリポに言った。 6 彼を試すためにそう言ったのであり，どうするかは考えてあった。 7 フィリポは答えた。「200デナリ分のパンでも足りません。一人一人にほんの少しずつ配ることもできないでしょう」。 8 弟子の1人でシモン･ペテロの兄弟であるアンデレが言った。 9 「ここに大麦のパン5つと小さな魚2匹を持っている少年がいます。でも，これほど大勢では何になるでしょうか」。 10 イエスは，「人々を座らせなさい」と言った。その場所には草がたくさん生えていて，人々はそこに座った。約5000人の男性がいた。 11 イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，座っている人たちに配った。小さな魚についても同じようにし，人々は好きなだけ食べた。 12 人々が満腹になった時，イエスは弟子たちに言った。「余ったかけらを集め，何も無駄にならないようにしなさい」。 13 弟子たちがかけらを集めると，12個の籠がいっぱいになった。もともと5つだった大麦のパンを食べた人たちが残したものだった。 14 人々はイエスが行った奇跡を見て，「これこそ，世に来ることになっていた預言者だ」と言いだした。 15 イエスは，人々が自分を王にするために捕らえに来ようとしているのを知り，ただ独りで再び山に去っていった。 16 夕方になる頃，弟子たちは湖に下りていった。 17 そして舟に乗り，湖を渡ってカペルナウムに向かった。もう暗くなっていたが，イエスはまだ弟子たちの所に来ていなかった。 18 また，強い風が吹いていて，湖は荒れだした。 19 ところが，弟子たちは5，6キロほどこいだ時，イエスが湖の上を歩いて舟に近づいてくるのを見た。そして恐ろしくなった。 20 しかしイエスは，「私です。恐れることはありません！」と言った。 21 それで弟子たちは，喜んでイエスを舟に迎え入れた。舟はすぐに，行こうとしていた土地に着いた。 22 次の日，湖の向こう側にいた群衆は，そこに舟がないことに気付いた。弟子たちだけがそこにあった小舟で去っていて，イエスは一緒に乗ってはいかなかったのである。 23 すると，主イエスが感謝の祈りをしてから人々にパンを食べさせた場所の近くに，ティベリアから数そうの舟が着いた。 24 群衆はイエスも弟子たちもそこにいないのを見て，それらの舟に乗り，イエスを捜しにカペルナウムに行った。 25 人々は湖を渡ってイエスを見つけると，「ラビ，いつここに来たのですか」と言った。 26 イエスは答えた。「はっきり言っておきますが，皆さんが私を捜しているのは，奇跡を見たからではなく，パンを食べて満足したからです。 27 腐ってしまう食物のためではなく，なくならないで永遠の命をもたらす食物のために働きなさい。人の子がそれを与えます。父すなわち神が彼を認めていることを示した*からです」。 28 人々は言った。「神の求めることを行うには何をしなければなりませんか」。 29 イエスは答えた。「神の求めること，それは神が遣わした人に信仰を抱くことです」。 30 人々は言った。「私たちがあなたを信じられるよう，あなたはしるしとしてどんな奇跡を見せてくれますか。どんなことをするのですか。 31 私たちの父祖は荒野でマナを食べました。『神は天からパンを与えて食べさせた』と書いてある通りです」。 32 イエスは言った。「はっきり言っておきます。モーセは天からのパンを与えませんでした。しかし，私の父は，天からの真のパンを皆さんに与えています。 33 天から下ってきて人類に命を与える人が神のパンだからです」。 34 人々は言った。「主よ，いつもそのパンを下さい」。 35 イエスは言った。「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢えず，私に信仰を抱く人は決して喉が渇きません。 36 しかし私が言ったように，皆さんは確かに私を見たのに信じません。 37 父が私に託してくださる人は皆，私のもとに来ます。そして私は自分のもとに来る人を決して追い払ったりしません。 38 私が天から下ってきたのは，自分の望むことではなく，私を遣わした方の望むことを行うためだからです。 39 私を遣わした方が望むこととは，私が，託された全ての人を一人も失うことなく終わりの日に復活させることです。 40 私の父が望むのは，子を認めて信仰を抱く人が皆，永遠の命を受けることなのです。私はその人を終わりの日に復活させます」。 41 ユダヤ人たちは，「私は天から下ってきたパンだ」とイエスが言ったことで不満を口にし始めた。 42 こう言いだした。「これはヨセフの子イエスではないか。私たちは彼の父親も母親も知っている。今になって，『私は天から下ってきた』と言うのはどうしてか」。 43 それでイエスは言った。「不満を口にするのはやめなさい。 44 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。 45 預言者の書に，『彼らは皆エホバに教えられる*』と書いてあります。父から聞いて学んだ人は皆，私のもとに来ます。 46 誰かが父を見たというのではありません。神の所から来た人だけが父を見ました。 47 はっきり言っておきますが，信じる人は永遠の命を受けます。 48 私は命のパンです。 49 父祖たちは荒野でマナを食べましたが，それでも死にました。 50 しかし，天から下ってくるパンを食べる人は死にません。 51 私は天から下ってきた命のパンです。このパンを食べる人は永遠に生きます。そして，私が与えるパンとは私の肉であり，人類*が生きるためのものです」。 52 そこでユダヤ人たちは，「どうしてこの人は自分の肉を与えて食べさせることができるのか」と言い合いを始めた。 53 イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。 54 私の肉を食べ，私の血を飲む人は永遠の命を受け，私はその人を終わりの日に復活させます。 55 私の肉は真の食物，私の血は真の飲み物です。 56 私の肉を食べ，私の血を飲む人は，ずっと私と結び付いており，私もその人と結び付いています。 57 生きている父が私を遣わし，私が父によって生きているのと同じように，私を食べる人も私によって生きます。 58 これが天から下ってきたパンです。父祖たちが食べはしても死んだのとは違い，このパンを食べる人は永遠に生きます」。 59 イエスはこうしたことを，カペルナウムの会堂で教えていた時に語った。 60 イエスの弟子のうち多くの人が，これを聞いた時に，「この話はひどい。誰が聞いていられるだろうか」と言った。 61 しかしイエスは，弟子たちがこのことで不満を口にしているのを知って，こう言った。「このことで反感を抱いている*のですか。 62 では，人の子が元いた所に上っていくのを見たら，どうでしょうか。 63 命を与えるのは聖なる力です。人間の努力は何の役にも立ちません。私があなたたちに話した言葉は聖なる力によるものであり，命を与えます。 64 しかし，あなたたちの中には信じない人もいます」。イエスは初めから，信じない人たちと自分を裏切る人を知っていたのである。 65 さらにこう言った。「それで私は，父に許されたのでない限り誰も私のもとに来ることはできない，とあなたたちに言ったのです」。 66 このために，弟子のうち多くの人が以前の事柄に戻っていき，もはやイエスと共に歩もうとはしなかった。 67 それでイエスは12人に言った。「あなたたちも去っていきたいですか」。 68 シモン･ペテロが答えた。「主よ，私たちは誰の所に行けばよいのでしょう。あなたは永遠の命の言葉を持っています。 69 私たちは，あなたが神の聖なる方であることを信じ，知るようになりました」。 70 イエスは答えた。「私があなたたち12人を選んだのではありませんか。しかし，あなたたちの1人は中傷する人です」。 71 イエスは，シモン･イスカリオテの子ユダについて話していたのである。この人は12人の1人でありながらイエスを裏切ろうとしていた。

直訳，「しるし」。
直訳，「この者に証印を押した」。
または，「教えられた者となる」。
直訳，「世」。
または，「気分を害している」。


^  （ヨハ 6:1-71） この後，イエスはガリラヤ湖つまりティベリア湖の向こうへ行った。 2 大勢の人がその場所に向かっていった。イエスが奇跡*を行って病気の人たちを癒やすのを見たからだった。 3 イエスは山に登り，そこで弟子たちと座った。 4 さて，ユダヤ人の祭りである過ぎ越しが近かった。 5 イエスは目を上げて大勢の人がやって来るのを見，「この人々が食べるパンをどこで買いましょうか」とフィリポに言った。 6 彼を試すためにそう言ったのであり，どうするかは考えてあった。 7 フィリポは答えた。「200デナリ分のパンでも足りません。一人一人にほんの少しずつ配ることもできないでしょう」。 8 弟子の1人でシモン･ペテロの兄弟であるアンデレが言った。 9 「ここに大麦のパン5つと小さな魚2匹を持っている少年がいます。でも，これほど大勢では何になるでしょうか」。 10 イエスは，「人々を座らせなさい」と言った。その場所には草がたくさん生えていて，人々はそこに座った。約5000人の男性がいた。 11 イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，座っている人たちに配った。小さな魚についても同じようにし，人々は好きなだけ食べた。 12 人々が満腹になった時，イエスは弟子たちに言った。「余ったかけらを集め，何も無駄にならないようにしなさい」。 13 弟子たちがかけらを集めると，12個の籠がいっぱいになった。もともと5つだった大麦のパンを食べた人たちが残したものだった。 14 人々はイエスが行った奇跡を見て，「これこそ，世に来ることになっていた預言者だ」と言いだした。 15 イエスは，人々が自分を王にするために捕らえに来ようとしているのを知り，ただ独りで再び山に去っていった。 16 夕方になる頃，弟子たちは湖に下りていった。 17 そして舟に乗り，湖を渡ってカペルナウムに向かった。もう暗くなっていたが，イエスはまだ弟子たちの所に来ていなかった。 18 また，強い風が吹いていて，湖は荒れだした。 19 ところが，弟子たちは5，6キロほどこいだ時，イエスが湖の上を歩いて舟に近づいてくるのを見た。そして恐ろしくなった。 20 しかしイエスは，「私です。恐れることはありません！」と言った。 21 それで弟子たちは，喜んでイエスを舟に迎え入れた。舟はすぐに，行こうとしていた土地に着いた。 22 次の日，湖の向こう側にいた群衆は，そこに舟がないことに気付いた。弟子たちだけがそこにあった小舟で去っていて，イエスは一緒に乗ってはいかなかったのである。 23 すると，主イエスが感謝の祈りをしてから人々にパンを食べさせた場所の近くに，ティベリアから数そうの舟が着いた。 24 群衆はイエスも弟子たちもそこにいないのを見て，それらの舟に乗り，イエスを捜しにカペルナウムに行った。 25 人々は湖を渡ってイエスを見つけると，「ラビ，いつここに来たのですか」と言った。 26 イエスは答えた。「はっきり言っておきますが，皆さんが私を捜しているのは，奇跡を見たからではなく，パンを食べて満足したからです。 27 腐ってしまう食物のためではなく，なくならないで永遠の命をもたらす食物のために働きなさい。人の子がそれを与えます。父すなわち神が彼を認めていることを示した*からです」。 28 人々は言った。「神の求めることを行うには何をしなければなりませんか」。 29 イエスは答えた。「神の求めること，それは神が遣わした人に信仰を抱くことです」。 30 人々は言った。「私たちがあなたを信じられるよう，あなたはしるしとしてどんな奇跡を見せてくれますか。どんなことをするのですか。 31 私たちの父祖は荒野でマナを食べました。『神は天からパンを与えて食べさせた』と書いてある通りです」。 32 イエスは言った。「はっきり言っておきます。モーセは天からのパンを与えませんでした。しかし，私の父は，天からの真のパンを皆さんに与えています。 33 天から下ってきて人類に命を与える人が神のパンだからです」。 34 人々は言った。「主よ，いつもそのパンを下さい」。 35 イエスは言った。「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢えず，私に信仰を抱く人は決して喉が渇きません。 36 しかし私が言ったように，皆さんは確かに私を見たのに信じません。 37 父が私に託してくださる人は皆，私のもとに来ます。そして私は自分のもとに来る人を決して追い払ったりしません。 38 私が天から下ってきたのは，自分の望むことではなく，私を遣わした方の望むことを行うためだからです。 39 私を遣わした方が望むこととは，私が，託された全ての人を一人も失うことなく終わりの日に復活させることです。 40 私の父が望むのは，子を認めて信仰を抱く人が皆，永遠の命を受けることなのです。私はその人を終わりの日に復活させます」。 41 ユダヤ人たちは，「私は天から下ってきたパンだ」とイエスが言ったことで不満を口にし始めた。 42 こう言いだした。「これはヨセフの子イエスではないか。私たちは彼の父親も母親も知っている。今になって，『私は天から下ってきた』と言うのはどうしてか」。 43 それでイエスは言った。「不満を口にするのはやめなさい。 44 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。 45 預言者の書に，『彼らは皆エホバに教えられる*』と書いてあります。父から聞いて学んだ人は皆，私のもとに来ます。 46 誰かが父を見たというのではありません。神の所から来た人だけが父を見ました。 47 はっきり言っておきますが，信じる人は永遠の命を受けます。 48 私は命のパンです。 49 父祖たちは荒野でマナを食べましたが，それでも死にました。 50 しかし，天から下ってくるパンを食べる人は死にません。 51 私は天から下ってきた命のパンです。このパンを食べる人は永遠に生きます。そして，私が与えるパンとは私の肉であり，人類*が生きるためのものです」。 52 そこでユダヤ人たちは，「どうしてこの人は自分の肉を与えて食べさせることができるのか」と言い合いを始めた。 53 イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。 54 私の肉を食べ，私の血を飲む人は永遠の命を受け，私はその人を終わりの日に復活させます。 55 私の肉は真の食物，私の血は真の飲み物です。 56 私の肉を食べ，私の血を飲む人は，ずっと私と結び付いており，私もその人と結び付いています。 57 生きている父が私を遣わし，私が父によって生きているのと同じように，私を食べる人も私によって生きます。 58 これが天から下ってきたパンです。父祖たちが食べはしても死んだのとは違い，このパンを食べる人は永遠に生きます」。 59 イエスはこうしたことを，カペルナウムの会堂で教えていた時に語った。 60 イエスの弟子のうち多くの人が，これを聞いた時に，「この話はひどい。誰が聞いていられるだろうか」と言った。 61 しかしイエスは，弟子たちがこのことで不満を口にしているのを知って，こう言った。「このことで反感を抱いている*のですか。 62 では，人の子が元いた所に上っていくのを見たら，どうでしょうか。 63 命を与えるのは聖なる力です。人間の努力は何の役にも立ちません。私があなたたちに話した言葉は聖なる力によるものであり，命を与えます。 64 しかし，あなたたちの中には信じない人もいます」。イエスは初めから，信じない人たちと自分を裏切る人を知っていたのである。 65 さらにこう言った。「それで私は，父に許されたのでない限り誰も私のもとに来ることはできない，とあなたたちに言ったのです」。 66 このために，弟子のうち多くの人が以前の事柄に戻っていき，もはやイエスと共に歩もうとはしなかった。 67 それでイエスは12人に言った。「あなたたちも去っていきたいですか」。 68 シモン･ペテロが答えた。「主よ，私たちは誰の所に行けばよいのでしょう。あなたは永遠の命の言葉を持っています。 69 私たちは，あなたが神の聖なる方であることを信じ，知るようになりました」。 70 イエスは答えた。「私があなたたち12人を選んだのではありませんか。しかし，あなたたちの1人は中傷する人です」。 71 イエスは，シモン･イスカリオテの子ユダについて話していたのである。この人は12人の1人でありながらイエスを裏切ろうとしていた。

直訳，「しるし」。
直訳，「この者に証印を押した」。
または，「教えられた者となる」。
直訳，「世」。
または，「気分を害している」。


^ （コリ一 10:6， 7） こうした例から学べることがあります。私たちは，彼らのように悪い事柄を行おうとしてはなりません。 7 彼らのうちのある人たちのように，偶像を崇拝してはなりません。「民は座って食べたり飲んだりし，立ち上がって楽しんだ」と書かれています。



^ （コリ一 10:11） こうしたことが彼らに起きたのは，私たちが過去の例から学ぶためです。これらの出来事は，今の体制が終わる時に生きている私たちへの警告として書かれたのです。









研究記事 49




147番の歌 約束された永遠の命



永遠に生きるために必要なこと



「子を認めて信仰を抱く人が皆，永遠の命を受ける」。ヨハネ 6:40




ポイント

天に行くよう選ばれた人もほかの羊も，どのようにイエス･キリストの犠牲から恩恵を受けられるでしょうか。




 1. 永遠に生きることについてどう思う人がいますか。


あなたの答え



多くの人は少しでも健康に長生きしたいと思って，食事に気を使ったり定期的に運動したりしています。でも，永遠に生きられるとは思っていません。永遠に生きるなんて現実離れしている，年を取って苦しい思いをしてまで生きていたくない，と考えるのです。でも，ヨハネ 3章16節や5章24節によると，イエスは「永遠の命」を得ることができると言っています。

 2. ヨハネ 6章には永遠の命についてどんなことが書かれていますか。（ヨハネ 6:39，40）


あなたの答え



2 ある時，イエスは奇跡によってパンと魚を増やし，大勢の人のために食事を用意しました。* びっくりするような奇跡でしたが，次の日にイエスはもっと驚くようなことを言います。ガリラヤ湖沿岸のカペルナウムまで付いてきた群衆に対し，人々が復活し永遠に生きられるようになると話したのです。（ヨハネ 6:39，40を読む。）想像してみてください。亡くなったあなたの友達や家族を含む大勢の人が復活してきて，みんなで永遠に生きられるということです。でも，その後イエスは多くの人にとって理解しにくいことを話します。その言葉を調べてみましょう。

 3. ヨハネ 6章51節で，イエスは自分についてどんなことを明らかにしましたか。


あなたの答え



3 カペルナウムの群衆は，少し前にイエスからもらったパンを，父祖たちがエホバから与えられたマナと結び付けて考えます。マナは聖書の中で「天からのパン」と呼ばれています。（詩 105:40。ヨハ 6:31）イエスはマナを土台として教えます。マナは神から奇跡によって与えられたものでしたが，それを食べた人たちもやがて死にました。（ヨハ 6:49）一方，イエスは自分が「天からの真のパン」，「神のパン」，「命のパン」であると言いました。（ヨハ 6:32，33，35）そして，イエスは自分とマナとの違いを強調し，こう言います。「私は天から下ってきた命のパンです。このパンを食べる人は永遠に生きます」。（ヨハネ 6:51を読む。）それを聞いたユダヤ人たちは困惑しました。イエスは天から下ってきた「パン」で神が父祖たちに奇跡によって与えたマナよりも優れている，とはどういうことでしょうか。イエスは「私が与えるパンとは私の肉」であるとも言いました。イエスがどういう意味でそう言ったのかを知ることは大切です。自分と愛する人たちがどうすれば永遠に生きられるかが分かるからです。

命のパンとイエスの肉

 4. イエスの言葉を聞いてある人たちがショックを受けたのはどうしてですか。


あなたの答え



4 「人類が生きるため」にイエスが自分の「肉」を与えると言った時，ある人たちはショックを受けました。イエスが実際に自分の肉を食べさせると思ったのかもしれません。（ヨハ 6:52）イエスが続けて語った次の言葉に人々はさらに衝撃を受けたことでしょう。「人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません」。（ヨハ 6:53）

 5. イエスは自分の血を実際に飲むよう勧めていたわけではありません。なぜそう言えますか。


あなたの答え



5 ノアの時代，神は血を食べることを禁じました。（創 9:3，4）イスラエルに与えた律法の中でもそれを禁じました。血を食べる人は「除かれ」る，つまり死刑にされることになっていました。（レビ 7:27）イエスは人々に律法を守るよう教えました。（マタ 5:17-19）それでイエスがユダヤ人たちに，実際にイエスの肉を食べ，血を飲むように勧めたとは考えられません。むしろイエスはこのインパクトのある表現を使って，どうすれば「永遠の命」を得られるかを教えていました。（ヨハ 6:54）

 6. イエスの肉を食べ，血を飲むという言葉をどう理解したらいいですか。


あなたの答え



6 イエスは何を言いたかったのでしょうか。覚えておきたいのは，これが比喩表現だったということです。イエスは以前サマリア人の女性にこう言ったことがあります。「私が与える水を飲む人は決して喉が渇くことがなく，私が与える水はその人の中で泉となって，永遠の命を与える水を湧き上がらせます」。（ヨハ 4:7，14）* イエスはサマリア人の女性に，文字通りの水を飲めば永遠の命が得られると言っていたのではありません。同じようにカペルナウムの群衆にも，文字通りイエスの肉を食べ血を飲むなら永遠に生きられる，と言っていたのではありません。

2つの場面の違い

 7. ヨハネ 6章53節のイエスの言葉についてどう考える人たちがいますか。


あなたの答え



7 クリスチャンと言われる人たちの中には，「イエスはヨハネ 6章53節で自分の肉を食べ血を飲むようにと言った時，主の晩餐で行うべきことを教えていた」と主張する人たちもいます。主の晩餐の時にもイエスが同じような表現を使っているからです。（マタ 26:26-28）主の晩餐に出席する人全員が回されてきたパンを食べぶどう酒を飲むべきだ，と言います。本当にそうすべきなのでしょうか。私たちは毎年世界中で大勢の人たちと主の晩餐を行うので，その考えが正しいかどうかを調べるのは重要なことです。イエスがヨハネ 6章53節で言ったことと主の晩餐の時に言ったことには，どんな違いがあるのでしょうか。

 8. 2つの場面にはどんな2つの違いがありますか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



8 まず，2つの違いについて考えてみましょう。1つ目は，イエスがそれぞれの言葉をいつどこで語ったか，という点です。イエスはヨハネ 6章53-56節の言葉を，西暦32年にガリラヤでユダヤ人の群衆に語りました。一方，主の晩餐を制定したのはそれから約1年後の西暦33年，エルサレムでのことでした。2つ目は，イエスがどんな人たちに対して語ったか，という点です。ガリラヤでイエスの話を聞いた人たちのほとんどは，神や神の王国について知ることよりも一時的に食欲を満たすことに関心がありました。（ヨハ 6:26）実際，イエスの言ったことが理解しにくいと感じると，すぐにイエスを信じるのをやめてしまいました。イエスの弟子たちの中にも，イエスに従うのをやめてしまった人たちがいます。（ヨハ 6:14，36，42，60，64，66）一方，それから約1年後の西暦33年，イエスは主の晩餐を制定した時，11人の忠実な使徒たちに対して語っていました。使徒たちはイエスが教えていること全てを十分に理解できたわけではありませんでしたが，イエスから離れませんでした。しかも，ガリラヤでイエスの話を聞いていたほとんどの人たちとは違い，使徒たちはイエスが天から下ってきた神の子であることを強く確信していました。（マタ 16:16）イエスは忠実な使徒たちを，「あなたたちは私が試練に遭っている間もずっと一緒にいました」と褒めました。（ルカ 22:28）この2つの違いを考えただけでも，「イエスはヨハネ 6章53節で主の晩餐で行うべきことを教えていた」という主張が間違いであることが分かります。とはいえ，2つの場面にはさらに違いがあります。



[image: 1. イエスが群衆に話している。人々はイエスの話を聞いて，驚いたり不満を言ったりしている。2. イエスが忠実な使徒たちと主の晩餐を祝っている。]

（左）ヨハネ 6章には，イエスがガリラヤでユダヤ人の群衆に語った言葉が書かれている。（右）1年後，イエスはエルサレムで11人の忠実な使徒たちに話した。（8節を参照。）







あなたにも関係がある

 9. イエスが主の晩餐で語ったことはどんな人たちに当てはまりますか。


あなたの答え



9 イエスは主の晩餐で使徒たちに無酵母パンを渡し，これは自分の体を表していると教えました。次にぶどう酒を渡し，これは「契約の血」を表していると言いました。（マル 14:22-25。ルカ 22:20。コリ一 11:24）これは大切なポイントです。新しい契約は全人類と結ばれるのではなく，「神の王国」に入る比喩的な「イスラエル国民」と結ばれるものです。（ヘブ 8:6，10; 9:15）当時，使徒たちはそのことを理解していませんでした。でも間もなく聖なる力を注がれ，天でイエスと共になるための新しい契約に入ることになっていました。（ヨハ 14:2，3）

10. イエスがガリラヤで語ったことと主の晩餐で語ったことには，ほかにもどんな違いがありましたか。（写真も参照。）


あなたの答え



10 イエスは主の晩餐の時，「小さな群れ」について述べていました。その時，イエスと一緒に部屋にいた忠実な使徒たちが，「小さな群れ」の最初のメンバーになりました。（ルカ 12:32）使徒たちを含め「小さな群れ」の一員になる人たちは，パンを食べぶどう酒を飲むことになりました。その人たちは天でイエスと共になります。イエスが主の晩餐の時に使徒たちに語ったことは，比較的少数の人たちだけに当てはまります。それに対し，ガリラヤの群衆に語ったことは非常に大勢の人たちに当てはまります。確かに大きな違いがあります。



[image: 主の晩餐で1人の兄弟がパンを食べようとしている。]

パンを食べぶどう酒を飲む人は比較的少数だが，イエスに信仰を抱いて永遠に生きる機会は全ての人に開かれている。（10節を参照。）







11. イエスはガリラヤで，比較的少数の人たちについて述べていたわけではありません。そう言えるのはなぜですか。


あなたの答え



11 イエスは西暦32年にガリラヤで，主にパンをもらうことに関心があったユダヤ人に話していました。でもイエスは，文字通りの食べ物よりももっと価値があるもの，永遠の命を可能にするものに注意を向けました。また，亡くなった人が終わりの日に復活し，永遠に生きることができると言いました。イエスは，主の晩餐の時のように，比較的少数の人たちについて言っていたのではありません。むしろこの時，全ての人に永遠に生きる見込みがあることについて言っていました。こうあります。「このパンを食べる人は永遠に生きます。そして，私が与えるパンとは私の肉であり，人類が生きるためのものです」。（ヨハ 6:51）*

12. イエスによると，永遠に生きるためには何をする必要がありますか。


あなたの答え



12 イエスは，過去に生きていた人やこれから生まれてくる人を含め，全ての人が永遠に生きられると言ったわけではありません。「このパンを食べる」人たち，つまりイエスに信仰を抱く人たちだけが永遠に生きられるのです。自分はクリスチャンだと言う多くの人たちは，ただ「[イエス]を信じ」て救い主と考えるなら救われる，と思っています。（ヨハ 6:29，「聖書協会共同訳」，日本聖書協会）でも，ガリラヤの群衆の中には，最初はイエスを信じていたのにイエスに従うのをやめてしまった人たちがいました。どうしてでしょうか。

13. イエスの本物の弟子になるためには何が必要ですか。


あなたの答え



13 群衆の多くは，イエスが自分たちの欲しいものをくれるのでイエスに従っていました。人々が関心を持っていたのは，病気を癒やしてもらうこと，ただで食べ物をもらうこと，聞き心地の良い教えを聞くことでした。でもイエスは，本物の弟子になるためにはもっと必要なことがあると教えていました。イエスは単に人々の願いをかなえるために地上に来たのではありません。人々はイエスが教えたこと全てを受け入れ，従うことで，イエスの「もとに来る」必要がありました。（ヨハ 5:40; 6:44）

14. イエスの肉と血から恩恵を受けるには何をしなければなりませんか。


あなたの答え



14 イエスは群衆に対し，信仰を抱くことの大切さを強調しました。何に対する信仰でしょうか。イエスが犠牲として捧げる肉と血には命を救う力がある，ということに対する信仰です。そのような信仰を抱くことは，当時のユダヤ人にとっても現代の私たちにとっても重要です。（ヨハ 6:40）ヨハネ 6章53節でイエスが教えていたのは，永遠に生きるためにはイエスの贖いに信仰を抱く必要があるということです。その機会は非常に多くの人たちに開かれています。（エフェ 1:7）

15-16. ヨハネ 6章からどんな大切な点を学べますか。


あなたの答え



15 ヨハネ 6章の記述から，私たち全てにとって励みとなる大切な事柄をたくさん学べます。イエスはガリラヤで人々の病気を癒やし，王国について教え，必要としている食物を与えました。イエスの人々に対する優しい気持ちがよく分かります。（ルカ 9:11。ヨハ 6:2，11，12）もっと重要な点として，イエスは自分が「命のパン」であると教えました。（ヨハ 6:35，48）

16 「ほかの羊」と呼ばれている人たちは，毎年主の晩餐でパンを食べぶどう酒を飲むことはありませんし，そうすべきでもありません。（ヨハ 10:16）でも，イエスの犠牲が持つ命を救う力に信仰を抱くことによって，イエスの肉と血から恩恵を受けることができます。（ヨハ 6:53）一方，新しい契約に入っていて将来天の王国で統治する人たちは，パンを食べぶどう酒を飲みます。ですから，ヨハネ 6章に書かれていることは，天に行くよう選ばれた人たちにとっても，ほかの羊にとっても重要です。永遠に生きるためにはイエスの贖いに信仰を抱く必要がある，ということを学べるからです。



どのように答えますか


	  永遠に生きるためには何をする必要がありますか。


あなたの答え





	  ヨハネ 6章に書かれているイエスが西暦32年に言ったことと，33年に主の晩餐で言ったことには，どんな違いがありますか。


あなたの答え





	  ほかの羊は記念式でパンを食べぶどう酒を飲むことはしませんが，ヨハネ 6章によるとどんな素晴らしい見込みがありますか。


あなたの答え












150番の歌 救いのために神に頼る



^  ヨハネ 6章5-35節については前の記事で取り上げました。


^  イエスが述べた水は，私たちが永遠に生きられるようエホバが与えてくださるものを表しています。


^  この聖句の「人」という語は「誰でも」と訳すこともできます。ヨハネ 6章で，永遠に生きる人を指して使われている「人」という語も，「誰でも」や「皆」と訳すことができます。（ヨハ 6:35，40，47，54，56-58）






^ （ヨハ 6:40） 私の父が望むのは，子を認めて信仰を抱く人が皆，永遠の命を受けることなのです。私はその人を終わりの日に復活させます」。



^  （ヨハ 3:16） 神は，自分の独り子を与えるほどに人類を愛したのです。そのようにして，独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました。



^  （ヨハ 5:24） はっきり言っておきますが，私の言葉を聞いて，私を遣わした方を信じる人は，永遠の命を受けます。断罪されず，死から命へと移っています。



^ （ヨハ 6:1-71） この後，イエスはガリラヤ湖つまりティベリア湖の向こうへ行った。 2 大勢の人がその場所に向かっていった。イエスが奇跡*を行って病気の人たちを癒やすのを見たからだった。 3 イエスは山に登り，そこで弟子たちと座った。 4 さて，ユダヤ人の祭りである過ぎ越しが近かった。 5 イエスは目を上げて大勢の人がやって来るのを見，「この人々が食べるパンをどこで買いましょうか」とフィリポに言った。 6 彼を試すためにそう言ったのであり，どうするかは考えてあった。 7 フィリポは答えた。「200デナリ分のパンでも足りません。一人一人にほんの少しずつ配ることもできないでしょう」。 8 弟子の1人でシモン･ペテロの兄弟であるアンデレが言った。 9 「ここに大麦のパン5つと小さな魚2匹を持っている少年がいます。でも，これほど大勢では何になるでしょうか」。 10 イエスは，「人々を座らせなさい」と言った。その場所には草がたくさん生えていて，人々はそこに座った。約5000人の男性がいた。 11 イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，座っている人たちに配った。小さな魚についても同じようにし，人々は好きなだけ食べた。 12 人々が満腹になった時，イエスは弟子たちに言った。「余ったかけらを集め，何も無駄にならないようにしなさい」。 13 弟子たちがかけらを集めると，12個の籠がいっぱいになった。もともと5つだった大麦のパンを食べた人たちが残したものだった。 14 人々はイエスが行った奇跡を見て，「これこそ，世に来ることになっていた預言者だ」と言いだした。 15 イエスは，人々が自分を王にするために捕らえに来ようとしているのを知り，ただ独りで再び山に去っていった。 16 夕方になる頃，弟子たちは湖に下りていった。 17 そして舟に乗り，湖を渡ってカペルナウムに向かった。もう暗くなっていたが，イエスはまだ弟子たちの所に来ていなかった。 18 また，強い風が吹いていて，湖は荒れだした。 19 ところが，弟子たちは5，6キロほどこいだ時，イエスが湖の上を歩いて舟に近づいてくるのを見た。そして恐ろしくなった。 20 しかしイエスは，「私です。恐れることはありません！」と言った。 21 それで弟子たちは，喜んでイエスを舟に迎え入れた。舟はすぐに，行こうとしていた土地に着いた。 22 次の日，湖の向こう側にいた群衆は，そこに舟がないことに気付いた。弟子たちだけがそこにあった小舟で去っていて，イエスは一緒に乗ってはいかなかったのである。 23 すると，主イエスが感謝の祈りをしてから人々にパンを食べさせた場所の近くに，ティベリアから数そうの舟が着いた。 24 群衆はイエスも弟子たちもそこにいないのを見て，それらの舟に乗り，イエスを捜しにカペルナウムに行った。 25 人々は湖を渡ってイエスを見つけると，「ラビ，いつここに来たのですか」と言った。 26 イエスは答えた。「はっきり言っておきますが，皆さんが私を捜しているのは，奇跡を見たからではなく，パンを食べて満足したからです。 27 腐ってしまう食物のためではなく，なくならないで永遠の命をもたらす食物のために働きなさい。人の子がそれを与えます。父すなわち神が彼を認めていることを示した*からです」。 28 人々は言った。「神の求めることを行うには何をしなければなりませんか」。 29 イエスは答えた。「神の求めること，それは神が遣わした人に信仰を抱くことです」。 30 人々は言った。「私たちがあなたを信じられるよう，あなたはしるしとしてどんな奇跡を見せてくれますか。どんなことをするのですか。 31 私たちの父祖は荒野でマナを食べました。『神は天からパンを与えて食べさせた』と書いてある通りです」。 32 イエスは言った。「はっきり言っておきます。モーセは天からのパンを与えませんでした。しかし，私の父は，天からの真のパンを皆さんに与えています。 33 天から下ってきて人類に命を与える人が神のパンだからです」。 34 人々は言った。「主よ，いつもそのパンを下さい」。 35 イエスは言った。「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢えず，私に信仰を抱く人は決して喉が渇きません。 36 しかし私が言ったように，皆さんは確かに私を見たのに信じません。 37 父が私に託してくださる人は皆，私のもとに来ます。そして私は自分のもとに来る人を決して追い払ったりしません。 38 私が天から下ってきたのは，自分の望むことではなく，私を遣わした方の望むことを行うためだからです。 39 私を遣わした方が望むこととは，私が，託された全ての人を一人も失うことなく終わりの日に復活させることです。 40 私の父が望むのは，子を認めて信仰を抱く人が皆，永遠の命を受けることなのです。私はその人を終わりの日に復活させます」。 41 ユダヤ人たちは，「私は天から下ってきたパンだ」とイエスが言ったことで不満を口にし始めた。 42 こう言いだした。「これはヨセフの子イエスではないか。私たちは彼の父親も母親も知っている。今になって，『私は天から下ってきた』と言うのはどうしてか」。 43 それでイエスは言った。「不満を口にするのはやめなさい。 44 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。 45 預言者の書に，『彼らは皆エホバに教えられる*』と書いてあります。父から聞いて学んだ人は皆，私のもとに来ます。 46 誰かが父を見たというのではありません。神の所から来た人だけが父を見ました。 47 はっきり言っておきますが，信じる人は永遠の命を受けます。 48 私は命のパンです。 49 父祖たちは荒野でマナを食べましたが，それでも死にました。 50 しかし，天から下ってくるパンを食べる人は死にません。 51 私は天から下ってきた命のパンです。このパンを食べる人は永遠に生きます。そして，私が与えるパンとは私の肉であり，人類*が生きるためのものです」。 52 そこでユダヤ人たちは，「どうしてこの人は自分の肉を与えて食べさせることができるのか」と言い合いを始めた。 53 イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。 54 私の肉を食べ，私の血を飲む人は永遠の命を受け，私はその人を終わりの日に復活させます。 55 私の肉は真の食物，私の血は真の飲み物です。 56 私の肉を食べ，私の血を飲む人は，ずっと私と結び付いており，私もその人と結び付いています。 57 生きている父が私を遣わし，私が父によって生きているのと同じように，私を食べる人も私によって生きます。 58 これが天から下ってきたパンです。父祖たちが食べはしても死んだのとは違い，このパンを食べる人は永遠に生きます」。 59 イエスはこうしたことを，カペルナウムの会堂で教えていた時に語った。 60 イエスの弟子のうち多くの人が，これを聞いた時に，「この話はひどい。誰が聞いていられるだろうか」と言った。 61 しかしイエスは，弟子たちがこのことで不満を口にしているのを知って，こう言った。「このことで反感を抱いている*のですか。 62 では，人の子が元いた所に上っていくのを見たら，どうでしょうか。 63 命を与えるのは聖なる力です。人間の努力は何の役にも立ちません。私があなたたちに話した言葉は聖なる力によるものであり，命を与えます。 64 しかし，あなたたちの中には信じない人もいます」。イエスは初めから，信じない人たちと自分を裏切る人を知っていたのである。 65 さらにこう言った。「それで私は，父に許されたのでない限り誰も私のもとに来ることはできない，とあなたたちに言ったのです」。 66 このために，弟子のうち多くの人が以前の事柄に戻っていき，もはやイエスと共に歩もうとはしなかった。 67 それでイエスは12人に言った。「あなたたちも去っていきたいですか」。 68 シモン･ペテロが答えた。「主よ，私たちは誰の所に行けばよいのでしょう。あなたは永遠の命の言葉を持っています。 69 私たちは，あなたが神の聖なる方であることを信じ，知るようになりました」。 70 イエスは答えた。「私があなたたち12人を選んだのではありませんか。しかし，あなたたちの1人は中傷する人です」。 71 イエスは，シモン･イスカリオテの子ユダについて話していたのである。この人は12人の1人でありながらイエスを裏切ろうとしていた。

直訳，「しるし」。
直訳，「この者に証印を押した」。
または，「教えられた者となる」。
直訳，「世」。
または，「気分を害している」。


^ （ヨハ 6:39， 40） 私を遣わした方が望むこととは，私が，託された全ての人を一人も失うことなく終わりの日に復活させることです。 40 私の父が望むのは，子を認めて信仰を抱く人が皆，永遠の命を受けることなのです。私はその人を終わりの日に復活させます」。



^  （ヨハ 6:39， 40） 私を遣わした方が望むこととは，私が，託された全ての人を一人も失うことなく終わりの日に復活させることです。 40 私の父が望むのは，子を認めて信仰を抱く人が皆，永遠の命を受けることなのです。私はその人を終わりの日に復活させます」。



^ （ヨハ 6:51） 私は天から下ってきた命のパンです。このパンを食べる人は永遠に生きます。そして，私が与えるパンとは私の肉であり，人類*が生きるためのものです」。

直訳，「世」。


^  （詩 105:40） 彼らが求めると，ウズラを与えた。 天からのパンで彼らの空腹を満たした。



^  （ヨハ 6:31） 私たちの父祖は荒野でマナを食べました。『神は天からパンを与えて食べさせた』と書いてある通りです」。



^  （ヨハ 6:49） 父祖たちは荒野でマナを食べましたが，それでも死にました。



^  （ヨハ 6:32， 33） イエスは言った。「はっきり言っておきます。モーセは天からのパンを与えませんでした。しかし，私の父は，天からの真のパンを皆さんに与えています。 33 天から下ってきて人類に命を与える人が神のパンだからです」。



^  （ヨハ 6:35） イエスは言った。「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢えず，私に信仰を抱く人は決して喉が渇きません。



^  （ヨハ 6:51） 私は天から下ってきた命のパンです。このパンを食べる人は永遠に生きます。そして，私が与えるパンとは私の肉であり，人類*が生きるためのものです」。

直訳，「世」。


^  （ヨハ 6:52） そこでユダヤ人たちは，「どうしてこの人は自分の肉を与えて食べさせることができるのか」と言い合いを始めた。



^  （ヨハ 6:53） イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。



^  （創 9:3， 4） 生きている動物はどれも食物にしてよい。緑の草木と同じように，それら全てをあなたたちに与える。 4 ただし，血を含む肉を食べてはならない。血は命だからである。



^  （レビ 7:27） 何らかの血を食べる人は，民の中から除かれなければならない』」。



^  （マタ 5:17-19） 私が律法や預言者の言葉を取り消すために来た，と考えてはなりません。取り消すためではなく，実現するために来ました。 18 はっきり言いますが，律法から最も小さな文字1つや文字の1画が消え去るよりも，天地が消え去る方がまだ早いでしょう。記されたことは全て起きるのです。 19 ですから，小さなおきての1つを破り，そうするよう教える人は，天の王国にふさわしくない者と呼ばれます。しかし，そうしたおきてを守り，教える人は，天の王国にふさわしい者と呼ばれます。



^  （ヨハ 6:54） 私の肉を食べ，私の血を飲む人は永遠の命を受け，私はその人を終わりの日に復活させます。



^  （ヨハ 4:7） サマリアの女性が水をくみに来た。イエスは，「水を飲ませてください」と言った。



^  （ヨハ 4:14） しかし，私が与える水を飲む人は決して喉が渇くことがなく，私が与える水はその人の中で泉となって，永遠の命を与える水を湧き上がらせます」。



^ （ヨハ 6:53） イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。



^  （ヨハ 6:53） イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。



^  （マタ 26:26-28） 食事中に，イエスはパンを取り，祈ってから，それを割って弟子たちに渡し，言った。「取って，食べなさい。これは私の体を表しています」。 27 また，杯を取り，感謝の祈りをしてから，それを渡して言った。「皆，杯から飲みなさい。 28 これは私の『契約の血』を表しており，それは罪の許しのため，多くの人のために注ぎ出されることになっています。



^  （ヨハ 6:53） イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。



^ （ヨハ 6:1-71） この後，イエスはガリラヤ湖つまりティベリア湖の向こうへ行った。 2 大勢の人がその場所に向かっていった。イエスが奇跡*を行って病気の人たちを癒やすのを見たからだった。 3 イエスは山に登り，そこで弟子たちと座った。 4 さて，ユダヤ人の祭りである過ぎ越しが近かった。 5 イエスは目を上げて大勢の人がやって来るのを見，「この人々が食べるパンをどこで買いましょうか」とフィリポに言った。 6 彼を試すためにそう言ったのであり，どうするかは考えてあった。 7 フィリポは答えた。「200デナリ分のパンでも足りません。一人一人にほんの少しずつ配ることもできないでしょう」。 8 弟子の1人でシモン･ペテロの兄弟であるアンデレが言った。 9 「ここに大麦のパン5つと小さな魚2匹を持っている少年がいます。でも，これほど大勢では何になるでしょうか」。 10 イエスは，「人々を座らせなさい」と言った。その場所には草がたくさん生えていて，人々はそこに座った。約5000人の男性がいた。 11 イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，座っている人たちに配った。小さな魚についても同じようにし，人々は好きなだけ食べた。 12 人々が満腹になった時，イエスは弟子たちに言った。「余ったかけらを集め，何も無駄にならないようにしなさい」。 13 弟子たちがかけらを集めると，12個の籠がいっぱいになった。もともと5つだった大麦のパンを食べた人たちが残したものだった。 14 人々はイエスが行った奇跡を見て，「これこそ，世に来ることになっていた預言者だ」と言いだした。 15 イエスは，人々が自分を王にするために捕らえに来ようとしているのを知り，ただ独りで再び山に去っていった。 16 夕方になる頃，弟子たちは湖に下りていった。 17 そして舟に乗り，湖を渡ってカペルナウムに向かった。もう暗くなっていたが，イエスはまだ弟子たちの所に来ていなかった。 18 また，強い風が吹いていて，湖は荒れだした。 19 ところが，弟子たちは5，6キロほどこいだ時，イエスが湖の上を歩いて舟に近づいてくるのを見た。そして恐ろしくなった。 20 しかしイエスは，「私です。恐れることはありません！」と言った。 21 それで弟子たちは，喜んでイエスを舟に迎え入れた。舟はすぐに，行こうとしていた土地に着いた。 22 次の日，湖の向こう側にいた群衆は，そこに舟がないことに気付いた。弟子たちだけがそこにあった小舟で去っていて，イエスは一緒に乗ってはいかなかったのである。 23 すると，主イエスが感謝の祈りをしてから人々にパンを食べさせた場所の近くに，ティベリアから数そうの舟が着いた。 24 群衆はイエスも弟子たちもそこにいないのを見て，それらの舟に乗り，イエスを捜しにカペルナウムに行った。 25 人々は湖を渡ってイエスを見つけると，「ラビ，いつここに来たのですか」と言った。 26 イエスは答えた。「はっきり言っておきますが，皆さんが私を捜しているのは，奇跡を見たからではなく，パンを食べて満足したからです。 27 腐ってしまう食物のためではなく，なくならないで永遠の命をもたらす食物のために働きなさい。人の子がそれを与えます。父すなわち神が彼を認めていることを示した*からです」。 28 人々は言った。「神の求めることを行うには何をしなければなりませんか」。 29 イエスは答えた。「神の求めること，それは神が遣わした人に信仰を抱くことです」。 30 人々は言った。「私たちがあなたを信じられるよう，あなたはしるしとしてどんな奇跡を見せてくれますか。どんなことをするのですか。 31 私たちの父祖は荒野でマナを食べました。『神は天からパンを与えて食べさせた』と書いてある通りです」。 32 イエスは言った。「はっきり言っておきます。モーセは天からのパンを与えませんでした。しかし，私の父は，天からの真のパンを皆さんに与えています。 33 天から下ってきて人類に命を与える人が神のパンだからです」。 34 人々は言った。「主よ，いつもそのパンを下さい」。 35 イエスは言った。「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢えず，私に信仰を抱く人は決して喉が渇きません。 36 しかし私が言ったように，皆さんは確かに私を見たのに信じません。 37 父が私に託してくださる人は皆，私のもとに来ます。そして私は自分のもとに来る人を決して追い払ったりしません。 38 私が天から下ってきたのは，自分の望むことではなく，私を遣わした方の望むことを行うためだからです。 39 私を遣わした方が望むこととは，私が，託された全ての人を一人も失うことなく終わりの日に復活させることです。 40 私の父が望むのは，子を認めて信仰を抱く人が皆，永遠の命を受けることなのです。私はその人を終わりの日に復活させます」。 41 ユダヤ人たちは，「私は天から下ってきたパンだ」とイエスが言ったことで不満を口にし始めた。 42 こう言いだした。「これはヨセフの子イエスではないか。私たちは彼の父親も母親も知っている。今になって，『私は天から下ってきた』と言うのはどうしてか」。 43 それでイエスは言った。「不満を口にするのはやめなさい。 44 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。 45 預言者の書に，『彼らは皆エホバに教えられる*』と書いてあります。父から聞いて学んだ人は皆，私のもとに来ます。 46 誰かが父を見たというのではありません。神の所から来た人だけが父を見ました。 47 はっきり言っておきますが，信じる人は永遠の命を受けます。 48 私は命のパンです。 49 父祖たちは荒野でマナを食べましたが，それでも死にました。 50 しかし，天から下ってくるパンを食べる人は死にません。 51 私は天から下ってきた命のパンです。このパンを食べる人は永遠に生きます。そして，私が与えるパンとは私の肉であり，人類*が生きるためのものです」。 52 そこでユダヤ人たちは，「どうしてこの人は自分の肉を与えて食べさせることができるのか」と言い合いを始めた。 53 イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。 54 私の肉を食べ，私の血を飲む人は永遠の命を受け，私はその人を終わりの日に復活させます。 55 私の肉は真の食物，私の血は真の飲み物です。 56 私の肉を食べ，私の血を飲む人は，ずっと私と結び付いており，私もその人と結び付いています。 57 生きている父が私を遣わし，私が父によって生きているのと同じように，私を食べる人も私によって生きます。 58 これが天から下ってきたパンです。父祖たちが食べはしても死んだのとは違い，このパンを食べる人は永遠に生きます」。 59 イエスはこうしたことを，カペルナウムの会堂で教えていた時に語った。 60 イエスの弟子のうち多くの人が，これを聞いた時に，「この話はひどい。誰が聞いていられるだろうか」と言った。 61 しかしイエスは，弟子たちがこのことで不満を口にしているのを知って，こう言った。「このことで反感を抱いている*のですか。 62 では，人の子が元いた所に上っていくのを見たら，どうでしょうか。 63 命を与えるのは聖なる力です。人間の努力は何の役にも立ちません。私があなたたちに話した言葉は聖なる力によるものであり，命を与えます。 64 しかし，あなたたちの中には信じない人もいます」。イエスは初めから，信じない人たちと自分を裏切る人を知っていたのである。 65 さらにこう言った。「それで私は，父に許されたのでない限り誰も私のもとに来ることはできない，とあなたたちに言ったのです」。 66 このために，弟子のうち多くの人が以前の事柄に戻っていき，もはやイエスと共に歩もうとはしなかった。 67 それでイエスは12人に言った。「あなたたちも去っていきたいですか」。 68 シモン･ペテロが答えた。「主よ，私たちは誰の所に行けばよいのでしょう。あなたは永遠の命の言葉を持っています。 69 私たちは，あなたが神の聖なる方であることを信じ，知るようになりました」。 70 イエスは答えた。「私があなたたち12人を選んだのではありませんか。しかし，あなたたちの1人は中傷する人です」。 71 イエスは，シモン･イスカリオテの子ユダについて話していたのである。この人は12人の1人でありながらイエスを裏切ろうとしていた。

直訳，「しるし」。
直訳，「この者に証印を押した」。
または，「教えられた者となる」。
直訳，「世」。
または，「気分を害している」。


^  （ヨハ 6:53-56） イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。 54 私の肉を食べ，私の血を飲む人は永遠の命を受け，私はその人を終わりの日に復活させます。 55 私の肉は真の食物，私の血は真の飲み物です。 56 私の肉を食べ，私の血を飲む人は，ずっと私と結び付いており，私もその人と結び付いています。



^  （ヨハ 6:26） イエスは答えた。「はっきり言っておきますが，皆さんが私を捜しているのは，奇跡を見たからではなく，パンを食べて満足したからです。



^  （ヨハ 6:14） 人々はイエスが行った奇跡を見て，「これこそ，世に来ることになっていた預言者だ」と言いだした。



^  （ヨハ 6:36） しかし私が言ったように，皆さんは確かに私を見たのに信じません。



^  （ヨハ 6:42） こう言いだした。「これはヨセフの子イエスではないか。私たちは彼の父親も母親も知っている。今になって，『私は天から下ってきた』と言うのはどうしてか」。



^  （ヨハ 6:60） イエスの弟子のうち多くの人が，これを聞いた時に，「この話はひどい。誰が聞いていられるだろうか」と言った。



^  （ヨハ 6:64） しかし，あなたたちの中には信じない人もいます」。イエスは初めから，信じない人たちと自分を裏切る人を知っていたのである。



^  （ヨハ 6:66） このために，弟子のうち多くの人が以前の事柄に戻っていき，もはやイエスと共に歩もうとはしなかった。



^  （マタ 16:16） シモン･ペテロが答えた。「キリスト，生きている神の子です」。



^  （ルカ 22:28） とはいえ，あなたたちは私が試練に遭っている間もずっと一緒にいました。



^  （ヨハ 6:53） イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。



^  （マル 14:22-25） 食事中に，イエスはパンを取り，祈ってから，それを割って渡し，「取りなさい。これは私の体を表しています」と言った。 23 また，杯を取り，感謝の祈りをしてから，それを渡した。皆その杯から飲んだ。 24 イエスは言った。「これは私の『契約の血』を表しています。それは多くの人のために注ぎ出されることになっています。 25 はっきり言いますが，私は神の王国で新しいものを飲むその日まで，ブドウからできたものをもう決して飲みません」。



^  （ルカ 22:20） また，食事が済んでから，杯についても同じようにして，こう言った。「この杯は私の血による新しい契約を表しています。それはあなたたちのために注ぎ出されることになっています。



^  （コリ一 11:24） 感謝の祈りをしてからそれを割り，こう言いました。「これはあなたたちのための私の体を表しています。このことを行っていき，私のことを思い起こし*なさい」。

または，「記念し」。


^  （ヘブ 8:6） しかし今イエスは，はるかに優れた奉仕を*しています。はるかに勝った契約の仲介者でもあるからです。その契約は，勝った約束に基づいて法的に成立しています。

または，「奉仕を人々のために」。


^  （ヘブ 8:10） エホバ*はこう言う。『これが，そうした時代の後に私がイスラエル国民と結ぶ契約である。私は，私の律法を彼らの頭の中に入れ，彼らの心の中に書き記す。そして，私は彼らの神となり，彼らは私の民となる。

付録A5参照。


^  （ヘブ 9:15） こういう訳で，キリストは新しい契約の仲介者なのです。招かれた人たちは，キリストが死んだことにより，以前の契約下での違反から贖い*によって解放され，永遠の財産を与えられると約束されました。

用語集参照。


^  （ヨハ 14:2， 3） 私の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなかったなら，そのことを告げたことでしょう。私はあなたたちのために場所を整えに行こうとしているのです。 3 行って場所を整えたら，再び来てあなたたちを私の所に迎えます。私がいる所にあなたたちもいるようにするのです。



^  （ルカ 12:32） 恐れることはありません，小さな群れよ。天の父は，あなたたちに王国を与えることを喜んでいます。



^  （ヨハ 6:51） 私は天から下ってきた命のパンです。このパンを食べる人は永遠に生きます。そして，私が与えるパンとは私の肉であり，人類*が生きるためのものです」。

直訳，「世」。


^  （ヨハ 6:29） イエスは答えた。「神の求めること，それは神が遣わした人に信仰を抱くことです」。



^  （ヨハ 5:40） それなのに，あなた方は命を受けるために私の所に来ようとしません。



^  （ヨハ 6:44） 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。



^  （ヨハ 6:40） 私の父が望むのは，子を認めて信仰を抱く人が皆，永遠の命を受けることなのです。私はその人を終わりの日に復活させます」。



^  （ヨハ 6:53） イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。



^  （エフェ 1:7） その豊かな惜しみない親切のおかげで，私たちはキリストの血によって贖われ*，解放されています。過ちを許されているのです。

用語集の「贖い」参照。


^ （ヨハ 6:1-71） この後，イエスはガリラヤ湖つまりティベリア湖の向こうへ行った。 2 大勢の人がその場所に向かっていった。イエスが奇跡*を行って病気の人たちを癒やすのを見たからだった。 3 イエスは山に登り，そこで弟子たちと座った。 4 さて，ユダヤ人の祭りである過ぎ越しが近かった。 5 イエスは目を上げて大勢の人がやって来るのを見，「この人々が食べるパンをどこで買いましょうか」とフィリポに言った。 6 彼を試すためにそう言ったのであり，どうするかは考えてあった。 7 フィリポは答えた。「200デナリ分のパンでも足りません。一人一人にほんの少しずつ配ることもできないでしょう」。 8 弟子の1人でシモン･ペテロの兄弟であるアンデレが言った。 9 「ここに大麦のパン5つと小さな魚2匹を持っている少年がいます。でも，これほど大勢では何になるでしょうか」。 10 イエスは，「人々を座らせなさい」と言った。その場所には草がたくさん生えていて，人々はそこに座った。約5000人の男性がいた。 11 イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，座っている人たちに配った。小さな魚についても同じようにし，人々は好きなだけ食べた。 12 人々が満腹になった時，イエスは弟子たちに言った。「余ったかけらを集め，何も無駄にならないようにしなさい」。 13 弟子たちがかけらを集めると，12個の籠がいっぱいになった。もともと5つだった大麦のパンを食べた人たちが残したものだった。 14 人々はイエスが行った奇跡を見て，「これこそ，世に来ることになっていた預言者だ」と言いだした。 15 イエスは，人々が自分を王にするために捕らえに来ようとしているのを知り，ただ独りで再び山に去っていった。 16 夕方になる頃，弟子たちは湖に下りていった。 17 そして舟に乗り，湖を渡ってカペルナウムに向かった。もう暗くなっていたが，イエスはまだ弟子たちの所に来ていなかった。 18 また，強い風が吹いていて，湖は荒れだした。 19 ところが，弟子たちは5，6キロほどこいだ時，イエスが湖の上を歩いて舟に近づいてくるのを見た。そして恐ろしくなった。 20 しかしイエスは，「私です。恐れることはありません！」と言った。 21 それで弟子たちは，喜んでイエスを舟に迎え入れた。舟はすぐに，行こうとしていた土地に着いた。 22 次の日，湖の向こう側にいた群衆は，そこに舟がないことに気付いた。弟子たちだけがそこにあった小舟で去っていて，イエスは一緒に乗ってはいかなかったのである。 23 すると，主イエスが感謝の祈りをしてから人々にパンを食べさせた場所の近くに，ティベリアから数そうの舟が着いた。 24 群衆はイエスも弟子たちもそこにいないのを見て，それらの舟に乗り，イエスを捜しにカペルナウムに行った。 25 人々は湖を渡ってイエスを見つけると，「ラビ，いつここに来たのですか」と言った。 26 イエスは答えた。「はっきり言っておきますが，皆さんが私を捜しているのは，奇跡を見たからではなく，パンを食べて満足したからです。 27 腐ってしまう食物のためではなく，なくならないで永遠の命をもたらす食物のために働きなさい。人の子がそれを与えます。父すなわち神が彼を認めていることを示した*からです」。 28 人々は言った。「神の求めることを行うには何をしなければなりませんか」。 29 イエスは答えた。「神の求めること，それは神が遣わした人に信仰を抱くことです」。 30 人々は言った。「私たちがあなたを信じられるよう，あなたはしるしとしてどんな奇跡を見せてくれますか。どんなことをするのですか。 31 私たちの父祖は荒野でマナを食べました。『神は天からパンを与えて食べさせた』と書いてある通りです」。 32 イエスは言った。「はっきり言っておきます。モーセは天からのパンを与えませんでした。しかし，私の父は，天からの真のパンを皆さんに与えています。 33 天から下ってきて人類に命を与える人が神のパンだからです」。 34 人々は言った。「主よ，いつもそのパンを下さい」。 35 イエスは言った。「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢えず，私に信仰を抱く人は決して喉が渇きません。 36 しかし私が言ったように，皆さんは確かに私を見たのに信じません。 37 父が私に託してくださる人は皆，私のもとに来ます。そして私は自分のもとに来る人を決して追い払ったりしません。 38 私が天から下ってきたのは，自分の望むことではなく，私を遣わした方の望むことを行うためだからです。 39 私を遣わした方が望むこととは，私が，託された全ての人を一人も失うことなく終わりの日に復活させることです。 40 私の父が望むのは，子を認めて信仰を抱く人が皆，永遠の命を受けることなのです。私はその人を終わりの日に復活させます」。 41 ユダヤ人たちは，「私は天から下ってきたパンだ」とイエスが言ったことで不満を口にし始めた。 42 こう言いだした。「これはヨセフの子イエスではないか。私たちは彼の父親も母親も知っている。今になって，『私は天から下ってきた』と言うのはどうしてか」。 43 それでイエスは言った。「不満を口にするのはやめなさい。 44 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。 45 預言者の書に，『彼らは皆エホバに教えられる*』と書いてあります。父から聞いて学んだ人は皆，私のもとに来ます。 46 誰かが父を見たというのではありません。神の所から来た人だけが父を見ました。 47 はっきり言っておきますが，信じる人は永遠の命を受けます。 48 私は命のパンです。 49 父祖たちは荒野でマナを食べましたが，それでも死にました。 50 しかし，天から下ってくるパンを食べる人は死にません。 51 私は天から下ってきた命のパンです。このパンを食べる人は永遠に生きます。そして，私が与えるパンとは私の肉であり，人類*が生きるためのものです」。 52 そこでユダヤ人たちは，「どうしてこの人は自分の肉を与えて食べさせることができるのか」と言い合いを始めた。 53 イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。 54 私の肉を食べ，私の血を飲む人は永遠の命を受け，私はその人を終わりの日に復活させます。 55 私の肉は真の食物，私の血は真の飲み物です。 56 私の肉を食べ，私の血を飲む人は，ずっと私と結び付いており，私もその人と結び付いています。 57 生きている父が私を遣わし，私が父によって生きているのと同じように，私を食べる人も私によって生きます。 58 これが天から下ってきたパンです。父祖たちが食べはしても死んだのとは違い，このパンを食べる人は永遠に生きます」。 59 イエスはこうしたことを，カペルナウムの会堂で教えていた時に語った。 60 イエスの弟子のうち多くの人が，これを聞いた時に，「この話はひどい。誰が聞いていられるだろうか」と言った。 61 しかしイエスは，弟子たちがこのことで不満を口にしているのを知って，こう言った。「このことで反感を抱いている*のですか。 62 では，人の子が元いた所に上っていくのを見たら，どうでしょうか。 63 命を与えるのは聖なる力です。人間の努力は何の役にも立ちません。私があなたたちに話した言葉は聖なる力によるものであり，命を与えます。 64 しかし，あなたたちの中には信じない人もいます」。イエスは初めから，信じない人たちと自分を裏切る人を知っていたのである。 65 さらにこう言った。「それで私は，父に許されたのでない限り誰も私のもとに来ることはできない，とあなたたちに言ったのです」。 66 このために，弟子のうち多くの人が以前の事柄に戻っていき，もはやイエスと共に歩もうとはしなかった。 67 それでイエスは12人に言った。「あなたたちも去っていきたいですか」。 68 シモン･ペテロが答えた。「主よ，私たちは誰の所に行けばよいのでしょう。あなたは永遠の命の言葉を持っています。 69 私たちは，あなたが神の聖なる方であることを信じ，知るようになりました」。 70 イエスは答えた。「私があなたたち12人を選んだのではありませんか。しかし，あなたたちの1人は中傷する人です」。 71 イエスは，シモン･イスカリオテの子ユダについて話していたのである。この人は12人の1人でありながらイエスを裏切ろうとしていた。

直訳，「しるし」。
直訳，「この者に証印を押した」。
または，「教えられた者となる」。
直訳，「世」。
または，「気分を害している」。


^  （ヨハ 6:1-71） この後，イエスはガリラヤ湖つまりティベリア湖の向こうへ行った。 2 大勢の人がその場所に向かっていった。イエスが奇跡*を行って病気の人たちを癒やすのを見たからだった。 3 イエスは山に登り，そこで弟子たちと座った。 4 さて，ユダヤ人の祭りである過ぎ越しが近かった。 5 イエスは目を上げて大勢の人がやって来るのを見，「この人々が食べるパンをどこで買いましょうか」とフィリポに言った。 6 彼を試すためにそう言ったのであり，どうするかは考えてあった。 7 フィリポは答えた。「200デナリ分のパンでも足りません。一人一人にほんの少しずつ配ることもできないでしょう」。 8 弟子の1人でシモン･ペテロの兄弟であるアンデレが言った。 9 「ここに大麦のパン5つと小さな魚2匹を持っている少年がいます。でも，これほど大勢では何になるでしょうか」。 10 イエスは，「人々を座らせなさい」と言った。その場所には草がたくさん生えていて，人々はそこに座った。約5000人の男性がいた。 11 イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，座っている人たちに配った。小さな魚についても同じようにし，人々は好きなだけ食べた。 12 人々が満腹になった時，イエスは弟子たちに言った。「余ったかけらを集め，何も無駄にならないようにしなさい」。 13 弟子たちがかけらを集めると，12個の籠がいっぱいになった。もともと5つだった大麦のパンを食べた人たちが残したものだった。 14 人々はイエスが行った奇跡を見て，「これこそ，世に来ることになっていた預言者だ」と言いだした。 15 イエスは，人々が自分を王にするために捕らえに来ようとしているのを知り，ただ独りで再び山に去っていった。 16 夕方になる頃，弟子たちは湖に下りていった。 17 そして舟に乗り，湖を渡ってカペルナウムに向かった。もう暗くなっていたが，イエスはまだ弟子たちの所に来ていなかった。 18 また，強い風が吹いていて，湖は荒れだした。 19 ところが，弟子たちは5，6キロほどこいだ時，イエスが湖の上を歩いて舟に近づいてくるのを見た。そして恐ろしくなった。 20 しかしイエスは，「私です。恐れることはありません！」と言った。 21 それで弟子たちは，喜んでイエスを舟に迎え入れた。舟はすぐに，行こうとしていた土地に着いた。 22 次の日，湖の向こう側にいた群衆は，そこに舟がないことに気付いた。弟子たちだけがそこにあった小舟で去っていて，イエスは一緒に乗ってはいかなかったのである。 23 すると，主イエスが感謝の祈りをしてから人々にパンを食べさせた場所の近くに，ティベリアから数そうの舟が着いた。 24 群衆はイエスも弟子たちもそこにいないのを見て，それらの舟に乗り，イエスを捜しにカペルナウムに行った。 25 人々は湖を渡ってイエスを見つけると，「ラビ，いつここに来たのですか」と言った。 26 イエスは答えた。「はっきり言っておきますが，皆さんが私を捜しているのは，奇跡を見たからではなく，パンを食べて満足したからです。 27 腐ってしまう食物のためではなく，なくならないで永遠の命をもたらす食物のために働きなさい。人の子がそれを与えます。父すなわち神が彼を認めていることを示した*からです」。 28 人々は言った。「神の求めることを行うには何をしなければなりませんか」。 29 イエスは答えた。「神の求めること，それは神が遣わした人に信仰を抱くことです」。 30 人々は言った。「私たちがあなたを信じられるよう，あなたはしるしとしてどんな奇跡を見せてくれますか。どんなことをするのですか。 31 私たちの父祖は荒野でマナを食べました。『神は天からパンを与えて食べさせた』と書いてある通りです」。 32 イエスは言った。「はっきり言っておきます。モーセは天からのパンを与えませんでした。しかし，私の父は，天からの真のパンを皆さんに与えています。 33 天から下ってきて人類に命を与える人が神のパンだからです」。 34 人々は言った。「主よ，いつもそのパンを下さい」。 35 イエスは言った。「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢えず，私に信仰を抱く人は決して喉が渇きません。 36 しかし私が言ったように，皆さんは確かに私を見たのに信じません。 37 父が私に託してくださる人は皆，私のもとに来ます。そして私は自分のもとに来る人を決して追い払ったりしません。 38 私が天から下ってきたのは，自分の望むことではなく，私を遣わした方の望むことを行うためだからです。 39 私を遣わした方が望むこととは，私が，託された全ての人を一人も失うことなく終わりの日に復活させることです。 40 私の父が望むのは，子を認めて信仰を抱く人が皆，永遠の命を受けることなのです。私はその人を終わりの日に復活させます」。 41 ユダヤ人たちは，「私は天から下ってきたパンだ」とイエスが言ったことで不満を口にし始めた。 42 こう言いだした。「これはヨセフの子イエスではないか。私たちは彼の父親も母親も知っている。今になって，『私は天から下ってきた』と言うのはどうしてか」。 43 それでイエスは言った。「不満を口にするのはやめなさい。 44 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。 45 預言者の書に，『彼らは皆エホバに教えられる*』と書いてあります。父から聞いて学んだ人は皆，私のもとに来ます。 46 誰かが父を見たというのではありません。神の所から来た人だけが父を見ました。 47 はっきり言っておきますが，信じる人は永遠の命を受けます。 48 私は命のパンです。 49 父祖たちは荒野でマナを食べましたが，それでも死にました。 50 しかし，天から下ってくるパンを食べる人は死にません。 51 私は天から下ってきた命のパンです。このパンを食べる人は永遠に生きます。そして，私が与えるパンとは私の肉であり，人類*が生きるためのものです」。 52 そこでユダヤ人たちは，「どうしてこの人は自分の肉を与えて食べさせることができるのか」と言い合いを始めた。 53 イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。 54 私の肉を食べ，私の血を飲む人は永遠の命を受け，私はその人を終わりの日に復活させます。 55 私の肉は真の食物，私の血は真の飲み物です。 56 私の肉を食べ，私の血を飲む人は，ずっと私と結び付いており，私もその人と結び付いています。 57 生きている父が私を遣わし，私が父によって生きているのと同じように，私を食べる人も私によって生きます。 58 これが天から下ってきたパンです。父祖たちが食べはしても死んだのとは違い，このパンを食べる人は永遠に生きます」。 59 イエスはこうしたことを，カペルナウムの会堂で教えていた時に語った。 60 イエスの弟子のうち多くの人が，これを聞いた時に，「この話はひどい。誰が聞いていられるだろうか」と言った。 61 しかしイエスは，弟子たちがこのことで不満を口にしているのを知って，こう言った。「このことで反感を抱いている*のですか。 62 では，人の子が元いた所に上っていくのを見たら，どうでしょうか。 63 命を与えるのは聖なる力です。人間の努力は何の役にも立ちません。私があなたたちに話した言葉は聖なる力によるものであり，命を与えます。 64 しかし，あなたたちの中には信じない人もいます」。イエスは初めから，信じない人たちと自分を裏切る人を知っていたのである。 65 さらにこう言った。「それで私は，父に許されたのでない限り誰も私のもとに来ることはできない，とあなたたちに言ったのです」。 66 このために，弟子のうち多くの人が以前の事柄に戻っていき，もはやイエスと共に歩もうとはしなかった。 67 それでイエスは12人に言った。「あなたたちも去っていきたいですか」。 68 シモン･ペテロが答えた。「主よ，私たちは誰の所に行けばよいのでしょう。あなたは永遠の命の言葉を持っています。 69 私たちは，あなたが神の聖なる方であることを信じ，知るようになりました」。 70 イエスは答えた。「私があなたたち12人を選んだのではありませんか。しかし，あなたたちの1人は中傷する人です」。 71 イエスは，シモン･イスカリオテの子ユダについて話していたのである。この人は12人の1人でありながらイエスを裏切ろうとしていた。

直訳，「しるし」。
直訳，「この者に証印を押した」。
または，「教えられた者となる」。
直訳，「世」。
または，「気分を害している」。


^  （ルカ 9:11） しかし，人々はそれを知ってその場所に向かった。イエスはその人たちを親切に迎え，神の王国について話し始め，治療が必要な人たちを癒やした。



^  （ヨハ 6:2） 大勢の人がその場所に向かっていった。イエスが奇跡*を行って病気の人たちを癒やすのを見たからだった。

直訳，「しるし」。


^  （ヨハ 6:11， 12） イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，座っている人たちに配った。小さな魚についても同じようにし，人々は好きなだけ食べた。 12 人々が満腹になった時，イエスは弟子たちに言った。「余ったかけらを集め，何も無駄にならないようにしなさい」。



^  （ヨハ 6:35） イエスは言った。「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢えず，私に信仰を抱く人は決して喉が渇きません。



^  （ヨハ 6:48） 私は命のパンです。



^  （ヨハ 10:16） 私にはほかの羊がいますが，この囲いのものではありません。私はその羊たちも連れてこなければならず，それらも私の声を聞きます。こうして，1つの群れ，1人の羊飼いとなります。



^  （ヨハ 6:53） イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。



^  （ヨハ 6:1-71） この後，イエスはガリラヤ湖つまりティベリア湖の向こうへ行った。 2 大勢の人がその場所に向かっていった。イエスが奇跡*を行って病気の人たちを癒やすのを見たからだった。 3 イエスは山に登り，そこで弟子たちと座った。 4 さて，ユダヤ人の祭りである過ぎ越しが近かった。 5 イエスは目を上げて大勢の人がやって来るのを見，「この人々が食べるパンをどこで買いましょうか」とフィリポに言った。 6 彼を試すためにそう言ったのであり，どうするかは考えてあった。 7 フィリポは答えた。「200デナリ分のパンでも足りません。一人一人にほんの少しずつ配ることもできないでしょう」。 8 弟子の1人でシモン･ペテロの兄弟であるアンデレが言った。 9 「ここに大麦のパン5つと小さな魚2匹を持っている少年がいます。でも，これほど大勢では何になるでしょうか」。 10 イエスは，「人々を座らせなさい」と言った。その場所には草がたくさん生えていて，人々はそこに座った。約5000人の男性がいた。 11 イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，座っている人たちに配った。小さな魚についても同じようにし，人々は好きなだけ食べた。 12 人々が満腹になった時，イエスは弟子たちに言った。「余ったかけらを集め，何も無駄にならないようにしなさい」。 13 弟子たちがかけらを集めると，12個の籠がいっぱいになった。もともと5つだった大麦のパンを食べた人たちが残したものだった。 14 人々はイエスが行った奇跡を見て，「これこそ，世に来ることになっていた預言者だ」と言いだした。 15 イエスは，人々が自分を王にするために捕らえに来ようとしているのを知り，ただ独りで再び山に去っていった。 16 夕方になる頃，弟子たちは湖に下りていった。 17 そして舟に乗り，湖を渡ってカペルナウムに向かった。もう暗くなっていたが，イエスはまだ弟子たちの所に来ていなかった。 18 また，強い風が吹いていて，湖は荒れだした。 19 ところが，弟子たちは5，6キロほどこいだ時，イエスが湖の上を歩いて舟に近づいてくるのを見た。そして恐ろしくなった。 20 しかしイエスは，「私です。恐れることはありません！」と言った。 21 それで弟子たちは，喜んでイエスを舟に迎え入れた。舟はすぐに，行こうとしていた土地に着いた。 22 次の日，湖の向こう側にいた群衆は，そこに舟がないことに気付いた。弟子たちだけがそこにあった小舟で去っていて，イエスは一緒に乗ってはいかなかったのである。 23 すると，主イエスが感謝の祈りをしてから人々にパンを食べさせた場所の近くに，ティベリアから数そうの舟が着いた。 24 群衆はイエスも弟子たちもそこにいないのを見て，それらの舟に乗り，イエスを捜しにカペルナウムに行った。 25 人々は湖を渡ってイエスを見つけると，「ラビ，いつここに来たのですか」と言った。 26 イエスは答えた。「はっきり言っておきますが，皆さんが私を捜しているのは，奇跡を見たからではなく，パンを食べて満足したからです。 27 腐ってしまう食物のためではなく，なくならないで永遠の命をもたらす食物のために働きなさい。人の子がそれを与えます。父すなわち神が彼を認めていることを示した*からです」。 28 人々は言った。「神の求めることを行うには何をしなければなりませんか」。 29 イエスは答えた。「神の求めること，それは神が遣わした人に信仰を抱くことです」。 30 人々は言った。「私たちがあなたを信じられるよう，あなたはしるしとしてどんな奇跡を見せてくれますか。どんなことをするのですか。 31 私たちの父祖は荒野でマナを食べました。『神は天からパンを与えて食べさせた』と書いてある通りです」。 32 イエスは言った。「はっきり言っておきます。モーセは天からのパンを与えませんでした。しかし，私の父は，天からの真のパンを皆さんに与えています。 33 天から下ってきて人類に命を与える人が神のパンだからです」。 34 人々は言った。「主よ，いつもそのパンを下さい」。 35 イエスは言った。「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢えず，私に信仰を抱く人は決して喉が渇きません。 36 しかし私が言ったように，皆さんは確かに私を見たのに信じません。 37 父が私に託してくださる人は皆，私のもとに来ます。そして私は自分のもとに来る人を決して追い払ったりしません。 38 私が天から下ってきたのは，自分の望むことではなく，私を遣わした方の望むことを行うためだからです。 39 私を遣わした方が望むこととは，私が，託された全ての人を一人も失うことなく終わりの日に復活させることです。 40 私の父が望むのは，子を認めて信仰を抱く人が皆，永遠の命を受けることなのです。私はその人を終わりの日に復活させます」。 41 ユダヤ人たちは，「私は天から下ってきたパンだ」とイエスが言ったことで不満を口にし始めた。 42 こう言いだした。「これはヨセフの子イエスではないか。私たちは彼の父親も母親も知っている。今になって，『私は天から下ってきた』と言うのはどうしてか」。 43 それでイエスは言った。「不満を口にするのはやめなさい。 44 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。 45 預言者の書に，『彼らは皆エホバに教えられる*』と書いてあります。父から聞いて学んだ人は皆，私のもとに来ます。 46 誰かが父を見たというのではありません。神の所から来た人だけが父を見ました。 47 はっきり言っておきますが，信じる人は永遠の命を受けます。 48 私は命のパンです。 49 父祖たちは荒野でマナを食べましたが，それでも死にました。 50 しかし，天から下ってくるパンを食べる人は死にません。 51 私は天から下ってきた命のパンです。このパンを食べる人は永遠に生きます。そして，私が与えるパンとは私の肉であり，人類*が生きるためのものです」。 52 そこでユダヤ人たちは，「どうしてこの人は自分の肉を与えて食べさせることができるのか」と言い合いを始めた。 53 イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。 54 私の肉を食べ，私の血を飲む人は永遠の命を受け，私はその人を終わりの日に復活させます。 55 私の肉は真の食物，私の血は真の飲み物です。 56 私の肉を食べ，私の血を飲む人は，ずっと私と結び付いており，私もその人と結び付いています。 57 生きている父が私を遣わし，私が父によって生きているのと同じように，私を食べる人も私によって生きます。 58 これが天から下ってきたパンです。父祖たちが食べはしても死んだのとは違い，このパンを食べる人は永遠に生きます」。 59 イエスはこうしたことを，カペルナウムの会堂で教えていた時に語った。 60 イエスの弟子のうち多くの人が，これを聞いた時に，「この話はひどい。誰が聞いていられるだろうか」と言った。 61 しかしイエスは，弟子たちがこのことで不満を口にしているのを知って，こう言った。「このことで反感を抱いている*のですか。 62 では，人の子が元いた所に上っていくのを見たら，どうでしょうか。 63 命を与えるのは聖なる力です。人間の努力は何の役にも立ちません。私があなたたちに話した言葉は聖なる力によるものであり，命を与えます。 64 しかし，あなたたちの中には信じない人もいます」。イエスは初めから，信じない人たちと自分を裏切る人を知っていたのである。 65 さらにこう言った。「それで私は，父に許されたのでない限り誰も私のもとに来ることはできない，とあなたたちに言ったのです」。 66 このために，弟子のうち多くの人が以前の事柄に戻っていき，もはやイエスと共に歩もうとはしなかった。 67 それでイエスは12人に言った。「あなたたちも去っていきたいですか」。 68 シモン･ペテロが答えた。「主よ，私たちは誰の所に行けばよいのでしょう。あなたは永遠の命の言葉を持っています。 69 私たちは，あなたが神の聖なる方であることを信じ，知るようになりました」。 70 イエスは答えた。「私があなたたち12人を選んだのではありませんか。しかし，あなたたちの1人は中傷する人です」。 71 イエスは，シモン･イスカリオテの子ユダについて話していたのである。この人は12人の1人でありながらイエスを裏切ろうとしていた。

直訳，「しるし」。
直訳，「この者に証印を押した」。
または，「教えられた者となる」。
直訳，「世」。
または，「気分を害している」。


^ （ヨハ 6:1-71） この後，イエスはガリラヤ湖つまりティベリア湖の向こうへ行った。 2 大勢の人がその場所に向かっていった。イエスが奇跡*を行って病気の人たちを癒やすのを見たからだった。 3 イエスは山に登り，そこで弟子たちと座った。 4 さて，ユダヤ人の祭りである過ぎ越しが近かった。 5 イエスは目を上げて大勢の人がやって来るのを見，「この人々が食べるパンをどこで買いましょうか」とフィリポに言った。 6 彼を試すためにそう言ったのであり，どうするかは考えてあった。 7 フィリポは答えた。「200デナリ分のパンでも足りません。一人一人にほんの少しずつ配ることもできないでしょう」。 8 弟子の1人でシモン･ペテロの兄弟であるアンデレが言った。 9 「ここに大麦のパン5つと小さな魚2匹を持っている少年がいます。でも，これほど大勢では何になるでしょうか」。 10 イエスは，「人々を座らせなさい」と言った。その場所には草がたくさん生えていて，人々はそこに座った。約5000人の男性がいた。 11 イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，座っている人たちに配った。小さな魚についても同じようにし，人々は好きなだけ食べた。 12 人々が満腹になった時，イエスは弟子たちに言った。「余ったかけらを集め，何も無駄にならないようにしなさい」。 13 弟子たちがかけらを集めると，12個の籠がいっぱいになった。もともと5つだった大麦のパンを食べた人たちが残したものだった。 14 人々はイエスが行った奇跡を見て，「これこそ，世に来ることになっていた預言者だ」と言いだした。 15 イエスは，人々が自分を王にするために捕らえに来ようとしているのを知り，ただ独りで再び山に去っていった。 16 夕方になる頃，弟子たちは湖に下りていった。 17 そして舟に乗り，湖を渡ってカペルナウムに向かった。もう暗くなっていたが，イエスはまだ弟子たちの所に来ていなかった。 18 また，強い風が吹いていて，湖は荒れだした。 19 ところが，弟子たちは5，6キロほどこいだ時，イエスが湖の上を歩いて舟に近づいてくるのを見た。そして恐ろしくなった。 20 しかしイエスは，「私です。恐れることはありません！」と言った。 21 それで弟子たちは，喜んでイエスを舟に迎え入れた。舟はすぐに，行こうとしていた土地に着いた。 22 次の日，湖の向こう側にいた群衆は，そこに舟がないことに気付いた。弟子たちだけがそこにあった小舟で去っていて，イエスは一緒に乗ってはいかなかったのである。 23 すると，主イエスが感謝の祈りをしてから人々にパンを食べさせた場所の近くに，ティベリアから数そうの舟が着いた。 24 群衆はイエスも弟子たちもそこにいないのを見て，それらの舟に乗り，イエスを捜しにカペルナウムに行った。 25 人々は湖を渡ってイエスを見つけると，「ラビ，いつここに来たのですか」と言った。 26 イエスは答えた。「はっきり言っておきますが，皆さんが私を捜しているのは，奇跡を見たからではなく，パンを食べて満足したからです。 27 腐ってしまう食物のためではなく，なくならないで永遠の命をもたらす食物のために働きなさい。人の子がそれを与えます。父すなわち神が彼を認めていることを示した*からです」。 28 人々は言った。「神の求めることを行うには何をしなければなりませんか」。 29 イエスは答えた。「神の求めること，それは神が遣わした人に信仰を抱くことです」。 30 人々は言った。「私たちがあなたを信じられるよう，あなたはしるしとしてどんな奇跡を見せてくれますか。どんなことをするのですか。 31 私たちの父祖は荒野でマナを食べました。『神は天からパンを与えて食べさせた』と書いてある通りです」。 32 イエスは言った。「はっきり言っておきます。モーセは天からのパンを与えませんでした。しかし，私の父は，天からの真のパンを皆さんに与えています。 33 天から下ってきて人類に命を与える人が神のパンだからです」。 34 人々は言った。「主よ，いつもそのパンを下さい」。 35 イエスは言った。「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢えず，私に信仰を抱く人は決して喉が渇きません。 36 しかし私が言ったように，皆さんは確かに私を見たのに信じません。 37 父が私に託してくださる人は皆，私のもとに来ます。そして私は自分のもとに来る人を決して追い払ったりしません。 38 私が天から下ってきたのは，自分の望むことではなく，私を遣わした方の望むことを行うためだからです。 39 私を遣わした方が望むこととは，私が，託された全ての人を一人も失うことなく終わりの日に復活させることです。 40 私の父が望むのは，子を認めて信仰を抱く人が皆，永遠の命を受けることなのです。私はその人を終わりの日に復活させます」。 41 ユダヤ人たちは，「私は天から下ってきたパンだ」とイエスが言ったことで不満を口にし始めた。 42 こう言いだした。「これはヨセフの子イエスではないか。私たちは彼の父親も母親も知っている。今になって，『私は天から下ってきた』と言うのはどうしてか」。 43 それでイエスは言った。「不満を口にするのはやめなさい。 44 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。 45 預言者の書に，『彼らは皆エホバに教えられる*』と書いてあります。父から聞いて学んだ人は皆，私のもとに来ます。 46 誰かが父を見たというのではありません。神の所から来た人だけが父を見ました。 47 はっきり言っておきますが，信じる人は永遠の命を受けます。 48 私は命のパンです。 49 父祖たちは荒野でマナを食べましたが，それでも死にました。 50 しかし，天から下ってくるパンを食べる人は死にません。 51 私は天から下ってきた命のパンです。このパンを食べる人は永遠に生きます。そして，私が与えるパンとは私の肉であり，人類*が生きるためのものです」。 52 そこでユダヤ人たちは，「どうしてこの人は自分の肉を与えて食べさせることができるのか」と言い合いを始めた。 53 イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。 54 私の肉を食べ，私の血を飲む人は永遠の命を受け，私はその人を終わりの日に復活させます。 55 私の肉は真の食物，私の血は真の飲み物です。 56 私の肉を食べ，私の血を飲む人は，ずっと私と結び付いており，私もその人と結び付いています。 57 生きている父が私を遣わし，私が父によって生きているのと同じように，私を食べる人も私によって生きます。 58 これが天から下ってきたパンです。父祖たちが食べはしても死んだのとは違い，このパンを食べる人は永遠に生きます」。 59 イエスはこうしたことを，カペルナウムの会堂で教えていた時に語った。 60 イエスの弟子のうち多くの人が，これを聞いた時に，「この話はひどい。誰が聞いていられるだろうか」と言った。 61 しかしイエスは，弟子たちがこのことで不満を口にしているのを知って，こう言った。「このことで反感を抱いている*のですか。 62 では，人の子が元いた所に上っていくのを見たら，どうでしょうか。 63 命を与えるのは聖なる力です。人間の努力は何の役にも立ちません。私があなたたちに話した言葉は聖なる力によるものであり，命を与えます。 64 しかし，あなたたちの中には信じない人もいます」。イエスは初めから，信じない人たちと自分を裏切る人を知っていたのである。 65 さらにこう言った。「それで私は，父に許されたのでない限り誰も私のもとに来ることはできない，とあなたたちに言ったのです」。 66 このために，弟子のうち多くの人が以前の事柄に戻っていき，もはやイエスと共に歩もうとはしなかった。 67 それでイエスは12人に言った。「あなたたちも去っていきたいですか」。 68 シモン･ペテロが答えた。「主よ，私たちは誰の所に行けばよいのでしょう。あなたは永遠の命の言葉を持っています。 69 私たちは，あなたが神の聖なる方であることを信じ，知るようになりました」。 70 イエスは答えた。「私があなたたち12人を選んだのではありませんか。しかし，あなたたちの1人は中傷する人です」。 71 イエスは，シモン･イスカリオテの子ユダについて話していたのである。この人は12人の1人でありながらイエスを裏切ろうとしていた。

直訳，「しるし」。
直訳，「この者に証印を押した」。
または，「教えられた者となる」。
直訳，「世」。
または，「気分を害している」。


^ （ヨハ 6:1-71） この後，イエスはガリラヤ湖つまりティベリア湖の向こうへ行った。 2 大勢の人がその場所に向かっていった。イエスが奇跡*を行って病気の人たちを癒やすのを見たからだった。 3 イエスは山に登り，そこで弟子たちと座った。 4 さて，ユダヤ人の祭りである過ぎ越しが近かった。 5 イエスは目を上げて大勢の人がやって来るのを見，「この人々が食べるパンをどこで買いましょうか」とフィリポに言った。 6 彼を試すためにそう言ったのであり，どうするかは考えてあった。 7 フィリポは答えた。「200デナリ分のパンでも足りません。一人一人にほんの少しずつ配ることもできないでしょう」。 8 弟子の1人でシモン･ペテロの兄弟であるアンデレが言った。 9 「ここに大麦のパン5つと小さな魚2匹を持っている少年がいます。でも，これほど大勢では何になるでしょうか」。 10 イエスは，「人々を座らせなさい」と言った。その場所には草がたくさん生えていて，人々はそこに座った。約5000人の男性がいた。 11 イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，座っている人たちに配った。小さな魚についても同じようにし，人々は好きなだけ食べた。 12 人々が満腹になった時，イエスは弟子たちに言った。「余ったかけらを集め，何も無駄にならないようにしなさい」。 13 弟子たちがかけらを集めると，12個の籠がいっぱいになった。もともと5つだった大麦のパンを食べた人たちが残したものだった。 14 人々はイエスが行った奇跡を見て，「これこそ，世に来ることになっていた預言者だ」と言いだした。 15 イエスは，人々が自分を王にするために捕らえに来ようとしているのを知り，ただ独りで再び山に去っていった。 16 夕方になる頃，弟子たちは湖に下りていった。 17 そして舟に乗り，湖を渡ってカペルナウムに向かった。もう暗くなっていたが，イエスはまだ弟子たちの所に来ていなかった。 18 また，強い風が吹いていて，湖は荒れだした。 19 ところが，弟子たちは5，6キロほどこいだ時，イエスが湖の上を歩いて舟に近づいてくるのを見た。そして恐ろしくなった。 20 しかしイエスは，「私です。恐れることはありません！」と言った。 21 それで弟子たちは，喜んでイエスを舟に迎え入れた。舟はすぐに，行こうとしていた土地に着いた。 22 次の日，湖の向こう側にいた群衆は，そこに舟がないことに気付いた。弟子たちだけがそこにあった小舟で去っていて，イエスは一緒に乗ってはいかなかったのである。 23 すると，主イエスが感謝の祈りをしてから人々にパンを食べさせた場所の近くに，ティベリアから数そうの舟が着いた。 24 群衆はイエスも弟子たちもそこにいないのを見て，それらの舟に乗り，イエスを捜しにカペルナウムに行った。 25 人々は湖を渡ってイエスを見つけると，「ラビ，いつここに来たのですか」と言った。 26 イエスは答えた。「はっきり言っておきますが，皆さんが私を捜しているのは，奇跡を見たからではなく，パンを食べて満足したからです。 27 腐ってしまう食物のためではなく，なくならないで永遠の命をもたらす食物のために働きなさい。人の子がそれを与えます。父すなわち神が彼を認めていることを示した*からです」。 28 人々は言った。「神の求めることを行うには何をしなければなりませんか」。 29 イエスは答えた。「神の求めること，それは神が遣わした人に信仰を抱くことです」。 30 人々は言った。「私たちがあなたを信じられるよう，あなたはしるしとしてどんな奇跡を見せてくれますか。どんなことをするのですか。 31 私たちの父祖は荒野でマナを食べました。『神は天からパンを与えて食べさせた』と書いてある通りです」。 32 イエスは言った。「はっきり言っておきます。モーセは天からのパンを与えませんでした。しかし，私の父は，天からの真のパンを皆さんに与えています。 33 天から下ってきて人類に命を与える人が神のパンだからです」。 34 人々は言った。「主よ，いつもそのパンを下さい」。 35 イエスは言った。「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢えず，私に信仰を抱く人は決して喉が渇きません。 36 しかし私が言ったように，皆さんは確かに私を見たのに信じません。 37 父が私に託してくださる人は皆，私のもとに来ます。そして私は自分のもとに来る人を決して追い払ったりしません。 38 私が天から下ってきたのは，自分の望むことではなく，私を遣わした方の望むことを行うためだからです。 39 私を遣わした方が望むこととは，私が，託された全ての人を一人も失うことなく終わりの日に復活させることです。 40 私の父が望むのは，子を認めて信仰を抱く人が皆，永遠の命を受けることなのです。私はその人を終わりの日に復活させます」。 41 ユダヤ人たちは，「私は天から下ってきたパンだ」とイエスが言ったことで不満を口にし始めた。 42 こう言いだした。「これはヨセフの子イエスではないか。私たちは彼の父親も母親も知っている。今になって，『私は天から下ってきた』と言うのはどうしてか」。 43 それでイエスは言った。「不満を口にするのはやめなさい。 44 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。 45 預言者の書に，『彼らは皆エホバに教えられる*』と書いてあります。父から聞いて学んだ人は皆，私のもとに来ます。 46 誰かが父を見たというのではありません。神の所から来た人だけが父を見ました。 47 はっきり言っておきますが，信じる人は永遠の命を受けます。 48 私は命のパンです。 49 父祖たちは荒野でマナを食べましたが，それでも死にました。 50 しかし，天から下ってくるパンを食べる人は死にません。 51 私は天から下ってきた命のパンです。このパンを食べる人は永遠に生きます。そして，私が与えるパンとは私の肉であり，人類*が生きるためのものです」。 52 そこでユダヤ人たちは，「どうしてこの人は自分の肉を与えて食べさせることができるのか」と言い合いを始めた。 53 イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。 54 私の肉を食べ，私の血を飲む人は永遠の命を受け，私はその人を終わりの日に復活させます。 55 私の肉は真の食物，私の血は真の飲み物です。 56 私の肉を食べ，私の血を飲む人は，ずっと私と結び付いており，私もその人と結び付いています。 57 生きている父が私を遣わし，私が父によって生きているのと同じように，私を食べる人も私によって生きます。 58 これが天から下ってきたパンです。父祖たちが食べはしても死んだのとは違い，このパンを食べる人は永遠に生きます」。 59 イエスはこうしたことを，カペルナウムの会堂で教えていた時に語った。 60 イエスの弟子のうち多くの人が，これを聞いた時に，「この話はひどい。誰が聞いていられるだろうか」と言った。 61 しかしイエスは，弟子たちがこのことで不満を口にしているのを知って，こう言った。「このことで反感を抱いている*のですか。 62 では，人の子が元いた所に上っていくのを見たら，どうでしょうか。 63 命を与えるのは聖なる力です。人間の努力は何の役にも立ちません。私があなたたちに話した言葉は聖なる力によるものであり，命を与えます。 64 しかし，あなたたちの中には信じない人もいます」。イエスは初めから，信じない人たちと自分を裏切る人を知っていたのである。 65 さらにこう言った。「それで私は，父に許されたのでない限り誰も私のもとに来ることはできない，とあなたたちに言ったのです」。 66 このために，弟子のうち多くの人が以前の事柄に戻っていき，もはやイエスと共に歩もうとはしなかった。 67 それでイエスは12人に言った。「あなたたちも去っていきたいですか」。 68 シモン･ペテロが答えた。「主よ，私たちは誰の所に行けばよいのでしょう。あなたは永遠の命の言葉を持っています。 69 私たちは，あなたが神の聖なる方であることを信じ，知るようになりました」。 70 イエスは答えた。「私があなたたち12人を選んだのではありませんか。しかし，あなたたちの1人は中傷する人です」。 71 イエスは，シモン･イスカリオテの子ユダについて話していたのである。この人は12人の1人でありながらイエスを裏切ろうとしていた。

直訳，「しるし」。
直訳，「この者に証印を押した」。
または，「教えられた者となる」。
直訳，「世」。
または，「気分を害している」。


^ （ヨハ 6:5-35） イエスは目を上げて大勢の人がやって来るのを見，「この人々が食べるパンをどこで買いましょうか」とフィリポに言った。 6 彼を試すためにそう言ったのであり，どうするかは考えてあった。 7 フィリポは答えた。「200デナリ分のパンでも足りません。一人一人にほんの少しずつ配ることもできないでしょう」。 8 弟子の1人でシモン･ペテロの兄弟であるアンデレが言った。 9 「ここに大麦のパン5つと小さな魚2匹を持っている少年がいます。でも，これほど大勢では何になるでしょうか」。 10 イエスは，「人々を座らせなさい」と言った。その場所には草がたくさん生えていて，人々はそこに座った。約5000人の男性がいた。 11 イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，座っている人たちに配った。小さな魚についても同じようにし，人々は好きなだけ食べた。 12 人々が満腹になった時，イエスは弟子たちに言った。「余ったかけらを集め，何も無駄にならないようにしなさい」。 13 弟子たちがかけらを集めると，12個の籠がいっぱいになった。もともと5つだった大麦のパンを食べた人たちが残したものだった。 14 人々はイエスが行った奇跡を見て，「これこそ，世に来ることになっていた預言者だ」と言いだした。 15 イエスは，人々が自分を王にするために捕らえに来ようとしているのを知り，ただ独りで再び山に去っていった。 16 夕方になる頃，弟子たちは湖に下りていった。 17 そして舟に乗り，湖を渡ってカペルナウムに向かった。もう暗くなっていたが，イエスはまだ弟子たちの所に来ていなかった。 18 また，強い風が吹いていて，湖は荒れだした。 19 ところが，弟子たちは5，6キロほどこいだ時，イエスが湖の上を歩いて舟に近づいてくるのを見た。そして恐ろしくなった。 20 しかしイエスは，「私です。恐れることはありません！」と言った。 21 それで弟子たちは，喜んでイエスを舟に迎え入れた。舟はすぐに，行こうとしていた土地に着いた。 22 次の日，湖の向こう側にいた群衆は，そこに舟がないことに気付いた。弟子たちだけがそこにあった小舟で去っていて，イエスは一緒に乗ってはいかなかったのである。 23 すると，主イエスが感謝の祈りをしてから人々にパンを食べさせた場所の近くに，ティベリアから数そうの舟が着いた。 24 群衆はイエスも弟子たちもそこにいないのを見て，それらの舟に乗り，イエスを捜しにカペルナウムに行った。 25 人々は湖を渡ってイエスを見つけると，「ラビ，いつここに来たのですか」と言った。 26 イエスは答えた。「はっきり言っておきますが，皆さんが私を捜しているのは，奇跡を見たからではなく，パンを食べて満足したからです。 27 腐ってしまう食物のためではなく，なくならないで永遠の命をもたらす食物のために働きなさい。人の子がそれを与えます。父すなわち神が彼を認めていることを示した*からです」。 28 人々は言った。「神の求めることを行うには何をしなければなりませんか」。 29 イエスは答えた。「神の求めること，それは神が遣わした人に信仰を抱くことです」。 30 人々は言った。「私たちがあなたを信じられるよう，あなたはしるしとしてどんな奇跡を見せてくれますか。どんなことをするのですか。 31 私たちの父祖は荒野でマナを食べました。『神は天からパンを与えて食べさせた』と書いてある通りです」。 32 イエスは言った。「はっきり言っておきます。モーセは天からのパンを与えませんでした。しかし，私の父は，天からの真のパンを皆さんに与えています。 33 天から下ってきて人類に命を与える人が神のパンだからです」。 34 人々は言った。「主よ，いつもそのパンを下さい」。 35 イエスは言った。「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢えず，私に信仰を抱く人は決して喉が渇きません。

直訳，「この者に証印を押した」。


^ （ヨハ 6:1-71） この後，イエスはガリラヤ湖つまりティベリア湖の向こうへ行った。 2 大勢の人がその場所に向かっていった。イエスが奇跡*を行って病気の人たちを癒やすのを見たからだった。 3 イエスは山に登り，そこで弟子たちと座った。 4 さて，ユダヤ人の祭りである過ぎ越しが近かった。 5 イエスは目を上げて大勢の人がやって来るのを見，「この人々が食べるパンをどこで買いましょうか」とフィリポに言った。 6 彼を試すためにそう言ったのであり，どうするかは考えてあった。 7 フィリポは答えた。「200デナリ分のパンでも足りません。一人一人にほんの少しずつ配ることもできないでしょう」。 8 弟子の1人でシモン･ペテロの兄弟であるアンデレが言った。 9 「ここに大麦のパン5つと小さな魚2匹を持っている少年がいます。でも，これほど大勢では何になるでしょうか」。 10 イエスは，「人々を座らせなさい」と言った。その場所には草がたくさん生えていて，人々はそこに座った。約5000人の男性がいた。 11 イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，座っている人たちに配った。小さな魚についても同じようにし，人々は好きなだけ食べた。 12 人々が満腹になった時，イエスは弟子たちに言った。「余ったかけらを集め，何も無駄にならないようにしなさい」。 13 弟子たちがかけらを集めると，12個の籠がいっぱいになった。もともと5つだった大麦のパンを食べた人たちが残したものだった。 14 人々はイエスが行った奇跡を見て，「これこそ，世に来ることになっていた預言者だ」と言いだした。 15 イエスは，人々が自分を王にするために捕らえに来ようとしているのを知り，ただ独りで再び山に去っていった。 16 夕方になる頃，弟子たちは湖に下りていった。 17 そして舟に乗り，湖を渡ってカペルナウムに向かった。もう暗くなっていたが，イエスはまだ弟子たちの所に来ていなかった。 18 また，強い風が吹いていて，湖は荒れだした。 19 ところが，弟子たちは5，6キロほどこいだ時，イエスが湖の上を歩いて舟に近づいてくるのを見た。そして恐ろしくなった。 20 しかしイエスは，「私です。恐れることはありません！」と言った。 21 それで弟子たちは，喜んでイエスを舟に迎え入れた。舟はすぐに，行こうとしていた土地に着いた。 22 次の日，湖の向こう側にいた群衆は，そこに舟がないことに気付いた。弟子たちだけがそこにあった小舟で去っていて，イエスは一緒に乗ってはいかなかったのである。 23 すると，主イエスが感謝の祈りをしてから人々にパンを食べさせた場所の近くに，ティベリアから数そうの舟が着いた。 24 群衆はイエスも弟子たちもそこにいないのを見て，それらの舟に乗り，イエスを捜しにカペルナウムに行った。 25 人々は湖を渡ってイエスを見つけると，「ラビ，いつここに来たのですか」と言った。 26 イエスは答えた。「はっきり言っておきますが，皆さんが私を捜しているのは，奇跡を見たからではなく，パンを食べて満足したからです。 27 腐ってしまう食物のためではなく，なくならないで永遠の命をもたらす食物のために働きなさい。人の子がそれを与えます。父すなわち神が彼を認めていることを示した*からです」。 28 人々は言った。「神の求めることを行うには何をしなければなりませんか」。 29 イエスは答えた。「神の求めること，それは神が遣わした人に信仰を抱くことです」。 30 人々は言った。「私たちがあなたを信じられるよう，あなたはしるしとしてどんな奇跡を見せてくれますか。どんなことをするのですか。 31 私たちの父祖は荒野でマナを食べました。『神は天からパンを与えて食べさせた』と書いてある通りです」。 32 イエスは言った。「はっきり言っておきます。モーセは天からのパンを与えませんでした。しかし，私の父は，天からの真のパンを皆さんに与えています。 33 天から下ってきて人類に命を与える人が神のパンだからです」。 34 人々は言った。「主よ，いつもそのパンを下さい」。 35 イエスは言った。「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢えず，私に信仰を抱く人は決して喉が渇きません。 36 しかし私が言ったように，皆さんは確かに私を見たのに信じません。 37 父が私に託してくださる人は皆，私のもとに来ます。そして私は自分のもとに来る人を決して追い払ったりしません。 38 私が天から下ってきたのは，自分の望むことではなく，私を遣わした方の望むことを行うためだからです。 39 私を遣わした方が望むこととは，私が，託された全ての人を一人も失うことなく終わりの日に復活させることです。 40 私の父が望むのは，子を認めて信仰を抱く人が皆，永遠の命を受けることなのです。私はその人を終わりの日に復活させます」。 41 ユダヤ人たちは，「私は天から下ってきたパンだ」とイエスが言ったことで不満を口にし始めた。 42 こう言いだした。「これはヨセフの子イエスではないか。私たちは彼の父親も母親も知っている。今になって，『私は天から下ってきた』と言うのはどうしてか」。 43 それでイエスは言った。「不満を口にするのはやめなさい。 44 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。 45 預言者の書に，『彼らは皆エホバに教えられる*』と書いてあります。父から聞いて学んだ人は皆，私のもとに来ます。 46 誰かが父を見たというのではありません。神の所から来た人だけが父を見ました。 47 はっきり言っておきますが，信じる人は永遠の命を受けます。 48 私は命のパンです。 49 父祖たちは荒野でマナを食べましたが，それでも死にました。 50 しかし，天から下ってくるパンを食べる人は死にません。 51 私は天から下ってきた命のパンです。このパンを食べる人は永遠に生きます。そして，私が与えるパンとは私の肉であり，人類*が生きるためのものです」。 52 そこでユダヤ人たちは，「どうしてこの人は自分の肉を与えて食べさせることができるのか」と言い合いを始めた。 53 イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。 54 私の肉を食べ，私の血を飲む人は永遠の命を受け，私はその人を終わりの日に復活させます。 55 私の肉は真の食物，私の血は真の飲み物です。 56 私の肉を食べ，私の血を飲む人は，ずっと私と結び付いており，私もその人と結び付いています。 57 生きている父が私を遣わし，私が父によって生きているのと同じように，私を食べる人も私によって生きます。 58 これが天から下ってきたパンです。父祖たちが食べはしても死んだのとは違い，このパンを食べる人は永遠に生きます」。 59 イエスはこうしたことを，カペルナウムの会堂で教えていた時に語った。 60 イエスの弟子のうち多くの人が，これを聞いた時に，「この話はひどい。誰が聞いていられるだろうか」と言った。 61 しかしイエスは，弟子たちがこのことで不満を口にしているのを知って，こう言った。「このことで反感を抱いている*のですか。 62 では，人の子が元いた所に上っていくのを見たら，どうでしょうか。 63 命を与えるのは聖なる力です。人間の努力は何の役にも立ちません。私があなたたちに話した言葉は聖なる力によるものであり，命を与えます。 64 しかし，あなたたちの中には信じない人もいます」。イエスは初めから，信じない人たちと自分を裏切る人を知っていたのである。 65 さらにこう言った。「それで私は，父に許されたのでない限り誰も私のもとに来ることはできない，とあなたたちに言ったのです」。 66 このために，弟子のうち多くの人が以前の事柄に戻っていき，もはやイエスと共に歩もうとはしなかった。 67 それでイエスは12人に言った。「あなたたちも去っていきたいですか」。 68 シモン･ペテロが答えた。「主よ，私たちは誰の所に行けばよいのでしょう。あなたは永遠の命の言葉を持っています。 69 私たちは，あなたが神の聖なる方であることを信じ，知るようになりました」。 70 イエスは答えた。「私があなたたち12人を選んだのではありませんか。しかし，あなたたちの1人は中傷する人です」。 71 イエスは，シモン･イスカリオテの子ユダについて話していたのである。この人は12人の1人でありながらイエスを裏切ろうとしていた。

直訳，「しるし」。
直訳，「この者に証印を押した」。
または，「教えられた者となる」。
直訳，「世」。
または，「気分を害している」。


^ （ヨハ 6:35） イエスは言った。「私が命のパンです。私のもとに来る人は全く飢えず，私に信仰を抱く人は決して喉が渇きません。



^ （ヨハ 6:40） 私の父が望むのは，子を認めて信仰を抱く人が皆，永遠の命を受けることなのです。私はその人を終わりの日に復活させます」。



^ （ヨハ 6:47） はっきり言っておきますが，信じる人は永遠の命を受けます。



^ （ヨハ 6:54） 私の肉を食べ，私の血を飲む人は永遠の命を受け，私はその人を終わりの日に復活させます。



^ （ヨハ 6:56-58） 私の肉を食べ，私の血を飲む人は，ずっと私と結び付いており，私もその人と結び付いています。 57 生きている父が私を遣わし，私が父によって生きているのと同じように，私を食べる人も私によって生きます。 58 これが天から下ってきたパンです。父祖たちが食べはしても死んだのとは違い，このパンを食べる人は永遠に生きます」。









研究記事 50




135番の歌 エホバの温かな呼び掛け 「わが子よ，賢く」ありなさい



お子さんが強い信仰を持てるよう助けましょう



「神の善い意志，喜ばしい完全な意志を見極める」。ローマ 12:2




ポイント

親が子供と良いコミュニケーションを取りながら，神と聖書への強い信仰を持てるよう子供を助けるのに役立つことを考えます。




1-2. 聖書の教えについて子供が質問してきたとき，親はどのように考えるといいですか。


あなたの答え



親には一息つく間もないと感じる人は多いでしょう。子育てをしているなら，お子さんの信仰を強めるために頑張っているのは素晴らしいことです。（申 6:6，7）子供は成長するにつれて，聖書の道徳基準など聖書が教えていることについていろいろ考えて質問するようになるでしょう。

2 質問されて，初めは不安に思うかもしれません。子供の信仰が弱くなってしまったと思うでしょうか。でも，子供が成長するにつれて，学んできたことを確信するために質問するのは間違ったことではありません。（コリ一 13:11）それで，心配しないでください。子供が聖書の教えについて質問してきたとき，それを考える力を向上させる機会と見ることができます。

 3. この記事ではどんなことを考えますか。


あなたの答え



3 この記事では，子供が（1）聖書の教えへの確信を深め，（2）聖書の道徳基準がためになることを理解し，（3）信じていることを説明することができるように，親がどう助けてあげられるかを考えます。そして，子供が質問するのはどうして良いことだといえるか，聖書の教えについて話す機会をつくるために家族でどんなことができるかも学びます。

子供が確信を深めるのを助ける

 4. 子供はどんな質問をするかもしれませんか。どうしてですか。


あなたの答え



4 親は自分が神への信仰を持っているからといって，子供が信仰を持つとは限らないということを知っています。親自身，生まれた時はエホバへの信仰を持っていませんでした。子供も同じです。やがて次のような質問をするかもしれません。「神がいるってどうして分かるの？ 聖書に書いてあることは本当に信じられるの？」そういう疑問を持つのは悪いことではありません。聖書は「理性」を働かせて「全てのことを確かめ」るよう勧めています。（ロマ 12:1。テサ一 5:21）では，子供が強い信仰を持てるようどのように助けられるでしょうか。

 5. 親は子供が聖書への信仰を持てるよう助けるために何ができますか。（ローマ 12:2）


あなたの答え



5 聖書に書いてあることが本当であることを子供が自分で見極められるよう助ける。（ローマ 12:2を読む。）お子さんが質問してきたなら，「ものみの塔出版物索引」や「エホバの証人のためのリサーチガイド」などの調査ツールを使って答えを見つける方法を教えましょう。リサーチガイドの「聖書」という事項にある「神の霊感を受けたもの」という部分を調べると，聖書が人間の書いた単なる良い本ではなく「神の言葉」である証拠を見つけることができます。（テサ一 2:13）例えば，古代アッシリアの都市ニネベについて調べることができます。聖書の批評家の中には，ニネベという都市が存在しなかったと主張する人もいました。しかし1850年代までに，この都市の遺跡が発掘され，聖書の記述が正確であることが証明されました。（ゼパ 2:13-15）ニネベが滅びるという聖書の預言がどのように実現したかについては，「ものみの塔」2021年11月号の「ご存じでしたか」という記事から調べることができます。エホバの証人の出版物から分かったことと，百科辞典や他の信頼できる資料から分かったことを比較することで，聖書に書いてあることへの信仰を強めることができます。

 6. どうすれば親は子供の考える力を伸ばすことができますか。（写真も参照。）


あなたの答え



6 子供の考える力を伸ばす。お子さんと聖書や神への信仰について楽しく話す機会はいろいろあります。例えば，植物園や博物館に行ったり，エホバの証人の支部事務所にある展示を見に行ったりするのも良い方法です。実際に行くとしてもオンラインのツアーに参加するとしても，聖書が正確であるという確信を強めるのに役立つ歴史上の出来事や展示物に，お子さんの注意を向けましょう。お子さんはモアブ碑石について聞いたことがあるでしょうか。それは神の名前が書かれた3000年前の石碑で，フランスのパリにあるルーブル美術館に展示されています。また，そのレプリカをニューヨーク州ウォーウィックのエホバの証人の世界本部にある「聖書と神の名」という展示で見ることができます。モアブ碑石は，モアブのメシャ王がイスラエルに反逆したことを記録しています。それは聖書に書かれていることと一致しています。（王二 3:4，5）聖書が正確でそこに本当のことが書かれているという証拠を自分の目で見ると，子供の信仰は強くなるでしょう。（歴代第二 9:6と比較。）



[image: 父親と10代の娘がパソコンで博物館のウェブサイトを見ている。]

博物館の展示物に注目させたりして，子供の考える力を伸ばすことができますか。（6節を参照。）







7-8. （ア）自然界に見られる美しいデザインからどんなことを学べますか。（写真も参照。）（イ）子供が創造者への信仰を強められるよう，どんな質問ができますか。


あなたの答え



7 子供が自然界について考えられるようにする。自然が豊かな所を歩いたり，植物を育てたりする時，自然界に見られる興味深いパターンにお子さんの注意を向けるのは良いことです。どうしてですか。そうしたパターンは，知性と知恵のある設計者がいる証拠だからです。例えば，科学者は渦巻き状のパターンを長年研究してきました。生物物理学者ニコラ･ファメリは，自然界にある渦巻き状のものを観察すると，ある数列が見つかると言っています。それはフィボナッチ数列と呼ばれるものです。渦巻き状のパターンは，銀河，オウムガイ，植物の葉，ヒマワリの花など多くのものに見られます。*

8 子供は理科の授業などでさまざまなことを学んでいくと，いろいろな物の形に法則があることに気付きます。例えば，雪の結晶の形はフラクタルとして知られる幾何学構造になっています。フラクタル構造は自然界のほかの物にも見られます。では，こうした美しいパターンの基になっている法則を作ったのは誰でしょうか。繊細で整ったデザインを誰が考えたのでしょうか。お子さんはこうしたことを考えていくにつれて，神が全てのものを創造したという強い信仰を持てるようになるでしょう。（ヘブ 3:4）タイミングを見計らって，お子さんにこう言えるかもしれません。「神が私たち人間を造ったとしたら，幸せに暮らせるようアドバイスも与えてくれるはずじゃない？」その後，そうした道徳面でのアドバイスが聖書に書かれているということに注意を向けることができます。



[image: 自然界に見られる渦巻き状のパターン。1. 銀河。2. オウムガイ。3. 植物の葉。4. ヒマワリ。]
NASA, ESA, and the Hubble Heritage (STScl/AURA)-ESA/Hubble Collaboration


自然界に見られる美しいデザインを考えたのは誰か。（7-8節を参照。）







聖書の道徳基準がためになることを理解できるよう助ける

 9. 子供はどんな理由で，聖書の道徳基準について疑問を感じることがありますか。


あなたの答え



9 お子さんが聖書の道徳基準について疑問を感じているなら，その理由を見極めるようにしましょう。聖書の道徳基準を本当に受け入れられないでいるのでしょうか。それとも，聖書の教えをどう説明したらいいか分からなくて困っているだけなのでしょうか。どちらの場合も，「いつまでも幸せに暮らせます」の本を使って，お子さんが聖書の道徳基準が良いものであることを理解できるように助けることができます。*

10. 子供がエホバとの絆について考えられるよう，どのように助けられますか。


あなたの答え



10 子供がエホバとの絆を大切にするよう助ける。一緒に聖書を学ぶ時，「いつまでも幸せに暮らせます」の本の中にある質問や例えを使って，お子さんがどんなことを考えているかを知るようにしましょう。（格 20:5）例えば，レッスン8では，エホバが私たちのためを思って大事なことに気付かせてくれる友達に例えられています。ヨハネ第一 5章3節を読んで話し合った後，こう尋ねることができます。「エホバがそういういい友達だって分かると，エホバの言うことをどんな気持ちで受け止められると思う？」シンプルな質問に思えるかもしれませんが，お子さんがエホバの言うことは愛に基づいていると考えるのに役立つでしょう。（イザ 48:17，18）

11. 聖書の教えが良いものだと感じられるよう，子供をどのように助けられますか。（格言 2:10，11）


あなたの答え



11 聖書の教えに従うことがどのようにためになるかを話し合う。聖書やその日の聖句を一緒に読む時，聖書の教えがどのように家族にとって役立っているかを話し合ってください。例えば，正直でよく働くことが良い結果になるということを話せます。（ヘブ 13:18）聖書の教えを実践すると心も体も健やかでいられるということも強調できます。（格 14:29，30）こういうことを話し合うと，お子さんは聖書のアドバイスが本当に良いものだと感じられるようになるでしょう。（格言 2:10，11を読む。）

12. スティーブ兄弟は，聖書の基準がためになることを理解できるよう子供をどう助けていますか。


あなたの答え



12 スティーブ兄弟にはイーサンという10代の息子がいます。兄弟は，エホバの言うことは愛に基づいていると子供が理解できるようにするために何をしているかについて，こう説明しています。「私と妻はこんな質問をします。『エホバがこの教えを守ってほしいと思っているのはどうしてだと思う。それにはエホバからの愛がどう表れているかな。もしその教えを守らなかったらどうなると思う』」。こうした会話は，イーサンがエホバの道徳基準を納得して受け入れる上で役立っています。兄弟はさらにこう言います。「私たちは，聖書に書かれている知恵が人間の知恵よりもはるかに素晴らしいことをイーサンが理解できるように助けたいと思っています」。

13. 子供が聖書の教えに従うことができるよう助けるために，どのようにトレーニングできますか。


あなたの答え



13 子供が聖書の教えに従うことができるようトレーニングする。子供たちは学校の課題で，ある本を読むようにと言われることがあります。でもその本の中では，道徳的に悪いことをしたり怒りを爆発させたりしている登場人物が良い人として描かれているかもしれません。そういうとき，お子さんが登場人物の行動を聖書の教えと比較して考えられるよう助けてあげてください。（格 22:24，25。コリ一 15:33。フィリ 4:8）そうするなら，その本についてクラスで話し合う時，先生や友達に自分の考えを上手に説明できるようになるでしょう。

信じていることを説明できるよう助ける

14. 若いクリスチャンはどんなテーマについて説明することを不安に感じるかもしれませんか。どうしてですか。


あなたの答え



14 若いクリスチャンは，自分が信じていることをきちんと説明できるか自信がないと感じることがあります。例えば，授業で進化論が出てくると，不安に感じるかもしれません。どうしてでしょうか。先生たちは進化を事実として教えることがあるからです。信じていることについて自信を持てるよう，お子さんをどのように助けられるでしょうか。

15. 若いクリスチャンは自分が信じていることについて，どうすればもっと自信を持てますか。


あなたの答え



15 信じていることについてもっと自信を持てるよう助ける。創造を信じていることを恥ずかしく感じる必要はありません。（テモ二 1:8）どうしてでしょうか。生命は全くの偶然によって生じたのではないと考える科学者も多くいます。そうした科学者たちは，生命の複雑さの背後には知性ある設計の証拠があるということを認めています。それで，世界中の多くの学校で教えられているような進化論を受け入れていません。また，お子さんは，他の兄弟姉妹が生命は創造されたと確信できた理由についてよく考えることで，自分が信じていることにもっと自信を持てるようになるでしょう。*

16. 創造者がいると信じていることを説明できるよう，親はどのように子供を助けることができますか。（ペテロ第一 3:15）（写真も参照。）


あなたの答え



16 創造者がいると信じていることを説明できるよう助ける。（ペテロ第一 3:15を読む。）jw.orgの「若い人は尋ねる 創造？ それとも進化？」というシリーズの記事を一緒に振り返ることができます。その後，ほかの人が創造者についての真理を理解できるよう助けるために，どうやって説明するのが一番良いと思うかを子供と話し合ってください。学校の友達と言い争う必要はないということを思い出させてあげてください。話し合う気のある友達と話すときにはシンプルに説明するよう勧めましょう。例えば，学校の友達は「自分は見えるものしか信じないし，神なんか見たことない」と言うかもしれません。そんなとき，こう言えます。「町から遠く離れた森の中を歩いていて，立派な家を見つけたとしたらどう思う？ 家があるってことは造った人がいるってことだよね。地球も一緒だと思わない？」



[image: ]

学校の友達と話すときにはシンプルに説明するようにする。（16-17節を参照。）*







17. 子供が聖書の真理を伝えるチャンスを探せるよう，どのように助けられますか。


あなたの答え



17 聖書の真理を伝えるチャンスを探すよう助ける。（ロマ 10:10）自分の信仰について話すことは，楽器を演奏することに似ています。最初は簡単なメロディーの練習から始めます。そして，だんだんと楽に演奏できるようになります。自分の信仰についてほかの人に話すときも，簡単なことから始められます。例えば，学校の友達にこんなふうに言えます。「エンジニアが何かを作る時，自然界のデザインをまねすることがよくあるらしいよ。面白い動画があるんだよね」。「だれかが設計？」のシリーズの動画を見せてから，さらにこう言えます。「自然界にあるデザインをまねして設計した人もすごいって言われるんだね。じゃあ，もともとのすごいデザインを考えたのって誰だと思う？」こういうちょっとした会話がきっかけで，友達は興味を持ってもっと聞いてみようと思うかもしれません。

子供が強い信仰を持てるよう助けていく

18. 子供が神への強い信仰を持てるよう，どのように助けていくことができますか。


あなたの答え



18 世界のほとんどの人はエホバのことを信じていません。（ペテ二 3:3）それで親の皆さん，お子さんと一緒に聖書を学ぶとき，ぴったりなテーマを選んで，聖書や聖書の道徳基準を大切にできるよう助けてあげてください。エホバの創造物の素晴らしいところに注目させて，子供の考える力を伸ばしましょう。すでに実現した聖書の驚くような預言を理解できるよう助けてください。そして何よりも，子供と一緒に祈り，子供のために祈りましょう。このように子供が強い信仰を持てるよう助けている親の皆さんの努力にエホバは必ず報いてくださいます。（代二 15:7）



親は子供をどのように助けることができますか


	  強い確信を持てるように


あなたの答え





	  聖書の道徳基準がためになることを理解できるように


あなたの答え





	  創造者がいると信じていることを説明できるように


あなたの答え












133番の歌 若い時にエホバを崇拝する



^  詳しくはjw.orgの「創造の驚異は神の栄光を表わす パターン」という動画を参照。


^  お子さんとの「いつまでも幸せに暮らせます」の本でのレッスンをすでに終えているなら，セクション3と4にある聖書の道徳基準を扱ったレッスンを一緒に振り返るとよいかもしれません。


^  「目ざめよ！」2006年9月号の「創造者の存在を信じている理由」という記事と「生命の起源 5つの大切な質問」という冊子を参照。さらにjw.orgの「生命の起源に対する見方」のセクションにある動画も参照。




^  写真や挿絵: 若い兄弟がドローンに興味を持っている学校の友達に「だれかが設計？」のシリーズの動画を見せている。






^ （ロマ 12:2） そして，今の体制によって形作られるのをやめてください。かえって，考え方を新しくすることによって自分を変化させましょう。それは，神の善い意志，喜ばしい完全な意志を見極めるためです。



^  （申 6:6， 7） 私が今日命じるこれらの言葉があなたの心に入っていなければなりません。 7 あなたはその言葉を自分の子にしっかり教え*，家で座るときも，道を歩くときも，寝るときも，起きるときもそれについて話さなければなりません。

または，「繰り返し言い」，「銘記させ」。


^  （コリ一 13:11） 私は子供だった時，子供の話し方をし，子供の考え方をし，子供の捉え方*をしていました。しかし，大人になった今，子供の特徴を捨て去りました。

または，「推論の仕方」。


^  （ロマ 12:1） そういう訳で，兄弟たち，神の思いやりに基づいて皆さんに強く勧めます。自分の体を，生きた犠牲，神に受け入れられる聖なる犠牲として差し出してください。理性を働かせて神聖な奉仕をするのです。



^  （テサ一 5:21） 全てのことを確かめてください。立派なことを行い続けてください。



^ （ロマ 12:2） そして，今の体制によって形作られるのをやめてください。かえって，考え方を新しくすることによって自分を変化させましょう。それは，神の善い意志，喜ばしい完全な意志を見極めるためです。



^  （ロマ 12:2） そして，今の体制によって形作られるのをやめてください。かえって，考え方を新しくすることによって自分を変化させましょう。それは，神の善い意志，喜ばしい完全な意志を見極めるためです。



^  （テサ一 2:13） それで，私たちは絶えず神に感謝しています。皆さんが私たちから神の言葉を聞いた時，それを人間の言葉としてではなく，まさしく神の言葉として受け入れたからです。その言葉は，信仰を持つ皆さんに良い感化を与えています。



^  （ゼパ 2:13-15） 神は手を北に伸ばし，アッシリアを滅ぼす。 ニネベを荒廃させ，砂漠のような乾燥地にする。 14 そこには野生動物が，あらゆる種類の獣が横たわる。 ペリカンもヤマアラシも柱頭の間で夜を過ごす。 窓から鳴き声がする。 敷居は荒れたままになり， 杉板があらわになる。 15 これが，安心し切って座っていた誇り高き都市， 『私が一番だ。誰も比べものにならない』と思っていた都市だ。 見聞きした人たちが恐怖を抱くような場所に変わり果てた。 野生動物が横たわる場所になったのだ。 そこを通る人は皆，口笛を吹き，こぶしを振る」。



^  （王二 3:4， 5） モアブの王メシャは羊を飼育していて，貢ぎ物として，子羊10万匹と毛を刈っていない雄羊10万匹をイスラエルの王に納めていた。 5 しかし，アハブが死んで間もなく，モアブの王はイスラエルの王に反抗した。



^  （代二 9:6） 私は来て，この目で見るまでは，信じていませんでした。私はあなたの豊かな知恵の半分も知らされていませんでした。あなたは私が聞いていたことをはるかに超えた方です。



^  （ヘブ 3:4） 言うまでもなく，家は全て誰かによって造られるのであり，全てのものを造ったのは神です。



^  （格 20:5） 人の心の考え*は深い所にある水のようだ。 識別力のある人はそれをくみ上げる。

または，「意図」。


^  （ヨハ一 5:3） 神を愛するとは，神のおきてを守ることです。神のおきては重荷ではありません。



^  （イザ 48:17， 18） あなたを救う*方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。 18 あなたが私のおきてに注意を払いさえすれば！ そうすれば，あなたの平和は川の流れのように豊かになり， あなたの正しい行いは海の波のように多くなる。

直訳，「買い戻す」。


^ （格 2:10， 11） 知恵があなたの心に入り， 知識が心地よいものとなる時， 11 思考力があなたを見守り， 識別力があなたを保護する。



^  （ヘブ 13:18） 私たちのために祈り続けてください。私たちは，鋭敏な*良心を持っていると信じており，何事においても正直に行動したいと願っています。

または，「曇りのない」，「正直な」。


^  （格 14:29， 30） すぐに怒らない人は優れた識別力があり， 短気な人は愚かさをあらわにしている。 30 穏やかな心は体に良く*， 嫉妬は骨を腐らせる。

または，「命を与え」。


^  （格 2:10， 11） 知恵があなたの心に入り， 知識が心地よいものとなる時， 11 思考力があなたを見守り， 識別力があなたを保護する。



^  （格 22:24， 25） すぐかっとなる人と付き合うな。 激怒しやすい人と関わってはならない。 25 その人の行いをまねるようになって わなに掛かることのないためである。



^  （コリ一 15:33） だまされて*はなりません。悪い交友は良い習慣を台無しにします。

または，「思い違いをして」。


^  （フィリ 4:8） 最後に，兄弟たち，真実なこと，真面目なこと，正しいこと，清い*こと，愛すべきこと，立派なこと，高潔なこと，称賛に値することについて，考え*続けてください。

または，「貞潔な」。
または，「黙想し」。


^  （テモ二 1:8） ですから，私たちの主について語る*ことも，主のために捕らわれている私のことも，恥じてはなりません。あなたも神の力に頼り，良い知らせのために苦しみに耐えなさい。

または，「証言する」。


^ （ペテ一 3:15） 心の中で主キリストを神聖な方としてください。皆さんの抱く希望について説明を求める人にいつでも弁明できるよう，準備しておきましょう。語る時には，温和な態度と深い敬意を示しましょう。



^  （ペテ一 3:15） 心の中で主キリストを神聖な方としてください。皆さんの抱く希望について説明を求める人にいつでも弁明できるよう，準備しておきましょう。語る時には，温和な態度と深い敬意を示しましょう。



^  （ロマ 10:10） 人は，心で信仰を抱くことによって正しいと見なされ，口で人々に伝えることによって救われます。



^  （ペテ二 3:3） まずこのことを心に留めてください。終わりの時代には，あざける人たちがやって来てあざけり，欲望のままに行動し，



^  （代二 15:7） 皆さん，勇気を出してください。気力を失って*はなりません。皆さんの行動は必ず報われます」。

直訳，「手を垂れさせて」。








研究記事 51




3番の歌 私たちの力，希望，確信



エホバはあなたの涙を見過ごしません



「私の涙をあなたの革袋に集めてください。あなたの書に記されている私の涙を」。詩編 56:8




ポイント

エホバは私たちのつらい気持ちをよく理解して，温かく慰めてくださいます。




1-2. どんな時に涙を流すことがありますか。


あなたの答え



私たちはいろいろな時に涙を流すものです。何かうれしいことや特別なことがあった時には，喜びの涙を流すかもしれません。例えば，子供が生まれた時や懐かしい思い出がよみがえってきた時，また何年も会っていなかった親友と再会した時などです。

2 でも涙を流すのは大抵，悲しいことやつらいことがあった時です。例えば，誰かに深く傷つけられた時や，重い病気に苦しんでいる時，大切な人を亡くした時などです。そういう時には，エルサレムがバビロニア人に滅ぼされた時の預言者エレミヤと同じような気持ちになるかもしれません。エレミヤはこう言いました。「私の目から涙が川のように流れる。……私の目は止めどなく涙を流し続ける」。（哀 3:48，49）

 3. エホバは，ご自分に仕える人が苦しむのを見ると，どう感じますか。（イザヤ 63:9）


あなたの答え



3 エホバは，私たちがつらい状況で流す涙を全て知っています。聖書にはっきり書かれている通り，ご自分に仕える人たちをいつも見守っていて，助けを求める声を聞いてくださいます。（詩 34:15）私たちの涙を見て声を聞くだけでなく，愛情深い親のように，子である私たちが泣いているのを見ると，つらく感じ，助けるために行動してくださいます。（イザヤ 63:9を読む。）

 4. 聖書に出てくる人たちの例から，エホバについてどんなことを学べますか。


あなたの答え



4 聖書には，エホバがご自分に仕える人たちが涙を流した時にどのように助けたかが書かれています。ではその中から，ハンナ，ダビデ，ヒゼキヤ王の例を考えてみましょう。この人たちが涙を流したのはどうしてでしょうか。エホバはどのように助けたでしょうか。悲しくなったり，裏切られたり，先のことが不安になったりして涙を流す時，こういう人たちの例を考えると力が湧いてきます。

悲しい時に流す涙

 5. ハンナはどんな状況にいて，どう感じていましたか。


あなたの答え



5 ハンナは幾つもの問題のせいで悲しくなり，涙を流しました。問題の1つは，夫にペニンナというもう1人の妻がいて，そのペニンナから見下されていたことです。それだけでなく，ペニンナには何人も子供がいたのに，ハンナには子供ができませんでした。（サム一 1:1，2）ペニンナはそのことでハンナをしきりにあざけりました。もしあなたがそういう状況にいたら，どう感じると思いますか。ハンナは「泣いて，食事をしようとしな」いほどひどく感情を乱され，「非常に苦しんで」いました。（サム一 1:6，7，10）

 6. ハンナは悲しみを和らげるためにどんなことをしましたか。


あなたの答え



6 ハンナが悲しみを和らげるのに役立ったことの1つは，真の崇拝の中心地である幕屋に行ったことです。ハンナは幕屋に着いてから，おそらく幕屋の庭の入り口の近くで，「エホバに祈って激しく泣きだし」ました。その祈りの中で，「私の苦悩をご覧になり，私のことを思い出してお忘れになら」ないでください，とエホバに懇願しました。（サム一 1:10，後半，11）そのように自分の気持ちをエホバに吐露しました。エホバは，愛する娘であるハンナが涙を流すのを見て，どれほど心を揺さぶられたことでしょう。

 7. ハンナは気持ちをエホバに吐露した後，どうなりましたか。


あなたの答え



7 ハンナは祈りでエホバに気持ちを吐露した後，大祭司エリから温かい言葉を掛けられました。その後どんな気持ちになったかについて，聖書にはこう書かれています。「彼女はそこを離れて，食事をした。もう沈んだ顔ではなかった」。（サム一 1:17，18）つらい状況が変わったわけではありませんでしたが，ハンナは心が軽くなりました。心に重くのしかかっていたものをエホバに託したからです。エホバはハンナが苦しんでいるのを見，泣いているのを聞いて，後にハンナに子供ができるようにしました。（サム一 1:19，20; 2:21）

8-9. ヘブライ 10章24，25節にあるように，クリスチャンの集会にできるだけ出席するようにするとよいのはどうしてですか。（写真も参照。）


あなたの答え



8 学べること。あなたもつらい状況にいて涙を流すことがありますか。家族や友達を亡くして悲しく感じているでしょうか。そういう時，1人になりたいと思うのはごく自然なことです。でもハンナが幕屋に行って悲しみが和らぎ，元気をもらえたように，私たちも，たとえ気分が優れないとしてもクリスチャンの集会に出席するなら，悲しい気持ちが和らぎます。（ヘブライ 10:24，25を読む。）集会では，心温まる聖書の言葉を聞くことができます。エホバはそのようにして，私たちが悲しいことばかり考えずに明るい気持ちになれるよう助けてくれます。そのおかげで，状況がすぐには良くならないとしても，感情にのみ込まれてしまわずに済みます。

9 集会に行くと，思いやり深い兄弟姉妹と会うこともできます。兄弟姉妹は，気持ちが明るくなるような，気遣いや愛の表れた言葉を掛けてくれます。（テサ一 5:11，14）妻を亡くしたある特別開拓者の兄弟はこう言っています。「今でも涙が出ます。一人涙に暮れることもあります。でも集会に行くことで，本当にたくさんの力をもらってきました。兄弟姉妹が掛けてくれる温かい言葉のおかげで，気持ちがすっと軽くなります。集会に行く前どれほど気持ちが乱れ，沈んでいたとしても，集会に行くと必ず元気になれます」。集会に行けば，エホバが兄弟姉妹を通して助けてくれるのです。



[image: 王国会館で兄弟姉妹が，悲しい思いをしている年配の兄弟を慰めている。]

悲しい時，兄弟姉妹と一緒にいると心が癒やされる。（8-9節を参照。）







10. 胸が張り裂けそうなとき，ハンナに倣ってどんなことができますか。


あなたの答え



10 ハンナにとって，祈りでエホバに気持ちを吐露したことも，心を落ち着かせる助けになりました。私たちも「心配事を全て[エホバ]に委ね」ることができます。エホバは必ず聞いてくださいます。（ペテ一 5:7）夫を強盗に殺されるという経験をしたある姉妹はこう言っています。「まるで自分の心が粉々に砕けてしまったかのように感じました。でも愛情深いお父さんエホバに祈ると，心が安らぎました。何と祈ったらよいか分からないこともありましたが，エホバは私の気持ちを分かってくださいました。心がひどく乱れる時には，穏やかな気持ちになれるよう祈りました。そうしたら本当に心が落ち着いて，前に進む力が出てきました」。あなたが涙ながらに自分の気持ちをエホバに打ち明ける時，エホバは心を揺さぶられ，あなたの心の痛みに寄り添ってくださいます。苦しい状況そのものは変わらないとしても，エホバはあなたの心を落ち着かせ，穏やかな気持ちを持てるように助けてくださいます。（詩 94:19。フィリ 4:6，7）そして，つらい中でも忠実に頑張るあなたに必ず報いてくださいます。（ヘブ 11:6）

裏切られた時に流す涙

11. ダビデはつらい状況に直面してどう感じましたか。


あなたの答え



11 ダビデは生涯中，涙が出るようなつらい状況に何度も直面しました。他の人から敵意を向けられたり，信頼していた人に裏切られたりしました。（サム一 19:10，11。サム二 15:10-14，30）ある時，ダビデはこう書きました。「私はため息ばかりで疲れた。夜通し泣いて寝床をぬらし，寝椅子は涙であふれる」。それほどの気持ちになったのはどうしてでしょうか。「私を悩ます人たちのせい」だとダビデは言っています。（詩 6:6，7）他の人たちの心ない言動によって，ダビデは深く傷つき，涙を抑えることができなかったのです。

12. 詩編 56編8節に表れている通り，ダビデはどんなことを確信していましたか。


あなたの答え



12 ダビデはいろいろなつらい状況に直面しましたが，エホバが自分を愛してくれていることを確信していました。「エホバは私が泣く声を聞いてくださる」と書いています。（詩 6:8）また別の時にダビデが書いた印象的な言葉が詩編 56編8節に収められています。（読む。）そこにはエホバの優しい気遣いが美しく表現されています。ダビデは，エホバがまるで自分の涙を袋に入れて集め，書物に記録してくれているかのように感じていました。エホバが自分の苦しみに目を留め，覚えていてくれると確信していたのです。また，愛情深い天のお父さんエホバが，自分が置かれている状況だけでなく，自分がどんなダメージを受けているかもよく分かってくれているとも信じていました。

13. 誰かにひどくがっかりさせられたとき，どんなことを思い出すといいですか。（写真も参照。）


あなたの答え



13 学べること。あなたも信頼していた人にがっかりさせられたり，裏切られたりして，つらく感じていますか。交際相手や結婚相手に背を向けられたり，身近な人がエホバに仕えるのをやめてしまったりしたでしょうか。ある兄弟は，妻が姦淫を犯し，自分のもとを去った時のことを振り返り，こう言っています。「とてもショックで，そんなことが起こるなんて信じられませんでした。自分は誰にも必要とされていないと感じ，悲しみや怒りが込み上げてきました」。あなたも誰かに裏切られて気持ちが沈んでいるなら，エホバに見捨てられることはないということをぜひ思い出してください。先ほどの兄弟はこう言っています。「人間同士の関係は終わってしまうことがあっても，エホバは岩のように変わらない方だということが分かりました。どんなことが起ころうと，エホバはそばにいてくださいます。ご自分に尽くす人を見捨てることはありません」。（詩 37:28）エホバの愛は人の愛よりもはるかに深いということも忘れないでください。人から裏切られるというのは確かにつらい経験ですが，あなたに対するエホバの愛は変わりません。（ロマ 8:38，39）あなたが人からどんな扱いを受けようと，天のお父さんはあなたを愛しているのです。



[image: ひどく気落ちした兄弟が，結婚指輪に手をやりながらダビデ王が経験したことについて考えている。]

詩編を読むと，エホバが心の傷ついた人のそばにいるということを確信できる。（13節を参照。）







14. 詩編 34編18節はどんなことを保証していますか。


あなたの答え



14 誰かに裏切られたとき，詩編 34編18節に書かれているダビデの言葉も心の癒やしになります。（読む。）ある資料によると，この聖句に出てくる「打ちのめされた人」とは，「待ち望める良い事柄が何もない者たち」のことを指しているようです。エホバは，誰かにひどくがっかりさせられてそのように感じている人を，どのように助けるでしょうか。愛情深い親がつらい思いをしている子供を抱き締めて元気づけるように，エホバは私たちの「そばに」いて寄り添ってくださいます。私たちが誰かに裏切られて打ちのめされるとき，すぐに助けの手を差し伸べてくださいます。傷ついた心を癒やしたいと思ってくれるのです。そして，私たちが今ぶつかっている問題を乗り越えていけるように，素晴らしい将来を約束してくださっています。（イザ 65:17）

先のことが不安になる時に流す涙

15. ヒゼキヤは，泣きたくなるようなどんな状況に直面しましたか。


あなたの答え



15 ユダのヒゼキヤ王は39歳の時に重い病気にかかりました。そして預言者イザヤを通してエホバから，その病気で死ぬことになると告げられました。（王二 20:1）回復の見込みがないと知ったヒゼキヤは打ちのめされ，激しく泣きだしました。そしてエホバに熱烈に祈りました。（王二 20:2，3）

16. エホバはヒゼキヤの涙ながらの訴えにどう応じましたか。


あなたの答え



16 エホバはヒゼキヤの涙ながらの訴えに心を動かされ，ヒゼキヤにこう伝えました。「私はあなたの祈りを聞いた。あなたの涙を見た。あなたを癒やそう」。そしてイザヤを通して，ヒゼキヤの寿命を延ばし，エルサレムをアッシリア人の脅威から救うと約束しました。エホバの優しさや憐れみ深さがよく表れています。（王二 20:4-6）

17. 健康上の深刻な問題を抱えるとき，エホバはどのように支えてくださいますか。（詩編 41:3）（写真も参照。）


あなたの答え



17 学べること。あなたも回復の見込みが薄い健康上の問題と闘っていますか。そうであれば，涙を流しながらであっても，祈りでエホバに心を向けてください。聖書には，私たちがどんな試練に遭うとしても，「温かな憐れみの父，あらゆる慰めの神」が慰めてくれるという保証の言葉があります。（コリ二 1:3，4）今は，エホバが私たちの抱える問題を全てなくしてくださると期待することはできませんが，エホバが支えてくださると信じて頼ることができます。（詩編 41:3を読む。）エホバは聖なる力によって，私たちが問題に対処するのに必要な力や知恵を与え，穏やかな気持ちにさせてくださいます。（格 18:14。フィリ 4:13）また，聖書の中であらゆる病気をなくすと約束し，私たちに希望を持たせてくださっています。（イザ 33:24）



[image: 1. 化学療法を受けている姉妹が熱烈に祈っている。2. 病床に伏しているヒゼキヤ王がエホバに懇願している。]

エホバは私たちの祈りに答えて力や知恵を与え，穏やかな気持ちにさせてくれる。（17節を参照。）







18. あなたにとって，非常に厳しい状況でどんな聖句が心の支えになりましたか。（「涙があふれる時に心の支えになる聖句」という囲みを参照。）


あなたの答え



18 ヒゼキヤは，エホバの言葉を聞いて元気づけられました。私たちも，神の言葉である聖書を心の支えにすることができます。エホバは聖書の中に，つらい状況にいる私たちを元気づける温かい言葉をたくさん収めてくださいました。（ロマ 15:4）西アフリカのある姉妹は，がんと診断されてからよく泣いていました。こう言っています。「私にとって特に心の支えになったのは，イザヤ 26章3節です。状況を良くするためにできることはあまりないとしても，その状況にどう反応するかはコントロールできるということを学べました。エホバが平和を与え，穏やかな気持ちにさせてくれるからです」。あなたにとっても，非常に厳しい状況，もしかするともう先がないと思えるような状況で，心の支えになった聖句がありますか。

涙があふれる時に心の支えになる聖句


聖書には，私たちが流す涙にエホバが目を留め，助けてくれることを保証する言葉がたくさんあります。例えば，以下のような聖句が心の支えになるかもしれません。

	  出エジプト記 3:7



	  詩編 39:12



	  イザヤ 57:15



	  エレミヤ 31:16









19. 私たちにはどんな将来が待っていますか。


あなたの答え



19 今は終わりの時代の最終部分で，涙が出るような状況は今後も増えていくことでしょう。でも，ハンナやダビデ，ヒゼキヤ王の例から学んだ通り，エホバは私たちが涙を流すとき，それに目を留めていて同情してくれます。エホバが私たちの涙を軽く見ることは絶対にありません。それで，つらい状況に直面するとき，祈りでエホバに気持ちを吐露しましょう。会衆の愛情深い兄弟姉妹との交友をやめてはいけません。そして，聖書に収められている温かい言葉を心の支えにしましょう。諦めずに忠実にエホバに仕え続けるなら，エホバは必ず報いてくださいます。近い将来に約束通り，私たちが悲しみや裏切りや不安のせいで涙を流すことが全くなくなるようにしてくださいます。（啓 21:4）その時，私たちが流すのは喜びの涙だけになるのです。



エホバは以下の人たちが涙を流した時，どのように助けましたか


	  ハンナ


あなたの答え





	  ダビデ


あなたの答え





	  ヒゼキヤ王


あなたの答え












4番の歌 「エホバは私の牧者」





^ （詩 56:8） 私の放浪の歩みをあなたはよく知っています。 私の涙をあなたの革袋に集めてください。 あなたの書に記されている私の涙を。



^  （哀 3:48， 49） 私の目から涙が川のように流れる。私の民*が衰弱したために。 49 私の目は止めどなく涙を流し続ける。

直訳，「民の娘」。


^ （イザ 63:9） 彼らが苦しんでいたどの時にも，神も苦しみを味わった。 そして，神ご自身の使者*が彼らを救った。 神は愛と思いやりをもって彼らを救い*， 昔はいつも彼らを抱き上げて運んだ。

または，「神に仕える天使」。
直訳，「買い戻し」。


^  （詩 34:15） エホバは正しい人に目を留め， 助けを求める彼らの叫びに耳を傾ける。



^  （イザ 63:9） 彼らが苦しんでいたどの時にも，神も苦しみを味わった。 そして，神ご自身の使者*が彼らを救った。 神は愛と思いやりをもって彼らを救い*， 昔はいつも彼らを抱き上げて運んだ。

または，「神に仕える天使」。
直訳，「買い戻し」。


^  （サム一 1:1， 2） エフライムの山地のラマタイム･ツォフィムに*1人の男性がいた。エフライムの人で名前をエルカナといった。父はエロハムで，順にさかのぼると，エリフ，トフ，ツフである。 2 エルカナには妻が2人いた。一方はハンナ，もう一方はペニンナである。ペニンナには子供がいたが，ハンナには子供がいなかった。

または，「ラマにツフ人の」。


^  （サム一 1:6， 7） しかも，彼女と張り合う妻ペニンナが彼女を傷つけようとして，エホバから子供を授かっていないことをしきりにあざけっていた。 7 毎年，エホバの家に上っていくたびにそのようにしていた。ハンナはひどくあざけられるので，泣いて，食事をしようとしなかった。



^  （サム一 1:10） ハンナは非常に苦しんでいて，エホバに祈って激しく泣きだした。



^  （サム一 1:10） ハンナは非常に苦しんでいて，エホバに祈って激しく泣きだした。



^  （サム一 1:11） そしてこう誓約した。「大軍を率いるエホバ，もしあなたが私の苦悩をご覧になり，私のことを思い出してお忘れにならず，男の子を授けてくださるなら，私はその子をエホバにお捧げし，一生涯，仕えさせます。その子の頭には決してかみそりを当てません」。



^  （サム一 1:17， 18） エリは言った。「安心して行きなさい。あなたが願い求めたことをイスラエルの神がかなえてくださいますように」。 18 ハンナは言った。「これからも私のことを良く思ってくださいますように」。彼女はそこを離れて，食事をした。もう沈んだ顔ではなかった。



^  （サム一 1:19， 20） 一行は朝早く起き，エホバの前でひれ伏してから，ラマにある家に帰った。エルカナは妻のハンナと関係を持った。エホバは彼女に目を留めた。 20 1年もしないうちに*，ハンナは妊娠して男の子を産み，サムエル*と名付けた。彼女が言うには，「エホバにこの子を願い求めていた」からである。

もしかすると，「やがて」。
意味，「神の名」。


^  （サム一 2:21） エホバがハンナに注意を向けたので，ハンナは妊娠し，さらに3人の息子と2人の娘を産んだ。少年サムエルはエホバの前で成長していった。



^ （ヘブ 10:24， 25） また，互いのことをよく考えて*，愛を表し立派な行いをするよう勧め*合いましょう。 25 仲間と集まることを怠ってはなりません。よく欠席する人たちに倣わないようにし，いつも励まし合いましょう。定められた日が近づいているのですから*，ますますこうしたことを行っていきましょう。

または，「を気遣って」，「に関心を払って」。
または，「意欲を起こさせ」，「奮い立たせ」。
または，「のを見て」。


^  （ヘブ 10:24， 25） また，互いのことをよく考えて*，愛を表し立派な行いをするよう勧め*合いましょう。 25 仲間と集まることを怠ってはなりません。よく欠席する人たちに倣わないようにし，いつも励まし合いましょう。定められた日が近づいているのですから*，ますますこうしたことを行っていきましょう。

または，「を気遣って」，「に関心を払って」。
または，「意欲を起こさせ」，「奮い立たせ」。
または，「のを見て」。


^  （テサ一 5:11） それで，すでにしている通り，これからも励まし*合い，力づけ合ってください。

または，「慰め」。


^  （テサ一 5:14） 兄弟たち，さらに勧めます。秩序を無視する人に警告を与え*，気落ちしている人に慰めの言葉を掛け，弱い人を支え，誰に対しても辛抱強くあってください。

または，「を訓戒し」。


^  （ペテ一 5:7） そして，心配事*を全て神に委ねましょう。神は優しく気遣ってくださるからです。

または，「不安」，「悩み」。


^  （詩 94:19） 心配事で圧倒されそうな*時， あなたは私を安心させ*，落ち着かせてくださった。

または，「不安な気持ちでいっぱいになった」。
または，「慰め」。


^  （フィリ 4:6， 7） 何も心配せず，いつでも祈り，祈願を捧げ，感謝しつつ，願い*を神に知っていただくようにしましょう。 7 そうすれば，神からの平和が，キリスト･イエスを通して皆さんの心と考え*を守ります。その平和は人間の理解をはるかに超えています。

または，「請願」。
または，「知力」。


^  （ヘブ 11:6） 信仰がなければ，神に喜ばれることはありません。神に近づく人は，神が存在し，熱心に仕えようと努める人たちに報いてくださる，ということを信じなければなりません。



^  （サム一 19:10， 11） サウルはやりでダビデを壁に突き刺そうとしたが，ダビデは身をかわし，やりは壁に突き刺さった。ダビデはその夜のうちにそこから出て逃げた。 11 サウルはその後，ダビデの家に使者たちを遣わして見張らせ，朝にダビデを殺させようとした。妻ミカルはダビデに言った。「もし今夜逃げなければ，あした殺されてしまいます」。



^  （サム二 15:10-14） アブサロムはイスラエルの全部族にひそかに使者たちを送った。こう言っておいた。「角笛の音を聞いたらすぐ，『アブサロムがヘブロンで王になった！』と宣言しなさい」。 11 200人の人がアブサロムと共にエルサレムを出ていった。彼らは招集されるままに，何も疑わず，事情を知らずに付いていった。 12 さらに，アブサロムは犠牲を捧げた時，ギロに人を遣わして，ダビデの顧問官*でギロの人アヒトフェルを呼び寄せた。こうして謀反は勢いを増し，アブサロムの支持者は増えていった。 13 やがてダビデのもとに人がやって来て，こう報告した。「イスラエルの人たちの心はアブサロムに向いています」。 14 ダビデは直ちに，共にエルサレムにいる家来たち皆に言った。「今すぐ逃げましょう。さもないと，アブサロムから誰も逃げられなくなります！ 急ぎなさい。彼はすぐに追い付いて，私たちに危害を加え，都市を剣で討つでしょう！」

または，「助言者」。


^  （サム二 15:30） ダビデは泣きながらオリーブ山を登った*。頭を覆い，はだしで歩いた。ダビデと共にいた人々も頭を覆い，泣きながら登っていった。

または，「山の上り坂を上った」。


^  （詩 6:6， 7） 私はため息ばかりで疲れた。 夜通し泣いて寝床をぬらし， 寝椅子は涙であふれる。  7 私の目は悲しみのために弱り， 私を悩ます人たちのせいでかすんだ*。

または，「衰えた」。


^ （詩 56:8） 私の放浪の歩みをあなたはよく知っています。 私の涙をあなたの革袋に集めてください。 あなたの書に記されている私の涙を。



^  （詩 6:8） 悪事を働く人は皆，私から離れ去れ。 エホバは私が泣く声を聞いてくださる。



^  （詩 56:8） 私の放浪の歩みをあなたはよく知っています。 私の涙をあなたの革袋に集めてください。 あなたの書に記されている私の涙を。



^  （詩 37:28） エホバは公正を愛する方。 ご自分に尽くす*人を見捨てることはない。 その人たちはいつも守られる。 しかし，悪人の子孫は取り除かれる。

または，「を揺るぎなく支持する」，「から離れない」。


^  （ロマ 8:38， 39） 私は確信しています。死も，生も，天使も，政府も，今あるものも，これから来るものも，力も， 39 高さも，深さも，ほかのどんな創造物も，主であるキリスト･イエスを通して示される神の愛から私たちを引き離すことはできません。



^ （詩 34:18） エホバは心が傷ついた人のそばにいる。 打ちのめされた*人を救ってくださる。

または，「落胆した」。


^  （詩 34:18） エホバは心が傷ついた人のそばにいる。 打ちのめされた*人を救ってくださる。

または，「落胆した」。


^  （イザ 65:17） 私は新しい天と新しい地を創造している。 以前の事柄は思い出されることも， 心に浮かぶこともない。



^  （王二 20:1） その頃，ヒゼキヤは病気になり，死にそうになっていた。アモツの子である預言者イザヤが来て言った。「エホバはこう言っています。『家の人たちに指示を出しなさい。あなたは回復せず，死ぬからだ』」。



^  （王二 20:2， 3） それでヒゼキヤは顔を壁に向け，エホバに祈り始めた。 3 「エホバ，お願いです。どうか，思い出してください。私が心を尽くして忠実にあなたに仕え*，あなたから見て良いことを行ったのを」。そしてヒゼキヤは激しく泣きだした。

直訳，「の前で歩み」。


^  （王二 20:4-6） イザヤがまだ庭に出ていかないうちに，エホバがイザヤに言った。 5 「戻って，私の民の指導者ヒゼキヤにこう言いなさい。『あなたの父祖ダビデの神エホバはこう言っている。「私はあなたの祈りを聞いた。あなたの涙を見た。あなたを癒やそう。あさって*にはあなたはエホバの家に上る。 6 私はあなたの寿命を15年延ばし，アッシリアの王の手からあなたとこの都市を救う。私は自分のため，また私に仕えたダビデのためにこの都市を守る」』」。

直訳，「3日目」。


^ （詩 41:3） エホバは病に伏せる彼を支える。 病気の間，あなたは彼の世話をする*。

直訳，「彼の寝床を替える」。


^  （コリ二 1:3， 4） 私たちの主イエス･キリストの父である神が賛美されますように。神は，温かな憐れみの父，あらゆる慰めの神であり， 4 私たちがどんな試練*に遭うとしても慰めて*くださいます。それで私たちは，神からの慰めにより，どんな試練*に遭う人をも慰めることができます。

または，「苦難」。
または，「励まして」。
または，「苦難」。


^  （詩 41:3） エホバは病に伏せる彼を支える。 病気の間，あなたは彼の世話をする*。

直訳，「彼の寝床を替える」。


^  （格 18:14） 強い心は病気の間の支えとなるが， 打ちのめされた心*には誰が耐えられるだろうか。

または，「絶望」。


^  （フィリ 4:13） 力を与えてくださる方のおかげで，私は強くなり，どんなことも乗り越えられます*。

または，「行えます」。


^  （イザ 33:24） 「私は病気だ」と言う住民はいなくなる。 その土地に住む人々は過ちを許される。



^  （ロマ 15:4） 以前に書かれた事柄は皆，私たちを教えるために書かれました。そのおかげで私たちは忍耐でき，聖書から慰めを得られるので，希望を持っていられます。



^  （イザ 26:3） あなたに全く頼る*人たちを，あなたは守り， 絶え間ない平和を与えます。 彼らがあなたを信頼するからです。

もしかすると，「考えが揺れ動かない」。


^ （出 3:7） エホバはさらに言った。「私は，エジプトにいる私の民の苦悩を確かに見た。強制労働をさせる者たちのことで叫ぶ彼らの声を聞いた。彼らの苦痛をよく知っている。



^ （詩 39:12） エホバ，私の祈りを聞いてください。 助けを求める叫びを聞いてください。 私の涙を無視しないでください。 私はあなたから見て外国人居住者にすぎず， 父祖たち全てと同じように通りすがりの旅人*です。

または，「移住者」。


^ （イザ 57:15） 永遠に生きて*いて聖なる名を持つ， 至高の方はこう言う。 「私は高く聖なる場所に住んでいるが， 打ちのめされた謙遜な人たちと共にいる。 謙遜な人たちを元気づけ， 打ちのめされた人たちの心を力づけるために。

または，「住んで」。


^ （エレ 31:16） エホバはこう言う。 「『泣くのをやめ，涙を拭いなさい。 あなたの行いは報われるからだ。 子供たちは敵の土地から戻ってくる』と，エホバは宣言する。



^  （啓 21:4） 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。










[image: ジョエル･アダムズ]



ライフ･ストーリー

これまでずっと学び続けてきました

ジョエル･アダムズ


私は「偉大な教師」であるエホバの教えを受けてこられたことに感謝しています。（イザ 30:20）エホバはご自分を崇拝する人たちを，聖書や創造物，ご自分の組織によって教えてくださいます。また，クリスチャンの兄弟姉妹を通して助けてくれることもあります。私は100歳近くになりましたが，今でもそういういろいろな方法でエホバから教えていただいています。そのことについてお話ししましょう。
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家族と一緒に，1948年








私は1927年に，米国イリノイ州シカゴに近い小さな町で生まれました。私たちは5人きょうだいで，上から順にジェサ，ドン，私，カール，ジョイです。みんな自分の全てを尽くしてエホバに仕えることを決意していました。ジェサは1943年に開かれたギレアデ第2期に行き，ドンとカールとジョイはそれぞれ，1944年，1947年，1951年にニューヨーク市ブルックリンのベテルに行きました。きょうだいたちや両親の手本から，私は大きな感化を受けました。






家族が真理を学ぶ


両親はもともと，聖書を読んで神を愛する人たちで，私たち子供にも神を愛することを教えてくれました。でも父は，第1次世界大戦中ヨーロッパで兵役に就いた後に，教会を信頼できなくなりました。父が生還してから，父の無事を喜んだ母は，「また前みたいに一緒に教会に行きましょう」と言いました。それに対して父は，「教会まで一緒に行くのはいいけど，中には入らないよ」と言いました。母が「どうして？」と尋ねると，父はこう答えました。「戦争中，両方の側に同じ宗派の聖職者たちがいたんだけど，それぞれが自分たちの側の兵士や武器に祝福があるよう祈っていたんだ。神がどちらにも味方するなんてあり得ると思う？」

その後，母が教会に行っている間に2人のエホバの証人がわが家に来ました。2人は父に，2巻から成る「光」という聖書研究用の手引きを紹介しました。その本は「啓示」の書の内容を取り上げたものでした。父は興味を持ち，その本を受け取りました。母は帰ってきてその本を見ると，すぐに読み始めました。ある日，母が地元の新聞を読んでいると，その「光」の本を使った聖書の勉強会の案内が載っていました。母は行ってみることにしました。その場所に着くと，年配の女性が戸口に出てきました。母は「光」の本を見せながら，「ここでこの本を勉強しているんですか」と尋ねました。すると，「そうよ。お入りなさい」という返事が返ってきました。翌週，母は私たち子供も一緒に連れていきました。それから私たちは毎週その集まりに行くようになりました。

ある時その集まりで，詩編 144編15節を読むよう司会者から頼まれました。そこには，エホバを崇拝する人たちは幸せだと書かれています。私はその聖句に感動しました。ほかにも，エホバは「幸福な神」だと書かれているテモテ第一 1章11節や，「神に倣ってください」と勧めているエフェソス 5章1節が心に残りました。私は，喜んで創造者に自分を差し出し，そうできる素晴らしい機会に感謝すべきだ，と思うようになりました。それは私の人生を方向付ける考えとなりました。

家から一番近い会衆はシカゴにあって，32㌔離れていましたが，私たちはそこまで通いました。私は聖書の教えがもっとよく分かるようになりました。ある時，ジェサが集会でコメントしました。そのコメントを聞きながらこう思いました。「僕も答えが分かってた。手を挙げればよかった」。それ以来，私は予習してコメントするようになりました。そのようにして，私もきょうだいたちも信仰が育っていきました。私は1941年にバプテスマを受けました。






大会でエホバに教えてもらう


1942年にオハイオ州クリーブランドで開かれた大会のことが特に印象に残っています。アメリカ中の50以上の会場が電話回線でつながれました。私たち家族は，会場の近くに兄弟たちが用意してくれた場所にテントを張って泊まりました。当時は第2次世界大戦の真っただ中で，エホバの証人に対する反対が強まっていました。夕方になると，兄弟たちがヘッドライトを敷地の外に向けて車を止めていました。どの車にも誰かが乗って，夜の間見張りをすることになっていました。もし反対者が来たら，ヘッドライトをつけて目をくらませ，クラクションを鳴らすことになっていました。それを合図に，他の人たちが助けに加わります。私はその様子を見て，「エホバの民は何事にも備えができているんだ！」と思い，安心してぐっすり眠れました。厄介な問題は何も起きませんでした。

年月がたってあの大会のことを思い返すと，母は心配や不安を少しも見せなかったように思います。母はエホバとエホバの組織を全面的に信頼していました。その素晴らしい手本は決して忘れられません。

その大会の少し前に，母は正規開拓奉仕を始めていました。それで，全時間奉仕に関する話は特に熱心に聞いていました。大会からの帰り道，母は私たちにこう言いました。「開拓奉仕を続けたいんだけど，奉仕しながら家事を全部ちゃんとやるのは大変なの」。それから私たちに，手伝ってくれるか尋ねました。私たちが手伝うと答えたので，母は私たちそれぞれに，朝食前に掃除する部屋を1つか2つ割り当てました。私たちが学校に行った後，母は家の中がきちんとしているかを確認して，それから伝道に出掛けました。本当に忙しくしていましたが，私たち子供をほったらかしにすることは決してありませんでした。お昼ご飯の時や放課後に家に帰ると，いつも待っていてくれました。学校が終わってから一緒に伝道に行くこともありました。そういう時間を通して，開拓者になるとはどういうことか学べました。






全時間奉仕を始める


私は16歳の時に開拓奉仕を始めました。父はまだエホバの証人になっていませんでしたが，私がちゃんとやっているかをよく気に掛けてくれました。ある晩，私は父に，頑張っているんだけど，聖書を学びたい人が全然見つからない，と話しました。そして少し間を置いて，「僕と一緒に聖書を勉強してみない？」と尋ねました。父は少し考えてから，「断る理由が思いつかないなあ」と言いました。こうして父が，私が初めて聖書を教えた人になりました。とてもうれしかったです。

父とは「真理は汝らを自由にすべし」という本を使って勉強しました。勉強が進むにつれ，私は聖書をよりよく学んで上手に教えられるよう，父に助けてもらっていることに気付きました。例えばある晩，1つの節を読んだ後，父はこう言いました。「この本が言ってることは分かるけど，それが正しいってどうして言えるの？」不意を突かれた私は，「今はうまく説明できないけど，次の時までには答えられるようにしておくよ」と言いました。そして実際にそうしました。話し合っていた点を裏付ける聖句を幾つか見つけ，父に説明できました。それ以降，私は父との勉強の前にしっかり調査をして，よく準備するようになりました。そのおかげで，私はクリスチャンとして成長でき，父も信仰が強まっていきました。父は学んだことを実践するようになり，1952年にバプテスマを受けました。






ベテルに行ってさらに学ぶ


私は17歳で家を出ました。その頃，ジェサ*は宣教者に，ドンはベテル奉仕者になりました。2人が奉仕を楽しんでいる様子にとても励まされました。それで私もベテルとギレアデ学校に申し込み，あとはエホバにお任せすることにしました。そうしたら，1946年にベテルに招待されました。

ベテルでの75年の間，私はさまざまな割り当てを頂き，いろいろなことを学んできました。例えば，印刷や会計，購入や発送の方法を学びました。そして何よりも，朝の崇拝や聖書に基づく講義といった，神との絆を強めるベテルの教育プログラムを楽しんできました。
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授業で長老たちを教えているところ





1947年にベテルに入った弟のカールからも学びました。カールは聖書をよく学ぶ人で，教えるのも上手でした。ある時，私は割り当てられた話の準備をカールに手伝ってもらいました。たくさん資料を集めたものの，どうやって使ったらいいか悩んでいる，と話したところ，核心を突く次のような質問が返ってきました。「ジョエル，話のテーマは何？」私はカールが言わんとしていることがすぐに分かりました。話のテーマに関係のある情報だけを使うということです。その時学んだことはずっと心に残っています。

ベテルで喜びを失わないためには，宣教に十分参加する必要があります。そうすると，いい経験をすることがあります。ある家族との出会いは今でも忘れられません。ある日の夕方，私はもう1人の兄弟と，ニューヨーク市ブロンクスのある女性の家を訪問しました。その女性は以前，「ものみの塔」誌と「目ざめよ！」誌を受け取ったことがありました。私たちが自己紹介をして，「今日は聖書から励みになることをお伝えしています」と話したところ，「聖書の話だったら，ぜひ入ってください」と言われました。私たちは，神の王国や新しい世界についての聖句を幾つか読んで話し合いました。その人は聞いたことに感動したようで，翌週訪ねた時には何人かの友達を呼んでいました。その女性とご主人さんはその後，エホバに忠実に仕えるようになりました。






妻から学ぶ


私はずっと結婚相手を探していましたが，10年くらいしてついに，素晴らしい姉妹に出会いました。ぴったりの相手を見つけるのに役立ったのは，祈りながら次のように考えたことです。「自分は結婚したら，夫婦でどんなことをしたいと思っているだろう」。
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メアリーと巡回奉仕をしていた頃





1953年にヤンキー･スタジアムで開かれた大会の後，私はメアリー･アニョルという姉妹に出会いました。メアリーはジェサと同じくギレアデ第2期を卒業し，その後ジェサと一緒にカリブ海諸国で宣教者奉仕をしていました。メアリーは私に，そこでの奉仕の様子や，これまで聖書レッスンをした人たちのことについて，目を輝かせながら話してくれました。知り合うにつれ，エホバに仕える面で同じ目標を持っていることが分かりました。私たちは愛を育み，1955年4月に結婚しました。メアリーはまさにエホバからの贈り物で，見習えるところがたくさんありました。どんな奉仕を割り当てられても喜んで果たしましたし，一生懸命働き，周りの人のことを心から気遣い，王国をいつも第一にしていました。（マタ 6:33）私たちは，3年間巡回奉仕をした後，1958年に夫婦でベテルに招待されました。





[image: ジョエル･アダムズとメアリー･アダムズ]



メアリーからたくさんのことを学びました。結婚して間もない頃，私たちは一緒に聖書を読むことに決め，毎回15節ぐらいずつ読むことにしました。どちらかが少し読んだ後，それぞれがその聖句について思ったことを言い，どのように実践できるか話し合いました。メアリーはよく，ギレアデで学んだことや，宣教者奉仕で経験したことを話してくれました。そうした話し合いのおかげで，私は考えの幅が広がり，もっと上手に会衆で話をしたり，姉妹たちを励ましたりできるようになりました。（格 25:11）

愛するメアリーは2013年に亡くなりました。新しい世界で再会できる時が待ち遠しくてたまりません。それまでの間，心を尽くしてエホバに頼りながら学び続けていくことを決意しています。（格 3:5，6）新しい世界でエホバの民が行うことについて考えるとわくわくし，元気が湧いてきます。きっと私たちの偉大な教師であるエホバから，たくさんの新しいことを教えていただけることでしょう。エホバご自身についても，もっと学べるに違いありません。エホバがこれまで私にたくさんのことを教えてくださり，惜しみない親切を豊かに示してくださったことに，言葉では言い表せないほど感謝しています。







^  ジェサ･スナルのライフ･ストーリーは，「ものみの塔」2003年3月1日号23-29ページに掲載されています。






^ （イザ 30:20） エホバはあなたたちに苦難というパンを食べさせ，圧迫という水を飲ませる。とはいえ，あなたの偉大な教師はもはや姿を隠さず，あなたは自分の目で偉大な教師を見る。



^ （詩 144:15） このようになる民は幸せです！ エホバを神とする民は幸せです！



^ （テモ一 1:11） その教えは幸福な神の素晴らしい良い知らせと一致しており，私はその良い知らせを託されました。



^ （エフェ 5:1） 皆さんは子供として神に愛されているのですから，神に倣ってください。



^ （マタ 6:33） ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。



^ （格 25:11） 適切な時に話される言葉は， 銀の器*の中の金のリンゴのようだ。

または，「彫り物」。


^ （格 3:5， 6） 心を尽くしてエホバに頼れ。 自分の考え*に頼ってはならない。  6 どんな道を行く時にも神のことを考えよ。 そうすれば神が真っすぐに進ませてくださる。

直訳，「理解」。







読者からの質問




テモテ第一 5章21節の「選ばれた天使たち」とは誰のことですか。


使徒パウロは仲間の長老であるテモテにこう書きました。「神と，キリスト･イエスと，選ばれた天使たちの前で，あなたに厳粛に言い渡します。決して偏見を抱いたり不公平になったりすることなく，これらの指示を守りなさい」。（テモ一 5:21）

まず，この天使たちに含まれないのは誰かということを考えましょう。ここに14万4000人は含まれていません。パウロがテモテに手紙を書いた時，天に行くよう選ばれたクリスチャンの復活はまだ始まっていませんでした。使徒たちや他のクリスチャンの中に目に見えない体を持った人はまだいなかったので，「選ばれた天使たち」とは天に行くよう選ばれた人たちのことではありませんでした。（コリ一 15:50-54。テサ一 4:13-17。ヨハ一 3:2）

また「選ばれた天使たち」とは，ノアの大洪水の時代に不従順だった天使たちではありません。それらの天使たちはサタンの側を支持し，邪悪な天使となり，イエスに敵対しました。（創 6:2。ルカ 8:30，31。ペテ二 2:4）将来それらの天使たちは，1000年間底知れぬ深みに閉じ込められます。その後，悪魔と共に滅ぼされます。（ユダ 6。啓 20:1-3，10）

それでパウロが言っている「選ばれた天使たち」とは，同じ節に出てくる「神と，キリスト･イエス」を支持する，天にいる天使たちのことであるに違いありません。

忠実な天使たちはたくさんいます。（ヘブ 12:22，23）でもそれぞれの天使が，同じ時に同じ仕事をするわけではないようです。（啓 14:17，18）例えば，1人の天使がアッシリア人の兵士18万5000人を倒したことがあります。（王二 19:35）また，「人に罪を犯させる人たちと不法なことを行う人たちを[イエスの]王国から取り除[く]」という仕事をする天使たちもいるようです。（マタ 13:39-41）さらに「選ばれた者たちを[天に]集め」る天使たちもいるようです。（マタ 24:31）ほかにもさまざまな場面で私たちを「守[る]」よう指示を受けて働く天使たちもいます。（詩 91:11。マタ 18:10。マタイ 4:11，ルカ 22:43と比較。）



[image: 天使が，伝道を行っている夫婦を1軒の家に導いている。家の中では男性が祈っている。]



テモテ第一 5章21節に出てくる「選ばれた天使たち」は，神に仕える人たちと関係のある特別な仕事を任されていると考えられます。同じ文脈の中で，パウロは会衆の人たちから敬意を受けるに値する長老たちに助言を与えています。長老たちは責任を果たす際に「決して偏見を抱いたり不公平になったり」してはなりません。また，性急に決定や判断を下してもなりません。パウロはこのアドバイスを真剣に受け止めてほしいと思ったので，長老たちは「神と，キリスト･イエスと，選ばれた天使たちの前で」働いていることを思い起こさせました。このことからも，会衆に関連した仕事を行っている天使たちがいることは明らかです。神に仕える人たちを保護したり，伝道活動をサポートしたり，観察して気付いた点をエホバに伝えたりしています。（マタ 18:10。啓 14:6）









^ （テモ一 5:21） 神と，キリスト･イエスと，選ばれた天使たちの前で，あなたに厳粛に言い渡します。決して偏見を抱いたり不公平になったりすることなく，これらの指示を守りなさい。



^  （テモ一 5:21） 神と，キリスト･イエスと，選ばれた天使たちの前で，あなたに厳粛に言い渡します。決して偏見を抱いたり不公平になったりすることなく，これらの指示を守りなさい。



^  （コリ一 15:50-54） 兄弟たち，言っておきますが，肉体は神の王国を受けることができず，朽ちるものが朽ちないものを受けることはありません。 51 私は皆さんに神聖な秘密を知らせます。私たちは皆が死の眠りに就くわけではありませんが，皆が変えられます。 52 一瞬に，瞬く間に，最後のラッパが鳴る間*にです。ラッパが鳴ると，死者は朽ちないものとして生き返らされ，私たちは変えられるのです。 53 朽ちるものは不朽性を身に着け，死んでいくものは不滅性を身に着けなければなりません。 54 朽ちるものが不朽性を身に着け，死んでいくものが不滅性を身に着けた時，「死は永久にのみ込まれる」と書かれている通りになります。

または，「時」。


^  （テサ一 4:13-17） 兄弟たち，死んで眠っている人たちについて知らないでいてほしくありません。希望を持っていない人のように悲しんだりしないためです。 14 私たちは，イエスが死んで生き返ったということに信仰を持っています。ですから，イエスと結ばれて死んで眠っている人たちを神が生き返らせ，イエスと共にならせてくださる，ということも信じています。 15 エホバ*の言葉に基づいて，皆さんに次のことを伝えます。私たちのうち，主の臨在*の時に生きている者は，死んで眠っている人たちより先に天に行くことは決してありません。 16 主が天から下り，天使長の声で号令を掛け，神のラッパが鳴り響くと，キリストと結ばれて死んだ人たちがまず生き返るからです。 17 その後，私たちのうち生きている者が雲に包まれて引き上げられ，彼らと一緒になって空中で主に会い，こうして常に主と共にいることになります。

付録A5参照。
用語集参照。


^  （ヨハ一 3:2） 愛する皆さん，今や私たちは神の子供ですが，将来どのようになるかはまだ明らかにされていません。分かっているのは，神がご自分を示す時に私たちが神のようなものになるということです。神をありのままに見るからです。



^  （創 6:2） 真の神の子たち*は，人の娘たちが美しいことに気付くようになった。そして気に入った女性たちを妻にしていった。

ヘブライ語の慣用句。神の天使たちを指す。


^  （ルカ 8:30， 31） イエスは，「あなたの名前は何ですか」と尋ねた。男は，「レギオンです」と言った。多くの邪悪な天使が彼に入り込んでいたのである。 31 邪悪な天使たちは，底知れぬ深みに去っていけとは命じないでください，と嘆願し続けた。



^  （ペテ二 2:4） 神は，罪を犯した天使たちを処罰しないでおくことはせず，タルタロス*に投げ込み，刑の執行のために濃い闇の鎖で縛り*ました。

用語集参照。
もしかすると，「濃い闇の穴に入れ」。


^  （ユダ 6） また，本来の立場にとどまらずに自分の居場所から離れた天使たちを，永遠の鎖で縛り，刑を執行する大いなる日まで濃い闇の中に閉じ込めています。



^  （啓 20:1-3） 私がさらに見ていると，底知れぬ深みの鍵と大きな鎖を持った天使が天から下ってきた。 2 その天使は，あの初めの蛇である竜，悪魔サタンを捕らえて，1000年間動けないように縛った。 3 そして竜を底知れぬ深みに投げ込み，そこを閉じて封印し，1000年が終わるまで竜がもはや人々を惑わさないようにした。その後，竜はしばらくの間解放されることになる。



^  （啓 20:10） そして，人々を惑わしていた悪魔は火と硫黄の湖に投げ込まれた。そこにはすでに野獣と偽預言者もおり，彼らは永久に昼も夜も苦しめられる*。

または，「拘束される」。啓 14:11の脚注参照。


^  （ヘブ 12:22， 23） 一方，皆さんが近づいたのは，シオンの山，生きている神の都市である天のエルサレム，無数の*天使たちが 23 集まった大群，天に登録されている初子たちの会衆，全ての者を裁く方である神，聖なる力に導かれて生きる，完全にされた正しい者たち，

または，「幾万もの」。


^  （啓 14:17， 18） また別の天使が，天にある神殿の聖なる所から現れた。その天使も鋭い鎌を持っていた。 18 さらに別の天使が祭壇から現れた。その天使は火に対する権威を持っており，鋭い鎌を持つ天使に大声でこう言った。「その鋭い鎌を使って，地のブドウの房を刈り取って集めなさい。ブドウは熟しているからです」。



^  （王二 19:35） まさにその夜，エホバの天使が出ていき，アッシリア人の陣営で18万5000人を討った。人々が朝早く起きて見ると，皆，死んでいた。



^  （マタ 13:39-41） 雑草をまいた敵は悪魔です。収穫は体制の終結で，刈り取る者は天使たちです。 40 それで，体制の終結の時には，雑草が抜かれて火で焼かれるようなことが生じます。 41 人の子は天使たちを遣わし，天使たちは，人に罪を犯させる*人たちと不法なことを行う人たちを王国から取り除き，

直訳，「つまずきのもとになる」。


^  （マタ 24:31） そして人の子は，大きなラッパの音と共に天使たちを遣わし，天使たちは，四方から，天の果てから果てまで，選ばれた者たちを集めます。



^  （詩 91:11） 神はあなたのために天使たちに命令を出し， あなたがどこに行こうともあなたを守らせる。



^  （マタ 18:10） それら目立たない人のうち一人も軽く見ないようにしなさい。あなたたちに言いますが，彼らの天使たちは，天にいる父の前に常にいるのです。



^  （マタ 4:11） その時，悪魔はイエスから離れた。すると，天使たちが来てイエスに仕え始めた。



^  （ルカ 22:43） その時，天使が現れてイエスを力づけた。



^  （テモ一 5:21） 神と，キリスト･イエスと，選ばれた天使たちの前で，あなたに厳粛に言い渡します。決して偏見を抱いたり不公平になったりすることなく，これらの指示を守りなさい。



^  （マタ 18:10） それら目立たない人のうち一人も軽く見ないようにしなさい。あなたたちに言いますが，彼らの天使たちは，天にいる父の前に常にいるのです。



^  （啓 14:6） また私は，別の天使が空高く*飛んでいるのを見た。その天使は，地上に住む人々，すなわち，あらゆる国や民族や言語や種族の人々に伝える，永遠の良い知らせを携えていた。

直訳，「中天を」。







覚えていますか





今年の「ものみの塔」誌を楽しくお読みになりましたか。学んだ点を思い起こしてみましょう。

エホバは女性を大切にする点でどんな手本を示していますか。

エホバは男性と女性を公平に見ています。エホバにとって，男性の方が女性よりも大切ということはありません。女性に注意深く耳を傾け，女性がどんな気持ちでいるかやどんな問題を抱えているかを気に掛けています。また，ご自分の望んでいることを行うために姉妹たちを用いています。（塔研24.01 15-16）

どうすれば，エフェソス 5章7節の「そういう人たちと関わりを持ってはなりません」という言葉の通りにできますか。

使徒パウロは，エホバの基準を大切にしない人たちとの交友から悪い影響を受けることがないようにと警告していました。直接会って時間を過ごす人だけではなく，ソーシャルメディアでやり取りをする人たちからも影響を受けるので，注意が必要です。（塔研24.03 22-23）

どんな間違った情報に注意する必要がありますか。

兄弟姉妹からシェアされた出どころ不明の情報，知らない人から送られてきたメール，関心があるふりをした背教者からの情報には注意が必要です。（塔研24.04 12）

ソロモン王やソドムとゴモラの人たち，大洪水で滅ぼされた人たちをエホバがどう裁くかについて，私たちはどんなことを知っていて，どんなことは知りませんか。

私たちは，エホバがこうした人たちに永遠の滅びという裁きを下したかどうかを知りません。でも，エホバが全ての事実を知っていることや，とても憐れみ深い神だということは知っています。（塔研24.05 3-4）

エホバはどんな意味で「岩のような方」ですか。（申 32:4）

エホバは私たちの避難所になってくれます。必ず約束を守る，信頼できる方です。また，安定していて変わらない方です。気まぐれな性格ではなく，決めたことを必ず実現させます。（塔研24.06 26-28）

新しい会衆に慣れるためにどんなことができますか。

エホバに頼りましょう。エホバはご自分に仕えた古代の人たちを助けたのと同じようにあなたのことも助けてくれます。以前の会衆と比べないことも大切です。新しい会衆の活動に参加し，兄弟姉妹と仲良くなりましょう。（塔研24.07 26-28）

マタイ 25章にあるイエスの3つの例え話から何を学べますか。

羊とヤギの例え話からはずっと忠実でいること，思慮深い乙女と愚かな乙女の例え話からは注意を怠らずに準備をしていること，タラントの例え話からは一生懸命働くことの大切さを学べます。（塔研24.09 20-24）

ソロモンの神殿の玄関の高さはどれくらいでしたか。

歴代第二 3章4節に出てくる玄関の高さは，幾つかの古代写本では120キュビト，つまり53㍍となっています。でも，他の権威ある写本によると，高さは20キュビト，つまり9㍍となっています。神殿の壁の厚さから考えると，高さは9㍍だったと考える方が現実的です。（塔研24.10 31）

援助奉仕者が「1人の妻の夫で[ある]」とはどういう意味ですか。（テモ一 3:12）

それは，1人の女性とだけ結婚していて，性的に不道徳なことを決して行わないということです。また，自分の妻だけを心から愛し，ほかの女性に不適切な関心を向けるようなことも決してしません。（塔研24.11 19）

ヨハネ 6章53節の言葉は，主の晩餐で行うことを指しているわけではないとどうしていえますか。

ヨハネ 6章53節には，イエスの肉を食べ，血を飲む必要があると書かれています。この言葉は，イエスが西暦32年に，信仰を持つ必要があったユダヤ人に対してガリラヤで語ったものです。でも，主の晩餐はそれから約1年後，エルサレムで制定されました。この時，イエスは天で一緒に統治する人たちに向けて話しました。（塔研24.12 10-11）











^ （エフェ 5:7） ですから，そういう人たちと関わりを持ってはなりません。



^ （申 32:4） 神は岩のような方で，行うことは完全， 神の道は全て公正である。 決して不公正ではなく，信頼できる神。 正しく，真っすぐな方。



^ （マタ 25:1-46） その時，天の王国は，ランプを持って花婿を迎えに出た10人の乙女のようです。 2 そのうち5人は愚かで，5人は思慮深い人でした。 3 愚かな乙女たちはランプを持ちましたが，油を携えていかず， 4 一方，思慮深い乙女たちは，ランプと共に，油を瓶に入れて持っていきました。 5 花婿が遅れている間に，皆，眠くなって眠り込んでしまいました。 6 真夜中に，『さあ，花婿だ！ 迎えに出なさい』と叫ぶ声がしました。 7 そこで，乙女は皆起きて，ランプを確認しました。 8 愚かな乙女たちは思慮深い乙女たちに言いました。『油を分けてください。今にもランプが消えそうです』。 9 思慮深い乙女たちは答えました。『みんなの分はなさそうです。それより，油を売る人たちの所に行って自分の分を買ってください』。 10 その5人が買いに行っている間に花婿が来て，用意ができていた乙女たちは結婚の披露宴のために花婿と一緒に中に入り，戸が閉められました。 11 その後，残りの乙女たちも来て，『旦那さま，旦那さま，開けてください』と言いました。 12 花婿は答えました。『はっきり言いますが，あなたたちのことは知りません』。 13 ですから，ずっと見張っていなさい。あなたたちは，その日も時刻も知らないからです。 14 それはちょうど，外国へ旅行に出る際に，奴隷たちを呼び寄せて，自分の持ち物を委ねた男性のようです。 15 その男性は，ある人には5タラント，別の人には2タラント，さらに別の人には1タラントと，各自の能力に応じて与えてから，外国へ行きました。 16 5タラントを受け取った人はすぐに出掛け，それで商売をして，さらに5タラントを手に入れました。 17 2タラントを受け取った人も同じように，さらに2タラントを手に入れました。 18 しかし，ただ1タラントを受け取った奴隷は，出掛けていって地面を掘り，主人のお金を隠しておきました。 19 長い時がたち，主人が来て，預けたお金について奴隷たちに確認しました。 20 5タラントを受け取った人が進み出て，稼いだ5タラントを差し出し，言いました。『ご主人さま，5タラントを委ねてくださいましたが，ご覧ください，さらに5タラントを手に入れました』。 21 主人は言いました。『よく頑張りました！ あなたは忠実な良い奴隷です。わずかなものに忠実でした。多くのものを管理させるためにあなたを任命しましょう。主人である私と共に喜びなさい*』。 22 次に，2タラントを受け取った人が進み出て，言いました。『ご主人さま，2タラントを委ねてくださいましたが，ご覧ください，さらに2タラントを手に入れました』。 23 主人は言いました。『よく頑張りました！ あなたは忠実な良い奴隷です。わずかなものに忠実でした。多くのものを管理させるためにあなたを任命しましょう。主人である私と共に喜びなさい』。 24 最後に，1タラントを受け取った奴隷が進み出て，言いました。『ご主人さま，あなたが厳しい*方で，まかなかった所で刈り取り，脱穀しなかった所で集めることを知っていました。 25 それで怖くなり，行って，あなたの1タラントを地中に隠しておきました。さあ，お返しいたします』。 26 主人は答えました。『怠惰な*悪い奴隷よ，私がまかなかった所で刈り取り，脱穀しなかった所で集めることを知っていたというのですね。 27 それならあなたは，私のお金を銀行家に預けておくべきでした。そうすれば，私は来てすぐ，利息と一緒に受け取れたでしょう。 28 さあ，この男からその1タラントを取り上げて，10タラントを持っている人に与えなさい。 29 持っている人は皆，さらに与えられて満ちあふれます。しかし，持っていない人は，持っているものまで取り上げられます。 30 役に立たないこの奴隷を外の闇に放り出しなさい。彼はそこで泣き悲しんだり歯ぎしりしたりします』。 31 人の子は栄光を帯びて，全ての天使と共に来ると，その時，栄光の座に座ります。 32 全ての国の人々が彼の前に集められ，人の子は，羊飼いが羊をヤギから分けるように，人々を分けます。 33 そして羊を自分の右に，ヤギを自分の左に置きます。 34 それから王は，右にいる人たちに言います。『さあ，私の父に祝福された人たち，世が始まって以来あなたたちのために用意されている王国を受けなさい。 35 私が飢えると食べ物を与え，喉が渇くと飲み物を与えてくれたからです。よそから来ると温かく迎え， 36 裸でいると服を与えてくれました。病気になると世話をし，牢屋にいると訪問してくれました』。 37 その時，正しい人たちはこう答えます。『主よ，いつ，あなたが飢えているのを見て食べ物を差し上げ，喉が渇いているのを見て飲み物を差し上げたでしょうか。 38 いつ，よそから来たのを見て温かく迎え，裸なのを見て服を差し上げたでしょうか。 39 いつ，病気であったり牢屋にいたりするのを知って訪問しましたか』。 40 王は答えます。『実のところ，これら私の兄弟のうち最も目立たない人の1人にしたのは，それだけ私にしたのです』。 41 それから王は，左にいる人たちに言います。『災いを宣告された人たち，私から離れ，悪魔と邪悪な天使たちのために用意された永遠の火に入りなさい。 42 私が飢えても食べ物を与えず，喉が渇いても飲み物を与えてくれなかったからです。 43 よそから来ても温かく迎えず，裸でいても服を与えず，病気であったり牢屋にいたりしても世話をしてくれませんでした』。 44 その時，その人たちもこう答えます。『主よ，いつ，あなたが飢え，喉が渇き，よそから来ており，裸であり，病気であり，牢屋にいるのを見て，仕えませんでしたか』。 45 その時，王は答えます。『実のところ，これら最も目立たない人の1人にしなかったのは，それだけ私にしなかったのです』。 46 この人たちは永遠の死を迎え，正しい人たちは永遠の命を受けます」。

または，「来てあなたの主人と喜びを共にしなさい」，「あなたの主人の喜びに入りなさい」。
または，「過酷な要求をする」，「無情な」。
または，「怠慢な」，「やる気のない」，「無精な」。


^ （代二 3:4） 前面にある玄関の幅は家の幅と同じく9メートルで，高さは9メートル*だった。内側を純金で覆った。

直訳，「20キュビト」。一部の古代写本は「120」としているが，他の写本や一部の翻訳は「20キュビト」としている。


^ （テモ一 3:12） 援助奉仕者は，1人の妻の夫で，子供を従わせ，家庭を立派に治めているべきです。



^ （ヨハ 6:53） イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。



^ （ヨハ 6:53） イエスは言った。「はっきり言っておきますが，人の子の肉を食べず，その血を飲まない限り，自分の内に命を持てません。








調べてみよう

エホバに仕える人たちは誓約を果たす





裁き人 11章30-40節を読みましょう。誓約を果たすことについてエフタとエフタの娘からどんなことを学べるでしょうか。

前後の出来事を調べましょう。イスラエルの忠実な人たちはエホバに誓約することをどう見ていましたか。（民 30:2）エフタとエフタの娘はエホバへの信仰をどのように表したでしょうか。（裁 11:9-11，19-24，36）

さらに詳しく調べましょう。エフタは誓約した時，どんなことを考えていたのかもしれませんか。（塔研16.04 7ページ12節）その誓約を果たすためにエフタとエフタの娘はどんな犠牲を払いましたか。（塔研16.04 7-8ページ14-16節）今の時代にエホバに仕える人はどんな誓約をするかもしれませんか。（塔研17.04 5-8ページ10-19節）

学べる点を考えましょう。このような点をじっくり考えてみてください。

	  「献身の誓いを守るためにどんなことができるだろうか」。（塔研20.03 13ページ20節）



	  「エホバにもっと仕えるためにどんな犠牲を払えるだろうか」。



	  「結婚の誓いを守り抜くという決意をどうすれば強められるだろうか」。（マタ 19:5，6。エフェ 5:28-33）















^ （裁 11:30-40） エフタはエホバに誓約してこう言った。「私をアンモン人に勝たせてくださるなら， 31 私がアンモン人のもとから無事に戻った時に，私の家の戸口から誰が迎えに出てきても，その者はエホバのものになります。私はその者を全焼の捧げ物としてお捧げします」。 32 エフタは行ってアンモン人と戦い，エホバはエフタを勝たせた。 33 エフタは彼らを討ち，アロエルから遠くミニトまで，20の町で，さらにアベル･ケラミムまで非常に大勢を殺した。こうしてアンモン人はイスラエル人に制圧された。 34 エフタがミツパの自分の家に戻ると，何と，娘がタンバリンを鳴らして踊りながら迎えに出てきた。彼女はたった1人の子で，ほかに息子も娘もいなかった。 35 エフタは娘を目にし，衣服を引き裂いてこう言った。「ああ，何ということをしてくれたのだ*。私はおまえを追い出さなければならない。エホバに約束した以上，取り消すことはできない」。 36 娘は言った。「お父さま，エホバに約束されたのでしたら，その通りに私になさってください。エホバは敵のアンモン人に復讐してくださったのですから」。 37 さらに父親に言った。「お願いがあります。2カ月間山に行って，友達*と一緒に泣くことをお許しください。私が結婚することはないからです*」。 38 エフタは，「行きなさい」と言って，娘が2カ月間行くことを許した。娘は友達と一緒に山に行き，結婚しないことについて泣いた。 39 2カ月たって娘は父のもとに帰り，その後エフタは娘に関する誓約を果たした。娘が男性と関係を持つことはなかった。イスラエルで次のことが慣例*となった。 40 毎年，イスラエルの若い女性たちは出掛けていき，年に4日ギレアデの人エフタの娘を褒めるのだった。

または，「ああ，娘よ！ おまえは私をかがませた」。
女性の友達のこと。
または，「私は処女なのです」。
または，「規定」。


^ （民 30:2） 男性がエホバに誓約するか，誓いを立てて，何かをしないという誓約をした*場合，自分の言葉に背いてはなりません。誓約した通りにすべきです。

または，「義務を自分の命に課した」。


^ （裁 11:9-11） エフタは言った。「皆さんがアンモン人と戦うために私を連れ戻し，エホバが彼らを打ち破ってくださるなら，私は皆さんの指導者になります」。 10 長老たちは言った。「私たちがあなたの言った通りにしないなら，エホバが私たちの間の証人となりますように」。 11 エフタはギレアデの長老たちと一緒に行き，民は彼を指導者また司令官とした。エフタはミツパで，自分の言葉全てをエホバの前で繰り返した。



^ （裁 11:19-24） その後イスラエルは，ヘシュボンの王，アモリ人の王シホンに使者を送って，こう言いました。「どうか目的地に行くためにあなたの土地を通らせてください」。 20 しかしシホンは，領土を通ろうとするイスラエルを信用せず，兵士全てを集めてヤハツに陣営を敷き，イスラエルと戦いました。 21 イスラエルの神エホバがシホンと彼の兵士全てをイスラエルの手に渡したので，イスラエルは彼らを打ち破り，その土地に住むアモリ人の全ての土地を取得しました。 22 こうしてアモリ人の全領土を，アルノンの谷からヤボクの谷まで，また荒野からヨルダン川までを取得しました。 23 イスラエルの神エホバがアモリ人をご自分の民イスラエルの前から追い払ったのに，今，あなた方はイスラエルを追い払おうとするのですか。 24 あなたの神ケモシュが与えるものは何でも，あなたは所有するのではありませんか。私たちの神エホバが私たちの前から追い払った全ての者の土地を，私たちは所有するのです。



^ （裁 11:36） 娘は言った。「お父さま，エホバに約束されたのでしたら，その通りに私になさってください。エホバは敵のアンモン人に復讐してくださったのですから」。



^ （マタ 19:5， 6） 『それで，男は父と母から離れて妻にしっかり付き，2人は一体となる』と言いました。 6 それで，2人はもはや別々ではなく，一体です。ですから，神が結び合わせた*ものを，人が離してはなりません」。

直訳，「くびきでつないだ」。


^ （エフェ 5:28-33） 同様に，夫は自分の体を愛するように妻を愛するべきです。妻を愛する人は自分を愛しているのです。 29 誰も自分の体を憎んだりはせず，養って大切にします。キリストも会衆を養って大切にします。 30 私たちがキリストの体を構成しているからです。 31 「それで，男は父と母から離れて妻にしっかり付き*，2人は一体となります」。 32 この神聖な秘密は奥深いものです。私はキリストと会衆について述べています。 33 ともかく，夫の皆さんはそれぞれ，自分を愛するように妻を愛さなければなりません。一方，妻は夫を深く敬うべきです。

または，「妻とずっと一緒にいて」。
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^ ***喜歌 97番 神の言葉によって生きる***
97番
神の言葉によって生きる
（マタイ 4:4）
1. 日々の喜びと 描く希望
つづられた全て 神の恵み
従順でいたい 生きる限り
（※ 繰り返し）
命を支える神の言葉
日々の力得る 味わうたび
2. 過去の勇気ある真の模範
紡がれた記録 神の恵み
読んで学びたい 耐え抜くため
（※ 繰り返し）
命を支える神の言葉
日々の力得る 味わうたび
3. くじけそうな時 寄り添う知恵
つづられた全て 宝のよう
小声で読みたい 生きる限り
（※ 繰り返し）
命を支える神の言葉
日々の力得る 味わうたび
（ヨシュ 1:8; ロマ 15:4も参照。）



^ ***新世ス 使徒 20:7***
7 週の最初の日，私たちが食事をするために集まっていた時，パウロは次の日には出発することになっていたので，講話を始めた。話は長くなって真夜中まで続いた。



^ ***喜歌 20番 あなたは貴重な子を与えてくださった***
20番
あなたは貴重な子を与えてくださった
（ヨハネ第一 4:9）
1. 愛のエホバ 天の父よ
人を許す 贖いで
あなたの愛 学んだ時
生きる意味に光差した
（※ 繰り返し）
あなたのため永遠まで
歌い続ける あふれる感謝を
2. 愛のエホバ 真の神よ
人を迎え 友となる
あなたの子が命懸けて
神への道 切り開いた
（※ 繰り返し）
あなたのため永遠まで
歌い続ける あふれる感謝を
（結尾）
愛のエホバ あなただけに
今日も祈る 感謝を込めて
（ヨハ 3:16; 15:13も参照。）



^ ***イ道 131ページ 風と海をコントロールする支配者***
53章
風と海をコントロールする支配者
マタイ 14:22-36  マルコ 6:45-56  ヨハネ 6:14-25
• 人々がイエスを王にしようとする
• イエスは水の上を歩き，風を静める
イエスが奇跡的な力を使って非常に大勢の人に食事をさせるのを見た時，人々は衝撃を受けました。そして，「これこそ，世に来ることになっていた預言者だ」と言います。イエスこそメシアであり，この人なら素晴らしい支配者になってくれるに違いないと考えたのです。（ヨハネ 6:14。申命記 18:18）それでイエスを王にするために捕まえようとします。
しかしイエスはその考えを見抜きます。それで人々を解散させ，弟子たちには舟に乗るよう指示します。どんなルートでどこへ向かうのでしょうか。まずベツサイダの方向に進み，それからカペルナウムに向かいます。イエスはというと，晩に1人で祈るため山に登ります。
夜明け前の月明かりの中，遠くに浮かぶ舟がイエスの目に入ります。強風のため湖の波は荒れており，使徒たちは「向かい風のために……必死でこいでい」ます。（マルコ 6:48）イエスは山を下り，使徒たちの方に向かって波の上を歩き始めます。彼らが「5，6キロほどこいだ時」のことです。（ヨハネ 6:19）弟子たちは舟のそばを通り過ぎようとするイエスを見ても信じられず，「幻影だ」と思い，恐ろしくなって叫びます。（マルコ 6:49）
するとイエスは，「安心しなさい。私です。恐れることはありません」と声を掛けます。それに対しペテロは，「主よ，あなたでしたら，水の上を歩いてそちらに行くよう私に命令してください」と頼みます。イエスは，「来なさい！」と言います。そこでペテロは舟から出て，実際に水の上を歩いてイエスの方に向かいます。ところが暴風を見て怖くなり，沈み始めます。ペテロが，「主よ，助けてください！」と叫ぶと，イエスは手を伸ばしてペテロをつかみ，「信仰の少ない人よ，なぜ疑いに負けたのですか」と言います。（マタイ 14:27-31）
ペテロとイエスが舟に乗り込むと暴風はやみます。弟子たちは大変驚きますが，それは無理のないことでしたか。彼らが「パンの意味」を把握していれば，つまりイエスが少し前に非常に大勢の人に食事をさせたことを正しく理解していたなら，イエスが水の上を歩き，暴風を静めたとしても驚かなかったはずです。弟子たちはイエスに敬意を示し，「確かにあなたは神の子です」と言います。（マルコ 6:52。マタイ 14:33）
彼らは間もなく，カペルナウムの南にある美しくて肥沃なゲネサレの平原に到着します。そして舟を止めて岸に降ります。するとイエスに気付いた人々や，周囲の地方の人たちが病気の人をイエスの元に連れてきます。病気の人たちはイエスの外衣の裾に触れるだけですっかり良くなります。
イエスが非常に大勢の人に食事をさせるという奇跡を見た人たちは，イエスが去ってしまったことに気付きます。彼らはティベリアから数そうの舟が着くと，それに乗ってイエスを捜しにカペルナウムにやって来ます。そしてイエスを見つけると，「ラビ，いつここに来たのですか」と尋ねます。（ヨハネ 6:25）するとイエスは彼らを非難します。それにはもっともな理由がありました。次の章で考えましょう。



^ ***倣 185ページ 恐れや疑いと闘った人***
「なぜ疑いに負けたのですか」
17 ペテロがイエスと出会ってから2年ほど後のことです。この章の冒頭で述べたように，風の強いその夜，ペテロはガリラヤの海で舟を漕ぎ続けていました。その時ペテロがどんなことを考えていたのかは分かりません。ですが，思い巡らせる事柄はたくさんあったでしょう。イエスは，ペテロのしゅうとめをいやし，山上の垂訓を行ないました。また，教えと強力な業によって，自分がエホバのお選びになった者つまりメシアであることを幾度も実証していました。月日がたつうちに，ペテロの弱点，例えばとっさに恐れや疑いに屈する傾向は，ある程度和らいでいたに違いありません。イエスはペテロを12使徒の一人に選ぶことさえしたのです。とはいえ，ペテロは恐れや疑いをまだ十分には克服していません。もうすぐ，それを思い知らされることになります。
18 その夜の第四見張り時，つまり午前3時から日の出までの間のこと，ペテロは突然漕ぐのをやめ，顔を上げます。波の向こうに何かが動いています。月明かりに照らされた波しぶきでしょうか。いいえ，何かがまっすぐ立っています。なんと，人が水面を歩いているのです。こちらに近づいて来ましたが，そばを通り過ぎて行く様子です。弟子たちは怖くなります。何かの幻影だと思ったのです。しかしその人は，「勇気を出しなさい，わたしです。恐れることはありません」と言います。イエスだったのです。―マタ 14:25-28。
19 ペテロは，「主よ，あなたでしたら，水の上を歩いてみもとに来るようわたしにお命じください」と言います。その反応は勇敢なものでした。ペテロは，この特異な奇跡に胸を躍らせ，自分の信仰を強めたいと考えます。自分も同じように歩きたいと思ったのです。イエスは親切にもペテロを招きます。ペテロは舟べりを乗り越え，波打つ湖面に足を踏み出します。すると，なんと水面はしっかりしていて，水の上に立つことができたのです。ペテロの感動を想像できますか。イエスの方へ歩いて行くペテロは，驚嘆の念に満たされたことでしょう。ところが，すぐに別の感情がわき上がってきます。―マタイ 14:29を読む。
20 ペテロは，ずっとイエスに注意を向けているべきでした。イエスがエホバの力を用い，風に揺れる波の上にペテロを立たせていたのです。イエスは，自分に対するペテロの信仰にこたえてそうしていました。ところが，ペテロは注意









^ ***喜歌 147番 約束された永遠の命***
147番
約束された永遠の命
（詩編 37:29）
1. エホバの約束 信頼できる
永遠に生きる この地球で
（※ 繰り返し）
命目指し力尽くす
希望かなう時 見つめ
2. イエスが話したパラダイスでは
自由な人たち平和を見る
（※ 繰り返し）
命目指し力尽くす
希望かなう時 見つめ
3. 再び目覚める愛する家族
神の深い愛 悲しみ消す
（※ 繰り返し）
命目指し力尽くす
希望かなう時 見つめ
（イザ 25:8; ルカ 23:43; ヨハ 11:25; 啓 21:4も参照。）



^ ***喜歌 150番 救いのために神に頼る***
150番
救いのために神に頼る
（ゼパニヤ 2:3）
1. 神の主権退けてきた
人々の支配 終わりを告げた
この世界の敵たち全て
イエスが打ち砕く その日は近い
（※ 繰り返し）
救いを求めてエホバに頼ろう
いつの日も信仰と忠誠を保ち
エホバに救いを求めよう
2. 真理の側選べるように
知らせを伝える あらゆる人に
試練来ても恐れはしない
愛の神エホバの助けを信じ
（※ 繰り返し）
救いを求めてエホバに頼ろう
いつの日も信仰と忠誠を保ち
エホバに救いを求めよう
（サム一 2:9; 詩 2:2，3，9; 格 2:8; マタ 6:33も参照。）









^ ***喜歌 135番 エホバの温かな呼び掛け 「わが子よ，賢く」ありなさい***
135番
エホバの温かな呼び掛け 「わが子よ，賢く」ありなさい
（格言 27:11）
1. 愛する子よ その歩みで
敵に答え出してほしい
あなたは若さ差し出して
私のために生きている
（※ 繰り返し）
息子よ 娘よ
賢く歩んで喜ばせてほしい
私の心を
2. 愛する子よ 力尽くせ
つまずくなら抱き起こそう
私は決して見捨てない
あなたは大切な宝
（※ 繰り返し）
息子よ 娘よ
賢く歩んで喜ばせてほしい
私の心を
（申 6:5; 伝 11:9; イザ 41:13も参照。）



^ ***リ19 第1部 聖書***
聖書
次の冊子も参照:
『聖書のメッセージ』
聖書の章と節 だれが分けたのか 「ものみの塔」（一般用）2016 No. 2
❐「ものみの塔」2015/12/1
聖書を理解するとよいのはなぜか
すべての人のための本
聖書を理解するための助け
❐「ものみの塔」2013/10/1
聖書が興味深いのはなぜか
人間はどのようにして存在するようになったか
神は人類を救うために事を進めてこられた
「わたしたちはメシアを見つけた」！
全人類への良い知らせ
質問5: 聖書の中心テーマは何ですか 「新世界訳」
質問19: 聖書の各書にはどんな特徴がありますか 「新世界訳」
B1 聖書の中心テーマ 「新世界訳」付録
❐「ものみの塔」2012/6/1
単なる普通の本？
預言 ― すべて成就してきた
史実であり，神話ではない
科学的に正確
内容が調和している
今日でも役立つ
「これが永遠の命を意味しています」
聖書の良い知らせは本当に神から来ていますか 「良い知らせ」3課
聖書が書かれたのはいつですか 「ものみの塔」2011/6/1
聖書を信じるのは理に反することか 「生命の起源」
古代の楔形文字文書と聖書 「ものみの塔」2008/12/15
聖書にはどんなことが書かれていますか 「目ざめよ！」2007/11
愛にあふれた神からの手紙 「教え手」2章
研究2 ― 時と聖書 「聖書全体」
研究3 ― 時の流れの中で出来事の年代を算定する（歴史的に重要な出来事の年表） 「聖書全体」
神の霊感を受けたもの
❐「目ざめよ！」2017 No. 3
聖書 神様からの本？
聖書 驚くほど正確
聖書 ただの良い本？ 「目ざめよ！」2016 No. 2
聖書 ― 神からの書物 『聖書の教え』2章
ご存じでしたか（§ 聖書筆者ルカによる歴史の記録は正確なものでしょうか） 「ものみの塔」2014/1/1
質問3: 聖書を書いたのは誰ですか 「新世界訳」
『彼らは聖霊に導かれた』 「ものみの塔」2012/6/15
信頼できる書物 ― 第1部: 聖書の歴史におけるエジプト 「目ざめよ！」2010/11
信頼できる書物 ― 第2部: 聖書の歴史におけるアッシリア 「目ざめよ！」2010/12
信頼できる書物 ― 第3部: 聖書の歴史におけるバビロン 「目ざめよ！」2011/1
信頼できる書物 ― 第4部: 聖書の歴史におけるメディア-ペルシャ 「目ざめよ！」2011/2
信頼できる書物 ― 第5部: 聖書の歴史におけるギリシャ 「目ざめよ！」2011/3
信頼できる書物 ― 第6部: 聖書の歴史におけるローマ 「目ざめよ！」2011/4
信頼できる書物 ― 第7部: 第七世界強国 「目ざめよ！」2011/5
❐「ものみの塔」2010/3/1
聖書は神の言葉ですか
聖書は本当に神の霊感による言葉です
聖書の四福音書を信頼できるのはなぜか
福音書は信頼できないのでしょうか 「ものみの塔」2008/10/1
聖書の見方: 聖書の著者はだれですか 「目ざめよ！」2007/11
❐「目ざめよ！」2007/11
信頼すべきか，信頼せざるべきか
ユニークな本
1. 歴史記録の確かさ
2. 率直で正直
3. 内面的な調和
4. 科学的な正確さ
5. 成就した預言
❐「ものみの塔」2005/7/15
正しい教え ― どこにありますか
神に喜ばれる正しい教え
あなたが実際に見ている奇跡 「ものみの塔」2005/2/15
信頼できる導きの書 「満足のいく生活」3部
研究10 ― 聖書 ― 信ぴょう性のある，真実の書 「聖書全体」
現代まで伝わってきた経緯
❐「ものみの塔」（一般用）2016 No. 4
あなたにも関係がある
自然劣化を生き延びた
反対を生き延びた
メッセージを改ざんしようとする企てを生き延びた
聖書が生き延びてきたのはなぜか
❐「目ざめよ！」2011/12
猛攻撃を耐え抜いてきた特別な本
聖書は攻撃される
彼らは人々に聖書を読ませまいとした
聖書だけが生き残った 「ものみの塔」2009/11/1
死んだ言語においても聖書は生きている 「ものみの塔」2009/4/1
ご存じでしたか（§ 聖書の一部がギリシャ語で書かれたのはなぜですか） 「ものみの塔」2009/4/1
なぜ聖書を調べるべきでしょうか 『聖書のメッセージ』
聖書はこうして現代まで伝わってきた 「目ざめよ！」2007/11
巻き物から冊子本へ ― 聖書はどのように本の形になったか 「ものみの塔」2007/6/1
古代の書記と神の言葉 「ものみの塔」2007/3/15
聖書の正典に関する初期の裏付け 「ものみの塔」2006/2/15
研究4 ― 聖書とその正典 「聖書全体」
研究5 ― ヘブライ語聖書の本文 「聖書全体」
研究8 ―「新世界訳」の利点 「聖書全体」
聖書に対する批評
❐「ものみの塔」2012/8/1
奇跡に関心を抱くべきなのはなぜですか
奇跡は本当にあり得ますか ― よくある三つの反論
聖書に記録されている奇跡は信じられますか
これから起きる奇跡
読者からの質問: 使徒たちは伝道する時，杖を携え，サンダルを履きましたか 「ものみの塔」2011/3/15
❐「ものみの塔」2011/1/1
エデン ― 人類の最初の住まいでしたか
エデンの園は実在しましたか
エデンはあなたにも関係があります
聖書時代の人は本当にそれほど長生きしたのでしょうか 「ものみの塔」2010/12/1
ノアの箱船と船舶工学 「目ざめよ！」2007/1
聖書の見方 聖書は女性を差別していますか 「目ざめよ！」2005/11/8
奇跡 ― 事実か作り話か 「ものみの塔」2005/2/15
モーセ ― 実話？ それとも神話？ 「目ざめよ！」2004/4/8
❐「ものみの塔」2001/3/15
イエスの復活 ― その真偽が試される
『主はほんとうによみがえらされたのだ！』
❐「ものみの塔」2000/5/15
福音書 ― 議論は続く
福音書 ― 史実か，作り話か
聖書写本
ごみの中から見つかった古代の宝物 「ものみの塔」2015/4/1
バチカン写本 ― 宝であると言えるのはなぜか 「ものみの塔」2009/10/1
再発見された聖書の宝 「ものみの塔」2009/9/1
“海の歌”― 空白を埋める写本 「ものみの塔」2008/11/15
古代の写本 ― 年代はどのように定められるのか 「目ざめよ！」2008/2
聖書に投じられた“光”― ロシア最古の国立図書館から 「ものみの塔」2005/7/15
チェスター･ビーティーの宝をのぞく 「ものみの塔」2004/9/15
❐「ものみの塔」2001/2/15
死海文書に関する真実
死海文書 ― なぜ興味をそそるのか
聖書翻訳
次の項も参照: エホバの証人 ➤ 宣教奉仕 ➤ 宣教奉仕を支える翻訳の仕事
「神の言葉は，定めのない時に至るまで保つ」 「ものみの塔」（研究用）2017/9
聖書 いろいろあるのはなぜ？ 「ものみの塔」（一般用）2017 No. 6
エリアス･フッター その優れたヘブライ語版聖書 「ものみの塔」（一般用）2017 No. 4
ベデル聖書 聖書の理解を深めるための小さな一歩 「ものみの塔」2015/9/1
日本の人々に思いがけないプレゼント 「ものみの塔」2015/2/15
シリア語ペシタ訳 ― 初期の聖書翻訳について知る手がかり 「ものみの塔」2014/9/1
中世のスペインで神の言葉を広める 「ものみの塔」2014/3/1
幾世紀も埋もれていた宝 「ものみの塔」2013/6/1
「ジェームズ王欽定訳」― 有名になるまで 「目ざめよ！」2011/12
聖書が“大きな赤い島”に届く 「ものみの塔」2009/12/15
エホバという神の名は新約聖書に出ているべきか 「ものみの塔」2008/8/1
聖書の良い翻訳 ― どのように見分けられますか 「ものみの塔」2008/5/1
ポーランドへの「価値ある贈り物」 「ものみの塔」2007/8/15
ポルトガル語の最初の聖書 ― 出版までの不屈の努力 「ものみの塔」2007/7/1
イタリア語聖書 ― 多難な歴史 「ものみの塔」2005/12/15
ロイヤル･バイブル ― 学問上の偉業 「ものみの塔」2005/8/15
ベルレブルク聖書 「ものみの塔」2005/2/15
「ジュネーブ聖書」― 忘れ去られた翻訳聖書 「目ざめよ！」2004/8/22
コンプルトゥム多国語対訳聖書 ― 聖書翻訳のための歴史的な道具 「ものみの塔」2004/4/15
読者からの質問: 翻訳によって詩編の各編や節の番号が異なっているのはなぜですか 「ものみの塔」2003/4/1
現代ギリシャ語での聖書出版の苦闘 「ものみの塔」2002/11/15
セプトゥアギンタ訳 ― 昔も今も有用 「ものみの塔」2002/9/15
ダルマティン聖書 ― 希少ながら忘れられてはいない 「目ざめよ！」2001/6/22
一冊にまとめられた聖書 「ものみの塔」2001/5/1
研究7 ― 現代の聖書 「聖書全体」
「新世界訳」
❐「ものみの塔」2015/12/15
エホバ コミュニケーションの神
神の言葉の生きた翻訳
「新世界訳」2013年英語改訂版
スワヒリ語で神の名が知らされる 「ものみの塔」2012/9/1
エホバの証人はなぜ「新世界訳聖書」を発行しましたか 「エホバのご意志」4課
過ぐる1年の際立った事柄（§「新世界訳」が106の言語で！）「2012 年鑑」
過ぐる1年の際立った事柄（§ 聖書翻訳の進展） 「2009 年鑑」
アフリカ諸言語への聖書翻訳 ― その歩み 「ものみの塔」2007/1/15
「ついに終わった」 「ものみの塔」2005/7/1
「非常に良い」翻訳 「ものみの塔」2004/12/1
研究5 ― ヘブライ語聖書の本文 「聖書全体」
研究6 ― クリスチャン･ギリシャ語聖書の本文 「聖書全体」
研究8 ―「新世界訳」の利点 「聖書全体」
聖書翻訳者
歴史のひとこま: デシデリウス･エラスムス 「目ざめよ！」2016 No. 6
ルフェーブル･デタープル 庶民に神の言葉を知らせようとした人 「ものみの塔」（一般用）2016 No. 6
カバデールによる初の印刷版全巻英訳聖書 「ものみの塔」2012/6/1
真のクリスチャンは神の言葉を尊ぶ 「ものみの塔」2012/1/15
神の名 ― アルフォンソ･デ･サモラは本文の正確さを追求した 「ものみの塔」2011/12/1
神の言葉を愛した人たち 「ものみの塔」2009/6/1
エルンスト･グリュック ― その偉業 「ものみの塔」2007/6/15
聖書を普及させるための果敢な努力 「ものみの塔」2006/5/15
ミカエル･アグリコラ ―「時代を明るく照らした人」 「目ざめよ！」2006/1
恐れを知らぬ「福音のための放浪者」 「ものみの塔」2004/8/15
つましい背景の人たちが聖書を翻訳する 「ものみの塔」2003/7/1
キュリロスとメトディオス ― 文字を考案して聖書を翻訳した人たち 「ものみの塔」2001/3/1
キュリロス･ルーカリス ― 聖書を重んじた人 「ものみの塔」2000/2/15
聖書を読んで理解する
ちょっとした誤解に過ぎませんか 「ものみの塔」（一般用）2017 No. 1
❐「ものみの塔」（一般用）2017 No. 1
なぜ聖書を読むのか
さあ，始めよう！
楽しく読むために
聖書は生活を向上させる
天の鳥から学ぶ 「ものみの塔」（一般用）2016 No. 6
神が是認された教え方 「ものみの塔」2015/3/15
読者からの質問: 最近の出版物が，予型と対型についてほとんど述べていないのは，なぜですか 「ものみの塔」2015/3/15
色から受ける影響 「ものみの塔」2013/10/1
聖書を理解するためのかぎ 「目ざめよ！」2012/11
ヘブライ語やギリシャ語を学ぶ必要がありますか 「ものみの塔」2009/11/1
❐「ものみの塔」2009/7/1
聖書を理解することは可能？
1. 著者に助けを求める
2. 心を大きく開いて読む
3. 助けを受け入れる
聖書中の絵画的表現を理解する 「ものみの塔」2009/5/1
❐「ものみの塔」2006/4/1
聖書を理解する ― あなたも味わえる喜び
聖書を理解する ― 何が役立ちますか
❐「ものみの塔」2001/7/1
聖書を理解するための助け
聖書を研究するのはなぜですか
聖書には隠された暗号があるか 「ものみの塔」2000/4/1
聖書の原則を適用する
次の項を参照: クリスチャン生活 ➤ 聖書の通読と研究 ➤ 聖書の原則を適用する
預言
読者からの質問: ラケルはその子らのことで泣いている，というエレミヤの言葉には，どんな意味がありますか 「ものみの塔」2014/12/15
読者からの質問: 啓示 11章に出てくる2人の証人とはだれのことですか 「ものみの塔」2014/11/15
聖書の見方: 神からの夢 「目ざめよ！」2014/8
❐「ものみの塔」2014/5/1
的中しないことのほうが多い
将来を見通すことはできますか
B9 ダニエルが予告した世界強国 「新世界訳」付録
聖書 ― 正確な預言の書 第1回: 『あなたから大いなる国民を作る』 「目ざめよ！」2012/5
聖書 ― 正確な預言の書 第2回: バビロンから出よ！ 「目ざめよ！」2012/6
聖書 ― 正確な預言の書 第3回: 「わたしたちはメシアを見つけた」 「目ざめよ！」2012/7
聖書 ― 正確な預言の書 第4回: 聖書はキリストの苦しみと死を予告していた 「目ざめよ！」2012/8
聖書 ― 正確な預言の書 第5回: 全人類のための良いたより 「目ざめよ！」2012/9
聖書 ― 正確な預言の書 第6回: 「終わりの日」 「目ざめよ！」2012/10
聖書 ― 正確な預言の書 第7回: 「終わりが来る」 「目ざめよ！」2012/11
聖書 ― 正確な預言の書 第8回: 「あなたの王国が来ますように」 「目ざめよ！」2012/12
❐「ものみの塔」2012/6/15
エホバは「秘密を明らかにされる方」
エホバは「ほどなくして必ず起きる」事柄を明らかにされる
明らかにされた8人の王（図表） 「ものみの塔」2012/6/15
読者からの質問: 聖書預言における第七世界強国が現われたのは，いつですか 「ものみの塔」2012/6/15
「時と時節」の神 ― エホバを信頼する 「ものみの塔」2012/5/15
預言を解き明かせるのはだれか 「ものみの塔」2011/12/1
古代エルサレムが滅ぼされたのはいつか ― 第1部: そのことが重要なのはなぜか 証拠からどんなことが分かるか 「ものみの塔」2011/10/1
古代エルサレムが滅ぼされたのはいつか ― 第2部: 粘土板文書は実際に何を示しているか 「ものみの塔」2011/11/1
読者からの質問: メシアに関する預言はヘブライ語聖書中に幾つありますか 「ものみの塔」2011/8/15
彼らはメシアを見つけた 「ものみの塔」2011/8/15
聖書で預言されていたのは現代のイスラエルのことですか 「ものみの塔」2010/11/1
イエスは全世界にかかわる預言を述べる 『聖書のメッセージ』セクション19
❐「ものみの塔」2008/10/1
どうすれば将来を知ることができるか
メシアについての予告
現代の出来事についての予告
間近な将来についての予告
エホバが予告した事柄は実現する 「ものみの塔」2008/1/1
聖書預言に対する信仰によって生き延びる 「ものみの塔」2007/4/1
❐「ものみの塔」2000/5/15
現代に関する神の預言の言葉に注意を払いなさい
神の預言の言葉に信仰を持ちなさい
研究10 ― 聖書 ― 信ぴょう性のある，真実の書（表: 成就した他の聖書預言の例） 「聖書全体」
終わりの日
❐「目ざめよ！」2017 No. 6
世界はどこへ？
その答えを求めて
聖書は何と述べているか
❐「ものみの塔」（一般用）2017 No. 3
黙示録の四騎士とあなた
黙示録の四騎士 その正体
警告を心に留めて生き延びる 「ものみの塔」（一般用）2016 No. 2
使徒たちはしるしについて尋ねる 「イエス」111章
❐「ものみの塔」2015/5/1
「終わり」 それは何を意味するか
終わりは近い？
多くの人が終わりを生き残る あなたも生き残れます
今は「終わりの日」ですか 『聖書の教え』9章
❐「ものみの塔」2014/2/1
この戦争で世界は一変した
この黒幕が戦争と苦しみを引き起こした
質問7: 聖書は今の時代についてどんなことを予告していましたか 「新世界訳」
聖書 ― 正確な預言の書 第6回: 「終わりの日」 「目ざめよ！」2012/10
聖書 ― 正確な預言の書 第7回: 「終わりが来る」 「目ざめよ！」2012/11
❐「ものみの塔」2011/5/1
災い ― それゆえに持てる希望
預言 1. 地震
預言 2. 飢きん
預言 3. 病気
預言 4. 自然の情愛の欠如
預言 5. 地の破滅
預言 6. 地球規模の伝道活動
より良い時代が間もなく到来する！
終わりに関する四つの質問の答え 「ものみの塔」2010/8/1
❐「目ざめよ！」2008/4
終わりの日 ― 何の終わりか
終わりの日 ― いつのことか
終わりの日 ― そのあとどうなるか
キリストの臨在 ― あなたにとって何を意味しますか 「ものみの塔」2008/2/15
❐「ものみの塔」2006/9/15
「終わりの日」とは何ですか
今は本当に「終わりの日」ですか
今こそ決意して行動すべき時 「ものみの塔」2005/12/15
❐「ものみの塔」2005/10/1
しるしを解釈することは重要！
イエスの臨在のしるしを認識していますか
❐「ものみの塔」2005/6/1
世界の一致はどうなってしまったのか
世界はどこへ向かっているのか
❐「ものみの塔」2002/6/15
人間の諸問題 ― いつか解決されますか
人間の諸問題 ― 間もなく解決！
人々を真に一致させることは可能ですか 「ものみの塔」2001/9/15
わたしたちが「終わりの日」にいることはどうして分かるか 『神は気遣っておられますか』9部
楽園は近い 「神の友」6課
大患難とハルマゲドン
次の項も参照: 神の王国 ➤ 新しい世
神に喜ばれる特質を培う 勇気 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/8
聖書の見方: 世の終わり 「目ざめよ！」2015/11
「あなた方の救出が近づいている」！ 「ものみの塔」2015/7/15
読者からの質問: エゼキエル書に出てくるマゴグのゴグとはだれのことですか 「ものみの塔」2015/5/15
「あなた方は……今は神の民である」（§ エホバの民と共に保護される） 「ものみの塔」2014/11/15
神の王国は敵たちを除き去る 「神の王国は支配している！」21章
待つ態度をどのように保てますか（§ どんな出来事が，待つ期間の終わるしるしとなるか） 「ものみの塔」2013/11/15
七人の牧者，八人の君侯 ― 今日のわたしたちにとってどんな意味があるか 「ものみの塔」2013/11/15
「わたしたちにお話しください。そのようなことはいつあるのでしょうか」 「ものみの塔」2013/7/15
世の終わり ― 恐れ，興味，失望 「ものみの塔」2013/1/1
この世界はどのように終わりに至るか 「ものみの塔」2012/9/15
❐「ものみの塔」2012/2/1
ハルマゲドン ― 一般に何と考えられているか
ハルマゲドンに関する真実
ハルマゲドンの戦い ― いつ始まるのか
読者の質問: ハルマゲドンとは何ですか 「ものみの塔」2011/9/1
読者の質問: ハルマゲドンの戦いはどこで行なわれますか 「ものみの塔」2008/4/1
❐「ものみの塔」2008/4/1
「すべての戦争を終わらせる戦争」
ハルマゲドン ― すべての戦争を終わらせる神の戦争
読者からの質問: ハルマゲドンの「戦争」とは何ですか（啓 16:14，16） 「ものみの塔」2007/2/1
「エホバの大いなる日は近い」 「ものみの塔」2006/12/15
生き残るための用意はできていますか 「ものみの塔」2006/5/15
エホバの日 ― 重大なテーマ 「エホバの日」3章
❐「ものみの塔」2005/12/1
ハルマゲドン ― 大変災による終わり？
ハルマゲドン ― 幸福な時代の始まり
聖書の見方: ハルマゲドンを恐れるべきですか 「目ざめよ！」2005/7/8
すべての悪の終わり「聖書物語」114話
世界が水によってほろびる ― 再び起きますか 「教え手」46章
ハルマゲドンが近いと，どうして言えますか 「教え手」47章
エホバの日を生き残るのはだれですか 「ものみの塔」2002/5/1
わたしたちの救いの神にあって喜びにあふれる 「ものみの塔」2000/2/1
契約
❐「ものみの塔」2014/10/15
王国に揺るぎない信仰を抱きなさい
あなた方は「祭司の王国」となる
全人類に益をもたらす王なる祭司たち（§ 新しい契約は王なる祭司たちを生み出す） 「ものみの塔」2012/1/15
あなたも新しい契約から益を得られます 「エレミヤ」14章
神はアブラハムと契約を結ぶ 『聖書のメッセージ』セクション4
読者からの質問: エホバはアブラハムとの契約をウルで結ばれたのですか，それともハランで結ばれましたか 「ものみの塔」2001/11/1
実際的な価値
次の冊子も参照:
「満足のいく生活」
聖書は助けになる？ 「10の質問」質問10
❐「目ざめよ！」2015/2
聖書は現代でも役立ちますか
あらゆる時代のあらゆる人に当てはまる道徳律 ― 正直
あらゆる時代のあらゆる人に当てはまる道徳律 ― 自制
あらゆる時代のあらゆる人に当てはまる道徳律 ― 配偶者に対する忠実
あらゆる時代のあらゆる人に当てはまる道徳律 ― 愛
財務会計学教授が自分の信仰について語る 「目ざめよ！」2014/12
幸福な生活を送るには 「目ざめよ！」2014/11
道徳上の価値観 ― 幸福に不可欠 「目ざめよ！」2013/11
神の言葉を用いて自分と他の人を助けなさい 「ものみの塔」2013/4/15
聖書の原則からどのような益が得られますか 「良い知らせ」11課
聖書の見方: 聖書全巻は今でも役に立ちますか 「目ざめよ！」2010/3
❐「ものみの塔」2009/6/1
本当に役に立つアドバイスはどこに？
聖書が現代でも役に立つのはなぜか
不変の価値規準をよりどころとする 「ものみの塔」2007/6/15
そのとおりにすればうまくゆく！ 「ものみの塔」2007/4/1
聖書の見方: 導きを求めて聖書を調べるのはなぜですか 「目ざめよ！」2006/1
神の律法はわたしたちの益のためにある 「ものみの塔」2002/4/15
ストレスの軽減 ― 現実的な対処法 「ものみの塔」2001/12/15
❐「ものみの塔」2001/2/1
危険と隣り合わせの生活
危険の多い世界にあって安らぎを見いだす
聖書の道徳は最高のものですか 「ものみの塔」2000/11/1
「聖書は人の生き方を変える」（「ものみの塔」のシリーズ記事）
無神論者だった 「ものみの塔」（一般用）2017 No. 5
悲惨な子ども時代を過ごした 「ものみの塔」2015/10/1
生きる意味を探していた 「ものみの塔」2015/4/1
人生の疑問に対する答えを切に求めていた 「ものみの塔」2015/2/1
高慢で，独立心が強かった 「ものみの塔」2014/10/1
宣教において黄金律に従いなさい（§ 証言する相手をどう見るか） 「ものみの塔」2014/5/15
危険を顧みないオートバイ･レーサーだった 「ものみの塔」2014/2/1
社会運動家だった 「ものみの塔」2013/7/1
不道徳な生き方をしていた 「ものみの塔」2012/5/1
悲惨な子ども時代を過ごした 「ものみの塔」2012/1/1
❐「ものみの塔」2011/8/1
一夫多妻者で，エホバの証人に反対していた
不幸な子ども時代を過ごした
親に捨てられたという思いに悩まされた 「ものみの塔」2011/7/1
不道徳な生活をしていた 「ものみの塔」2011/4/1
路上生活をしていた 「ものみの塔」2010/8/1
自殺を図った 「ものみの塔」2009/2/1
反抗的な態度
放とう息子だった 「ものみの塔」2013/1/1
放蕩息子だった 「ものみの塔」2012/4/1
政府に反対していた 「ものみの塔」2012/1/1
放蕩娘だった 「ものみの塔」2011/10/1
パンクロックに傾倒して社会に背を向けていた 「ものみの塔」2011/4/1
宗教や政治などの権威を嫌っていた 「ものみの塔」2010/5/1
薬物とアルコール
不良少女で，十代で母親になった「ものみの塔」（一般用）2017 No. 1
麻薬を常用し，粗暴で，女性を蔑視していた 「ものみの塔」（一般用）2016 No. 3
喫煙や過度の飲酒の問題を抱えていた 「ものみの塔」2013/8/1
❐「ものみの塔」2012/10/1
アルコール依存症だった
麻薬の売買をしていた
大酒飲みだった 「ものみの塔」2012/7/1
酒浸りの生活をしていた 「ものみの塔」2012/5/1
❐「ものみの塔」2012/2/1
タバコを栽培していた
アルコール依存症で，自殺を試みた
薬物を使っていた 「ものみの塔」2011/2/1
❐「ものみの塔」2010/8/1
薬物に依存していた
大酒飲みだった
ギャングの一員でマリファナ中毒だった 「ものみの塔」2010/5/1
麻薬の売人だった 「ものみの塔」2010/2/1
薬物に手を出し，オートバイに夢中になっていた 「ものみの塔」2009/11/1
大麻とたばこの虜になっていた 「ものみの塔」2009/8/1
酒と薬物におぼれていた 「ものみの塔」2009/2/1
犯罪と暴力
暴力的で，喧嘩早い少年だった 「ものみの塔」（一般用）2016 No. 5
凶悪犯罪に関与し，不道徳なことをし，麻薬に手を染めていた 「ものみの塔」（一般用）2016 No. 1
すぐに暴力を振るい，麻薬を使い，一流の仕事に就きたいと思っていた 「ものみの塔」2015/11/1
気性が激しかった 「ものみの塔」2015/7/1
詐欺師で，ギャンブルにはまっていた 「ものみの塔」2015/5/1
カンフーに打ち込んでいた 「ものみの塔」2014/8/1
過激なギャングの一員だった 「ものみの塔」2014/7/1
ひどく暴力的だった 「ものみの塔」2013/10/1
テロリストだった 「ものみの塔」2012/8/1
熱狂的な空手愛好家だった 「ものみの塔」2012/7/1
粗暴な犯罪者だった 「ものみの塔」2011/5/1
接近戦の教官だった 「ものみの塔」2011/2/1
❐「ものみの塔」2010/11/1
反政府軍の兵士だった
武術家だった
暴力的な不良グループの一員だった 「ものみの塔」2009/8/1
❐「ものみの塔」2009/7/1
空手に熱中していた
喧嘩早い性格だった
密輸や盗みをしていた 「ものみの塔」2009/2/1
❐「ものみの塔」2008/8/1
不良グループの一員
違法な武器商人
スポーツ，音楽，娯楽
プロの選手生活とギャンブルに没頭していた 「ものみの塔」（一般用）2017 No. 3
ポルノ中毒だった 「ものみの塔」（一般用）2016 No. 4
ヘビーメタル･ミュージシャンだった 「ものみの塔」2013/4/1
ギャンブル好きだった 「ものみの塔」2012/11/1
デスメタル･バンドの一員だった 「ものみの塔」2012/4/1
ギャンブル好きで犯罪を犯していた 「ものみの塔」2011/11/1
ヘビーメタルに熱中していた 「ものみの塔」2011/8/1
女優でサルスエラ歌手だった 「ものみの塔」2011/5/1
競輪選手だった 「ものみの塔」2011/4/1
ダンスクラブの警備員だった 「ものみの塔」2010/11/1
スラッシュメタル･バンドのメンバー 「ものみの塔」2010/5/1
❐「ものみの塔」2009/11/1
賭博を行なっていた
週末を楽しむために生きていた
仕事
栄誉ある仕事に生きがいを感じていた 「ものみの塔」2012/11/1
判事だった 「ものみの塔」2012/8/1
実業家として成功した 「ものみの塔」2012/5/1
政治家だった 「ものみの塔」2011/2/1
成功した経営者 「ものみの塔」2008/8/1
宗教を変える
父がイスラム教徒で母がユダヤ教徒 「ものみの塔」2015/1/1
カトリックの修道女だった 「ものみの塔」2014/4/1
教理問答の教師だった 「ものみの塔」2014/1/1
神学校の学生で，気性が激しかった 「ものみの塔」2013/5/1
モルモン教徒として育った 「ものみの塔」2013/2/1
ペンテコステ派教会の牧師だった 「ものみの塔」2011/8/1
❐「ものみの塔」2011/7/1
偶像崇拝者だった
神主だった
ラスタファリアンだった 「ものみの塔」2010/2/1
宗教に幻滅していた 「ものみの塔」2009/7/1
出来事
大洪水
昔あった大洪水から何を学べますか 「聞いて生きる」6部
人間は大洪水を生き残る 『聖書のメッセージ』セクション3
読者の質問: ノアの日の大洪水は本当に全地球的なものでしたか 「ものみの塔」2008/6/1
ノアと大洪水 ― 作り話ではなく，事実 「ものみの塔」2008/6/1
読者からの質問: ノアは清い獣を何匹ずつ箱船に入れましたか 「ものみの塔」2007/3/15
読者からの質問: ノアが箱船から放ったはとは，どこでオリーブの葉を見つけたのでしょうか 「ものみの塔」2004/2/15
大洪水 「聖書物語」10話
初めてのにじ 「聖書物語」11話
❐「ものみの塔」2003/5/15
興味をそそる航海日誌
ノアの航海日誌 ― わたしたちにとって重要な意味がありますか
❐「ものみの塔」2002/3/1
一つの世界全体が滅んだ
古代のその世が滅びたのはなぜか
昔の出来事は警告となる 「神の友」7課
言語の混乱
世界の言語の起源はバベルの塔？ 「ものみの塔」2013/9/1
人々は大きなとうを建てる 「聖書物語」12話
十の災い
十の災い 「聖書物語」32話
出エジプト
B3 エジプトからの脱出 「新世界訳」付録
神はイスラエルの子らを救い出す 『聖書のメッセージ』セクション7
「しっかり立って，エホバの救いを見なさい」 「ものみの塔」2007/12/15
エジプトから約束の地へ 「良い地」
紅海を渡る
エホバを忘れてはなりません 「ものみの塔」2009/3/15
紅海をわたる 「聖書物語」33話
贖罪の日
わたしたちが聖なる者でなければならないのはなぜか（§ 血に関する神の律法への聖なる従順） 「ものみの塔」2014/11/15
祭り
ご存じでしたか（§ ユダヤ人の祭りのためにエルサレムに集まった大勢の人々は，どこに滞在したのでしょうか） 「ものみの塔」2015/12/1
ご存じでしたか（§「献納の祭り」とは，どんな祭りのことですか[ヨハ 10:22]） 「ものみの塔」2011/9/1
「あなたはただ喜びに満ちるように」 「ものみの塔」2007/1/1
読者からの質問: レビ記 25章にある，ヨベルの年に関する取り決めは何を予表していますか 「ものみの塔」2004/7/15
イスラエル王国の分裂
❐「新世界訳」付録
A6-A ユダとイスラエルの王と預言者たち（1）
A6-B ユダとイスラエルの王と預言者たち（2）
王国の分れつ 「聖書物語」65話
エルサレムの滅び
ご存じでしたか（§ 西暦70年以降に，エルサレムの神殿が再建されたことはありますか） 「ものみの塔」2013/4/15
ご存じでしたか（§ 西暦70年にエルサレムが滅びる前に，クリスチャンたちはユダヤから逃げたでしょうか） 「ものみの塔」2012/10/1
古代エルサレムが滅ぼされたのはいつか ― 第1部: そのことが重要なのはなぜか 証拠からどんなことが分かるか 「ものみの塔」2011/10/1
古代エルサレムが滅ぼされたのはいつか ― 第2部: 粘土板文書は実際に何を示しているか 「ものみの塔」2011/11/1
エルサレムのほろび 「聖書物語」76話
壁に書かれた文字
手でかべに書かれた文字 「聖書物語」78話
ユダヤ人はエルサレムに帰還する
神の民はバビロンを去る 「聖書物語」80話
山上の垂訓
有名な山上の垂訓 「イエス」35章
変ぼう
栄光のうちにキリストの姿が変わる 「イエス」60章
神の王国の先触れが現実となる 「ものみの塔」2005/1/15
西暦33年のペンテコステ
ご存じでしたか（§ 西暦33年のペンテコステの時に，ユダヤ人は本当に「天下のあらゆる国から」エルサレムにやって来たのでしょうか） 「ものみの塔」2015/12/1
ご存じでしたか（§ 西暦33年のペンテコステの時，クリスチャン･ギリシャ語聖書の筆者のうち，その場にいたのはだれでしょうか） 「ものみの塔」2011/12/1
『聖霊に満たされた』 「徹底的な証し」3章
エルサレムで待つ 「聖書物語」105話
聖書の土地や場所
次の冊子も参照:
「良い地」
ご存じでしたか（§ 聖書に記されているように，古代イスラエルには森林地がありましたか） 「ものみの塔」2015/7/15
ご存じでしたか（§ ライオンが聖書の地から姿を消したのはいつごろですか） 「ものみの塔」2015/5/1
ご存じでしたか（§ ヘブライ語聖書によく出てくる「高き所」とは何でしたか） 「ものみの塔」2010/8/1
アンティオキア
『神は不公平な方ではない』（囲み: シリアのアンティオキア） 「徹底的な証し」9章
イコニオム
『エホバの権威のもとに大胆に語る』（囲み: イコニオム ― フリギア人の都市） 「徹底的な証し」12章
イスラエル
次の項も参照: 聖書 ➤ 聖書の土地や場所 ➤ 約束の地
B7 ダビデとソロモンの王国 「新世界訳」付録
B10 イエスの時代のイスラエル 「新世界訳」付録
エズレル
考古学者はエズレルで何を発見したか 「ものみの塔」2000/3/1
エデン
❐「ものみの塔」2011/1/1
エデン ― 人類の最初の住まいでしたか
エデンの園は実在しましたか
エデンはあなたにも関係があります
美しい園 「聖書物語」2話
エフェソス
ご存じでしたか（§ エフェソスでの使徒パウロの伝道に対して銀細工人たちが騒動を起こしたのはなぜでしょうか） 「ものみの塔」2009/2/1
反対があっても「伸張し，また行き渡っていった」（囲み: エフェソス ― アジアの州都） 「徹底的な証し」20章
真の崇拝と異教が衝突した場所 「ものみの塔」2004/12/15
エリコ
読者からの質問: 古代の都市エリコが滅ぼされるまでの攻囲期間は短かった，と言える証拠がありますか 「ものみの塔」2015/11/15
ご存じでしたか（§ エリコという町は一つだけ？ それとも二つ？）「ものみの塔」2008/5/1
エリコの城へき 「聖書物語」46話
エルサレムと神殿
ご存じでしたか（§ エルサレムの神殿で動物を売っていた商人たちが「強盗」と呼ばれたのはなぜですか） 「ものみの塔」（研究用）2017/6
読者からの質問: エルサレムのベツザタの池の水が「揺れ」たのはなぜだと考えられますか 「ものみの塔」（研究用）2016/5
読者からの質問: サタンはイエスを誘惑した時，イエスを実際に神殿に連れて行きましたか 「ものみの塔」（研究用）2016/3
ご存じでしたか（§ ヘロデは，エルサレムの神殿を再建する際，どんな難しい問題に直面したでしょうか） 「ものみの塔」2015/10/1
ご存じでしたか（§ エルサレムの神殿で捧げ物として受け入れられたのは，どんなものだったでしょうか） 「ものみの塔」2014/2/1
ご存じでしたか（§ イエスの時代，神殿での寄付はどのように行なわれていたでしょうか） 「ものみの塔」2014/1/1
B8 ソロモンが建てた神殿 「新世界訳」付録
B11 1世紀の神殿の丘 「新世界訳」付録
ご存じでしたか（§ エルサレムのエホバの神殿でなされる奉仕のための資金は，どのように賄われていたでしょうか） 「ものみの塔」2011/11/1
ご存じでしたか（§ エルサレムの神殿に両替屋がいたのはなぜでしょうか） 「ものみの塔」2011/10/1
ご存じでしたか（§ ソロモンがエルサレムの神殿の建設に使う材木をレバノンから輸入したのはなぜですか） 「ものみの塔」2011/2/1
ご存じでしたか（§ 契約の箱はどうなりましたか） 「ものみの塔」2009/9/1
ご存じでしたか（§ エルサレムは，イエスが予告したとおり，先のとがった杭で実際に包囲されましたか） 「ものみの塔」2009/5/1
ご存じでしたか（§ エルサレムにトンネルを建設したのは本当にヒゼキヤ王でしたか） 「ものみの塔」2009/5/1
『聖霊に満たされた』（囲み: エルサレム ― ユダヤ教の中心地） 「徹底的な証し」3章
ご存じでしたか（§ エルサレムにあった神殿の石はどれほどの大きさでしたか） 「ものみの塔」2008/8/1
ご存じでしたか（§ ソロモンの神殿にあった鋳物の海はどれほどの大きさでしたか） 「ものみの塔」2008/2/1
聖書預言に対する信仰によって生き延びる 「ものみの塔」2007/4/1
読者からの質問: 契約の箱には何が入っていましたか 「ものみの塔」2006/1/15
読者からの質問: 至聖所に現われた，シェキナーという光は何を表わしていましたか 「ものみの塔」2005/8/15
エルサレムとソロモンの神殿 「良い地」
イエスの見たエルサレムと神殿 「良い地」
読者からの質問: 契約の箱を運ぶためのさおはどのように置かれていたのでしょうか（王一 8:8） 「ものみの塔」2001/10/15
オフィル
ご存じでしたか（§ 聖書の中で，上質の金の産地とされているオフィルはどこにありましたか） 「ものみの塔」2010/6/1
カエサレア
ヘロデ大王 ― 優れた建築家（§ カエサレア ― 港湾都市） 「目ざめよ！」2009/9
「エホバのご意志がなされるように」（囲み: カエサレア ― ローマの属州ユダヤの州都） 「徹底的な証し」22章
カパドキア
カパドキア ― 風と水が作り出した住まいのある所 「ものみの塔」2004/7/15
ガリラヤの海
ガリラヤの海での漁業 「ものみの塔」2009/10/1
ガリラヤの海で 「ものみの塔」2005/8/15
研究1 ― 約束の地への訪問（§ ガリラヤの海の周辺地方） 「聖書全体」
キプロス
『これらの人はキプロスに向けて出帆した』 「ものみの塔」2004/7/1
ギリシャ
『神を求め，ほんとうに見いだす』（囲み: アテネ ― 古代世界の文化の中心地） 「徹底的な証し」18章
ギリシャ世界における初期クリスチャン 「ものみの塔」2008/12/1
ギリシャとローマがユダヤ人に影響を及ぼす 「良い地」
コリント
古代都市コリント ―「二つの港の主」 「ものみの塔」2009/3/1
「語りつづけなさい。黙っていてはいけない」（囲み: コリント ― 二つの海を支配した都市） 「徹底的な証し」19章
死海
世界で一番の湖 ― でも，死んでいる 「目ざめよ！」2008/1
小アジア
小アジアにキリスト教が行き渡る 「ものみの塔」2007/8/15
❐「ものみの塔」2003/5/15
キリストは諸会衆に話す
霊が述べることを聴きなさい
シリア
シリア ― 興味深い過去からのこだま 「目ざめよ！」2003/2/8
タルシシュ
「タルシシュの船」― その繁栄と衰退 「ものみの塔」2008/11/1
地中海
『あなた方のうちひとつの魂も失われません』（囲み: 船旅と通商航路） 「徹底的な証し」26章
『あなた方のうちひとつの魂も失われません』（囲み: 地中海の向かい風） 「徹底的な証し」26章
ティルス
ご存じでしたか（§ ティルスが滅ぼされた後に，ゼカリヤがティルスの滅びを予告したのはなぜですか） 「ものみの塔」2008/6/1
デカポリス
イエスの活動した「ユダヤ人の土地」（§ イエスの時代の約束の地） 「良い地」
テサロニケ
テサロニケで良いたよりのために闘う 「ものみの塔」2012/6/1
ニネベ
ご存じでしたか（§ ニネベが「流血の都市」と呼ばれたのはなぜでしょうか） 「ものみの塔」2013/4/1
バビロン
ご存じでしたか（§ ネブカドネザルの建設事業はどれほど壮大なものだったでしょうか） 「ものみの塔」2011/11/1
帝国は次々と約束の地に攻め込む 「良い地」
ハラン
ハラン ― 古代の活気あふれる都市 「ものみの塔」2010/5/15
避難都市
❐「ものみの塔」（研究用）2017/11
あなたはエホバのもとに避難しますか
エホバの公正と憐れみに倣いましょう
ご存じでしたか（§ 古代イスラエルの避難都市は，犯罪者の逃れ場となったのでしょうか） 「ものみの塔」2010/11/1
あなたは神と同じように命を尊重していますか 「神の愛」7章24-25節
ベレア
パウロの足取りをたどってベレアへ 「ものみの塔」2007/4/15
ポントス
『聖霊に満たされた』（囲み: ポントスにおけるキリスト教） 「徹底的な証し」3章
マルタ
ご存じでしたか（§ マルタ島の人々が使徒パウロを人殺しとみなしたのは，なぜでしょうか） 「ものみの塔」2015/10/1
『あなた方のうちひとつの魂も失われません』（囲み: マルタ島 ― どこのことか） 「徹底的な証し」26章
読者からの質問: パウロは，マルタ島で，それとも別の島のそばで難船したのでしょうか 「ものみの塔」2004/8/15
メディア-ペルシャ
神の民は故国に帰還する 「良い地」
約束の地
次の項も参照: 聖書 ➤ 聖書の土地や場所 ➤ イスラエル
B4 約束の地の征服 「新世界訳」付録
B6 約束の地での領地 「新世界訳」付録
『その地を行き巡りなさい』 「ものみの塔」2004/10/15
約束の地 「良い地」
研究1 ― 約束の地への訪問 「聖書全体」
ヨルダン
ヨルダン川をわたる 「聖書物語」45話
リュディア
古代の王国リュディア ― その影響は今も 「ものみの塔」2008/4/1
ルステラ
『エホバの権威のもとに大胆に語る』（囲み: ルステラ，およびゼウスとヘルメスの崇拝） 「徹底的な証し」12章
ローマ
古代ローマの水道 ― 土木工学の偉業 「目ざめよ！」2014/11
初期キリスト教とローマの神々 「ものみの塔」2010/5/15
『聖霊に満たされた』（囲み: ローマ ― 帝国の首都） 「徹底的な証し」3章
ローマの道路 ― 古代における工学上の偉業 「ものみの塔」2006/10/15
ギリシャとローマがユダヤ人に影響を及ぼす 「良い地」
ローマのさまざまな顔 「目ざめよ！」2001/7/8
聖書の登場人物
読者の質問: 聖書中のある人や天使の名が明示されていないのはなぜですか 「ものみの塔」2013/8/1
アカン
イスラエルの中で起きたぬすみ 「聖書物語」47話
アクラとプリスキラ
「語りつづけなさい。黙っていてはいけない」（§「天幕作りをその職としていた」） 「徹底的な証し」19章
宣べ伝えて弟子を作る 「ものみの塔」2003/11/15
アサ
❐「ものみの塔」（研究用）2017/3
全き心でエホバに仕えなさい！
書かれている事柄から教訓を学びますか
エホバはどのようにわたしたちに近づいてくださるか 「ものみの塔」2014/8/15
「あなた方の働きには報いがある」 「ものみの塔」2012/8/15
アダムとエバ
最後の敵である死は無に帰せしめられる 「ものみの塔」2014/9/15
アダムとエバ ― 架空の人物？ 「ものみの塔」2009/9/1
読者の質問: アダムは，完全であったのなら，どうして罪を犯したのでしょうか 「ものみの塔」2008/10/1
読者からの質問: エバに話しかけた蛇には足がありましたか 「ものみの塔」2007/6/15
聖書の見方: 原罪とは何でしたか 「目ざめよ！」2006/6
最初の男女 「聖書物語」3話
ふたりはなぜ住みかを失ったか 「聖書物語」4話
苦しい生活が始まる 「聖書物語」5話
読者からの質問: エデンの園にいた蛇はどのようにしてエバに語りかけましたか 「ものみの塔」2001/11/15
最初の人間夫婦から得られる教訓 「ものみの塔」2000/11/15
アハシュエロス
ご存じでしたか（§ エステル記に出てくるアハシュエロス王とは，だれのことでしょうか） 「ものみの塔」2012/1/1
アビガイル
「あなたの分別が……ほめたたえられるように」 「ものみの塔」（研究用）2017/6
思慮深く行動した女性 「倣う」9章
その信仰に倣う: 思慮分別をもって行動した女性 「ものみの塔」2009/7/1
アビガルとダビデ 「聖書物語」60話
アブサロム
自由の神に仕えなさい（§ 民の心を盗んだ人） 「ものみの塔」2012/7/15
せん越さは不名誉につながる（§ アブサロム ― 野心的な便宜主義者） 「ものみの塔」2000/8/1
アブラハム
エホバが「わたしの友」と呼んだ人 「ものみの塔」（研究用）2016/2
「信仰を持つ人すべての父」 「倣う」3章
❐「ものみの塔」2012/1/1
アブラハムとはだれですか
アブラハム ― 信仰の人
アブラハム ― 勇気の人
アブラハム ― 謙遜の人
アブラハム ― 愛の人
エホバの目的が遂げられてゆく過程での聖霊の役割（§ 過去における聖霊の役割） 「ものみの塔」2010/4/15
神に近づく: 神の愛の最大の証拠 「ものみの塔」2009/2/1
神はアブラハムと契約を結ぶ 『聖書のメッセージ』セクション4
アブラハムとサラ ― あなたもその信仰に倣えます 「ものみの塔」2004/5/15
神の友アブラハム 「聖書物語」13話
神はアブラハムの信仰をためされる 「聖書物語」14話
族長たちの世界 「良い地」
読者からの質問: エホバはアブラハムとの契約をウルで結ばれたのですか，それともハランで結ばれましたか 「ものみの塔」2001/11/1
アブラハム ― 信仰の模範 「ものみの塔」2001/8/15
りっぱなことを行なう点であきらめてはなりません 「ものみの塔」2001/8/15
アベル
「彼は死んだとはいえなお語っている」 「倣う」1章
その信仰に倣う: 「彼は死んだとはいえなお語っている」 「ものみの塔」2013/1/1
良い息子と悪い息子 「聖書物語」6話
読者からの質問: アベルは動物の犠牲が必要であることを知っていましたか 「ものみの塔」2002/8/1
別々の態度を育てた兄と弟 「ものみの塔」2002/1/15
アポロ
会衆を築き上げることを続けてゆきなさい（§『彼を自分たちのところに連れて来た』） 「ものみの塔」2010/6/15
反対があっても「伸張し，また行き渡っていった」（§「彼は聖書によく通じていた」） 「徹底的な証し」20章
宣べ伝えて弟子を作る 「ものみの塔」2003/11/15
アモス
預言者たちを模範としなさい ― アモス 「王国宣教」2013/9
アモス ― いちじくの実を集める者？ はさむ者？ 「ものみの塔」2007/2/1
アロン
読者からの質問: エホバが金の子牛を作ったアロンを処罰なさらなかったのはなぜですか 「ものみの塔」2010/5/15
神に近づく: 正しいことを固く守る裁き主 「ものみの塔」2009/9/1
神に近づく: エホバは柔和な人を高く評価される 「ものみの塔」2009/8/1
アロンのつえに花がさく 「聖書物語」39話
神の言葉を大胆に語る 「ものみの塔」2004/11/15
アンナ
約束されていた子 「イエス」6章
アンナス
まずアンナスの所へ，その後カヤファの所へ 「イエス」125章
ご存じでしたか（§ 福音書の記述に出てくるアンナスとはだれでしょうか） 「ものみの塔」2012/4/1
イサク
イサクは良い妻をむかえる 「聖書物語」16話
族長たちの世界 「良い地」
イザヤ
現代にかかわる音信を携えた古代の預言者 「イザヤの預言 I」1章
イスラエル人
ご存じでしたか（§ ユダヤ人が自分たちの系図に大いに関心を抱いていたのはなぜでしょうか） 「ものみの塔」2012/6/1
ご存じでしたか（§ ユダヤ人は系図をどのように作成して保存したのでしょうか） 「ものみの塔」2012/6/1
ご存じでしたか（§ 神が，荒野にいたイスラエル人に，食物としてうずらを与えたのはなぜでしょうか） 「ものみの塔」2011/9/1
神はイスラエルの子らを救い出す 『聖書のメッセージ』セクション7
『聖霊に満たされた』（囲み: メソポタミアとエジプトのユダヤ人） 「徹底的な証し」3章
『聖霊に満たされた』（囲み: 改宗者とはどんな人か） 「徹底的な証し」3章
「喜びと聖霊とに満たされていた」（囲み: ユダヤ人の諸会堂で） 「徹底的な証し」11章
ご存じでしたか（§ イエスの時代にユダヤ人が広く散らされていたのはなぜですか） 「ものみの塔」2008/11/1
ご存じでしたか（§ イスラエルには13の部族があったのに，“12部族”と呼ばれているのはなぜですか） 「ものみの塔」2008/7/1
悪い王がエジプトを支配する 「聖書物語」27話
新しい食べ物 「聖書物語」34話
崇拝のための天幕 「聖書物語」37話
12人のスパイ 「聖書物語」38話
銅のへび 「聖書物語」41話
イゼベル
よこしまな王妃イゼベル 「聖書物語」66話
1世紀のクリスチャン
次の項を参照: エホバの証人 ➤ 歴史 ➤ 1世紀
イッタイ
イッタイの忠節を見倣う 「ものみの塔」2009/5/15
エサウ
読者からの質問: 聖書時代，長子の権利がなければ，メシアを生み出す家系の者にはなれませんでしたか「ものみの塔」（研究用）2017/12
性質のちがったふた子 「聖書物語」17話
エステル
神の民のために立ち上がった女性 「倣う」15章
賢く勇敢に無私の気持ちで行動した女性 「倣う」16章
その信仰に倣う: 賢く勇敢に無私の気持ちで行動した女性 「ものみの塔」2012/1/1
その信仰に倣う: 神の民のために立ち上がった女性 「ものみの塔」2011/10/1
モルデカイとエステル 「聖書物語」82話
エズラ
神の助けによりたのむ 「聖書物語」81話
エゼキエル
読者からの質問: エルサレムの攻囲期間中，エゼキエルはどのような意味で「口のきけない者」になりましたか 「ものみの塔」2003/12/1
エノク
その信仰に倣う: 「神を十分に喜ばせた」 「ものみの塔」（一般用）2017 No. 1
信仰と敬虔な恐れによって勇気を持つ（§「神を十分に喜ばせた」人） 「ものみの塔」2006/10/1
この激動の時代に神と共に歩む 「ものみの塔」2005/9/1
勇気のある人 「聖書物語」7話
エノクは不敬虔な世にあって神と共に歩んだ 「ものみの塔」2001/9/15
エバ
次の項を参照: 聖書 ➤ 聖書の登場人物 ➤ アダムとエバ
エヒウ
エヒウは清い崇拝を擁護する 「ものみの塔」2011/11/15
今こそ決意して行動すべき時（§ 偽りの宗教は突然終わる） 「ものみの塔」2005/12/15
エピクロス派とストア派
『神を求め，ほんとうに見いだす』（囲み: エピクロス派とストア派） 「徹底的な証し」18章
エフタ
信仰を示す人は神の是認を受ける 「ものみの塔」（研究用）2016/4
エフタはエホバへの誓約を守る 「ものみの塔」2007/5/15
エフタの約束 「聖書物語」53話
エフタの娘
お父さんとエホバを喜ばせたむすめ 「お子さんを教えましょう」レッスン4
お子さんを教えましょう: 神からも友達からも愛された少女 「ものみの塔」2011/2/1
エフタはエホバへの誓約を守る（§ エフタの誓約） 「ものみの塔」2007/5/15
エホアシュ
お子さんを教えましょう: エホアシュは，悪い仲間に引かれてエホバから離れ去った 「ものみの塔」2009/4/1
エホシャファト
エホバによりたのんだエホシャファト 「聖書物語」67話
❐「ものみの塔」（研究用）2017/3
全き心でエホバに仕えなさい！
書かれている事柄から教訓を学びますか
エホヤキム
「末の日」に奉仕する（囲み: エホヤキム ― エホバの預言者を殺した王） 「エレミヤ」2章
エリ
その信仰に倣う: 少年は「エホバのみもとで成長していった」（§ 腐敗した行ないの中で清さを保つ） 「ものみの塔」2010/10/1
エリサベツ
イエスは生まれる前から敬意を払われる 「イエス」2章
エリシャ
エリシャは火の戦車を見た ― あなたはどうですか 「ものみの塔」2013/8/15
生き返ったふたりの少年 「聖書物語」68話
読者からの質問: エリシャが，エリヤの霊の「二つの分」を求めたのはなぜですか 「ものみの塔」2003/11/1
エリヤ
その信仰に倣う: 不公正を目にしながらも耐え忍んだ人 「ものみの塔」2014/2/1
ひとりぼっちだと思うことがありますか 「お子さんを教えましょう」レッスン7
清い崇拝を擁護した人 「倣う」10章
神から慰めを得た人 「倣う」12章
その信仰に倣う: 神から慰められた人 「ものみの塔」2011/7/1
お子さんを教えましょう: 寂しさや不安を感じることがありますか 「ものみの塔」2011/4/1
その信仰に倣う: 見守り，待ち続けた人 「ものみの塔」2008/4/1
その信仰に倣う: 清い崇拝を擁護した人 「ものみの塔」2008/1/1
生き返ったふたりの少年 「聖書物語」68話
高齢の信仰の仲間を大切にしていますか 「ものみの塔」2003/9/1
エレミヤ
エレミヤはエホバについて話すのをやめなかった 「お子さんを教えましょう」レッスン9
エレミヤのように，目覚めていなさい 「ものみの塔」2011/3/15
「わたしはわたしの言葉をあなたの口に入れた」 「エレミヤ」1章
お子さんを教えましょう: エレミヤはやめてしまわなかった 「ものみの塔」2009/12/1
バルク ― エレミヤを支えた忠実な書記官 「ものみの塔」2006/8/15
エレミヤのように勇気を出しなさい 「ものみの塔」2004/5/1
おくすることのない人 「聖書物語」74話
王たち
それぞれの王の名前も参照
❐「新世界訳」付録
A6-A ユダとイスラエルの王と預言者たち（1）
A6-B ユダとイスラエルの王と預言者たち（2）
ガイオ
ガイオは兄弟たちを助けた 「ものみの塔」（研究用）2017/5
カイン
読者の質問: カインはどこから妻を得ましたか 「ものみの塔」2010/9/1
良い息子と悪い息子 「聖書物語」6話
別々の態度を育てた兄と弟 「ものみの塔」2002/1/15
カエサル
ご存じでしたか（§ 聖書の中で用いられている「カエサル」という名称にはどんな意味合いがあるでしょうか） 「ものみの塔」2011/7/1
『パウロは彼らと聖書から論じた』（囲み: カエサルと「使徒たちの活動」の書） 「徹底的な証し」17章
カナン人
カナン人との戦いを神が命じたのはなぜですか 「ものみの塔」2010/1/1
ガマリエル
『わたしたちは，自分たちの支配者として神に従わねばなりません』（囲み: ガマリエル ― ラビの間で重んじられた人） 「徹底的な証し」5章
カヤファ
まずアンナスの所へ，その後カヤファの所へ 「イエス」125章
イエスを罪に定めた大祭司 「ものみの塔」2006/1/15
ガリオ
「語りつづけなさい。黙っていてはいけない」（§「この都市にはわたしの民が大勢いる」） 「徹底的な証し」19章
宦官
ご存じでしたか（§ 聖書で言う「宦官」とは，どんな人のことでしょうか） 「ものみの塔」2015/1/1
神の言葉を愛した謙遜なアフリカ人 「ものみの塔」2005/4/1
ギデオン
「エホバの剣，ギデオンのもの！ 」 「ものみの塔」2005/7/15
ギデオンと300人の兵士 「聖書物語」52話
ギベオン人
かしこいギベオンの人々 「聖書物語」48話
キュロス
歴史のひとこま: キュロス大王 「目ざめよ！」2013/5
ゲハジ
お子さんを教えましょう: ゲハジは貪欲ゆえに落ちぶれた 「ものみの塔」2012/9/1
少女が勇士を助ける 「聖書物語」69話
献酌官
ご存じでしたか（§ 王の献酌官とはどんな人でしたか） 「ものみの塔」2010/7/1
コラ
あなたはエホバに知られていますか（§ 謙遜か高慢か） 「ものみの塔」2011/9/15
神の権威に忠節に服する 「ものみの塔」2002/8/1 8-13節
コルネリオ
『神は不公平な方ではない』 「徹底的な証し」9章
ペテロはコルネリオを訪ねる 「聖書物語」109話
ザアカイ
盲目の男性を癒やし，ザアカイを助ける 「イエス」99章
祭司たち
それぞれの祭司の名前も参照
ご存じでしたか（§ クリスチャン･ギリシャ語聖書に出てくる「祭司長たち」とは，だれのことでしょうか） 「ものみの塔」（一般用）2016 No. 1
❐「ものみの塔」2014/11/15
わたしたちが聖なる者でなければならないのはなぜか
すべての行状において聖なる者でなければならない
B5 幕屋と大祭司 「新世界訳」付録
サウル（王）
『従うことは犠牲に勝る』 「ものみの塔」2011/2/15
イスラエルの最初の王サウル 「聖書物語」56話
サマリア人
ご存じでしたか（§ イエスの時代，ユダヤ人とサマリア人が反目していたのはなぜですか） 「ものみの塔」2010/10/1
サムエル
サムエルは正しいことを行ない続けた 「お子さんを教えましょう」レッスン5
少年は「エホバのみもとで成長していった」 「倣う」7章
落胆させられても忍耐した人 「倣う」8章
その信仰に倣う: 落胆させられても耐え忍んだ人 「ものみの塔」2011/1/1
その信仰に倣う: 少年は「エホバのみもとで成長していった」 「ものみの塔」2010/10/1
お子さんを教えましょう: サムエルは正しいことを行ない続けた 「ものみの塔」2008/8/1
サムエル ― 真の崇拝を推し進めた人 「ものみの塔」2007/1/15
神に仕えた男の子 「聖書物語」55話
サムソン
サムソンはエホバの力によって勝利を得る 「ものみの塔」2005/3/15
読者からの質問: サムソンの時代，若いやぎを引き裂くのは一般的なことでしたか 「ものみの塔」2005/1/15
読者からの質問: サムソン（ナジル人）は，自分が打ち殺した者たちの死体にどうして触ることができたのでしょうか 「ものみの塔」2005/1/15
いちばん力のあった人 「聖書物語」54話
サラ
その信仰に倣う: 神から「王妃」と呼ばれた女性 「ものみの塔」（一般用）2017 No. 5
その信仰に倣う: 「容姿の美しい婦人」 「ものみの塔」（一般用）2017 No. 3
アブラハム ― 勇気の人（囲み: 敬虔な女性 深く愛された妻） 「ものみの塔」2012/1/1
アブラハムとサラ ― あなたもその信仰に倣えます 「ものみの塔」2004/5/15
ザレパテのやもめ
ザレパテのやもめは信仰を示して報われた 「ものみの塔」2014/2/15
3人のヘブライ人
バビロンに行った四人の若者 「聖書物語」75話
かれらは身をかがめなかった 「聖書物語」77話
使徒
12使徒を選ぶ 「イエス」34章
シメオン
約束されていた子 「イエス」6章
シモン（魔術師）
「イエスについての良いたより」を告げ知らせる（§『わたしにもその権威を与えてください』） 「徹底的な証し」7章
シャファン
シャファンとその家族のことをご存じですか 「ものみの塔」2002/12/15
親衛隊
親衛隊は証言を受ける 「ものみの塔」2013/2/15
神殿の指揮官
ご存じでしたか（§「神殿の指揮官」とはどんな人でしたか） 「ものみの塔」2009/10/1
ステファノ
ステファノ ―「慈しみと力に満ちた」人 「徹底的な証し」6章
ステファノは石打ちにされる 「聖書物語」107話
ゼウスの子ら
ご存じでしたか（§「ゼウスの子ら」とはだれのことですか[使徒 28:11]） 「ものみの塔」2009/3/1
ゼカリヤ（バプテスマを施す人ヨハネの父）
神からの2つの知らせ 「イエス」1章
ゼパニヤ
預言者たちを模範としなさい ― ゼパニヤ 「王国宣教」2014/7
ゼデキヤ
「末の日」に奉仕する 「エレミヤ」2章
セム
お子さんを教えましょう: セムは二つの世の悪を見た 「ものみの塔」2009/10/1
ソロモン
人生において真の成功を得る（§ ソロモンは人生において成功を得たか） 「ものみの塔」2012/12/15
模範とすべきですか，警告と考えるべきですか 「ものみの塔」2011/12/15
ソロモンは知恵をもって支配する 『聖書のメッセージ』セクション10
ご存じでしたか（§ ソロモン王はどれほど大量の金を所有していましたか） 「ものみの塔」2008/11/1
かしこい王ソロモン 「聖書物語」63話
ソロモンは神殿を建てる 「聖書物語」64話
ダビデとソロモンの時代のイスラエル 「良い地」
ダニエル
バビロンに行った四人の若者 「聖書物語」75話
ライオンの穴に入れられたダニエル 「聖書物語」79話
読者からの質問: 3人のヘブライ人たちが試みに遭っていた時，ダニエルはどこにいたのでしょうか 「ものみの塔」2001/8/1
ダビデ
❐「ものみの塔」（一般用）2016 No. 5
その信仰に倣う: 「戦いはエホバのもの」
ダビデとゴリアテの対決 本当にあったことですか
ダビデはこわがらなかった 「お子さんを教えましょう」レッスン6
「あなたのご意志を行なうことをわたしに教えてください」 「ものみの塔」2012/11/15
エホバの心にかなう人 「ものみの塔」2011/9/1
ダビデ王と音楽 「ものみの塔」2009/12/1
イスラエル人は王を求める 『聖書のメッセージ』セクション9
お子さんを教えましょう: ダビデは恐れなかった ― なぜ？ 「ものみの塔」2008/12/1
読者からの質問: 姦淫を犯したダビデとバテ･シバが死に処せられなかったのはなぜですか 「ものみの塔」2005/5/15
読者からの質問: ダビデと部下たちは神の律法を破っても処罰されませんでしたか（サム一 21:1-6） 「ものみの塔」2005/3/15
読者からの質問: ダビデは捕虜たちを残酷に扱ったのでしょうか（サム二 12:31。代一 20:3） 「ものみの塔」2005/2/15
神の霊に頼って生活上の変化に対処する 「ものみの塔」2004/4/1
神はダビデを選ばれる 「聖書物語」57話
ダビデとゴリアテ 「聖書物語」58話
ダビデがにげなければならなかった理由 「聖書物語」59話
アビガルとダビデ 「聖書物語」60話
ダビデは王位につく 「聖書物語」61話
ダビデの家に起きた問題 「聖書物語」62話
ダビデとソロモンの時代のイスラエル 「良い地」
読者からの質問: ダビデはエッサイの7番目の子それとも8番目の子ですか（代一 2:13-15。サム一 16:10，11） 「ものみの塔」2002/9/15
短剣を持った男たち
ご存じでしたか（§『短剣を持った男たち』とは，だれのことですか） 「ものみの塔」2010/3/1
ディナ
デナは問題におちいる 「聖書物語」20話
ティベリウス･カエサル
ご存じでしたか（§ ポンテオ･ピラトはカエサルを恐れていたと考えられますか） 「ものみの塔」2009/1/1
デボラ
その信仰に倣う: 「わたしはイスラエルで母として立ち上がった」 「ものみの塔」2015/8/1
ふたりの勇敢な婦人 「聖書物語」50話
デメテリオ
反対があっても「伸張し，また行き渡っていった」（§「少なからぬ騒乱が起こった」） 「徹底的な証し」20章
テモテ
その信仰に倣う: 「主にあってわたしの愛する忠実な子供」 「ものみの塔」2015/11/1
ご存じでしたか（§「使徒たちの活動」の書には，テモテの父親はギリシャ人だったと述べられています。これはテモテの父親がギリシャ生まれの人だったということでしょうか） 「ものみの塔」2015/11/1
テモテは人びとを助けたいと思った 「お子さんを教えましょう」レッスン13
あなたの進歩を明らかにしなさい 「ものみの塔」2009/12/15
「諸会衆を強めた」 「徹底的な証し」15章
お子さんを教えましょう: テモテ ― 奉仕のために用意のできた，意欲のある人 「ものみの塔」2008/4/1
若い皆さん，神の誉れとなる目標を追い求めましょう 「ものみの塔」2007/5/1
テモテ ― パウロの新しい助け手 「聖書物語」110話
ドルカス
お子さんを教えましょう: ドルカスが愛されたのはなぜですか 「ものみの塔」2011/8/1
会衆は『平和な時期に入った』（囲み: ドルカス ―『善行に富んでいた』人） 「徹底的な証し」8章
ナアマン
お子さんを教えましょう: 意地を張るのをやめて，言うことを聞いた人 「ものみの塔」2012/6/1
少女が勇士を助ける 「聖書物語」69話
ナオミ
「あなたの行かれる所にわたしも行き（ま）す」 「倣う」4章
その信仰に倣う: 『あなたの行かれる所にわたしも行きます』 「ものみの塔」2012/7/1
自分の前に絶えずエホバを置きなさい（§ いつもエホバを信頼する） 「ものみの塔」2008/2/15
ルツとナオミ 「聖書物語」51話
ナタン
ナタン ― 清い崇拝を忠節に擁護した人 「ものみの塔」2012/2/15
ナホム
預言者たちを模範としなさい ― ナホム 「王国宣教」2014/9
ナバル
エホバの祝福はあなたにも及びますか（§ ナバルは聴き従わなかった） 「ものみの塔」2001/9/15
ニコデモ
夜にニコデモを教える 「イエス」17章
ニコデモから学ぶ 「ものみの塔」2002/2/1
ネフィリム
地上の巨人たち 「聖書物語」8話
暴虐を働く者について神と同じ見方をしていますか 「ものみの塔」2000/4/15
ネヘミヤ
「善をもって悪を征服してゆきなさい」 「ものみの塔」2007/7/1
エルサレムの城へき 「聖書物語」83話
肉体のとげと闘った人々（§ ネヘミヤも試練と闘った） 「ものみの塔」2002/2/15
ノア
その信仰に倣う: 彼は「ほかの七人と共に安全に」守られた 「ものみの塔」2013/8/1
その信仰に倣う: 「まことの神と共に歩んだ」人 「ものみの塔」2013/4/1
「まことの神と共に歩んだ」人 「倣う」2章
ノアが神の恵みを得た理由 ― なぜ注目すべきですか 「ものみの塔」2008/6/1
わたしたちは神エホバの名によって歩みます 「ものみの塔」2005/9/1
ノアは箱船を造る 「聖書物語」9話
ノアの信仰は世を罪に定める 「ものみの塔」2001/11/15
パウロ（タルソスのサウロ）
次の本も参照:
「徹底的な証し」8，11-12，18-22，26-27章
権威者たちの前で良いたよりを擁護する 「ものみの塔」（研究用）2016/9
ご存じでしたか（§ 使徒パウロはローマの市民権をどのように利用しましたか） 「ものみの塔」2015/3/1
人生において真の成功を得る（§ 人生において真に成功を得た人） 「ものみの塔」2012/12/15
「教えることにもっぱら励みなさい」 「ものみの塔」2010/7/15
パウロの模範に倣って霊的に進歩する 「ものみの塔」2008/5/15
ご存じでしたか（§ サウロがパウロとして知られるようになったのはいつごろですか） 「ものみの塔」2008/3/1
「わたしたちは，自分たちの支配者として人間より神に従わねばなりません」: 『勇気を出して』徹底的な証しをする 「ものみの塔」2006/11/15
進歩的で順応性のある奉仕者になる 「ものみの塔」2005/12/1
読者からの質問: 『わたしはパリサイ人です』と述べたパウロは，クリスチャンの信仰において妥協したのでしょうか 「ものみの塔」2005/4/15
ダマスカスへの道で 「聖書物語」108話
難破して島につく 「聖書物語」112話
ローマにいるパウロ 「聖書物語」113話
迫害がアンティオキアでの増加のきっかけとなる（囲み: サウロの“知られざる歳月”） 「ものみの塔」2000/7/15
バテ･シバ
読者からの質問: 姦淫を犯したダビデとバテ･シバが死に処せられなかったのはなぜですか 「ものみの塔」2005/5/15
ハバクク
預言者たちを模範としなさい ハバクク 「王国宣教」2015/12
バラク
信仰によって，バラクは強大な軍勢を敗走させた 「ものみの塔」2003/11/15
バラバ
ご存じでしたか（§ バラバはどんな犯罪を犯したのでしょうか） 「ものみの塔」2011/4/1
バラム
ものを言ったろば 「聖書物語」42話
バルク
「自分のために大いなることを求め」てはならない 「エレミヤ」9章
エホバはわたしたちのために見守ってくださる 「ものみの塔」2008/10/15
バルク ― エレミヤを支えた忠実な書記官 「ものみの塔」2006/8/15
エホバは従順な人を祝福し，保護される（§ 従順によって救われた書記官） 「ものみの塔」2002/10/1
バルジライ
バルジライ ― 自分の限界を知っていた人 「ものみの塔」2007/7/15
バルナバ
「喜びと聖霊とに満たされていた」（囲み: バルナバ ―「慰めの子」） 「徹底的な証し」11章
『エホバの権威のもとに大胆に語る』 「徹底的な証し」12章
ハンナ
神に心を打ち明けて祈った女性 「倣う」6章
その信仰に倣う: 神に心を打ち明けて祈った女性 「ものみの塔」2010/7/1
ハンナはこうして平和を見いだした 「ものみの塔」2007/3/15
エホバの祝福はあなたにも及びますか（§ ハンナの試練と祝福） 「ものみの塔」2001/9/15
ヒゼキヤ
❐「ものみの塔」（研究用）2017/3
全き心でエホバに仕えなさい！
書かれている事柄から教訓を学びますか
七人の牧者，八人の君侯 ― 今日のわたしたちにとってどんな意味があるか 「ものみの塔」2013/11/15
お子さんを教えましょう: 「彼はエホバに付き従っていた」 「ものみの塔」2012/3/1
「自分の理解に頼ってはならない」（§ 苦難にあるとき） 「ものみの塔」2011/11/15
神はヒゼキヤ王を助ける 「聖書物語」72話
ピネハス
難しい状況が生じたとき，ピネハスに倣いますか 「ものみの塔」2011/9/15
クリスチャンはねたみを抱くべきですか（§ ミリアムとピネハス） 「ものみの塔」2002/10/15
フィリポ（福音宣明者）
「イエスについての良いたより」を告げ知らせる（囲み: 「福音宣明者」フィリポ） 「徹底的な証し」7章
『福音宣明者の業を行ないなさい』（§ 昔の熱心な福音宣明者たち） 「ものみの塔」2004/3/15
フェリクス
「勇気を出しなさい！」（囲み: フェリクス ― ユダヤの行政長官） 「徹底的な証し」24章
プリスキラ
次の項を参照: 聖書 ➤ 聖書の登場人物 ➤ アクラとプリスキラ
ペテロ
ペトロは初代の教皇でしたか 「ものみの塔」2015/12/1
恐れや疑いと闘った人 「倣う」21章
試みに遭っても忠節だった人 「倣う」22章
主イエスから許すことの大切さを学んだ人 「倣う」23章
その信仰に倣う: 主イエスから許すことの大切さを学んだ人 「ものみの塔」2010/4/1
その信仰に倣う: 試練に遭っても忠節だった人 「ものみの塔」2010/1/1
その信仰に倣う: 疑いや恐れと闘った人 「ものみの塔」2009/10/1
「無学な普通の人」（囲み: ペテロ ― 漁師から活動的な使徒へ） 「徹底的な証し」4章
「イエスについての良いたより」を告げ知らせる（囲み: ペテロは「王国のかぎ」を用いる） 「徹底的な証し」7章
『神は不公平な方ではない』 「徹底的な証し」9章
『エホバの言葉は盛んになっていった』 「徹底的な証し」10章
人々が残した名（§ ペテロはどんな記録を残したか） 「ものみの塔」2003/8/15
ベレアの人々
『パウロは彼らと聖書から論じた』（§「気持ちがおおらかであった」） 「徹底的な証し」17章
ヘロデ･アグリッパ1世
『エホバの言葉は盛んになっていった』（囲み: 王ヘロデ･アグリッパ1世） 「徹底的な証し」10章
ヘロデ･アグリッパ2世
「わたしはカエサルに上訴します！」（囲み: 王ヘロデ･アグリッパ2世） 「徹底的な証し」25章
ヘロデ大王
邪悪な支配者から逃げる 「イエス」8章
「王ヘロデの時代に」 「ものみの塔」2009/12/1
ヘロデ大王 ― 優れた建築家 「目ざめよ！」2009/9
ボアズ
ボアズとルツの異例の結婚 「ものみの塔」2003/4/15
エホバの祝福はあなたにも及びますか（§ ボアズは神に聴き従った） 「ものみの塔」2001/9/15
ホセア
預言者たちを模範としなさい ― ホセア 「王国宣教」2013/11
❐「ものみの塔」2005/11/15
ホセアの預言 ― 神と共に歩む助け
神と共に歩んで良いものを刈り取る
ポルキオ･フェスト
「わたしはカエサルに上訴します！」（囲み: ローマの行政長官ポルキオ･フェスト） 「徹底的な証し」25章
ポンテオ･ピラト
読者からの質問: ポンテオ･ピラトの存在を裏付ける資料が聖書以外にありますか 「ものみの塔」2015/2/15
サンヘドリンでの裁判の後，ピラトの所へ連れていかれる 「イエス」127章
ご存じでしたか（§ ポンテオ･ピラトはカエサルを恐れていたと考えられますか） 「ものみの塔」2009/1/1
ご存じでしたか（§ ピラトは，イエスが「自分を神の子とした」と聞いた時，なぜ怖くなったのでしょうか） 「ものみの塔」2008/6/1
ポンテオ･ピラト ― どんな人物でしたか 「ものみの塔」2005/9/15
マギ（占星術者たち）
ご存じでしたか（§ 幼子イエスのもとにやって来た“博士たち”は，どこのだれだったのでしょうか） 「ものみの塔」2010/12/1
マタイ
マタイが加わる 「イエス」27章
マッテヤ
『あなた方はわたしの証人となるでしょう』（§『どちらの者を選んでおられるのか明らかにお示しください』） 「徹底的な証し」2章
マリア（イエスの母）
結婚していないのに妊娠しているマリア 「イエス」4章
その信仰に倣う: 悲痛な事態を耐え抜いた女性 「ものみの塔」2014/5/1
「ご覧ください，エホバの奴隷女でございます！ 」 「倣う」17章
彼女は「心の中であれこれと結論を下し」た 「倣う」18章
偽りの教え5: マリアは神の母である 「ものみの塔」2009/11/1
❐「ものみの塔」2009/1/1
マリアからどんなことを学べますか
神の目的におけるマリアの役割
その信仰に倣う: 彼女は『心の中であれこれと結論を下していった』 「ものみの塔」2008/10/1
その信仰に倣う: 「ご覧ください，エホバの奴隷女でございます！ 」 「ものみの塔」2008/7/1
読者からの質問: イエスが自分の母親に呼びかけて述べた言葉は，敬意に欠けたものでしたか（ヨハ 2:4） 「ものみの塔」2006/12/1
み使いがマリアに現われる 「聖書物語」84話
イエスの地上の家族から学べること（§ マリア ― 神の利他的な僕） 「ものみの塔」2003/12/15
マリア（ラザロの姉妹）
ベタニヤのシモンの家で食事をする 「イエス」101章
マルコ（ヨハネ･マルコ）
マルコ ―『奉仕のために助けになる』 「ものみの塔」2010/3/15
「諸会衆を強めた」（囲み: マルコは多くの特権にあずかる） 「徹底的な証し」15章
お子さんを教えましょう: マルコはやめてしまわなかった 「ものみの塔」2008/2/1
マルタ
もてなしと祈りについての教え 「イエス」74章
「信じてまいりました」 「倣う」20章
その信仰に倣う: 『わたしは信じてまいりました』 「ものみの塔」2011/4/1
ミカ
預言者たちを模範としなさい ― ミカ 「王国宣教」2014/1
ミリアム
神に近づく: エホバは柔和な人を高く評価される 「ものみの塔」2009/8/1
メピボセテ
病気のために喜びを失わないようにしましょう 「ものみの塔」2011/12/15
お子さんを教えましょう: 仲間外れにされているように感じたことがありますか 「ものみの塔」2011/6/1
肉体のとげと闘った人々（§ メピボセテを苦しめたとげ） 「ものみの塔」2002/2/15
モーセ
❐「ものみの塔」2014/4/15
モーセの信仰に倣いましょう
「見えない方」を見ていますか
❐「ものみの塔」2013/2/1
モーセとは？
モーセ その信仰
モーセ その謙遜さ
モーセ その愛
読者からの質問: アロンの息子たちに対してモーセが怒ったのはなぜですか（レビ 10:16-20） 「ものみの塔」2011/2/15
神に近づく: 正しいことを固く守る裁き主 「ものみの塔」2009/9/1
❐「目ざめよ！」2004/4/8
攻撃されるモーセ
モーセ ― その生涯があなたに及ぼす影響
赤ちゃんのモーセはこうして救われた 「聖書物語」28話
モーセはなぜにげたのか 「聖書物語」29話
燃えるしば 「聖書物語」30話
モーセとアロンはファラオと会う 「聖書物語」31話
エホバは律法をおあたえになる 「聖書物語」35話
モーセは岩を打つ 「聖書物語」40話
エジプトの宝に勝るもの 「ものみの塔」2002/6/15
モルデカイ
モルデカイとエステル 「聖書物語」82話
ヤエル
その信仰に倣う: 「わたしはイスラエルで母として立ち上がった」 「ものみの塔」2015/8/1
ふたりの勇敢な婦人 「聖書物語」50話
ヤコブ
読者からの質問: 聖書時代，長子の権利がなければ，メシアを生み出す家系の者にはなれませんでしたか 「ものみの塔」（研究用）2017/12
読者からの質問: ヤコブがエサウのふりをしたのは間違ったことでしたか（創 27:18，19） 「ものみの塔」2007/10/1
性質のちがったふた子 「聖書物語」17話
ヤコブはハランへ行く 「聖書物語」18話
ヤコブは大きな家族を持つ 「聖書物語」19話
ヤコブは霊的な物事の価値を重んじた 「ものみの塔」2003/10/15
族長たちの世界 「良い地」
ヤコブ（イエスの兄弟）
ご存じでしたか（§ ギリシャ語聖書に出てくるヤコブは，どんな人たちですか） 「ものみの塔」2009/9/1
「全員一致のもとに」（囲み: ヤコブ ―「主の兄弟」） 「徹底的な証し」14章
ヤコブ（ゼベダイの息子）
お子さんを教えましょう: 「雷の子ら」と呼ばれた二人 「ものみの塔」2011/12/1
ご存じでしたか（§ ギリシャ語聖書に出てくるヤコブは，どんな人たちですか） 「ものみの塔」2009/9/1
ヤベツ
神に近づく: 「祈りを聞かれる方」 「ものみの塔」2010/10/1
ユダ･イスカリオテ
キリストは裏切られ逮捕される 「イエス」124章
読者からの質問: 高価な油がイエスに注がれたことについて不満を述べたのは，複数の使徒たちでしたか 「ものみの塔」2000/4/15
ユダヤ主義者
『少なからぬ争論が起きた』（囲み: ユダヤ主義者の教え） 「徹底的な証し」13章
ユダヤ人の宗教指導者たち
次の本も参照:
「イエス」29-32，42，71，76，106-109，125，127章
「パリサイ人たちのパン種に気を付けなさい」 「ものみの塔」2012/5/15
ご存じでしたか（§ イエスの時代のユダヤ人の宗教指導者たちは，一般の人々をどう見ていたでしょうか） 「ものみの塔」2011/7/1
ご存じでしたか（§ 書士とパリサイ人が「聖句入れ」を身に着けたのはなぜですか） 「ものみの塔」2010/5/1
ご存じでしたか（§ 書士とパリサイ人たちが「白く塗った墓」に似ていたのはなぜですか） 「ものみの塔」2009/11/1
ご存じでしたか（§ 書士たちはどんな人々でしたか） 「ものみの塔」2009/8/1
「わたしの弁明を聞いてください」（囲み: サドカイ人とパリサイ人） 「徹底的な証し」23章
「わたしから学びなさい」 「ものみの塔」2001/12/15
ハスモン家とその遺物 「ものみの塔」2001/6/15
ユテコ
ねむりこんだ少年 「聖書物語」111話
ヨエル
預言者たちを模範としなさい ― ヨエル 「王国宣教」2013/7
預言者たち
それぞれの預言者の名前も参照
預言者たちの精神に倣いましょう 「ものみの塔」（研究用）2016/3
❐「新世界訳」付録
A6-A ユダとイスラエルの王と預言者たち（1）
A6-B ユダとイスラエルの王と預言者たち（2）
わたしたちに関係する音信を伝えた預言者たち 「エホバの日」2章
預言者の子ら
ご存じでしたか（§「預言者の子ら」とはだれのことでしたか） 「ものみの塔」2012/10/1
ヨシヤ
❐「ものみの塔」（研究用）2017/3
全き心でエホバに仕えなさい！
書かれている事柄から教訓を学びますか
ヨシヤには良い友達がいた 「お子さんを教えましょう」レッスン8
「末の日」に奉仕する 「エレミヤ」2章
エホバの家に対する熱心さを示しなさい（§ 指示にすぐこたえ応じる） 「ものみの塔」2009/6/15
お子さんを教えましょう: ヨシヤは正しいことをしようと決心し，そのとおりにした 「ものみの塔」2009/2/1
イスラエルの最後の良い王 「聖書物語」73話
生い立ちは成功を阻むものではない 「ものみの塔」2001/4/15
謙遜なヨシヤはエホバの恵みを得る 「ものみの塔」2000/9/15
ヨシュア
勇気を出しなさい ― エホバが共におられます！ 「ものみの塔」2013/1/15
あなたはエホバの愛ある導きに従いますか（§「群衆」に従ってはならない） 「ものみの塔」2011/7/15
若いときに，エホバに仕える道を選びなさい（§ エホバに仕えるのは正しいこと） 「ものみの塔」2008/5/15
ヨシュアは指導者になる 「聖書物語」43話
太陽が止まる 「聖書物語」49話
ヨシュアは忘れなかった 「ものみの塔」2002/12/1
ヨセフ（アリマタヤの）
アリマタヤのヨセフ 勇気を奮い起こした人 「ものみの塔」（研究用）2017/10
ヨセフ（イエスの養父）
ご存じでしたか（§ ヨセフの父はだれだったでしょうか） 「ものみの塔」（一般用）2016 No. 3
結婚していないのに妊娠しているマリア 「イエス」4章
守り，養い，務めを果たした人 「倣う」19章
その信仰に倣う: 守り，養い，務めを果たした人 「ものみの塔」2012/4/1
ご存じでしたか（§ ヨセフが，婚約していたにすぎないマリアと離婚しようとしたのはなぜですか） 「ものみの塔」2009/12/1
イエスの地上の家族から学べること（§ ヨセフ ― 義にかなった人） 「ものみの塔」2003/12/15
ヨセフ（ヤコブの息子）
その信仰に倣う: 「わたしが神の地位にでもいるのでしょうか」 「ものみの塔」2015/5/1
その信仰に倣う: 「解き明かしは神によるのではありませんか」 「ものみの塔」2015/2/1
その信仰に倣う: 『どうしてこの大きな悪行を犯すことなどできるでしょうか』 「ものみの塔」2014/11/1
その信仰に倣う: 「この夢についてどうぞ聴いてください」 「ものみの塔」2014/8/1
『わたしはあなたの諭しに愛着を感じます』（§ 貞潔さを保つ） 「ものみの塔」2006/6/15
あなたの生活は境遇に支配されていますか（§ 深刻な事態に直面する） 「ものみの塔」2004/6/1
ヨセフは兄弟たちからにくまれる 「聖書物語」21話
ヨセフはろう屋に入れられる 「聖書物語」22話
ファラオのゆめ 「聖書物語」23話
ヨセフは兄たちをためす 「聖書物語」24話
一家はエジプトへ移る 「聖書物語」25話
若い皆さん，エホバにふさわしく歩んでください（§『エホバはヨセフと共におられた』） 「ものみの塔」2003/10/15
ヨタム
お子さんを教えましょう: ヨタムは家族に問題が生じても忠実を保った 「ものみの塔」2012/12/1
ヨナ
預言者たちを模範としなさい ― ヨナ 「王国宣教」2013/4
自分の間違いから学んだ人 「倣う」13章
憐れみに関する教訓を学んだ人 「倣う」14章
その信仰に倣う: 憐れみに関する教訓を学んだ人 「ものみの塔」2009/4/1
その信仰に倣う: 自分の犯した間違いから学んだ人 「ものみの塔」2009/1/1
ヨナと大きな魚 「聖書物語」70話
エホバがご覧になるとおりに人々を見る（§ ヨナに対する偏りのない見方） 「ものみの塔」2003/3/15
ヨナタン
エホバへの忠節を示しなさい 「ものみの塔」（研究用）2016/2
神の愛する人たちを愛する（§ 聖書中の例から学ぶ） 「神の愛」3章
ヨナタン ―『彼は神と共に働いた』 「ものみの塔」2007/9/15
ヨハネ（使徒）
お子さんを教えましょう: 「雷の子ら」と呼ばれた二人 「ものみの塔」2011/12/1
「無学な普通の人」（囲み: ヨハネ ― イエスが愛した弟子） 「徹底的な証し」4章
ヨハネ（バプテスマを施す人）
ヨハネはイエスにバプテスマをほどこす 「聖書物語」88話
バプテストのヨハネは道を整える 「イエス」11章
ヨハンナ
ヨハンナから学べること 「ものみの塔」2015/8/15
ヨブ
ヨブはエホバの名を尊んだ 「ものみの塔」2009/4/15
ヨブは忠誠を保つ 『聖書のメッセージ』セクション6
❐「ものみの塔」2006/8/15
ヨブ ― 忍耐と忠誠の人
『あなた方はヨブの忍耐について聞きました』
神に忠実なヨブ 「聖書物語」26話
どうすれば神に喜んでいただけますか 「教え手」40章
読者からの質問: ヨブはどれほどの期間，苦しみを受けたのでしょうか 「ものみの塔」2001/8/15
ラケル
読者からの質問: ラケルはその子らのことで泣いている，というエレミヤの言葉には，どんな意味がありますか 「ものみの塔」2014/12/15
苦しみの多い人生 ―『イスラエルの家を築いた』姉と妹 「ものみの塔」2007/10/1
ラザロ
ラザロの復活 「イエス」91章
ラハブ
ラハブはエホバを信じていた 「お子さんを教えましょう」レッスン3
その信仰に倣う: 「業によって義と宣せられた」女性 「ものみの塔」2013/11/1
お子さんを教えましょう: ラハブは聞いた事柄に基づいて行動した 「ものみの塔」2009/8/1
ラハブはスパイをかくまう 「聖書物語」44話
リベカ
その信仰に倣う: 「参りたいと思います」 「ものみの塔」（一般用）2016 No. 3
リベカはエホバを喜ばせたいと思った 「お子さんを教えましょう」レッスン2
お子さんを教えましょう: リベカはエホバの喜ばれることを進んで行なった 「ものみの塔」2010/2/1
リベカ ― 行動力のある敬虔な女性 「ものみの塔」2004/4/15
ルカ
『マケドニアへ渡って来てください』（囲み: ルカ ―「使徒たちの活動」の筆者） 「徹底的な証し」16章
ルカ ― 愛する同労者 「ものみの塔」2007/11/15
ルツ
「あなたの行かれる所にわたしも行き（ま）す」 「倣う」4章
「優れた婦人」 「倣う」5章
その信仰に倣う: 「優れた婦人」 「ものみの塔」2012/10/1
その信仰に倣う: 『あなたの行かれる所にわたしも行きます』 「ものみの塔」2012/7/1
ルツとナオミ 「聖書物語」51話
ボアズとルツの異例の結婚 「ものみの塔」2003/4/15
ルデア
『マケドニアへ渡って来てください』（囲み: ルデア ― 紫布を売る人） 「徹底的な証し」16章
「彼女はわたしたちを強いて連れて行った」 「ものみの塔」2007/3/15
レア
苦しみの多い人生 ―『イスラエルの家を築いた』姉と妹 「ものみの塔」2007/10/1
レビ人
読者からの質問: どうしてレビ人ハナムエルは畑を売ることができたのでしょうか（エレ 32:7） 「ものみの塔」2004/3/1
神の権威に忠節に服する 「ものみの塔」2002/8/1 6-7節
ロトの妻
「後ろのもの」を見てはなりません 「ものみの塔」2012/3/15
ふり返ったロトの妻 「聖書物語」15話
聖書時代の生活
ご存じでしたか（§ ヨセフがファラオに会う前に毛をそったのはなぜでしょうか） 「ものみの塔」2015/11/1
ご存じでしたか（§「使徒たちの活動」の書には，テモテの父親はギリシャ人だったと述べられています。これはテモテの父親がギリシャ生まれの人だったということでしょうか） 「ものみの塔」2015/11/1
ご存じでしたか（§「懐の位置」という表現は何を指していますか） 「ものみの塔」2015/7/1
ご存じでしたか（§ 聖書時代，故意に衣を引き裂くことにはどんな意味がありましたか） 「ものみの塔」2014/4/15
B15 ヘブライ人の暦 「新世界訳」付録
ご存じでしたか（§ 1世紀のユダヤ人は，夜間の時刻をどのようにして知ったのでしょうか） 「ものみの塔」2011/8/1
ご存じでしたか（§ 聖書では，一日の様々な時間帯がどう呼ばれていますか） 「ものみの塔」2011/5/1
ご存じでしたか（§ 聖書によく出てくる都市の門はどんな所でしたか） 「ものみの塔」2010/6/1
ご存じでしたか（§ 長男が持つ長子の権には，どんな権利と責任が伴いましたか） 「ものみの塔」2010/5/1
ご存じでしたか（§ 人が油そそがれるとは，どういう意味ですか） 「ものみの塔」2009/8/1
ご存じでしたか（§ なぜイエスは使徒たちの足を洗ったのですか） 「ものみの塔」2009/1/1
家
ご存じでしたか（§ 欄干にはどんな目的がありましたか） 「ものみの塔」2013/4/1
ご存じでしたか（§ アブラムはどんな家に住んでいたでしょうか） 「ものみの塔」2011/1/1
1世紀のクリスチャンの生活と当時の社会: どんな家に住んでいたか 「ものみの塔」2010/1/1
結婚
ご存じでしたか（§ ユダヤ教の宗教指導者たちは，どんな根拠で離婚を許可しましたか） 「ものみの塔」（一般用）2016 No. 4
ご存じでしたか（§ レビレート婚とは何ですか） 「ものみの塔」2011/3/1
ご存じでしたか（§ ヨセフが，婚約していたにすぎないマリアと離婚しようとしたのはなぜですか） 「ものみの塔」2009/12/1
ご存じでしたか（§「離婚証書」とはどういうものでしたか） 「ものみの塔」2008/9/1
読者からの質問: 律法下で，人が性的機能の自然な働きによって汚れた者になったのはなぜですか 「ものみの塔」2006/6/1
読者からの質問: イスラエル人の男性が異国の女性と結婚することを許されたのはなぜですか（申 7:1-3; 21:10，11） 「ものみの塔」2004/9/15
食べ物と飲み物
ご存じでしたか（§ 古代には魚の保存にどんな方法が用いられていたでしょうか） 「ものみの塔」2014/7/1
命のパンを味わったことがありますか 「ものみの塔」2014/6/1
ご存じでしたか（§ イエスは塩が塩けを失うと言いましたが，間違っていたのでしょうか） 「ものみの塔」2012/12/1
ご存じでしたか（§ 聖書時代，ぶどう酒が薬として用いられたのはなぜでしょうか） 「ものみの塔」2012/8/1
ご存じでしたか（§ イスラエル人は，水を確保するために何をしていたでしょうか） 「ものみの塔」2011/1/1
ご存じでしたか（§ コリント人への第一の手紙で，偶像に犠牲としてささげられた肉について論じられているのはなぜですか） 「ものみの塔」2010/10/1
ご存じでしたか（§ イエスが「新しいぶどう酒を古い皮袋に入れる人はだれもいません」と述べたのは，なぜですか） 「ものみの塔」2010/3/1
ご存じでしたか（§ 聖書時代にはどんなお酒が造られていましたか） 「ものみの塔」2010/2/1
ご存じでしたか（§ バプテスマを施す人ヨハネの時代に，イナゴは一般的な食物でしたか [マタ 3:4]） 「ものみの塔」2009/10/1
金銭
❐「新世界訳」付録
B14-A 度量衡と貨幣
B14-B 通貨と重量
ご存じでしたか（§ イエスがドラクマ硬貨に関するたとえ話をした当時，それをなくすと，どんなことになりましたか） 「ものみの塔」2012/12/1
ご存じでしたか（§ 古代イスラエルでの売り買いはどのように行なわれていたでしょうか） 「ものみの塔」2012/9/1
ご存じでしたか（§ 1世紀に収税人がユダヤ人からさげすまれていたのはなぜでしょうか） 「ものみの塔」2012/3/1
聖書時代の生活 ― お金 「ものみの塔」2011/5/1
ご存じでしたか（§ イエスの例えに出てくる「銀行家」はどんな人で，どんな働きをしていましたか） 「ものみの塔」2008/12/1
ご存じでしたか（§ ユダに銀30枚が提示されたのはなぜですか） 「ものみの塔」2008/9/1
ご存じでしたか（§ やもめの2枚の硬貨にはどれほどの価値がありましたか） 「ものみの塔」2008/3/1
ご存じでしたか（§ イエスが1枚の硬貨で神殿税を払ったのはなぜですか） 「ものみの塔」2008/2/1
仕事
ご存じでしたか（§ 使徒パウロはどんな天幕を作ったのでしょうか） 「ものみの塔」2012/11/1
1世紀のクリスチャンの生活と当時の社会: 『家事にいそしむ』 「ものみの塔」2010/2/1
ご存じでしたか（§ 古代イスラエルに養蜂家はいましたか） 「ものみの塔」2009/7/1
農業
ご存じでしたか（§ 古代に，他の人の畑に雑草をまき足す，ということが実際にありましたか） 「ものみの塔」（研究用）2016/10
ご存じでしたか（§ 聖書時代の羊飼いはどのような報酬を得ていましたか） 「ものみの塔」2015/3/1
ご存じでしたか（§ 聖書時代の羊飼いは羊とやぎとをなぜ分けたのでしょうか） 「ものみの塔」2015/1/1
聖書時代の生活 ― 牧畜 「ものみの塔」2012/11/1
聖書時代の生活 ― 農作業 「ものみの塔」2012/5/1
ご存じでしたか（§ 聖書時代，オリーブの木が貴ばれていたのはなぜでしょうか） 「ものみの塔」2011/10/1
ご存じでしたか（§“落ち穂拾い”とはどのようなもので，だれが益を受けたのでしょうか） 「ものみの塔」2011/2/1
読者からの質問: だれが大麦の初穂を収穫したのでしょうか 「ものみの塔」2007/7/15
「良い地」の1年 「ものみの塔」2007/6/15
各々自分のいちじくの木の下に座る 「ものみの塔」2003/5/15
神の家の生い茂ったオリーブの木 「ものみの塔」2000/5/15
漁業
聖書時代の生活 ― 漁業 「ものみの塔」2012/8/1
ガリラヤの海での漁業 「ものみの塔」2009/10/1
ガリラヤの舟 ― 聖書時代の遺産 「目ざめよ！」2006/8
大工
1世紀のクリスチャンの生活と当時の社会: 「大工」 「ものみの塔」2010/8/1
ご存じでしたか（§ イエスは大工としてどんな仕事をしたでしょうか） 「ものみの塔」2008/12/1
旅
ご存じでしたか（§ 航海を延期するようにという，使徒パウロの勧めは賢明なものでしたか） 「ものみの塔」（一般用）2017 No. 5
1世紀のクリスチャンの生活と当時の社会: 地の最も遠い所にまで旅をする 「ものみの塔」2010/11/1
ご存じでしたか（§ パウロの時代，一年の特定の時期に船旅をすることが危険だったのはなぜですか） 「ものみの塔」2010/2/1
ご存じでしたか（§ 使徒パウロは，初めてローマへ旅した時，どんな道を通りましたか） 「ものみの塔」2010/1/1
「喜びと聖霊とに満たされていた」（囲み: 陸路の旅） 「徹底的な証し」11章
葬式と埋葬
ご存じでしたか（§ 1世紀のユダヤ人は，死人を埋葬する際にどんな準備をしたでしょうか） 「ものみの塔」2013/3/1
ご存じでしたか（§ イエスの時代の葬式ではフルートが演奏されたのでしょうか） 「ものみの塔」2012/2/1
種々の物品
ご存じでしたか（§ 古代の人々はどのようにして火を運びましたか） 「ものみの塔」（研究用）2017/1
ご存じでしたか（§ 聖書時代には，どんな布地や染料があったでしょうか） 「ものみの塔」（一般用）2016 No. 3
ご存じでしたか（§ 聖書時代の巻き物は，どのように作られ，どのように使われたでしょうか） 「ものみの塔」（一般用）2016 No. 1
ご存じでしたか（§ 古代において，手臼はどのように使われていましたか） 「ものみの塔」2015/7/1
ご存じでしたか（§ 聖書時代の鏡は，今日の鏡とどのように異なっていたでしょうか） 「ものみの塔」2015/4/1
王にふさわしい贈り物 「ものみの塔」2015/3/1
ご存じでしたか（§ 古代には，どのようにして船に防水処置を施したでしょうか） 「ものみの塔」2014/7/1
ご存じでしたか（§ 古代の戦闘において石投げ器はどのように使われたでしょうか） 「ものみの塔」2014/5/1
ご存じでしたか（§ 古代のフェニキアが紫の染料で有名だったのはなぜでしょうか） 「ものみの塔」2014/4/1
ご存じでしたか（§ 聖書時代に使われていた「じん香」とは何でしょうか） 「ものみの塔」2014/2/1
『その山々からは銅を掘り取ることができる』 「ものみの塔」2013/12/1
聖書時代における化粧 「ものみの塔」2012/12/1
ご存じでしたか（§ 聖書時代には，どんなペンとインクが使われたのでしょうか） 「ものみの塔」2012/11/1
ご存じでしたか（§ 聖書時代，手紙はどのようにして送り届けられたでしょうか） 「ものみの塔」2012/9/1
ご存じでしたか（§ 聖書時代にはどんな“紙”が入手可能だったのでしょうか） 「ものみの塔」2012/7/1
ご存じでしたか（§ 聖書時代の人々が歴青をモルタルとして使ったのはなぜでしょうか） 「ものみの塔」2012/7/1
聖書時代の色と布 「ものみの塔」2012/3/1
聖書時代の生活 ― 音楽を演奏した人たちとその楽器 「ものみの塔」2012/2/1
ご存じでしたか（§ 古代エジプトで煉瓦が作られていたという，どんな証拠があるでしょうか） 「ものみの塔」2012/1/1
ご存じでしたか（§ 出エジプト記に出てくる「えんじむし緋色の物」とは何でしょうか） 「ものみの塔」2011/12/1
ご存じでしたか（§ 封泥に見られる人名を聖書中の人名と対照すると，何が分かりますか） 「ものみの塔」2011/5/1
ご存じでしたか（§ 書士とパリサイ人が「聖句入れ」を身に着けたのはなぜですか） 「ものみの塔」2010/5/1
ご存じでしたか（§ ルカ 1章63節で言及されている書き板は，どのようなものでしたか） 「ものみの塔」2010/1/1
ご存じでしたか（§ マリアの注いだ香油が非常に高価なものだったのはなぜですか） 「ものみの塔」2008/5/1
ご存じでしたか（§ 巻き物を読むのが手間のかかることだったのはなぜですか） 「ものみの塔」2008/4/1
ユダヤ人の宗教
ご存じでしたか（§ 誓いをすることをイエスがとがめたのはなぜですか） 「ものみの塔」（研究用）2017/10
読者からの質問: イエスの敵対者たちが，手を洗うことを問題にしたのはなぜですか 「ものみの塔」（研究用）2016/8
ご存じでしたか（§ クリスチャン･ギリシャ語聖書に出てくる「祭司長たち」とは，だれのことでしょうか） 「ものみの塔」（一般用）2016 No. 1
神がイスラエルに与えた律法は公正なものでしたか 「ものみの塔」2014/9/1
B5 幕屋と大祭司 「新世界訳」付録
ご存じでしたか（§ 大祭司の胸掛けにはめ込まれた宝石は，どこから得たものでしょうか） 「ものみの塔」2012/8/1
会堂 ― イエスや弟子たちはそこで宣べ伝えた 「ものみの塔」2010/4/1
ご存じでしたか（§ ウリムとトンミムとは何でしたか） 「ものみの塔」2009/6/1
「無学な普通の人」（囲み: 大祭司と祭司長たち） 「徹底的な証し」4章
『わたしたちは，自分たちの支配者として神に従わねばなりません』（囲み: サンヘドリン ― ユダヤ人の高等法廷） 「徹底的な証し」5章
ご存じでしたか（§ ユダヤ人の安息日が夕方に始まったのはなぜですか） 「ものみの塔」2008/10/1
ご存じでしたか（§「安息日の道のり」とは何ですか） 「ものみの塔」2008/10/1
ローマの支配
ご存じでしたか（§ 西暦1世紀のユダヤにおいて，ローマはユダヤ人の指導者たちにどれほどの自由を与えていましたか） 「ものみの塔」（研究用）2016/10
権威者たちの前で良いたよりを擁護する 「ものみの塔」（研究用）2016/9
ご存じでしたか（§ ローマ軍の百人隊長はどんな役割を果たしていたでしょうか） 「ものみの塔」2015/4/1
ご存じでしたか（§ 使徒パウロはローマの市民権をどのように利用しましたか） 「ものみの塔」2015/3/1
諸国民は「エホバの教え」を知るために整えられる 「ものみの塔」2015/2/15
ご存じでしたか（§ ローマ世界の奴隷たちはどんな境遇にあったでしょうか） 「ものみの塔」2014/4/1
ご存じでしたか（§ イエスはどういう意味で，2マイル行きなさい，と言ったのでしょうか） 「ものみの塔」2012/4/1
ご存じでしたか（§ パウロが述べた「凱旋行列」にはどんな意味がありましたか） 「ものみの塔」2010/8/1
ご存じでしたか（§ イエスがベツレヘムで生まれるきっかけとなった人口調査は，どのようなものでしたか） 「ものみの塔」2009/12/1
「わたしの弁明を聞いてください」（囲み: ローマ法とローマ市民） 「徹底的な証し」23章
犯罪と処罰
ご存じでしたか（§ 犯罪者を処刑することに，脚を折ることも含まれていたのは，なぜでしょうか） 「ものみの塔」2014/5/1
読者からの質問: イスラエル人は犯罪者を杭に掛けて処刑しましたか 「ものみの塔」2013/5/15
ご存じでしたか（§ どんな犯罪を犯した者に対して，イエスと同じような処刑方法が用いられたでしょうか） 「ものみの塔」2011/4/1
目立った点
創世記
B2 創世記と族長たちの世界 「新世界訳」付録
エホバの言葉は生きている: 創世記の目立った点 ― 1 「ものみの塔」2004/1/1
エホバの言葉は生きている: 創世記の目立った点 ― 2 「ものみの塔」2004/1/15
出エジプト記
B3 エジプトからの脱出 「新世界訳」付録
エホバの言葉は生きている: 出エジプト記の目立った点 「ものみの塔」2004/3/15
レビ記
読者からの質問: レビ記 25章にある，ヨベルの年に関する取り決めは何を予表していますか 「ものみの塔」2004/7/15
エホバの言葉は生きている: レビ記の目立った点 「ものみの塔」2004/5/15
民数記
エホバの言葉は生きている: 民数記の目立った点 「ものみの塔」2004/8/1
申命記
エホバの言葉は生きている: 申命記の目立った点 「ものみの塔」2004/9/15
ヨシュア
エホバの言葉は生きている: ヨシュア記の目立った点 「ものみの塔」2004/12/1
裁き人
エホバの言葉は生きている: 「裁き人の書」の目立った点 「ものみの塔」2005/1/15
10-12章
エフタはエホバへの誓約を守る 「ものみの塔」2007/5/15
ルツ
エホバの言葉は生きている: ルツ記の目立った点 「ものみの塔」2005/3/1
サムエル第一
エホバの言葉は生きている: サムエル記第一の目立った点 「ものみの塔」2005/3/15
サムエル第二
エホバの言葉は生きている: サムエル記第二の目立った点 「ものみの塔」2005/5/15
列王第一
エホバの言葉は生きている: 列王記第一の目立った点 「ものみの塔」2005/7/1
列王第二
エホバの言葉は生きている: 列王記第二の目立った点 「ものみの塔」2005/8/1
歴代第一
エホバの言葉は生きている: 歴代誌第一の目立った点 「ものみの塔」2005/10/1
歴代第二
エホバの言葉は生きている: 歴代誌第二の目立った点 「ものみの塔」2005/12/1
エズラ
エホバの言葉は生きている: エズラ記の目立った点 「ものみの塔」2006/1/15
ネヘミヤ
エホバの言葉は生きている: ネヘミヤ記の目立った点 「ものみの塔」2006/2/1
9章
よく整えられた祈りから学べる教訓 「ものみの塔」2013/10/15
13章
あなた方は神聖な者とされた 「ものみの塔」2013/8/15
エステル
エホバの言葉は生きている: エステル記の目立った点 「ものみの塔」2006/3/1
ヨブ
エホバの言葉は生きている: ヨブ記の目立った点 「ものみの塔」2006/3/15
詩編
人々を慰め教える，霊感のもとに作られた歌集 『聖書のメッセージ』セクション11
エホバの言葉は生きている: 詩編 第一巻の目立った点 「ものみの塔」2006/5/15
エホバの言葉は生きている: 詩編 第二巻の目立った点 「ものみの塔」2006/6/1
エホバの言葉は生きている: 詩編 第三巻と第四巻の目立った点 「ものみの塔」2006/7/15
エホバの言葉は生きている: 詩編 第五巻の目立った点 「ものみの塔」2006/9/1
詩編 1-2編
❐「ものみの塔」2004/7/15
「エホバの律法」に喜びを見いだしていますか
「エホバの布告」が無に帰することはない
詩編 34編
❐「ものみの塔」2007/3/1
わたしたちは相共にエホバのみ名を高めよう
エホバへの恐れのうちに，生きることを楽しむ
詩編 37編
『エホバを無上の喜びとしなさい』 「ものみの塔」2003/12/1
詩編 45編
❐「ものみの塔」2014/2/15
栄光の王キリストを歓呼して迎え入れなさい！
子羊の結婚を歓びなさい！
詩編 72編
助けを叫び求める人を救い出せるのはだれですか 「ものみの塔」2010/8/15
詩編 83編
心からの祈りに対するエホバの答え 「ものみの塔」2008/10/15
詩編 90編
エホバは，わたしたちの日を数えることを示してくださる 「ものみの塔」2001/11/15
詩編 91編
エホバはわたしたちの避難所 「ものみの塔」2001/11/15
詩編 111編
エホバ ― わたしたちが一致して賛美すべき方 「ものみの塔」2009/3/15
詩編 119編
❐「ものみの塔」2005/4/15
エホバの言葉に依り頼む
神の言葉を通り道の光とする
詩編 121編
❐「ものみの塔」2004/12/15
エホバはわたしたちの助け主
あなたはエホバの助けを受け入れますか
詩編 147編
「ヤハを賛美せよ！」 「ものみの塔」（研究用）2017/7
箴言
生活に役立つ神からの知恵 『聖書のメッセージ』セクション12
エホバの言葉は生きている: 「箴言」の目立った点 「ものみの塔」2006/9/15
3章
エホバとの親密さを培う 「ものみの塔」2000/1/15
4章
『あなたの心を守りなさい』 「ものみの塔」2000/5/15
5章
不道徳な世の中でも貞潔さを保てます 「ものみの塔」2000/7/15
6章
あなたの名を汚さないようにしなさい 「ものみの塔」2000/9/15
7章
「わたしのおきてを守って，生きつづけよ」 「ものみの塔」2000/11/15
8章
『知恵を見いだした人は幸いだ』 「ものみの塔」2001/3/15
9章
『知恵によってわたしたちの日は多くなる』 「ものみの塔」2001/5/15
10章
『廉直の道筋』を歩む 「ものみの塔」2001/9/15
『祝福は義なる者のためにある』 「ものみの塔」2001/7/15
11章
義をまき，神の愛ある親切を刈り取る 「ものみの塔」2002/7/15
廉直な者たちを導くのはその忠誠 「ものみの塔」2002/5/15
12章
『善良な者は神の是認を受ける』 「ものみの塔」2003/1/15
13章
『明敏な者はみな知識をもって行動する』 「ものみの塔」2004/7/15
「賢い者の律法」― 命の源 「ものみの塔」2003/9/15
14章
「明敏な者は自分の歩みを考慮する」 「ものみの塔」2005/7/15
「廉直な者たちの天幕は栄える」 「ものみの塔」2004/11/15
15章
神への恐れ ―「知恵に向かう懲らしめ」 「ものみの塔」2006/8/1
「戒めに留意する者は明敏である」 「ものみの塔」2006/7/1
16章
『知恵は身の守りである』 「ものみの塔」2007/7/15
「あなたの計画は堅く立てられる」 「ものみの塔」2007/5/15
31章
母親の賢明な助言 「ものみの塔」2000/2/1
伝道の書
生活に役立つ神からの知恵 『聖書のメッセージ』セクション12
エホバの言葉は生きている: 「伝道の書」の目立った点 「ものみの塔」2006/11/1
ソロモンの歌
エホバの言葉は生きている: 「ソロモンの歌」の目立った点 「ものみの塔」2006/11/15
イザヤ
次の本も参照:
「イザヤの預言 I」
「イザヤの預言 II」
エホバの言葉は生きている: イザヤ書の目立った点 ― 1 「ものみの塔」2006/12/1
エホバの言葉は生きている: イザヤ書の目立った点 ― 2 「ものみの塔」2007/1/15
53章
エホバの僕 ―『わたしたちの違犯のために刺し通された』 「ものみの塔」2009/1/15
エレミヤ
次の本も参照:
「エレミヤ」
エホバの言葉は生きている: エレミヤ書の目立った点 「ものみの塔」2007/3/15
哀歌
エホバの言葉は生きている: 「哀歌」の目立った点 「ものみの塔」2007/6/1
エゼキエル
エホバの言葉は生きている: エゼキエル書の目立った点 ― 1 「ものみの塔」2007/7/1
エホバの言葉は生きている: エゼキエル書の目立った点 ― 2 「ものみの塔」2007/8/1
ダニエル
神に近づく: 「日を経た方が座られた」 「ものみの塔」2012/10/1
捕囚にされた預言者が将来を垣間見る 『聖書のメッセージ』セクション15
エホバの言葉は生きている: ダニエル書の目立った点 「ものみの塔」2007/9/1
現代に関する神の預言の言葉に注意を払いなさい 「ものみの塔」2000/5/15
4章
1914年 ― 聖書預言における重要な年 『聖書の教え』付録
9章
ダニエルの預言が予告していたメシアの到来 『聖書の教え』付録
ホセア
エホバの言葉は生きている: ホセア書の目立った点 「ものみの塔」2007/9/15
❐「ものみの塔」2005/11/15
ホセアの預言 ― 神と共に歩む助け
神と共に歩んで良いものを刈り取る
ヨエル
エホバの言葉は生きている: ヨエル書とアモス書の目立った点（§「ああ，その日よ」― なぜ？）「ものみの塔」2007/10/1
アモス
エホバの言葉は生きている: ヨエル書とアモス書の目立った点（§「自分の神に会う用意をせよ」） 「ものみの塔」2007/10/1
❐「ものみの塔」2004/11/15
神の言葉を大胆に語る
邪悪な者にエホバの裁きが臨む
心を調べる方エホバを捜し求める
オバデヤ
エホバの言葉は生きている: オバデヤ書，ヨナ書，ミカ書の目立った点（§ エドムは「定めのない時に至るまで切り断たれることになる」） 「ものみの塔」2007/11/1
ヨナ
エホバの言葉は生きている: オバデヤ書，ヨナ書，ミカ書の目立った点（§「ニネベは覆される」） 「ものみの塔」2007/11/1
ミカ
エホバの言葉は生きている: オバデヤ書，ヨナ書，ミカ書の目立った点（§『はげは広くされる』） 「ものみの塔」2007/11/1
エホバの僕には真の希望がある 「ものみの塔」2003/8/15
3-5章
わたしたちは永久にエホバの名によって歩む 「ものみの塔」2003/8/15
6-7章
エホバはわたしたちに何を期待しておられますか 「ものみの塔」2003/8/15
ナホム
エホバの言葉は生きている: ナホム書，ハバクク書，ゼパニヤ書の目立った点（§「この流血の都市は災いだ」） 「ものみの塔」2007/11/15
ハバクク
エホバの言葉は生きている: ナホム書，ハバクク書，ゼパニヤ書の目立った点（§『義なる者は生きつづける』） 「ものみの塔」2007/11/15
1章
邪悪な者はいつまで存在を許されるか 「ものみの塔」2000/2/1
2章
エホバが遅れることはない 「ものみの塔」2000/2/1
3章
わたしたちの救いの神にあって喜びにあふれる 「ものみの塔」2000/2/1
ゼパニヤ
エホバの言葉は生きている: ナホム書，ハバクク書，ゼパニヤ書の目立った点（§『エホバの日は近い』） 「ものみの塔」2007/11/15
1章
エホバの裁きの日は近い！ 「ものみの塔」2001/2/15
2章
神の怒りの日が来る前にエホバを求めなさい 「ものみの塔」2001/2/15
3章
回復されたエホバの民は全地で神を賛美する 「ものみの塔」2001/2/15
ハガイ
エホバの言葉は生きている: ハガイ書とゼカリヤ書の目立った点（§「あなた方は自分の道に心を留めよ」） 「ものみの塔」2007/12/1
ゼカリヤ
エホバの言葉は生きている: ハガイ書とゼカリヤ書の目立った点（§『力によらず，ただわたしの霊による』） 「ものみの塔」2007/12/1
5-6章
❐「ものみの塔」（研究用）2017/10
ゼカリヤの幻とあなた
兵車と冠はあなたを守る
12章
あなたを攻めるために形造られる武器は功を奏さない 「ものみの塔」2007/12/15
14章
エホバの保護の谷にとどまりなさい 「ものみの塔」2013/2/15
マラキ
エホバの言葉は生きている: マラキ書の目立った点 「ものみの塔」2007/12/15
❐「ものみの塔」2002/5/1
神のご要求を満たして，エホバを大いなるものとする
エホバは不実な歩みを憎まれる
エホバの日を生き残るのはだれですか
3章
王国は天で誕生する 「神の王国は支配している！」2章
マタイ
読者からの質問: イエスの誕生と子ども時代に関する，マタイの記述とルカの記述に違いがあるのはなぜですか 「ものみの塔」（研究用）2017/8
エホバの言葉は生きている: マタイによる書の目立った点 「ものみの塔」2008/1/15
マルコ
エホバの言葉は生きている: マルコによる書の目立った点 「ものみの塔」2008/2/15
ルカ
読者からの質問: イエスの誕生と子ども時代に関する，マタイの記述とルカの記述に違いがあるのはなぜですか 「ものみの塔」（研究用）2017/8
エホバの言葉は生きている: ルカによる書の目立った点 「ものみの塔」2008/3/15
ヨハネ
エホバの言葉は生きている: ヨハネによる書の目立った点 「ものみの塔」2008/4/15
17章
イエスの愛情深い祈りに調和して行動する 「ものみの塔」2013/10/15
使徒
次の本も参照:
「徹底的な証し」
使徒たちは勇敢に宣べ伝える 『聖書のメッセージ』セクション22
良いたよりが広まる 『聖書のメッセージ』セクション23
エホバの言葉は生きている: 「使徒たちの活動」の書の目立った点 「ものみの塔」2008/5/15
ローマ
エホバの言葉は生きている: ローマ人への手紙の目立った点 「ものみの塔」2008/6/15
11章
『ああ，神の知恵の深さよ』 「ものみの塔」2011/5/15
12章
❐「ものみの塔」2009/10/15
「霊に燃えなさい」
「すべての人に対して平和を求めなさい」
コリント第一
エホバの言葉は生きている: コリント人への手紙の目立った点（§『目ざめていなさい。しっかりと立ちなさい。力強い者となりなさい』） 「ものみの塔」2008/7/15
コリント第二
エホバの言葉は生きている: コリント人への手紙の目立った点（§『引き続き，さらに調整を加えられてゆきなさい』） 「ものみの塔」2008/7/15
ガラテア
エホバの言葉は生きている: ガラテア人，エフェソス人，フィリピ人，およびコロサイ人への手紙の目立った点（§「義と宣せられる」― どのように？）「ものみの塔」2008/8/15
エフェソス
対比を役立てましょう 「ものみの塔」2013/9/15
あなたは『しっかり根ざして土台の上に堅く立って』いますか 「ものみの塔」2009/10/15
エホバの言葉は生きている: ガラテア人，エフェソス人，フィリピ人，およびコロサイ人への手紙の目立った点（§『すべてのものを，キリストにおいて再び集める』） 「ものみの塔」2008/8/15
4章
エホバの聖霊を悲しませてはなりません 「ものみの塔」2010/5/15
フィリピ
エホバの言葉は生きている: ガラテア人，エフェソス人，フィリピ人，およびコロサイ人への手紙の目立った点（§『整然と歩んでゆきなさい』） 「ものみの塔」2008/8/15
コロサイ
エホバの言葉は生きている: ガラテア人，エフェソス人，フィリピ人，およびコロサイ人への手紙の目立った点（§「信仰において安定した者とな（る）」） 「ものみの塔」2008/8/15
テサロニケ第一
エホバの言葉は生きている: テサロニケ人への手紙とテモテへの手紙の目立った点（§『目ざめていなさい』） 「ものみの塔」2008/9/15
テサロニケ第二
エホバの言葉は生きている: テサロニケ人への手紙とテモテへの手紙の目立った点（§『しっかりと立ちなさい』） 「ものみの塔」2008/9/15
テモテ第一
エホバの言葉は生きている: テサロニケ人への手紙とテモテへの手紙の目立った点（§『あなたに託されているものを守りなさい』） 「ものみの塔」2008/9/15
テモテ第二
エホバの言葉は生きている: テサロニケ人への手紙とテモテへの手紙の目立った点（§『み言葉を宣べ伝え，ひたすらそれに携わりなさい』） 「ものみの塔」2008/9/15
真理の言葉を正しく扱ううえで何が助けになりますか 「ものみの塔」2003/1/1
テトス
エホバの言葉は生きている: テトスへの手紙，フィレモンへの手紙，ヘブライ人への手紙の目立った点（§ 霊的な健全さを保つ） 「ものみの塔」2008/10/15
フィレモン
エホバの言葉は生きている: テトスへの手紙，フィレモンへの手紙，ヘブライ人への手紙の目立った点（§「愛に基づいて」説き勧める） 「ものみの塔」2008/10/15
ヘブライ
エホバの言葉は生きている: テトスへの手紙，フィレモンへの手紙，ヘブライ人への手紙の目立った点（§『円熟に向かって進む』） 「ものみの塔」2008/10/15
ヤコブ
エホバの言葉は生きている: ヤコブおよびペテロの手紙の目立った点（§ 神は『信仰のうちに求める』人に知恵を与える） 「ものみの塔」2008/11/15
ペテロ第一
エホバの言葉は生きている: ヤコブおよびペテロの手紙の目立った点（§『堅い信仰をもって立ちなさい』） 「ものみの塔」2008/11/15
ペテロ第二
エホバの言葉は生きている: ヤコブおよびペテロの手紙の目立った点（§『エホバの日は来る』） 「ものみの塔」2008/11/15
3章
❐「ものみの塔」2010/7/15
エホバの日にはどんなことが明らかになるか
『このような者となるべきです』
『待ち望む態度』がありますか 「ものみの塔」2003/7/15
ヨハネ第一
エホバの言葉は生きている: ヨハネおよびユダの手紙の目立った点（§ 光の中を，愛と信仰のうちに歩み続ける） 「ものみの塔」2008/12/15
ヨハネ第二
エホバの言葉は生きている: ヨハネおよびユダの手紙の目立った点（§『真理のうちを歩み』続ける） 「ものみの塔」2008/12/15
ヨハネ第三
ガイオは兄弟たちを助けた 「ものみの塔」（研究用）2017/5
エホバの言葉は生きている: ヨハネおよびユダの手紙の目立った点（§「真理における同労者」となる） 「ものみの塔」2008/12/15
ユダ
エホバの言葉は生きている: ヨハネおよびユダの手紙の目立った点（§「自分を神の愛のうちに保ちなさい」） 「ものみの塔」2008/12/15
啓示
楽園が回復される！ 『聖書のメッセージ』セクション26
エホバの言葉は生きている: 「啓示」の書の目立った点 ― 1 「ものみの塔」2009/1/15
エホバの言葉は生きている: 「啓示」の書の目立った点 ― 2 「ものみの塔」2009/2/15
「神の言葉の宝」（「生活と奉仕 集会ワークブック」の中のセクション）
歴代第二
29-32章
真の崇拝のために懸命に働く 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/1
33-36章
エホバは真の悔い改めを重視される 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/1
エズラ
1-5章
エホバは約束を守られる 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/1
6-10章
エホバは進んで行動する人を望まれる 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/1
ネヘミヤ
1-4章
ネヘミヤは真の崇拝を愛した 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/2
5-8章
ネヘミヤはすばらしい監督だった 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/2
9-11章
忠実な崇拝者は神権的な取り決めを支持する 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/2
12-13章
ネヘミヤから学べる教訓 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/2
エステル
1-5章
エステルは神の民のために立ち上がった 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/2
6-10章
エステルはエホバとその民のために私心なく行動した 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/3
ヨブ
1-5章
ヨブは試練のもとで忠誠を保った 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/3
6-10章
忠実なヨブは苦もんを言い表わす 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/3
11-15章
ヨブは復活を確信していた 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/3
16-20章
親切な言葉で他の人を励まし強める 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/4
21-27章
ヨブは間違った考えを退けた 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/4
28-32章
ヨブは忠誠の手本 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/4
33-37章
真の友は築き上げる助言をする 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/4
38-42章
他の人のために祈ることをエホバは喜ばれる 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/5
詩編
詩編 1-10編
み子イエスをたたえてエホバとの平和を得る 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/5
詩編 11-18編
エホバの天幕の客となるのはだれか 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/5
詩編 19-25編
メシアの詳細を示す預言 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/5
詩編 26-33編
エホバに勇気を求める 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/5
詩編 34-37編
エホバに依り頼んで善いことを行なう 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/6
詩編 38-44編
エホバは病気の人を支える 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/6
詩編 45-51編
エホバは砕かれた心を退けることはされない 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/6
詩編 52-59編
「重荷をエホバご自身にゆだねよ」 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/6
詩編 60-68編
祈りを聞かれる方エホバを賛美せよ 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/7
詩編 69-73編
エホバの民は真の崇拝に熱心 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/7
詩編 74-78編
エホバのみ業を思い出しなさい 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/7
詩編 79-86編
あなたの生活で最も重要なのはだれですか 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/7
詩編 87-91編
至高者の秘められた所にとどまる 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/8
詩編 92-101編
白髪のときにも霊的に栄える 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/8
詩編 102-105編
エホバはわたしたちが塵であることを覚えておられる 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/8
詩編 106-109編
「エホバに感謝せよ」 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/8
詩編 110-118編
「わたしは何をエホバにお返ししたらよいのでしょう」 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/8
詩編 119編
「エホバの律法によって歩む」 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/9
詩編 120-134編
「わたしの助けはエホバから……来る」 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/9
詩編 135-141編
わたしたちはくすしく造られている 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/9
詩編 142-150編
「エホバは大いなる方，大いに賛美されるべき方」 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/9
箴言
1-6章
「心をつくしてエホバに依り頼め」 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/10
7-11章
「あなたの心が……それて行くことがないように」 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/10
12-16章
知恵は金に勝る 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/10
17-21章
他の人との平和を追い求める 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/10
22-26章
「少年をその行くべき道にしたがって育て上げよ」 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/10
27-31章
聖書は有能な妻について何と述べているか 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/11
伝道の書
1-6章
すべての骨折りによって喜びを得る 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/11
7-12章
「あなたの若い成年の日にあなたの偉大な創造者を覚えよ」 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/11
ソロモンの歌
1-8章
シュラムの娘 ぜひ見倣いたい手本 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/11
イザヤ
1-5章
「エホバの山に……上ろう」 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/12
6-10章
メシアは預言を成就する 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/12
11-16章
エホバについての知識が地に満ちる 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/12
17-23章
権力の乱用は，権威を失う結果につながる 「生活と奉仕 集会ワークブック」2016/12
24-28章
エホバはご自分の民を世話される 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/1
29-33章
「ひとりの王が義のために治める」 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/1
34-37章
ヒゼキヤの信仰は報われる 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/1
38-42章
エホバは疲れた者に力を与えてくださる 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/1
43-46章
エホバは真の預言の神 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/1
47-51章
エホバへの従順は祝福につながる 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/2
52-57章
キリストはわたしたちのために苦しみを受けた 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/2
58-62章
「エホバの側の善意の年……をふれ告げ[る]」 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/2
63-66章
新しい天と新しい地は，大きな歓びをもたらす 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/2
エレミヤ
1-4章
「わたしはあなたと共にいて，あなたを救い出す」 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/3
5-7章
彼らは神のご意志を行なうことをやめた 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/3
8-11章
人類はエホバの導きなしには成功できない 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/3
12-16章
イスラエルはエホバを忘れた 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/3
17-21章
エホバに考え方や行動を形作っていただく 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/4
22-24章
エホバを「知る心」を持っていますか 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/4
25-28章
エレミヤのように勇敢でありなさい 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/4
29-31章
エホバは新しい契約のことを予告した 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/4
32-34章
イスラエルが回復するしるし 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/5
35-38章
エベド･メレク 勇気と親切の手本 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/5
39-43章
エホバは各々にその業に応じて報いる 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/5
44-48章
「自分のために大いなることを求め」てはならない 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/5
49-50章
エホバは，謙遜な者を祝福し，尊大な者を処罰する 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/5
51-52章
エホバの言葉は細かな点に至るまで実現する 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/6
哀歌
1-5章
待つ態度は耐え忍ぶ助け 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/6
エゼキエル
1-5章
エゼキエルは喜んで，神からのメッセージを伝えた 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/6
6-10章
あなたは生き残るための印を付けられますか 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/6
11-14章
あなたは肉の心を持っていますか 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/7
15-17章
あなたは約束を守りますか 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/7
18-20章
エホバは許した罪を思い出されますか 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/7
21-23章
王権は法的権利を持つ者に属する 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/7
24-27章
ティルスに対する預言はエホバの言葉への確信を強める 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/7
28-31章
エホバは異教の国に報いをお与えになる 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/8
32-34章
見張りの者の責任は重い 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/8
35-38章
マゴグのゴグは間もなく滅ぼされる 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/8
39-41章
エゼキエルの神殿の幻とあなた 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/8
42-45章
清い崇拝の回復！ 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/9
46-48章
回復したイスラエルが得ることになっていた祝福 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/9
ダニエル
1-3章
エホバへの忠節は報いをもたらす 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/9
4-6章
あなたはエホバに仕え続けますか 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/9
7-9章
ダニエルの預言はメシアの到来を予告する 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/10
10-12章
エホバは王たちの将来を予見する 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/10
ホセア
1-7章
エホバと同様，忠節な愛を喜びとしますか 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/10
8-14章
エホバに最良のものをささげる 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/10
ヨエル
1-3章
「あなた方の息子や娘たちは……預言する」 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/10
アモス
1-9章
「エホバを捜し求めて生きつづけよ」 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/11
オバデヤ
自分の間違いから学ぶ 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/11
ヨナ
ヨナ書から得られる教訓 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/11
1-4章
自分の間違いから学ぶ 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/11
ミカ
1-7章
エホバはわたしたちに何を求めておられますか 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/11
ナホム
1-3章
霊的に活発で目覚めた状態を保つ 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/11
ハバクク
1-3章
霊的に活発で目覚めた状態を保つ 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/11
ゼパニヤ
1-3章
神の怒りの日が来る前にエホバを求めなさい 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/12
ハガイ
1-2章
神の怒りの日が来る前にエホバを求めなさい 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/12
ゼカリヤ
1-8章
「ユダヤ人である一人の者のすそをとらえ[る]」 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/12
9-14章
「その山あいの谷」にとどまりなさい 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/12
マラキ
1-4章
あなたの結婚生活はエホバに喜ばれるものですか 「生活と奉仕 集会ワークブック」2017/12



^ ***塔研21 11月号 31ページ ご存じでしたか***
ご存じでしたか
ヨナの時代の後，ニネベはどうなりましたか。
紀元前7世紀までに，アッシリアは世界最大の帝国になっていました。大英博物館のウェブサイトによると，その領土は「西はキプロスから東はイランに及び，エジプトを含んでいる時期もあ」りました。首都のニネベは世界一大きな都市で，そこには堂々とした記念碑，壮大な庭園，豪華な宮殿，巨大な図書館がありました。古代ニネベの壁に刻まれた碑文によると，アシュルバニパル王は，アッシリアの他の王たちと同じように，自分のことを「世界の王」と呼びました。当時のアッシリアとニネベは，難攻不落と思われていました。
しかし，アッシリアが最盛期を迎えていた頃，エホバの預言者ゼパニヤはこう予告しました。「[エホバ]は……アッシリアを滅ぼす。ニネベを荒廃させ，砂漠のような乾燥地にする」。また，預言者ナホムはこう述べました。「銀を奪え，金を奪え！……都市は，何もなくなり，荒れ果て，壊滅する。……あなたを見た人は皆あなたから逃げ，こう言う。『ニネベは滅ぼされた！』」（ゼパ 2:13。ナホ 2:9，10; 3:7）こうした預言を聞いた人たちは，「そんなことが本当に起きるんだろうか。強力なアッシリアが征服されることなどあるのだろうか」と思ったかもしれません。これらの預言は，とても信じられないものだったのです。
ところが，この信じられないことが実際に生じました。紀元前7世紀の終わりまでに，アッシリアはバビロニア人とメディア人によって征服されました。ニネベはやがて人が住まない場所になり，人々の記憶から消え去りました。ニューヨークにあるメトロポリタン美術館の資料には，「中世までに，ニネベは人が住まない場所になって埋もれ，ニネベについて述べているのは聖書だけになった」とあります。また，聖書考古学協会によると，1800年代の初めには，「アッシリアの首都である大都市ニネベが存在したことを知っている人さえい」ませんでした。しかし，1845年に，考古学者のオースティン･ヘンリー･レヤードがニネベの遺跡の発掘を始めました。この遺跡が発見されたことによって，ニネベが非常に繁栄した都市だったことが証明されました。
ニネベについての預言は，まさにその通りになりました。このことから，現代の政治勢力の終わりに関する聖書の預言も必ず実現する，という確信が強まります。（ダニ 2:44。啓 19:15，19-21）
[31ページの図版]
ニネベには，堂々とした建物や記念碑があった。
[クレジット]
Classic Image/Alamy Stock Photo
[31ページの地図]
ニネベ
キプロス
エジプト
アッシリア帝国
（紀元前7世紀の領土）
強力なアッシリアは，当時の世界で最大の帝国だった。
[31ページの図版]
ニネベは，人が住まない荒れ果てた所になった。
[クレジット]
Artokoloro/Alamy Stock Photo
​​​​​



^ ***暮 レッスン8***
レッスン08
あなたもエホバと友達になれる
エホバは自分のことをあなたにもよく知ってほしいと思っています。あなたがエホバの性格や，やり方や，望んでいることについてよく知って，エホバと友達になりたいと思うことを，エホバは願っています。でも神と友達になるなんて，本当にできるのでしょうか。（詩編 25:14を読む。）もしできるのなら，どうすればいいのでしょうか。聖書を調べると分かります。エホバが一番大切な友達だと言える理由も分かります。
1. エホバは何と言ってくれている？
「神に近づいてください。そうすれば，神は近づいてくださいます」。（ヤコブ 4:8）この言葉から分かるように，エホバは友達になろうと言ってくれています。目に見えない神と友達になるというのは，イメージしにくいかもしれません。でも，聖書にはエホバの性格についていろいろなことが書かれているので，エホバを身近に感じられます。聖書にあるエホバからのメッセージを読むと，エホバを見ることはできなくても親しくなれます。
2. エホバが最高の友達だと言えるのはどうして？
エホバは誰よりも深くあなたを愛しています。あなたに幸せになってほしい，いつでも助けになりたい，と思っています。「心配事を全て[エホバ]に委ね」ると，エホバは「優しく気遣って」くれます。（ペテロ第一 5:7）エホバはいつでも話を聞いて，私たちを支え，元気づけてくれます。（詩編 94:18，19を読む。）
3. エホバは友達にどうしてほしいと思っている？
エホバは人間みんなを愛していますが，「親しい友とする」のは「正直な人たち」です。（格言 3:32）エホバは友達に，良いことをしてほしい，悪いことはしてほしくない，と思っています。良いことと悪いことについてのエホバの考えの通りにするのは難し過ぎる，と思う人もいます。でも，エホバは私たちの気持ちや弱さをよく分かってくれます。エホバを本当に愛し，エホバに喜ばれるように一生懸命頑張る人は，エホバと友達になれます。（詩編 147:11。使徒 10:34，35）
もっと調べよう
どうすればエホバと友達になれるか，エホバが最高の友達だと言えるのはどうしてか，さらに考えましょう。
4. エホバの友達だった人 アブラハム
アブラハム（アブラムとも呼ばれている）について聖書に書かれていることを読むと，神と友達になるとはどういうことかが分かります。創世記 12章1-4節を読んで，次のことを考えましょう。
• エホバはアブラハムに何をするようにと言いましたか。
• エホバはアブラハムにどんなことを約束しましたか。
• アブラハムはエホバに言われた通りにしましたか。
5. エホバが友達に期待していること
友達に何かを期待するのは自然なことです。
• あなたは友達にどんなことを期待しますか。
ヨハネ第一 5章3節を読んで，次のことを考えましょう。
• エホバは友達にどうしてほしいと思っていますか。
エホバの言う通りにするには，考え方や行動を変えないといけないかもしれません。イザヤ 48章17，18節を読んで，次のことを考えましょう。
• エホバが友達に良い生き方をしてほしいと思っているのはどうしてですか。
6. エホバが友達のためにすること
エホバは友達が問題にぶつかった時に助けます。動画を見て，次のことを考えましょう。
動画: 「エホバはわたしを本当に助けてくださいました」（3:20）
• つらい経験をしてトラウマがある女性を，エホバはどのように助けましたか。
イザヤ 41章10，13節を読んで，次のことを考えましょう。
• エホバは友達みんなにどんなことを約束していますか。
• エホバはあなたにとって良い友達になってくれると思いますか。
7. エホバとの友情を育てるには，コミュニケーションが大切
誰かと仲良くなるには，コミュニケーションが大切です。詩編 86編6，11節を読んで，次のことを考えましょう。
• どうやってエホバに話し掛けられますか。
• エホバはどうやって私たちに語り掛けますか。
こう言う人もいる: 「神と友達になることなんてできない」。
• エホバと友達になれることを，聖書のどんな言葉から説明できますか。
まとめ
エホバはあなたと友達になりたいと思っていて，助けてくれる。
復習
• エホバは友達をどのように助けますか。
• エホバが友達に良い生き方をしてほしいと思っているのはどうしてですか。
• エホバは友達に多くのことを期待し過ぎていると思いますか。
レッスンが終わった日: __________
次のステップ
■ エホバについて分かったことを友達に話してみる。
■ ほかにできること: __________
見てみよう
エホバと友達になると，幸せな人生を送れます。
「エホバ ― 知るに値する神」（「ものみの塔」2003年2月15日号）
どうすればエホバとの友情を育てられるでしょうか。
「どうすれば神の友になれるだろうか」（「若い人が尋ねる質問 ― 実際に役立つ答え」第2巻35章）
ある女性は，エホバとの友情のおかげで救われたと感じています。
「死にたくありませんでした！」（「ものみの塔」2017年 No. 1）
ある若い人たちはエホバについてどう思っているでしょうか。
「神と友達になるってどんな感じ？」（1:46）
​[34ページの図版]
良い友達は私たちのためを思って大事なことに気付かせてくれる。エホバはそのような友達。
​[35ページの図版]
親しい友達は喜んで助けてくれる。エホバはそのような友達。
[35ページの図版]
祈ることによってエホバに話し掛けることができる。エホバは聖書を通して私たちに語り掛けてくれる。
​​​​​​​​​​​​



^ ***イ尋 記事28 創造？ それとも進化？ ― パート1: 神を信じる理由***
若い人は尋ねる
創造？ それとも進化？ ― パート1: 神を信じる理由
創造？ それとも進化？
自分はなぜ神を信じているのだろう
自分の信条を説明する
創造？ それとも進化？
あなたは，神がすべてのものを創造したと信じていますか。そう信じているのは，あなただけではありません。大勢の若い人も（大人も）同じことを信じています。でも，生物と宇宙は“神”の助けなしに進化したのだ，という人たちもいます。
知っていましたか？ どちらの意見を持つ人も，自分が何を信じているのかはすぐに主張できても，なぜ信じているのかはよく分かっていない場合が少なくありません。
● ある人たちは，教会で教えられたからというだけで，創造を信じています。
● 多くの人は，学校で教えられたからというだけで，進化論を信じています。
このシリーズを読めば，創造に関する確信を深め，他の人に自分の信条を上手に説明できるようになります。まず，次の基本的な質問について考えてみましょう。
自分はなぜ神を信じているのだろう
こう考えるのが大切なのはなぜでしょうか。聖書はわたしたちに，「理性」的に考えるよう勧めているからです。（ローマ 12:1）ですから，神を信じているとしても，以下の理由だけでは不十分です。
感情（何となく，人間より高次元の存在がいるはずだと思う）
他の人の影響（周りの人が信じている）
圧力（親に神を信じるよう育てられた，など）
神の存在を自分で確信し，その確信を裏付ける根拠を知っていなければならないのです。
あなたが神の存在を確信しているのはなぜですか。「自分はなぜ神を信じているのだろう」というワークシートを使って，その確信を強めましょう。また，他の若い人たちがこの質問に対して何と答えているかを読んでみてください。きっと参考になるでしょう。
「授業で先生が人体の働きについて説明しているのを聞いていると，神は絶対にいるんだ，と思います。体にはどんなに小さな部分にもそれぞれの働きがあり，自分では意識していなくてもちゃんと機能しています。人間の体って本当にすごいです！」―テレーザ。
「超高層ビルとか，大型客船とか，車とかを見ると，『だれが造ったんだろう』と考えます。車の製造には優れた知能を持つ人たちが必要です。たくさんの細かい部品を正常に機能させないと，車を走らせることができないからです。車に設計者が必要なのであれば，人間に設計者が必要なのも当然です」。―リチャード。
「人間の中でも特に賢い人たちが何百年もかかって宇宙のほんの一部をようやく理解できたことを考えると，その宇宙が知能の働きなしに存在するようになったというのは全く道理に合いません」。―カレン。
「科学を学べば学ぶほど，『進化には信ぴょう性がない』と思えてきます。例えば，自然界の数学的正確性や人間の特異性があります。人間には，自分がだれで，どこから来て，どこに向かっているのかを知りたいという欲求があります。進化論は，こうした事柄すべてを動物に結び付けて説明しようとします。でも，なぜ人間が特異な存在なのかを説明することができていません。わたしにとって，進化論を信じるには創造者の存在を信じる以上の“信仰”が必要です」。―アンソニー。
自分の信条を説明する
クラスメートから，見えないものを信じていることについてばかにされたなら，どうしますか。進化論は科学によって“証明”されていると言われたなら，どうしますか。
まず，自信を持ってください。おびえたり，恥ずかしがったりしてはなりません。（ローマ 1:16）そして，次のことを覚えておきましょう。
1. 神を信じているのは，あなただけではありません。大勢の人が信じています。その中には，非常に聡明な人や専門家，さらには科学者もいます。
2. 神を信じていないと言う人は，本当は神のことを理解していないのかもしれません。そのため，自分の意見の根拠を言うのではなく，「神がいるなら，なぜ苦しみを許しているのか」といった質問をしてきます。いわば，知性ではなく，感情で問題をとらえているのです。
3. 人には本来，「霊的な必要」があります。（マタイ 5:3）その必要には神を信じることも含まれます。ですから，だれかが「神などいない」と言う場合，自分の主張の根拠を説明する責任は，あなたにではなく，その人にあります。―ローマ 1:18-20。
4. 神を信じることは，全く道理にかなっています。生物がひとりでに存在するようになることはない，という証明された事実と一致します。生物が無生物から自然発生することを裏付ける証拠は何もありません。
では，だれかに次のように言われたなら，何と答えられるでしょうか。
こう言われるかもしれません: 「教育を受けてない人だけが神を信じるのよ」。
こう答えられるかもしれません: 「それは固定観念じゃない？ わたしはそうは思わない。名門大学の科学の教授1,600人以上を対象にした調査では，3分の1の人が無神論者や不可知論者ではないと答えたんだって。 神を信じているからといって，そういう人たちのことを頭の悪い人だと考えるかな？」
こう言われるかもしれません: 「神がいるんだったら，世界にこれほどたくさんの苦しみがあるのはどうして？」
こう答えられるかもしれません: 「それって，神の行動の仕方が理解できないっていうことだよね？ だって，今は行動していないように思えるよね。そうじゃない？ [答えの間を置く] 実は，なぜこれほどたくさんの苦しみがあるのかという疑問について，納得のゆく答えを見つけたんだ。そのためには聖書の幾つかの教えについて調べる必要があるんだけど，よかったら一緒に考えてみない？」
このシリーズの次の記事では，進化論が人間の存在について満足のゆく説明をしていない理由を取り上げます。
資料: Social Science Research Council, "Religion and Spirituality Among University Scientists," by Elaine Howard Ecklund, February 5, 2007.
​​​​​​



^ ***イ尋 記事33 創造？ それとも進化？ ― パート2: 進化論を疑うのはなぜか***
若い人は尋ねる
創造？ それとも進化？ ― パート2: 進化論を疑うのはなぜか
アレックスは戸惑っています。これまでずっと神や創造を信じてきました。でも今日，生物の先生が，「進化論は事実であり，信頼できる科学研究によって裏付けられている」と断言しました。アレックスは無知な人間だと思われたくありません。『科学者たちが進化論の正確さを証明しているんだったら，自分は疑う立場にないんじゃないか』と考えます。
あなたも似たような経験をしたことがありますか。これまでずっと，「神は天と地を創造された」という聖書の言葉を信じてきたことでしょう。（創世記 1:1）しかし，最近になって，あなたの周りの人たちは，創造は神話で進化論が事実であると信じ込ませようとしてきます。その人たちの言うことを信じるべきですか。進化論を疑うのはなぜでしょうか。
進化論を疑う2つの理由
考えるべき疑問
若者のコメント
進化論を疑う2つの理由
1.進化に関する科学者たちの意見は一致していない。何十年も調査がなされてきましたが，進化について科学者たちすべての意見が一致する説明はいまだに見つかっていません。
考えてみましょう: 専門家とされる科学者の意見がまとまっていないのであれば，その仮説を疑うのは間違ったことでしょうか。―詩編 10:4。
2.何を信じるかは重要である。ザカリーという男の子は，「生命が偶然に生じたのであれば，わたしたちの人生やこの宇宙にあるものすべてには何の意味もないことになります」と話します。そのとおりです。結局のところ，進化が事実であれば，人生に永続する目的などないように思えるでしょう。（コリント第一 15:32）一方で，創造が事実であれば，人生の目的や将来に関して生じる疑問について，満足のゆく答えを得ることができます。―エレミヤ 29:11。
考えてみましょう: 進化と創造についての真理を知っていると，あなたの人生はどう違ってくると思いますか。―ヘブライ 11:1。
考えるべき疑問
主張: 『宇宙にあるすべてのものは，偶然のビッグバンによって生じた』。
● だれが，または何がビッグバンを引き起こしたのでしょうか。
● すべては何もない所から生じたと考えるのと，すべては何かからまたはだれかから生じたと考えるのとでは，どちらが理にかなっているでしょうか。
主張: 『人間は動物から進化した』。
● 人間が動物から，例えばサルから進化したのであれば，人間とサルに知的能力の面で大きな差があるのはなぜでしょうか。
● 最も“単純な”形態の生命でさえ，大変複雑な構造になっているのはなぜでしょうか。
主張: 『進化は証明された事実である』。
● こうした主張をする人は，自分で証拠を調べたのでしょうか。
● 多くの人は，学識のある人たちがみんな信じていると教えられただけで進化論を信じているのではありませんか。
若者のコメント
グウェン
「印刷工場で爆発があって，インクが壁や天井に飛び散った結果，大辞典が出来上がったとだれかが言ったら，信じられるでしょうか。そうだとしたら，偶然にビッグバンが起きた結果，秩序正しい宇宙にあるすべてのものが出来上がったなんて，もっと信じられません」。
ジェシカ
「人間には，生きるのに必要とする以上の特性が備わっています。例えば，病気の人を看病したり，恵まれない人を助けたりします。もし『適者生存』をモットーとする進化論が真実だとしたら，そんなことをするでしょうか」。
ジュリア
「森の中を歩いていて，きれいなログハウスを見つけても，『わぁ，すてき！ 木がうまい具合に倒れて出来上がったんだ』とは考えません。あり得ないからです。宇宙にあるすべてのものも，偶然に生じたなんて信じられません」。
[脚注]
人間がサルよりも賢いのは，サルよりも大きな脳を持っているからだ，という人たちがいるかもしれません。とはいえ，この主張には根拠がありません。その理由については，「生命の起源 ― 5つの大切な質問」という冊子の28ページを見てください。
「生命の起源 ― 5つの大切な質問」という冊子の8-12ページを見てください。
​​​​​​​​​



^ ***イ尋 記事35 創造？ それとも進化？ ― パート3: なぜ創造を信じるのか***
若い人は尋ねる
創造？ それとも進化？ ― パート3: なぜ創造を信じるのか
「創造を信じていると，バカな子だとか，親から教えられたことをそのまま信じてるんだとか，宗教に洗脳されてるとか思われそうです」。―ジャネット。
ジャネットのように感じることがありますか。もしそうなら，創造に疑問を持ち始めている自分に気づくかもしれません。いずれにせよ，バカだと思われたい人なんかいません。どうすればいいでしょうか。
よくある反論
あなたが信じていること
証拠を調べるのに役立つツール
若者のコメント
よくある反論
1.創造を信じていると，非科学的だと思われる。
「わたしの先生は，創造なんて，世界の仕組みを説明するのをめんどくさく思う人が信じることだって言うんです」。―マリア。
知っておきたいこと: そのように言う人は，次のような事実に気づいていません。ガリレオやアイザック･ニュートンといった有名な科学者も，創造者がいると信じていました。創造者を信じつつ科学を追求することに矛盾を感じなかったのです。同様に，現代の科学者の中にも，創造を信じることと科学に何の矛盾もないと思っている人たちがいます。
やってみよう: 「ものみの塔 オンライン･ライブラリー」の検索バーに，“自分の信仰について語る”と打ち込み（引用符も含める），医学や科学の専門家で創造を信じている人たちの話を読んでみましょう。なぜそうした結論に至ったのかに注目してください。
まとめ: 創造を信じているからといって，非科学的な考え方をしているということにはなりません。それどころか，自然界について学んでゆくと，創造についてのあなたの確信は強まっていくはずです。―ローマ 1:20。
2.創造についての聖書の記述を信じていると，宗教オタクだと思われる。
「多くの人は，創造なんて冗談だ，創世記の記述は作り話に過ぎない，と思っています」。―ジャスミン。
知っておきたいこと: 多くの場合，聖書の創造に関する記述は誤解されています。例えば，特殊創造論者の中には，地球が創造されたのはそれほど昔のことではないとか，生命の創造は1日を24時間とする6日間で行なわれたとか主張する人たちがいます。聖書はどちらの考えも支持していません。
● 創世記 1章1節は，「初めに神は天と地を創造された」と述べているだけです。この記述は，地球の年齢が何十億年にもなるということを示す科学的証拠と矛盾しません。
● 創世記で用いられている「日」という語は，長い期間を指す場合があります。例えば，創世記 2章4節に出てくる「日」は，創造の6日間全体を指しています。
まとめ: 創造に関する聖書の記述は科学的事実と調和しています。
あなたが信じていること
創造を信じることは，“盲信”ではありません。むしろ，筋の通った推論に基づいています。こう考えてみましょう。
わたしたちが日常で見聞きする事柄から分かるように，デザインのあるところにはデザイナーつまり設計者がいます。カメラや飛行機や家は，だれかが設計したものです。では，人間の目や空を飛ぶ鳥や地球についても同じことが言えるのではありませんか。
考えてみましょう: 技術者たちは，自分たちの考案したものを改良するために動植物などに見られる特性を模倣します。そして，その業績を人々に認めてもらいたいと願います。それは当然のことです。では，人間の開発者とその業績を認めながら，創造者とその方が考案したはるかに優れたものを認めないのは，筋の通ったことでしょうか。
証拠を調べるのに役立つツール
自然界に見られる証拠を詳しく調べるなら，創造についての確信を強めることができます。
やってみよう: 「ものみの塔 オンライン･ライブラリー」の検索バーに，“だれかが設計”と打ち込んでみましょう。（引用符も含める。）「目ざめよ！」誌の「だれかが設計？」というシリーズ記事の中から読んでみたいものを幾つか選んでください。それぞれの記事では，自然界のどんな優れた特性が取り上げられていますか。自然界に設計者がいると確信できるのはなぜですか。
もっと調べてみよう: 以下の冊子を使って，創造の証拠について詳しく調べてみましょう。
「生命 ― どこから？」
● 地球は宇宙の中で完璧な位置にあり，生命を支えるシステムが備わっている。―4-10ページ。
● 動植物の造りやデザインの例。―11-17ページ。
● 聖書の創世記にある創造についての記述は科学と調和している。―24-28ページ。
「生命の起源 ― 5つの大切な質問」
● 生命が命のない物から自然に発生することはない。―4-7ページ。
● 生物はとても複雑な造りになっているので，偶然に発生することはない。―8-12ページ。
● DNAの情報記憶能力は，現代のテクノロジーをはるかに上回っている。―13-21ページ。
● すべての生物は共通の祖先から出たのではない。化石記録は，動物の主要グループが徐々にではなく突然現われたことを示している。―22-29ページ。
「僕にとって自然界は神が存在していることの一番の証拠です。地球上の動物も，宇宙や宇宙に存在する秩序もすごいと思います」。―トーマス。
若者のコメント
「科学の授業で植物や動物や人体の複雑さについて読んだんですけど，すごすぎます！ 絶対に創造者がいると思います。進化を信じるほうが盲信です」。―ハンナ。
「『目ざめよ！』の『だれかが設計？』の記事が大好きです。進化なんてありえないということがはっきり分かります。チョウとかハチドリみたいな美しいものが偶然にできたなんて考えるのはおかしいと思います」。―タリア。
飛行機はだれかが設計したものだが鳥はそうではない，と考えるのは筋が通っているだろうか
​​​​​​​​​​​​​​​



^ ***イ尋 記事36 創造？ それとも進化？ ― パート4: 創造を信じている理由をどう説明できるか***
若い人は尋ねる
創造？ それとも進化？ ― パート4: 創造を信じている理由をどう説明できるか
創造を信じていても，そのことを学校で話す気にはなれません。教科書は進化を教えているし，先生やクラスの子たちからばかにされるのもいやです。では，どうすれば自信を持って，創造を信じている理由を話せるでしょうか。
あなたにもできます！
準備する
信じている理由を説明するのに役立つツール
若者のコメント
あなたにもできます！
こう思うかもしれません: 「科学や進化についてディスカッションするなんて無理」。ダニエルはそう思ったことがあります。「先生やクラスの子に全く逆の意見を言うなんて考えただけでぞっとしました」と述べています。ダイアナもこう言います。「科学用語を使って反論された時は訳が分かりませんでした」。
でも，相手を言い負かすことが目的ではありません。そして，安心してください。科学の天才でなくても，創造が道理にかなっていると思う理由を説明することはできます。
ヒント: 聖書のヘブライ 3章4節には，「家はすべてだれかによって造られるのであり，すべてのものを造られたのは神です」とあります。こうしたシンプルで分かりやすい論理を使いましょう。
カロルという若い女性はヘブライ 3章4節の論理を使ってこんなふうに説明します。「うっそうとした森の中を歩いているとします。人がいた形跡などまったくないような所です。ふと足元を見ると，つまようじが1本落ちています。普通どう考えますか。きっと，『だれかがここにいたんだ』と思うでしょう。つまようじみたいな，ちっぽけなものが知性を持つ生命体の存在の証拠になるんだったら，宇宙とその中にあるすべてのものはもっと強力な証拠になります！」
こう言われるかもしれません: 「創造が真実なんだったら，創造者を造ったのはだれなの？」
こう答えられるかもしれません: 「創造者のことがすべて分からないからといって創造者がいないことにはならないよね。例えば，自分のケータイをデザインした人の経歴が分からないとしても，だれかが設計したということは疑わないでしょ？ [答えの間を置く] 創造者についてはたくさんのことが分かるんだよ。もし知りたかったら教えてあげるよ」。
準備する
聖書はこう勧めています。「だれでもあなた方のうちにある希望の理由を問う人に対し，その前で弁明できるよう常に備えをしていなさい。しかし温和な気持ちと深い敬意をもってそうするようにしなさい」。（ペテロ第一 3:15）では，次の2つのことを考えましょう。何を言うかと，どのように言うかです。
1.何を言うか。神への愛は大切です。その愛があれば，はっきり語るよう動かされます。しかし，神をどれほど愛しているかを友だちに話しても，神がすべてのものを創造したということを納得してもらうのは難しいでしょう。自然界の例を使って，創造を信じるのはなぜ合理的かを説明するほうがうまくゆきます。
2.どのように言うか。確信を込めて話します。でも，きつい言い方をしたり，上から目線で話したりしてはなりません。あなたが相手の信じていることを尊重し，何を信じるかは相手が決めることであると認めているなら，友だちもあなたの見方を考えてみる気になるでしょう。
「相手をばかにしたような態度を取ったり，自分は何でも知っているかのような印象を与えたりしないことが大切です。人を見下す話し方は逆効果です」。―イレイン。
信じている理由を説明するのに役立つツール
アリシアという10代の女の子はこう言います。「準備してないと，恥ずかしい思いをするのはいやなので黙っておきたくなります」。アリシアの言うとおり，準備は非常に大切です。ジェナはこう述べています。「創造について話すとき，自分の信条を裏付けるシンプルでよく考えた例が頭に入っていれば，気がだいぶ楽になります」。
そうした例をどうやって見つけられるでしょうか。多くの若い人は，以下のものを活用しています。
「生命 ― どこから？」
「生命の起源 ― 5つの大切な質問」
「創造の驚異は神の栄光を表わす」（DVD）
「目ざめよ！」誌の「だれかが設計？」シリーズ（「ものみの塔 オンライン･ライブラリー」の検索バーに，“だれかが設計”と打ち込む。[“ ”も含める]）
「ものみの塔 オンライン･ライブラリー」を使ってもっと調べてみましょう。
「創造？ それとも進化？」シリーズの他の記事を復習することも役立つかもしれません。
パート1: 神を信じる理由
パート2: 進化論を疑うのはなぜか
パート3: なぜ創造を信じるのか
アドバイス: 自分が納得できる例を幾つか選んでください。そうした例は覚えやすいので，自信をもって話せるでしょう。自分の信じていることを説明する練習をしてみましょう。
若者のコメント
「もし人間が進化したのなら，思いやりや愛といった特質を持っているのはなぜなんでしょう。そうした気持ちがあれば，自分よりほかの人のことを考えます。思いやりや愛が進化の結果だとは考えられません」。―ブリタニー。
「生物の科目を選択した時，解剖学や細胞の機能について学びました。その科目では進化論が支持されていましたが，その授業で学んだことからすれば，人間が理知的に設計されたことは明らかでした」。―ブリアナ。
自分の信条を話せるように準備しておくことは，天気が変わってもよいように準備しておくことに似ている
​​​​​​​​



^ ***喜歌 133番 若い時にエホバを崇拝する***
133番
若い時にエホバを崇拝する
（伝道 12:1）
1. 若い力 エホバに捧げ 賛美奏でる
真理語るあなたの笑顔
なんて眩しい
2. あなた深く気遣う親に感謝示せば
神と人に愛され
その瞳は輝く
3. 真理根ざす心に神の愛が花咲く
真理の道それずに歩く
あなた いとしい
（詩 71:17; 哀 3:27; エフェ 6:1-3も参照。）



^ ***暮 セクション3***
セクション3
ポイント: 神は自分を崇拝する人たちにどんなことを期待しているか。
レッスン
34  エホバを愛していることを行動で示す
35  どうすれば良い判断ができる？
36  いつも正直でいることは大切
37  仕事やお金について聖書は何と言っている？
38  命という贈り物に感謝する
39  血は神にとってどういうもの？
40  どうすれば神から見て清い人になれる？
41  性について聖書は何と言っている？
42  独身でいることや結婚について聖書は何と言っている？
43  クリスチャンはお酒を飲んでもいい？
44  神に喜ばれないお祝いってある？
45  中立であるとはどういうこと？
46  神に献身してバプテスマを受けるのはどうして？
47  バプテスマを受けるにはどうしたらいい？
​​​​​​​



^ ***暮 セクション4***
セクション4
ポイント: どうすれば神にずっと愛される人になれるか。
レッスン
48  どんな人たちと友達になったらいい？
49  幸せな家族になる パート1
50  幸せな家族になる パート2
51  エホバに喜ばれる話し方をする
52  良い身だしなみは大切
53  エホバの考えに沿って楽しい時間を過ごす
54  「忠実で思慮深い奴隷」の役割
55  会衆をサポートする
56  会衆のみんなと仲良くする
57  重大な罪を犯してしまったら？
58  エホバを愛して従い続ける
59  迫害されても大丈夫
60  クリスチャンとして成長し続ける
​​​​​​​



^ ***目 06/9 21–23ページ 創造者の存在を信じている理由***
創造者の存在を信じている理由
科学の様々な分野で専門的な研究を行なう人々の中には，インテリジェント･デザインつまり知的設計の証拠が自然界に見られると考える人たちがいます。それらの人は，地球上の生物の緻密で精巧な造りが偶然に生じたと考えるのは筋が通っていないとの見方をしています。そのようなわけで，自然科学の研究者でも創造者の存在を信じている人は少なくありません。
その中には，エホバの証人になった人もいます。それらの人は，聖書が述べている神が物質宇宙の設計者また構築者であると確信しています。どうしてそのような結論に至ったのでしょうか。「目ざめよ！」誌は幾人かに理由を尋ねました。それらの人のコメントを興味深く感じられることでしょう。
『生物の深遠な緻密さ』
■ ウォルフ-エッケハルト･レーニヒ
プロフィール: これまで28年間，私は植物の遺伝子突然変異に関する科学的研究を行なってきました。そのうちの21年間は，ドイツのケルンにあるマックス･プランク植物育種研究所で勤務しています。また30年近く，エホバの証人のクリスチャン会衆の長老としても奉仕してきました。
私は，遺伝学における実証的研究を通して，また生理学や形態学といった生物学の諸分野の研究を通して，生物の計り知れない深遠な緻密さを目の当たりにしてきました。それらの分野の研究により，最も基本的な形態の生物でさえ，それを生じさせた理知ある源が存在するはずだとの確信が強まりました。
科学界は，生物が非常に緻密な造りになっていることに気づいています。ところが，そうした驚くべき事実は一般に，進化論に極めて肯定的な場面で取り上げられています。しかし，聖書の創造の記述に対する反論も，科学的に十分に精査するなら，あえなく崩れ去ってしまう，と私は見ています。私はそのような反論について長年考察してきました。生物について多くのことを注意深く研究してきて，また地球で生物が存在できるように宇宙の諸法則が完璧と思えるまでに調整されていることを考えると，創造者の存在を信じないわけにはいきません。
「観察するすべてのものには原因がある」
■ バイロン･リオン･メドウス
プロフィール: 私は米国の航空宇宙局でレーザー物理学を研究しています。現在は，地球規模の気象や天候といった諸現象をよりよく観察するための技術開発にかかわっています。私はバージニア州キルマーノックにあるエホバの証人の会衆の長老として奉仕しています。
私は研究に当たって物理学の諸原則を適用し，ある事柄がどのように，またなぜ生じるのかを解明しようとしています。私の研究分野でも，観察するすべてのものには原因があるということの明白な証拠を見ることができます。自然界のあらゆるものの本源的な原因は神であると認めることは，科学的に見ても理にかなっていると考えています。自然界の様々な法則は極めて安定しているので，組織者つまり創造者がそれを定めたことを否定する理由は何もないと思います。
これが当然の帰結であるなら，進化論を信じている科学者が多いのはなぜでしょうか。先に結論を出してから証拠を見ている，ということはないでしょうか。それは科学者の間でもありがちなことです。しかし，観察結果にたとえ説得力があっても，先に結論を出すべきではありません。例えば，レーザー物理学を研究する人は，光は波動であると主張することができます。光はよく音波のように波として振る舞うからです。しかしこの結論は完全なものではありません。なぜなら，光は光子という粒子の集まりとして振る舞うという証拠もあるからです。同様に，進化が事実であるとする人たちの結論は，証拠の一部にしか基づいていません。しかも先に結論を出していて，それに影響された形で証拠を見ています。
進化論の“専門家”を自任する人たちが進化はどのように生じたかをいろいろ論じ合っているのに，進化を事実として簡単に受け入れている人がいるのは，意外に思えます。例えば，仮に数学で，一部の専門家が2足す2は4であるとし，別の専門家たちは3ないし6であるとする場合，この数学を証明された事実として受け入れるべきでしょうか。もし科学の役割が，証明でき，検証でき，再現できるもののみを認めるというものであれば，すべての生物が共通の祖先から進化したというのは科学的な事実ではありません。
「何もないところから何かが生じることはあり得ません」
■ ケネス･ロイド･タナカ
プロフィール: 私は地質学者で，現在，アリゾナ州のフラッグスタッフにある米国地質調査所で働いています。30年近くの間，惑星地質学など，地質学の様々な分野における学術調査に参加してきました。私の論文や火星の地質図は，広く認められた学術誌に掲載されています。またエホバの証人として毎月70時間を費やして，聖書を読むことを人々に勧めています。
私は進化論を信じるように教育されましたが，宇宙の形成に必要な莫大なエネルギーが，強力な創造者なしにひとりでに生じたという考えを受け入れることができませんでした。何もないところから何かが生じることはあり得ません。また，創造者が存在することを示す強力な論拠は，聖書にあるとも考えています。この書物には，私の専門分野に関連する様々な科学的事実が挙げられています。例えば，地球が球状であることや，地球が「無の上に」掛けられていることなどです。（ヨブ 26:7。イザヤ 40:22）こうした事実は，人間の調査によって証明されるはるか前に聖書に書き記されたものです。
人の造りについても考えてみてください。人には，知覚，自己認識，思考力，心を通わせる能力，感情などが備わっています。とりわけ，愛を感じ取り，認識し，表現することができます。人間のこうしたすばらしい特質がどのように生じたのか，進化論で説明することはできません。
こう自問してみるのはいかがでしょうか。『進化論を擁護するために使われている情報の源はどれほど信ぴょう性があるだろうか』と。地質学上の記録は不完全で，複雑で，非常に分かりにくくなっています。進化論を信じる科学者たちは，提唱されている進化の過程を科学的な手法を使って実験室で示すことができていません。また一般に，科学者は優れた手法を用いてデータを収集しますが，得られた情報を解釈する際に自己本位になることが少なくありません。科学者でも，データが決定的でなかったり矛盾していたりするとき，自分の考えを押し通そうとする場合があります。自分のキャリアや自負心も大きな要素となります。
私は科学者として，また聖書を研究する者として，包括的な真理，つまり知り得るすべての事実と観察結果を調和させて，最も正確な理解に至る真理を探してきました。私にとって，創造者の存在を信じることは，最も理にかなっています。
『細胞に見られる設計の明白な証拠』
■ ポーラ･キンチェロ
プロフィール: 私は細胞生物学，分子生物学，そして微生物学の分野で数年間にわたる研究の実績を持っています。現在は米国ジョージア州アトランタにあるエモリー大学で働いています。また，ロシア語を話す人々に聖書について教える自発奉仕も行なっています。
生物学の教育課程の一環として，4年間，細胞とその構成部分を集中的に研究しました。DNA，RNA，タンパク質，また代謝経路などについて学べば学ぶほど，そのよく組織された緻密で精巧な造りに驚嘆の念を覚えました。また，細胞についてすでに知られていることにも感銘を受けましたが，まだ学ぶべきことがいかに多いかという点にも驚かされました。神の存在を信じる一つの理由は，設計の明白な証拠が細胞に見られるからです。
私は聖書の研究を通して，創造者がだれであるか，つまりエホバ神であるということを知るようになりました。神は理知ある設計者ですが，それ以上に，私たちのことを気遣ってくれる親切で愛ある父親のような存在であることを確信しています。聖書は人生の目的について説明していて，明るい将来の希望を与えています。
学校で進化論を教えられる若い人たちは，それを信じることに，戸惑いを感じるかもしれません。神を信じる若い人であれば，信仰の試みとなるかもしれません。そのような試みを克服するには，私たちの周りに見られる自然界の驚嘆すべき事柄に目を留め，創造者とその特質に関する知識を引き続き取り入れる必要があります。私も個人的にそれを行なった結果，創造に関する聖書の記述は正確で，真の科学と矛盾するものではないとの結論に至りました。
「簡明で優美な法則」
■ エンリケ･エルナンデス-レムス
プロフィール: 私はエホバの証人の全時間奉仕者で，メキシコ国立大学の理論物理学者です。現在，恒星の成長メカニズムである重力熱的破局という現象を熱力学的に説明する研究に携わっています。また過去には，DNA配列の複雑性についても研究しました。
生物は，偶然に生じたとするには，あまりにも緻密で複雑です。一例として，DNA分子に含まれる膨大な情報量について考えてみましょう。一つの染色体が無作為に生じる数学的な確率は9兆分の1以下で，あまりにも可能性が低いため，不可能と言えるでしょう。たった一つの染色体だけでなく，生命体に見られる驚くべき緻密な構造すべてが，理知的作用のない力によってできあがったと考えるのは全く筋が通っていません。
また，顕微鏡レベルから宇宙空間の巨大な星雲に至るまで，物質の極めて複雑な振る舞いについて考察するとき，それらの運動を支配する簡明で優美な法則には驚嘆を覚えます。これらの法則は卓越した数学者の働きを示すというよりも，卓越した芸術家の歴然たる印を明示していると言わざるを得ません。
私がエホバの証人だということを話すと，驚く人は少なくありません。神の存在をどうして信じることができるのかと尋ねる人もいます。このような反応は理解できます。ほとんどの宗教は，信者が自分の教えられている事柄の証拠を求めたり，自分の信条について調べたりするのを奨励していないからです。しかし聖書は，「思考力」を用いるようにと勧めています。（箴言 3:21）自然界に見られる知的設計の様々な証拠に加えて，聖書に見られる証拠について考えると，神の存在だけでなく，神が人々の祈りにも関心を払っていることを確信できます。
[脚注]
この記事の中で専門家が述べる見解は，必ずしもその人の所属する機関の見方を反映するものではありません。
[22ページの図版のクレジット]
Mars in background: Courtesy USGS Astrogeology Research Program, http://astrogeology.usgs.gov



^ ***起 2ページ 目次***
生命の起源 ― 5つの大切な質問
目次
質問
 1  生命はどのようにして始まったのか
 2  単純な生物など本当にあるのか
 3  わたしたちの設計図はどこから来たのか
 4  すべての生物は共通の祖先から出たのか
 5  聖書を信じるのは理に反することか
    参考文献









^ ***喜歌 3番 私たちの力，希望，確信***
3番
私たちの力，希望，確信
（格言 14:26）
1. エホバよ あなたから得た慰め
たくさんの人に分けたいのに
時には苦しくて心は重く
明るい希望の火も消えそう
（※ 繰り返し）
力 希望 確信は
あなたからのもの
どんなときも頼るなら
また強くなれる
2. つらいときはいつも ずっとそばで
慰めてくれたあなたのこと
忘れないでいれば 希望の光
また明るくなり 勇気出せる
（※ 繰り返し）
力 希望 確信は
あなたからのもの
どんなときも頼るなら
また強くなれる
（詩 72:13，14; 格 3:5，6，26; エレ 17:7も参照。）



^ ***喜歌 4番 「エホバは私の牧者」***
4番
「エホバは私の牧者」
（詩編 23編）
1. エホバは私の優しい牧者
羊を忘れずに深く気遣う
静かな水辺で私を癒やし
平和と安らぎで心を満たす
平和と安らぎで心を満たす
2. 恐れず歩もう 深い谷間も
あなたが共にいて守ってくれる
正しく生きたい その名のために
私の神エホバ 本当の友
私の神エホバ 本当の友
3. エホバの豊かな愛ある世話と
その揺るぎない愛 私のそばに
希望と喜び 感謝にあふれ
永遠に住みたい エホバの家に
永遠に住みたい エホバの家に
（詩 28:9; 80:1も参照。）









^ ***塔03 3/1 23–29ページ 王国を第一に求める ― 不安のない幸福な生活***
ライフ･ストーリー
王国を第一に求める ― 不安のない幸福な生活
ジェサ･スナル
朝食後，ラジオから，「エホバの証人は非合法であり，その活動は禁止されています」というアナウンスが聞こえてきました。
あれは1950年，わたしたち20代の女性4人がドミニカ共和国でエホバの証人の宣教者として奉仕していたときのことです。ドミニカには，その前の年に到着していました。
宣教者になることは，わたしにとっていつでも人生の目標だったわけではありません。子どものころ，教会に通っていたのは事実です。しかし，父は第一次世界大戦中に教会に通うのをやめていました。わたしが1933年に監督教会で堅信礼を受けた日に，主教は聖書の1節を読んだだけで，政治の話を始めました。母はたいへんがっかりして，二度と教会には行きませんでした。
生き方を変える
わたしの両親ウィリアム･カール･アダムズとメアリー･アダムズの間には5人の子どもが生まれました。男の子はドンとジョエルとカールです。妹のジョイは末っ子で，わたしは一番年上です。確か13歳の時だったと思いますが，ある日，学校から帰ると，母がエホバの証人の発行した小冊子を読んでいました。「神の国 ― 全地の希望」（英語）という表題がついていました。「これこそ真理だわ」と母は言いました。
母は聖書から学んでいることを子どもたち全員に話しました。母は言葉と模範によって，『王国と神の義を第一に求めなさい』というイエスの助言の大切さをわたしたちの心に焼き付けました。―マタイ 6:33。
わたしはいつも喜んで聞いていたわけではありませんでした。ある時などは，「お母さん，わたしに伝道するのはやめて。そうじゃないと，もうお皿なんか拭かないわよ」と言ったこともあります。しかし，母は巧みで，わたしたちに話すのを決してやめませんでした。そして，子どもたち全員をクララ･ライアンの家で開かれていた聖書研究の集いに定期的に連れて行きました。その家は，米国イリノイ州エルムハーストのわが家から歩いて行ける距離にありました。
クララはピアノも教えていました。教え子たちが年に1度の発表会で演奏するときには，その機会を活用して神の王国と復活の希望について話しました。わたしは7歳のときからバイオリンを習っており，音楽に関心があったので，クララの話に耳を傾けました。
まもなく，わたしたち子どもは，母に連れられて，シカゴの西にあった会衆の集会に出席するようになりました。バスや路面電車に長い時間揺られて通いましたが，それは，王国を第一に求めるとはどういうことかを，幼いわたしたちに教える訓練の一環でした。母がバプテスマを受けてから3年後の1938年に，わたしは母と一緒にシカゴで開かれたエホバの証人の大会に出席しました。この大会は50の都市を無線電話でつないで行なわれ，シカゴはそうした都市の一つでした。わたしはそこで聞いた話に心を打たれました。
しかし，わたしは音楽にも愛着があり，心を引かれていました。1938年に高校を卒業すると，父の計らいにより，シカゴのアメリカ音楽院で勉強することになりました。そこで，次の2年間は音楽を学び，二つのオーケストラで演奏し，音楽の世界で成功することを考えていました。
バイオリンを教えてくださっていたハーバート･バトラー先生は，ヨーロッパを離れ，米国に住んでいました。それで，読んでくださるかもしれないと思い，「避難者」（英語）という小冊子をさし上げました。 先生はそれを読み，次の週のレッスンが終わった後で，「ジェサ，君は上手に弾けるから，勉強を続ければ，放送楽団での仕事か音楽を教える仕事が見つかるだろう。だが」と言うと，その小冊子に指を触れて，「君の心はこちらにあるのだと思う。こちらを君の生涯の仕事にしてはどうかね」とおっしゃいました。
わたしはそのことを真剣に考えました。音楽院で学び続けるのをやめ，母の招きに応じて，1940年7月にミシガン州デトロイトで開かれたエホバの証人の大会に出席しました。わたしたちはトレーラーシティー内のテントに寝泊まりしました。もちろん，バイオリンも一緒でした。わたしは大会のオーケストラで演奏しました。でも，トレーラーシティーでたくさんの開拓者（全時間の福音宣明者）と出会いました。どの人も皆，たいへん幸福そうでした。わたしはバプテスマを受ける決意をし，開拓奉仕の申し込みを出しました。そして，一生の間，全時間奉仕を続けられるよう助けてください，とエホバに祈りました。
わたしは郷里の町で開拓奉仕を始めました。その後，シカゴで奉仕し，1943年にはケンタッキーに移動しました。その夏，地域大会の直前に，ギレアデ学校の第2期のクラスに出席するよう招待され，宣教者奉仕の訓練を受けることになりました。クラスは1943年9月に始まる予定でした。
その夏の大会中，ある証人の家に泊めていただきましたが，その女性が，娘の服の中であなたが欲しいと思うものは何でもさし上げますよ，と言ってくださいました。この方の娘さんは軍隊に入っており，自分の持ち物を全部だれかにあげてほしいと母親に言っていたのです。これらの備えはわたしにとって，「ですから，王国と神の義をいつも第一に求めなさい。そうすれば，これらほかのものはみなあなた方に加えられるのです」というイエスの約束の成就と言えました。（マタイ 6:33）ギレアデでの5か月はあっと言う間に終わり，1944年1月31日に卒業した時は宣教者奉仕に対する期待に胸をふくらませていました。
彼らも全時間奉仕を選んだ
母は1942年に開拓奉仕を始めていました。当時，弟3人と妹はまだ学校に通っていました。母はよく放課後に子どもたちを迎えに行き，野外奉仕に連れて行きました。家事を分担して行なうことも教えました。母自身はいつも夜遅くまで起きていて，アイロンがけなどのなすべき仕事をこなし，日中は奉仕に出られるようにしていました。
1943年1月，わたしがケンタッキーで開拓奉仕をしていたころ，弟のドンも開拓奉仕を始めました。このことで父はがっかりしました。自分や妻のように，子どもたち全員にも大学教育を受けてほしいと思っていたからです。2年近く開拓奉仕を行なった後に，ドンはニューヨークのブルックリンにあるエホバの証人の世界本部の一員として全時間奉仕を続けるよう招かれました。
ジョエルは家にいた1943年6月に開拓奉仕を始めました。そのころ，ジョエルは何とか父を説得して大会に出席させようとしていましたが，うまくいきませんでした。しかし，ジョエルがその地域で家庭聖書研究をなかなか見つけられないのを見て，父はジョエルが「真理は汝らを自由にすべし」（英語）の本で自分との研究を司会することに同意しました。父は質問には難なく答えましたが，ジョエルに本の内容の聖書的な裏づけを示すよう求めました。そのおかげで，ジョエルは聖書の真理を自分のものとすることができました。
選抜徴兵局はドンに聖職者としての兵役免除を与えていたので，ジョエルは自分にも同様の免除が与えられるものと期待していました。しかし，選抜徴兵局はジョエルがいかにも若く見えたので，聖職者扱いにしようとはせず，召集令状を送ってきました。ジョエルが兵役を拒否すると，逮捕状が出されました。FBIはジョエルを捜し出し，その結果ジョエルはクック郡の拘置所で3日間過ごすことになりました。
父はわが家を保釈金代わりにしました。またその後，同様の状況に直面した年若い証人たちのためにも同じことをしました。父はこの問題の不公平さに激怒し，上訴できるかどうかを調べるために，ジョエルとともにワシントンDCへ出向きました。結局，ジョエルは聖職者扱いにしてもらい，この件は取り下げられました。父は，任命地で宣教者として奉仕していたわたしに手紙をくれて，「この勝利はエホバから与えられたものと考えるべきでしょう」と述べました。1946年8月の末にはジョエルもブルックリンで本部の一員として奉仕するよう招かれました。
カールは学校の休暇中に何度か開拓奉仕を行ない，1947年の初めに高校を卒業すると，正規開拓奉仕を始めました。しかし，父の健康が衰えてきたので，しばらく父の仕事を手伝い，その後，家を離れて，別の任命地で開拓奉仕を始めました。1947年の末には，カールもドンやジョエルと共にブルックリン本部でベテル家族の一員として奉仕するようになりました。
ジョイは高校卒業後，開拓奉仕を始めました。その後，1951年に，兄たちと共にベテルで奉仕するようになりました。ベテルではハウスキーパーとして，また予約部門で働きました。1955年には，やはりベテル家族の一員だったロジャー･モーガンと結婚しました。その後7年ほどして，二人は子どもをもうけることにし，ベテルを出ました。やがて，子ども二人を育て上げました。その子たちもエホバに仕えています。
子どもたち全員が全時間奉仕に入ると，母は父を巧みに励ましたので，父もエホバに献身し，1952年にバプテスマを受けました。父は亡くなるまでの15年間，病気のせいで限界があったにもかかわらず，王国の真理を他の人に伝える方法を見いだす面でたいへん巧みでした。
父の病気のために一時中断したものの，母は亡くなるまで開拓奉仕を続けました。車を持ったことは一度もありませんでしたし，自転車にも乗りませんでした。小柄な人で，どこへ行くにも歩きました。聖書研究を司会するため田舎まで足を延ばすこともしばしばでした。
宣教者の奉仕を始める
ギレアデ学校を卒業した後，わたしたちは旅行に必要な手続きが終わるまでの1年間，ニューヨーク市の北部で開拓奉仕を行ないました。そして，1945年にやっと任命地のキューバへ出発しました。キューバでは新しい生活様式に徐々に慣れていきました。宣べ伝える業に対する反応は良く，まもなく全員がたくさんの聖書研究を司会するようになりました。わたしたちはその地で数年間奉仕しました。その後，任命地が変更になり，ドミニカ共和国で働くことになりました。ある日，出会った一人の女性は，自分の客の一人であるフランス人の女性スザンヌ･アンフロワにぜひ会うよう勧めてくれました。聖書を理解する助けを求めているというのです。
スザンヌはユダヤ人だったので，ヒトラーがフランスに侵攻してきた時，夫の指示を受け，二人の子どもと一緒に国外に移動していました。スザンヌは学んでいたことをすぐに他の人に伝えました。まずわたしに訪問を依頼した女性に，次にフランスから来た友人ブランシェに話しました。これらの人はいずれも進歩してバプテスマを受けました。
「どうすれば子どもたちを助けられるでしょうか」と，スザンヌは尋ねてきました。スザンヌの息子は医学の勉強をしており，娘はニューヨークのラジオシティー･ミュージックホールで踊ることを夢見てバレーの勉強をしていました。スザンヌは二人に「ものみの塔」誌と「目ざめよ！」誌の予約を送りました。結果として，スザンヌの息子とその妻，および息子の妻とふたごの関係にある姉妹が証人になりました。スザンヌの夫であるルイは，妻がエホバの証人に関心を抱いていることに不安を覚えていました。当時，ドミニカ共和国政府はわたしたちの活動を禁じていたからです。しかし，家族全員が米国に移り住んだ後，ルイもやがて証人になりました。
禁令下でも奉仕を続ける
わたしたちが1949年に任命されてからまもなく，ドミニカ共和国ではエホバの証人の活動が禁止されましたが，わたしたちは自分たちの支配者として人間より神に従うとの決意を抱いていました。（使徒 5:29）引き続き神の王国を第一に求め，イエスがご自分の追随者たちにお命じになったように，王国の良いたよりを知らせ続けました。（マタイ 24:14）また一方で，宣べ伝える業を行なう際には，「蛇のように用心深く，しかもはとのように純真」に行動することを学びました。（マタイ 10:16）例えば，わたしのバイオリンはたいへん役立ちました。聖書研究を司会するときはいつも持っていきました。バイオリニストになった研究生はいませんが，幾つかの家族はエホバの僕になりました。
禁令が課されてから，わたしたち女性4人，つまりメアリー･アニョル，ソフィア･ソビアク，イーデス･モーガンとわたしは，サンフランシスコ･デ･マコリスの宣教者の家から，首都サントドミンゴの支部にあった宣教者の家に引っ越しました。しかし，わたしは月に1回，前の任命地に音楽を教えに行きました。そのため，クリスチャンの兄弟たちへの霊的な食物をバイオリン･ケースに入れて持って行き，彼らの奉仕報告を持ち帰ることができました。
サンフランシスコ･デ･マコリスの兄弟たちがクリスチャンの中立の立場ゆえにサンティアゴで投獄されていた時は，兄弟たちにお金と，可能なら聖書を届け，家族のために向こうの様子を聞いてきてほしいと頼まれました。サンティアゴの刑務所で，看守はわたしがバイオリン･ケースを抱えているのを見て，「それはどういう目的で使うのですか」と尋ねました。「慰問です」と，わたしは答えました。
わたしが演奏した曲の中には，ある証人がナチ強制収容所内で作った歌が入っていました。その歌は現在，エホバの証人の歌の本に29番として収められています。わたしは投獄されている兄弟たちがその歌を覚えて歌えるようにするために，それを演奏しました。
わたしは，証人たちの多くが，政府の指導者トルヒーヨ所有の農場に移されていたことを知りました。そこはバスの通る道からほんの少し外れたところにある，ということでした。それで昼ごろに，わたしはバスを降り，道を尋ねました。1軒の小さな店の主人は，連山のかなたを指さし，質物としてバイオリンを預けていくなら，馬を貸し，道案内の少年をつけてあげようと言ってくれました。
それらの山々を越えたところには川があり，二人とも馬の背に乗ったまま，馬を泳がせて渡らなければなりませんでした。そこにはオウムの群れがいました。緑と青の玉虫色の羽が日の光に輝いていました。とても美しい光景でした。わたしは，「エホバ，この鳥たちをこんなに美しく作ってくださって，ありがとうございます」と祈りました。午後の4時になってやっとその農場に到着しました。担当の兵士は親切で，兄弟たちと話をさせてくれました。また，小型の聖書をも含め，持ってきたものすべてを兄弟たちにあげるのを許可してくれました。
帰り道は，ずっと祈っていました。すでに暗くなっていたからです。店に帰り着いたときは，雨でぐしょぬれでした。その日の最終バスが出てしまっていたので，店の主人にお願いして，通りかかった1台のトラックを呼び止めてもらいました。そのトラックの男性二人と一緒に行っても大丈夫でしょうか。その一人がわたしに尋ねました。「ソフィーを知っていますか。わたしの妹と研究しているんですよ」。わたしはこれが祈りに対するエホバの答えだと思いました。二人はわたしをサントドミンゴまで無事に送り届けてくれました。
1953年には，ドミニカ共和国の他の証人たちと共に，ニューヨークのヤンキー･スタジアムで開かれたエホバの証人の国際大会に参加しました。父も含めて，わたしの家族全員がその大会に出席していました。ドミニカ共和国での宣べ伝える業の進捗状況に関する報告の後，プログラムの一部として，宣教者仲間のメアリー･アニョルとわたしは禁令下でどのように宣べ伝えているかを実演しました。
旅行する奉仕の特別な喜び
その夏，わたしはルドルフ･スナルと出会い，翌年結婚しました。主人の家族は第一次世界大戦の少し後にペンシルバニア州のアレゲーニーで証人になっていました。主人は第二次世界大戦の間，クリスチャンの中立ゆえに刑務所で服役した後に，ニューヨークのブルックリンでベテル奉仕を始めました。結婚してまもなく，主人は旅行する監督として諸会衆を訪問するよう招かれました。それで次の18年間は，巡回奉仕を行なう主人に同行しました。
わたしたちは巡回奉仕で，ペンシルバニア州，ウェスト･バージニア州，ニューハンプシャー州，マサチューセッツ州などを回りました。たいていはクリスチャンの兄弟たちの家に泊めていただきました。そうした人たちと知り合い，共にエホバに仕えるのは特別な喜びでした。わたしたちに示された愛ともてなしは，いつも温かく純粋でした。ジョエルはわたしの宣教者仲間だったメアリー･アニョルと結婚した後，二人で旅行する奉仕を3年間行ない，ペンシルバニア州とミシガン州の諸会衆を訪問しました。その後，1958年に，ジョエルは再びベテル家族の成員となるよう招かれました。今度はメアリーと一緒です。
カールは7年ほどベテルで過ごし，さらに経験を積むために数か月のあいだ巡回奉仕を行なうよう任命されました。その後，ギレアデ学校の教訓者の一人となり，1963年にはボビーと結婚しました。ボビーは2002年10月に亡くなるまで，ベテルで忠実に奉仕しました。
ドンは，長年ベテルで奉仕している間に，他の国に旅行して，支部事務所や宣教者の畑で働いている人たちに仕える機会がありました。これまでに割り当てを受けて，東洋，アフリカ，ヨーロッパ，南北アメリカの各地を訪問しました。ドンの忠実な妻ドロレスは，多くの場合その旅に同行します。
状況の変化
父は長い闘病生活の末に亡くなりましたが，亡くなる前，わたしに，おまえたちがエホバ神に仕えることを選んでくれて本当によかった，自分の望みどおり大学教育を追い求めていたなら，とてもこれほど多くの祝福は得られなかっただろう，と言いました。母は妹のジョイの近くに引っ越すことになり，わたしはその荷造りの準備を手伝いました。その後，主人とわたしは，当時わたしたちの助けを必要としていた主人の母の近くにいられるようにと，ニューイングランドでの開拓奉仕の割り当てを受けました。主人の母が亡くなってからは，わたしの母が13年間わたしたちと暮らしました。その後，1987年1月18日に，母は93歳で地上での割り当てを終えました。
子どもたち全員を，エホバを愛し，エホバにお仕えするように育てたことを，友人たちから褒められるたびに，母は慎み深くこう答えたものです。「『土』がりっぱだっただけですよ」。（マタイ 13:23）神を恐れる両親が熱意と謙遜さの点で立派な模範を残してくれたことは，なんという祝福だったのでしょう。
王国を引き続き第一にする
わたしたちは生活の中でいつも神の王国を第一にし，他の人と分け合うようにとのイエスの助言をあてはめるように努めてきました。（ルカ 6:38; 14:12-14）それに対してエホバは，わたしたちの必要を寛大に満たしてくださいました。ですから，不安のない幸福な生活を送ることができました。
ルディーとわたしは音楽に対する愛を失ってしまったわけではありません。わたしたちと同様に音楽を愛する人たちが夕べに訪ねてくれて，一緒に楽器を演奏するのは楽しいひとときです。しかし，音楽はわたしの一生の仕事ではありません。それは人生における副次的な楽しみです。現在，主人とわたしは自分たちの開拓奉仕の実，つまり何年もの間にわたしたちが援助してきた人々を見て喜びを感じています。
現在，健康上の問題を抱えてはいるものの，全時間宣教に携わってきた60年余りの間，わたしたちの生活はたいへん幸福で不安のないものだったと言うことができます。わたしは毎朝，目が覚めると，何年も前に全時間奉仕に入ったときにささげた祈りに答えてくださったことをエホバに感謝します。それから考えるのです。『さて，今日はどのように王国を第一に求めることができるかしら』と。
[脚注]
エホバの証人発行。現在は絶版。
[24ページの図版]
1948年当時の家族（左から右へ）: ジョイ，ドン，母，ジョエル，カール，わたし，父
[25ページの図版]
母は宣教に対する熱心さを身をもって示してくれた
[26ページの図版]
50年余りたった今日の，カール，ドン，ジョエル，ジョイ，わたし
[27ページの図版]
左から右へ: ドミニカ共和国で宣教者として奉仕していた，わたし，メアリー･アニョル，ソフィア･ソビアク，イーデス･モーガン
[28ページの図版]
メアリー（左）と，ヤンキー･スタジアムにて。1953年
[29ページの図版]
巡回奉仕を行なっていたころの主人と共に












^ ***塔研24 1月号 15–16ページ エホバと同じように女性を大切にしていますか***
エホバと同じように女性を大切にしていますか
忠実な女性たちと一緒にエホバに仕えることができるのは素晴らしいことです。強い信仰を持つ，働き者の姉妹たちは貴重な存在です。 私たちはその働きに心から感謝しています。兄弟が姉妹たちに優しく，公平に，敬意を込めて接するのは大切なことです。でも，そうするのを難しく感じることもあります。私たちは完璧ではないからです。また，ほかの理由で難しさを感じる人たちもいます。
ある文化圏では，女性は男性よりも劣っていると考えられています。ボリビアで巡回監督として奉仕しているハンズ兄弟はこう言っています。「男性は男らしく，強くあるべきだ，と教えられて育つと，男性の方が女性よりも上だと考えるようになり，女性を見下すようになってしまいます」。台湾で長老として奉仕している勝賢兄弟はこう言っています。「この辺りでは，女性は男性に意見するべきではないと考えられています。女性の意見を取り入れようとする男性は仲間から見下されてしまうんです」。女性に対する偏見は，ちょっとした言動にも表れることがあります。女性をばかにするようなジョークを言ったりする人もいます。
男性の方が女性よりも上であるという文化で育ったとしても，そのような考え方を変えることは可能です。（エフェ 4:22-24）エホバの手本に倣うことが助けになります。この記事では次の点を考えます。エホバはどのように女性を大切にしているでしょうか。兄弟たちはエホバにどのように倣えるでしょうか。長老たちは姉妹たちにどのように進んで敬意を示せるでしょうか。
エホバは女性をどのように大切にしているか
エホバは女性を大切にする点で完璧なお手本です。優しいお父さんであるエホバは，人間のことを子供のように愛しています。（ヨハ 3:16）姉妹たちはエホバにとって大切な娘のような存在です。では，エホバが女性をどのように大切にしているか考えてみましょう。
公平に見ている。エホバは男性と女性をご自分に似た者として創造しました。（創 1:27）男性を女性よりも賢くて才能があるように造ったりはしませんでした。エホバにとって，男性の方が女性よりも大切ということはありません。（代二 19:7）男性も女性も同じように聖書の真理について理解し，エホバの素晴らしい性格に倣うことができるように造りました。エホバはご自分に仕える人たち全てを高く評価しています。男性か女性か，将来の希望が天のものか地上のものかは関係ありません。（ペテ二 1:1）エホバが女性を低く見ることは決してありません。
注意深く耳を傾けている。エホバは，女性がどんな気持ちでいるかやどんな問題を抱えているかを気に掛けています。それは，ラケルやハンナの祈りをよく聞いて，それに答えたことから分かります。（創 30:22。サム一 1:10，11，19，20）また，女性の意見をよく聞いた人たちの記録が聖書に収められていることからも分かります。例えば，アブラハムはエホバの指示に従ってサラの願いを聞き入れました。（創 21:12-14）ダビデは，アビガイルがエホバから遣わされたと感じ，話を注意深く聞きました。（サム一 25:32-35）エホバに完全に倣っていたイエスは，母親であるマリアの言うことに耳を傾けました。（ヨハ 2:3-10）こうした例から，エホバが注意深く耳を傾け，女性を大切にしていることが分かります。
信頼して仕事を任せている。エホバはエバに地球全体を世話するという仕事を任せました。（創 1:28）エバのことをアダムより劣った人とではなく，アダムを補って助ける人と見ていたからです。また，デボラやフルダといった女預言者を通して，裁き人や王を導くということもありました。（裁 4:4-9。王二 22:14-20）現在，エホバはご自分の望んでいることを行うために姉妹たちを用いています。姉妹たちは，伝道者，開拓者，宣教者として奉仕しています。中には王国会館や支部施設の設計や建設，メンテナンスをしている人もいれば，ベテルや遠隔翻訳事務所で奉仕している人たちもいます。このように大勢の姉妹たちが，エホバが望んでいることを力強く行っています。（詩 68:11）エホバは，女性を無力で弱いとは決して考えていません。
兄弟たちはどのようにエホバに倣えるか
エホバと同じように姉妹たちを大切にするためには，自分の考え方や行動を正直に分析する必要があります。でも，自分の力だけでそうすることはできません。レントゲンを使うと心臓の状態を確かめることができるのと同じように，信頼できる友達に尋ねたり聖書を活用したりするなら，心のどこかで女性に対して良くない見方を持っていないかを確かめられます。では，具体的にどんなことができるでしょうか。
信頼できる友達に尋ねてみる。（格 18:17）親切でバランスの取れた見方ができる友達に，こんなふうに尋ねられるかもしれません。「姉妹たちへの接し方で気になるところはある？ 姉妹たちは敬意を示されているって思っているかな？ 何か直した方がいいと思うところはある？」 もし友達から改善すべき点を幾つか指摘されたとしても，はねつけたりせずに進んで調整するようにしましょう。
聖書を調べる。自分を分析するのに一番良い方法は，自分の考え方や行動を聖書に照らし合わせてみることです。（ヘブ 4:12）聖書の中には，女性を大切にした人だけでなく，そうしなかった人についても書かれています。そうした人たちと自分を比べてみましょう。また，いろいろな聖句を比較して考えることも大切です。もし1つの聖句だけに注目するなら，間違った結論になってしまうかもしれません。例えばペテロ第一 3章7節には，女性が「より繊細な器」である，とあります。 これは女性が男性に比べて知性や能力があまりない，ということでしょうか。



^ ***塔研24 3月号 22–23ページ 闇を離れ，光の中にとどまる***
的に乱れた生活を送っていた人もいます。でも，エホバの基準について学び，自分を変化させてきました。エホバに喜ばれる生き方をするよう努力し，それが自分のためになることを実感しています。（イザ 48:17）でも，気を緩めないようにしましょう。闇からしっかり離れていて，「光の子供として歩[む]」ためには，引き続き努力する必要があります。では，具体的にどんなことができるでしょうか。
闇から離れる
8 エフェソス 5:3-5を読む。闇から離れて道徳的に清い状態を保つために，エフェソスのクリスチャンはエホバに喜ばれない行いを避ける必要がありました。その中には性的に不道徳な行いだけでなく，下品な会話も含まれていました。パウロはこうしたものから離れていないなら，「キリストと神との王国に関連したどんな財産も受けることはありません」と警告しました。
9 私たちも，「何も生み出さない闇の行い」に関わらないように闘い続ける必要があります。（エフェ 5:11）多くの実例から分かる通り，不道徳なものを見たり聞いたり話題にしたりするなら，間違ったことを行ってしまう可能性が高くなります。（創 3:6。ヤコ 1:14，15）ある国では，何十人ものエホバの証人がオンライン上で友達になり，チャットグループを作って会話を楽しんでいました。初めは，エホバや聖書のことについて話していました。でもやがて，会話の内容は良くないものになっていき，セックスの話題で盛り上がるようになりました。この良くない会話がきっかけで，多くの人が性的に不道徳なことをしてしまいました。
10 サタンが支配する世界は私たちに，エホバが不道徳で汚れていると言っているものを全く問題がないと思わせようとしています。（ペテ二 2:19）それも驚くことではありません。サタンはこれまでずっと，正しいことと間違っていることを見分けられないように人々を惑わしてきたからです。（イザ 5:20。コリ二 4:4）実際，多くの映画やテレビ番組，ウェブサイトによって，エホバの基準に全く反する考えが広まっています。サタンは，汚れた行動やライフスタイルは問題がないだけでなく，楽しいものだと思わせようとしています。（エフェソス 5:6を読む。）
11 サタンは，私たちがエホバの基準を大切にしない人たちとの交友から悪い影響を受けることを願っています。それでパウロはエフェソスの兄弟姉妹に，エホバの目に悪いことを行う人たちと「関わりを持ってはなりません」と言いました。（エフェ 5:7）私たちはエフェソスのクリスチャンよりもさらに注意する必要があります。直接会って時間を過ごす人だけではなく，ソーシャルメディアでやり取りをする人たちからも影響を受けるからです。アジアに住むアンジェラ姉妹はそのことを認めています。 こう言います。「ソーシャルメディアを使っていると，だんだん感覚が鈍くなってきます。私は，聖書の原則を大切にしない人たちを友達にすることを何とも思わなくなってしまいました。そして，エホバが喜ばないライフスタイルをしても構わないんじゃないかと思うまでになりました」。でも，姉妹は長老たちの優しい助けによって考え方や行動を変えることができました。こう言っています。「今では，ソーシャルメディアよりもエホバについて考える時間をもっと大切にするようにしています」。
12 今の世の中では，不道徳な行いは特に悪いことではないという考え方が広まっています。私たちはそうした考え方が間違っていることをよく知っています。（エフェ 4:19，20）でも，次のように考えてみるのは良いことです。「職場や学校などで会う，エホバの基準を大切にしていない人たちと必要以上に仲良くならないように注意しているだろうか。考え方が古いと言われるとしても，エホバの基準にしっかり従うだろうか」。テモテ第二 2章20-22節から分かる通り，私たちは会衆の中でどんな人と親しくなるかにも注意深くある必要があります。エホバに心を込めて仕えようとしていない人もいるからです。
「光の子供として」歩む
13 パウロはエフェソスの兄弟姉妹に，闇から離れるだけでなく，「光の子供として歩[む]」よう勧めました。（エフェソス 5:7-9を読む。）これはつまり，どんな時も本物のクリスチャンにふさわしい行動をするということです。そうするための1つの方法は，聖書と出版物をよく読み，深く学ぶことです。「世の光」であるイエス･キリストの手本と教えをじっくり考えることはとても大切です。（ヨハ 8:12。格 6:23）



^ ***塔研24 4月号 12ページ エホバが導いている組織を心から信頼する***
[12ページの囲み記事]
間違った情報を見聞きしたら
私たちは間違った情報をいろいろな時に見聞きすることがあります。例えば，兄弟姉妹が仲間の励みになると思って，出どころを確認せずに情報をシェアすることがあるかもしれません。間違った情報がメールで送られてくることもあります。伝道で，聖書に関心があるふりをした背教者から話を聞かされることもあるかもしれません。
1. 兄弟姉妹からの情報
その話の出どころの確認がきちんと取れているか尋ねてみましょう。確認が取れていないようなら，読んだり聞いたりするのをやめ，ほかの人にもシェアしないようにします。（格 14:15）
2. エホバの証人についての興味をそそられるメール
そうしたメールが友達のメールアドレスから送られてくる場合もあります。そういう時には，そのメールを送ったかどうかや，出どころを確認しているかどうかを本人に尋ねましょう。もし出どころが分からないようであれば，そのメールは削除します。（格 27:12）
3. 関心があるふりをした背教者
もしその人がエホバの組織を中傷するようなことを言ったり，背教者からの情報を伝えようとしたりしているなら，失礼にならない仕方で会話を終わらせましょう。（ヨハ二 10）



^ ***塔研24 5月号 3–4ページ 憐れみ深く「地上の人全てを裁く方」を信頼する***
最近，「命の復活」と「裁きの復活」に関する理解が調整されました。 （ヨハネ 5:28，29を読む。） その調整によって今回さらに明らかになった点について，この記事と次の記事で学びます。では，私たちはエホバの裁きについてどんなことを知っていて，どんなことは知らないでしょうか。
知らないこと
5 正しくないとエホバに判断された人がどうなるかについて，以前の出版物で取り上げられたことがあります。そこでは，ソドムとゴモラの人たちのように，エホバに滅ぼされた人たちには復活の希望はないと説明されていました。でも，祈って注意深く調査した結果，そうとは言い切れないことが明らかになりました。
6 聖書には，エホバが正しくない人を滅ぼした記述が幾つかあります。例えば，エホバはノアとその家族以外の全ての人を洪水によって滅ぼしました。また，約束の地に住んでいた7つの国民をイスラエル人によって滅ぼしたこともあります。天使が1晩のうちに18万5000人のアッシリア兵を討つようにしたこともあります。（創 7:23。申 7:1-3。イザ 37:36，37）エホバは，こうした人たち全てに永遠の滅びという裁きを下したのでしょうか。この人たちには復活の希望はないのでしょうか。聖書によると，そうとは断言できません。なぜそういえますか。
7 私たちにはエホバが一人一人をどのように裁いたかは分かりません。滅ぼされた人たちに，エホバについて学び，生き方を改める機会があったかどうかも分かりません。聖書によると，大洪水が起きた時代，ノアは「正しいことの伝道者」でした。（ペテ二 2:5）でも，ノアが巨大な箱船を造りながら地球上にいる全ての人に洪水について警告できたとは書かれていません。同じように，カナンに住んでいた邪悪な人たちみんなに，エホバについて学び，生き方を改める機会があったかどうかは分かりません。
8 ソドムとゴモラの人たちについてはどうでしょうか。正しい人ロトは邪悪な人たちに囲まれて生活していました。でも，ロトがそれらの人全員に伝道したかどうかは分かりません。また，そこにいた人たち一人一人が，何が正しくて何が間違っているかを知っていたかどうかも分かりません。ソドムの男たちがロトの家に来ていた客たちをレイプしようとして，家を取り囲んだ時のことを考えてみてください。聖書によると，その集団の中には「少年から老人まで」いました。少年たちは，その行動がどれほど悪いか理解することさえできていなかったかもしれません。（創 19:4。ペテ二 2:7）憐れみ深い神エホバはそこにいた一人一人をもう復活させない，と言い切れるでしょうか。確かにエホバは，この町には正しい人が10人もいないとアブラハムにはっきり言いました。（創 18:32）それで，ソドムとゴモラの人たちは正しくない人たちで，エホバがその人たちを滅ぼしたのは正当なことでした。でも，その人たちのうちの誰も「正しくない人[の]復活」を経験しないといえるでしょうか。私たちにははっきりしたことは分かりません。
9 一方で，聖書には最初は正しい人だったのに後から悪くなった人についても書かれています。ソロモン王がその1人です。ソロモン王は，エホバがどんな方かや，エホバをどのように崇拝すべきかをよく知っていました。エホバからたくさんの良いものを与えられていました。でも後に偽の神々を崇拝するようになりました。このことはエホバを怒らせ，その後数百年にわたってイスラエル人は苦しむことになりました。聖書によると，「ソロモンはやがて死に，父ダビデの町に葬られた」とあります。（王一 11:5-9，43。王二 23:13）ソロモンの死に関して使われている元のヘブライ語を直訳すれば，ソロモンは「父祖たちと共に横たわり」ました。この表現はダビデ王などエホバに忠実に仕えた人についても使われています。（列王第一 2:10，脚注と比較。）では，このように埋葬されたことは，ソロモンが復活する根拠になりますか。聖書にそうは書かれていません。ただ，「死んだ人は自分の罪から放免されている」ので，ソロモン王は復活すると考える人もいるかもしれません。（ロマ 6:7）でも，亡くなった人全てに復活する権利があるというわけではありません。復活は愛情深い神からの贈り物です。エホバはその贈り物をご自分に永遠に仕えてほしいと思う人に与えます。（ヨブ 14:13，14。ヨハ 6:44）ソロモンはこの贈り物を受けることができるでしょうか。それはエホバにしか分かりません。私たちに分かっているのは，エホバはいつも正しいことを行うということです。
知っていること
10 エゼキエル 33:11を読む。エホバは人間を滅ぼすことについてどう思っているかを教えてくれています。使徒ペテロは聖なる力に導かれて，エホバは「一人も滅ぼされ[ない]ことを望んでいる」と書きました。（ペテ二 3:9）これは預言者エゼキエルが書いたメッセージと似ています。こうした言葉は私たちを安心させてくれます。エホバは十分な理由がない限り，誰かを永久に滅ぼすようなことはしないということを知ることができるからです。エホバは可能な限りいつでも憐れみを示してくださるのです。
11 復活しない人たちについて，私たちはどんなことを知っていますか。この点について聖書には幾つかの例しか載せられていません。 イエスは，ユダ･イスカリオテは復活しないと言いました。（マル 14:21。ヨハネ 17:12と注釈も参照。）ユダは，自分がしていることがエホバやイエスに反抗していることになるということを知っていながら故意にそうしたからです。（マルコ 3:29と注釈を参照。）またイエスは，自分に敵対した宗教指導者たちには復活の希望がないと言いました。（マタ 23:33。ヨハネ 19:11と注釈「人」の項目を参照。）使徒パウロも，悔い改めない背教者たちには復活の希望はないと警告しています。（ヘブ 6:4-8; 10:29）
12 では，エホバの憐れみについて私たちはどんなことを知っているでしょうか。エホバが「一人も滅ぼされ[ない]ことを望んでいる」ことはどんなことから分かりますか。重大な罪を犯した人たちに，エホバがどのように憐れみを示し



^ ***塔研24 6月号 26–28ページ エホバは私たちの岩***
研究記事26
8番の歌 エホバは避難所
エホバは私たちの岩
「私たちの神のような岩はありません」。サムエル第一 2:2
ポイント
エホバが岩と呼ばれているのはなぜか，どうすれば岩のような方エホバに倣えるかを考えます。
今の世の中では予期しない問題が次々と起きます。そのために，いろいろ影響を受けることもあれば，時には生活が一変することもあります。そのような時に助けを求めてエホバに頼れるのは本当にうれしいことです。前の記事では，エホバが生きている神で，私たちをいつでも助けたいと思っていることを学びました。実際にエホバに助けてもらうと，「エホバは生きている」と改めて実感します。ダビデもそう言いました。（詩編 18:46を読む。） でもその直後に，エホバのことを「私の岩」と呼びました。生きている神エホバを命のない岩に例えたのはどうしてでしょうか。
2 この記事ではエホバが岩と呼ばれているのはなぜか，またその表現から何を学べるかを考えます。そして，どうすればエホバを自分の岩と考えて頼れるようになるかを学びます。さらに，岩のような方であるエホバにどうすれば倣えるかを考えます。
エホバが岩と呼ばれている理由
3 聖書で使われている「岩」という表現から，エホバがどんな方であるかを知ることができます。この表現は，誰とも比べることができないほど素晴らしい方であるエホバを賛美する文脈でよく使われています。エホバに関して岩という表現が最初に使われているのは，申命記 32章4節です。また，ハンナは祈りの中で，「私たちの神のような岩はありません」と言いました。（サム一 2:2）ハバククはエホバを「私の岩」と呼びました。（ハバ 1:12）詩編 73編の作者は「私の心の岩」と言っています。（詩 73:26）エホバご自身も自分のことを岩と表現しています。（イザ 44:8）エホバが岩のような方であるといえる3つの点を考え，どうすれば「私たちの岩」であるエホバに頼ることができるかを学びましょう。（申 32:31）
4 エホバは避難所。ひどい嵐の時，大きな岩があれば，その陰に隠れることができます。同じように，大変な経験をする時，エホバは私たちを守ってくださいます。（詩編 94:22を読む。） ご自分との絆を保てるよう助けてくれますし，私たちが今経験しているつらい問題がずっと続くようにはしません。さらに，私たちの平和や安全を脅かすものを全てなくすと約束しています。（エゼ 34:25，26）
5 岩のような方であるエホバのもとに逃げ込む1つの方法は，祈ることです。祈ると，エホバは私たちに「神からの平和」を与え，心と考えを守ってくださいます。（フィリ 4:6，7）信仰のために投獄されたアルチョーム兄弟の例を考えてみましょう。兄弟は捜査官から何度も尋問を受け，圧力をかけられ，自尊心を傷つけられました。兄弟はこう言っています。「捜査官から尋問される時はいつもストレスを感じていました。……その度に，私は穏やかな心と知恵を求めてエホバに祈りました。おかげで，捜査官のさまざまな圧力に屈することなく，エホバへの信仰を保つことができました。……エホバの助けがあったので，まるで大きな石の壁の後ろに立っているかのように感じました」。
6 エホバは信頼できる方。エホバは決して動かない岩のように，いつでも私たちのそばにいて助けてくれます。エホバは「永遠の岩」です。（イザヤ 26:3，4を読む。） ずっと存在していて，約束を守り，祈りを聞き，必要な助けを与えてくれます。また，エホバはご自分に仕える人に揺るぎない愛を示す方です。（サム二 22:26）私たちが行ったことを覚えていて，必ず報いてくださいます。エホバは確かに信頼できる方です。（ヘブ 6:10; 11:6）
7 エホバを自分にとって岩のような存在と見るなら，エホバを心から信頼することができます。大変な状況の中でもエホバに従うなら必ず良い結果になると信じることができます。（イザ 48:17，18）エホバの助けを経験するたびに，エホバへの確信は深まっていきます。そして，これからどんな試練を経験するとしても，エホバなら必ず私たちを助けることができる，と思うようになるでしょう。特に，誰からも助けを受けられない状況になると，エホバがどれほど信頼できる方かを実感します。ウラジーミル兄弟はこう言っています。「拘置所にいた時間は，神との絆を強める上で最高の時間[でした]。拘置所ではずっと1人でしたし，状況をコントロールすることは全くできなかったので，エホバを一層信頼することを学べました」。
8 エホバは安定していて変わらない。エホバは大きな岩のようにしっかりと安定していて，変わらない方です。気まぐれな性格ではなく，決めたことを必ず実現させます。（マラ 3:6）エデンで反逆が起きた時も動じることはありませんでした。使徒パウロも，エホバは「ご自分を否定することができない」と書いています。（テモ二 2:13）つまり，どんなことがあっても，誰が何をしようとも，エホバは振り回されたりせず，ご自分の考えや基準を変えることもないということです。それで私たちは，動揺させられるような状況でもエホバが助けてくださることや，将来の約束を必ず果たしてくださることを確信して頼ることができます。（詩編 62:6，7を読む。）
9 エホバを自分の岩と見て頼る人は，エホバがどんな方かや地球や人間についてどんなことを考えているかに注意を向けます。そうすることは，試練を忍耐する間も落ち着いた気持ちでいるのに役立ちます。（詩 16:8）信仰を理由に自宅拘禁されていたタチアナ姉妹の例を考えてみましょう。「私は文字通り独りぼっちでした。……初めの頃は大変で，何度も気落ちしました」と言っています。でも姉妹は，自分が経験している試練がエホバやエホバの考えとどう関係しているのかを思い巡らすようにした時，落ち着きを取り戻し，信仰を貫く力が湧いてくるのを感じました。こう続けています。「こうしたことが起きている理由を考えるように心掛けました。そうすると，自分はエホバを愛していて，エホバに喜ばれるために頑張っているんだ，ということを思い起こすことができました。このことは，自分のことばかり考えない助けになっています」。
10 間もなく，これまで以上にエホバに頼らなければ乗り越えられない試練を経験することになるでしょう。そうした試練を忍耐し，信仰を持ち続けられるようエホバは必ず助けてくれます。その確信を今強めておくことは大切です。そのために何ができますか。聖書を読んだり，現代のエホバの証人が経験したことについて調べたりすることができます。そして，岩のような方であるエホバがご自分に仕える人たちをどのように支えたかに注目し，そのことをじっくり考えましょう。そうすることは，エホバを自分の岩と感じる助けになります。
岩のような方であるエホバに倣う
11 ここまでで，エホバがどういう意味で岩のよう



^ ***塔研24 7月号 26–28ページ 新しい会衆に慣れるためにできること***
新しい会衆に慣れるためにできること
これまで会衆を移るという経験をしたことがありますか。ジャンシャルルはこう言っています。「家族みんながエホバとの絆を保ちながら，新しい会衆に順応するのは大変です」。あなたも同じように感じたことがあるかもしれません。仕事や家を見つけ，場合によっては学校を探さないといけません。さらに，慣れない気候や文化に順応し，新しい区域で奉仕するという難しさもあります。
また別の難しさもあります。ニコラとセリーヌは，フランス支部からの割り当てで別の会衆に移動することになりました。こう言っています。「初めはわくわくしていましたが，以前の会衆の兄弟たちと会えなくてさみしくなってきました。新しい会衆の兄弟姉妹たちとまだそれほど仲良くなれていませんでした」。 こういう大変さがあっても，新しい会衆で楽しくやっていけます。どうしたらいいでしょうか。周りの人はどんなことができるでしょうか。そうすることはどのようにお互いのためになるでしょうか。
新しい会衆に慣れるための4つのポイント
1. エホバに頼る。（詩 37:5）日本に住む和美は，夫の転勤で，20年いた会衆を離れることになりました。姉妹はどうしたでしょうか。こう言っています。「エホバに自分の感じていた焦りやさみしさ，不安全てを吐露し，その都度力を得ることができました」。このように，姉妹は自分の「道をエホバに委ね」たのです。
どうしたらエホバにもっと頼れるでしょうか。植物が育つためには土からの水分と養分が必要です。同じように，私たちも自分の信仰を育てて強める必要があります。先ほどのニコラは，アブラハムやイエス，パウロといったエホバのために多くのものを後にした人たちの手本についてじっくり考えました。そうすることによって，エホバが必ず助けてくれるという確信が強まりました。こういう個人研究を欠かさないようにすれば，生活のいろいろな変化に順応することができるようになります。また学んだことを生かして，新しい会衆で仲間を励ますこともできるようになります。
2. 比べない。（伝 7:10）ジュールはベナンからアメリカに引っ越した時，文化が全然違うことに気付きました。その時のことをこう言っています。「生まれてから今までのことを，会う人みんなに全部言わなければならないという印象を受けました」。以前にいた所とは全然違ったので，会衆のみんなと距離を置くようになってしまいました。しかし，兄弟姉妹たちのことをよく知っていくと見方が変わっていきました。こう言っています。「私たちは地球のどこに住んでいたとしても，人間であることに変わりはありません。自分をどう表現するかが違うだけです。みんなのありのままを受け入れることがとても大切です」。それで，以前にいた会衆と比べないようにしましょう。アンリーズという開拓者の姉妹はこう言っています。「前にいた場所の良さを実感するために引っ越したわけではありません。今いる所で新しいことを学びたいと思っています」。
以前の会衆と比べないことは，長老たちにとっても大切です。何かのやり方が違っているからといって，必ずしもそれが間違っているとは限りません。何か提案をする前に，会衆やその地域の状況についてよく知るようにしましょう。（伝 3:1，7後半）自分の意見を会衆に押し付けるよりも，手本によって教える方がずっと良いでしょう。（コリ二 1:24）
3. 会衆の活動に参加する。（フィリ 1:27）会衆の移動にはたくさんの時間やエネルギーが必要です。それでも，移動したらすぐに会衆の集会に出席することは重要です。そして，できるなら王国会館に行って兄弟姉妹に会いましょう。もし新しい会衆の兄弟姉妹があなたになかなか会えないとしたら，思うようにあなたをサポートすることができないでしょう。ルシンダは，南アフリカの大都市に2人の娘と一緒に引っ越した時のことを振り返ってこう言っています。「みんなで一緒に伝道に行ったり集会でコメントしたりして，できる限り兄弟姉妹とよく知り合うようにというアドバイスをもらいました。野外奉仕のための集まりの場所として，うちを使ってもらうこともしました」。
兄弟姉妹と「協力し合って」会衆の活動に参加することは，「良い知らせへの信仰を保[つ]」のに役立ちます。先ほどのアンリーズは，いろいろな人と伝道してみるよう長老たちからアドバイスしてもらいました。「会衆になじむために，これはとても大切なことだと実感しました」と姉妹は言っています。また，王国会館の清掃やメンテナンスなどの活動にも参加するなら，ここが自分の会衆だと思っている，ということが会衆のみんなに伝わります。会衆に関われば関わるほど，あなたも会衆の兄弟姉妹もお互いに家族のように感じられるようになるでしょう。
4. 仲良くなる。（コリ二 6:11-13）仲良くなるためには相手のことをよく知る必要があります。それで，集会の前後にみんなのことをよく知るための時間をたっぷり取りましょう。名前を覚えるのもとても良いことです。相手は名前を呼んであいさつしてもらえると親しみを感じるものです。こういうことを心掛けているなら，新しい友達は増えていくでしょう。
兄弟姉妹に受け入れてもらえないのではないかと心配しないでください。飾らないそのままの自分を知ってもらうようにしましょう。ルシンダはこう言っています。「自分の方から兄弟姉妹を家に招くようにしたので，今ではみんなと仲良くなりました」。私たちも同じようにできます。
「互いを迎え入れてください」
新しく来た兄弟姉妹にとって，知らない人ばかりの王国会館は緊張するものです。では，そうした兄弟姉妹のために何ができるでしょうか。使徒パウロは「キリストが皆さんを迎え入れてくださったように，互いを迎え入れてください」と励ましています。（ロマ 15:7）長老たちはキリストに倣って新しい兄弟姉妹を温かく迎え入れます。（「スムーズに会衆を移動するためにできること」の囲みを参照。）もちろん，子供を含め会衆の一人一人にも，新しい兄弟姉妹と親しくなるためにできることがあります。
歓迎の気持ちを伝えるために自分の家に招待することもできますが，生活に慣れるために必要なサポートをすることもできます。例えば，ある姉妹は新しく来た姉妹のために時間を取って街を案内し，バスや電車の乗り方を教えてあげました。引っ越してきたその姉妹は，身ぶり手ぶりで案内してくれる様子に感動し，おかげで新しい環境に慣れることができました。
クリスチャンとして成長する
バッタは飛べるようになるまでに，成長の過程で何度も脱皮をします。同じように，新しい会衆に移動する時に感じる心配を減らしていくと，いわば自分の羽を十分に伸ばしてエホバへの奉仕を楽しむことができます。ニコラとセリーヌはこう言っています。「会衆を移動するというのは，良いトレーニングの機会になります。新しい人たちと関わって，今までとは違う環境に慣れていけば，新しい性質を磨くことができ



^ ***塔研24 9月号 20–24ページ 警告に注意を払っていますか***
研究記事 38
25番の歌 特別な所有物
警告に注意を払っていますか
「一方は連れていかれ，他方は捨てられます」。マタイ 24:40
ポイント
イエスの3つの例え話を調べ，今の体制の終わりに行われる裁きとどんな関係があるかを考えます。
私たちはとても重要な時代に生きています。間もなくイエスは地球にいる一人一人を裁きます。イエスは自分の臨在と「体制の終結のしるし」について預言し，裁きが近づく時期にどんなことが起きるかを教えました。（マタ 24:3）この預言は，マタイ 24章と25章，そしてその並行記述であるマルコ 13章とルカ 21章に書かれています。
2 イエスは警告を与えるため，3つの例え話をしました。羊とヤギ，思慮深い乙女と愚かな乙女，タラントの例え話です。こうした例え話を調べていくと，イエスが一人一人の行いに基づいて裁きを行うことが分かります。学べる教訓を振り返り，どのように実践できるか考えましょう。まずは羊とヤギの例え話です。
羊とヤギ
3 イエスは人を羊とヤギに分ける時，良い知らせに応じ，天に行くよう選ばれた兄弟たちをサポートしたかどうかに基づいて裁きます。（マタ 25:31-46）イエスは「大患難」の期間中，ハルマゲドンの少し前にこの裁きを行います。（マタ 24:21）天に行くよう選ばれた兄弟姉妹を忠実にサポートした人たちを，そうしなかった人たちから分けます。ちょうど羊飼いが羊をヤギから分けるかのようにです。
4 聖書の預言によると，イエスはエホバから裁きを行うよう任命され，正しい裁きを行います。（イザヤ 11:3，4を読む。）人の言葉や態度や行動を観察します。天に行くよう選ばれた兄弟たちにどう接したかにも注目します。（マタ 12:36，37; 25:40）イエスは誰が選ばれた兄弟たちとその活動をサポートしたかを知っています。 選ばれたキリストの兄弟たちをサポートする上で特に大切なのは，伝道活動を行うことです。そのようにする人たちは「正しい」人として裁かれ，地球での「永遠の命」を受けます。（マタ 25:46。啓 7:16，17）本当に素晴らしい報いです。大患難の間もその後もエホバに従い続ける人たちは，「命の書」に名前を残してもらえます。（啓 20:15）
5 ずっと忠実でいる。羊とヤギの例え話は特に，地球でいつまでも生きる希望を持つ人たちのために語られました。その人たちは，伝道活動を行ってキリストの兄弟たちを助けます。それだけでなく，イエスによって選ばれた「忠実で思慮深い奴隷」の指導に忠実に従います。そのようにして信仰を表します。（マタ 24:45）とはいえ，天で生きる希望を持つ人たちも，この例え話から学べる警告に従う必要があります。イエスはその人たちの言葉や態度や行動にも注目しています。それで，天に行く希望を持つ人たちもずっと忠実でいることが大切です。これから，マタイ 25章にある別の2つの例え話を考えます。その中でイエスは特に，天に行くよう選ばれた人たちに警告を与えています。思慮深い乙女と愚かな乙女の例え話から何が学べるでしょうか。
思慮深い乙女と愚かな乙女
6 イエスは例え話の中で花婿を迎えに出た10人の乙女について話しました。（マタ 25:1-4）乙女たちはみんな，花婿の結婚の披露宴に参加したいと思っていました。イエスはそのうちの5人を「思慮深い」乙女，残りの5人を「愚かな」乙女と呼びました。思慮深い乙女たちは注意を怠らず，準備ができていました。花婿の到着が夜遅くになっても大丈夫なように用意をしていました。ランプを持っていくだけでなく，花婿が遅れたときに備えて予備の油も持っていきました。それで，ランプをともし続けることができました。（マタイ 25:6-10を読む。）花婿が到着すると，思慮深い乙女たちは披露宴のために花婿と一緒に中に入りました。同じように，天に行くよう選ばれたクリスチャンたちは，キリストが来るまでずっと注意を怠らず，準備ができている状態でいるなら，花婿であるイエスと一緒に天の王国に入ることができます。 （啓 7:1-3）一方で，愚かな乙女たちについてはどんなことがいえますか。
7 思慮深い乙女たちとは違い，5人の愚かな乙女たちは，花婿が到着した時に準備ができていませんでした。ランプが消えそうでしたが，予備の油を持っていませんでした。花婿の到着が近づいたことを知り，油を買いに行くことにします。でも花婿の到着に間に合いませんでした。その時，「用意ができていた乙女たちは結婚の披露宴のために花婿と一緒に中に入り，戸が閉められました」。（マタ 25:10）愚かな乙女たちが中に入ろうとすると，花婿は「あなたたちのことは知りません」と言います。（マタ 25:11，12）愚かな乙女たちは花婿の到着を待つための十分な準備ができていなかったのです。このことから，天に行くよう選ばれた兄弟姉妹はどんなことを学べますか。
8 注意を怠らず，準備をしている。イエスは，天に行くよう選ばれた人たちの中に，今の体制の終わりが来るまで待ち続ける用意ができている人たちと，そうでない人たちの2つのグループが存在するようになる，と言っていたのではありません。選ばれた人たちが終わりまで忠実に忍耐する準備ができていないならどうなるかということを説明していました。準備ができていないなら，天に行くことができなくなってしまいます。（ヨハ 14:3，4）身の引き締まる警告です。天に行く希望を持っているとしても，地上で生き続ける希望を持っているとしても，私たちは皆，この例え話から学べる教訓を心に刻む必要があります。終わりまで耐え忍ぶための準備をして，ずっと見張っていましょう。（マタ 24:13）
9 イエスは乙女たちの例え話から，注意を怠らずに準備をしていることの大切さを教えた後，タラントの例え話をしました。そこから，一生懸命働くことの大切さが学べます。
タラント
10 イエスはタラントの例え話で，主人に忠実だった2人の奴隷と，そうでなかった1人の奴隷について話しました。（マタ 25:14-18）2人の忠実な奴隷は主人のお金を増やすため懸命に働きました。2人は外国に旅行に出掛ける主人から大金であるタラントを託されました。そして，一生懸命働き，そのお金を賢く使いました。主人が帰ってきた時には，託されたお金を2倍に増やしていました。2人は褒め言葉をもらい，「主人……と共に喜び」ました。（マタイ 25:19-23を読む。）もう1人の奴隷はどうだったでしょうか。託されたお金をどうしましたか。
11 3人目の奴隷は1タラントを受け取りましたが，「怠惰」でした。タラントを賢く使うことが期待されていたのに，地面の中に隠してしまいました。主人が帰ってきた時，この奴隷は利益を上げていませんでした。さらに，態度も良くありませんでした。財産を増やせなかったことを謝るどころか，主人のことを不当にも「厳しい方」と呼びました。この奴隷は主人から良いと見てもらえず，タラントを取り去られ，主人のもとから追い出されました。（マタ 25:24，26-30）
12 2人の忠実な奴隷は，天に行くよう選ばれた忠実なクリスチャンを表しています。その人たちはイエスから，「主人である私と共に喜びなさい」と言われます。そして第一の復活を経験し，天に行きます。（マタ 25:21，23。啓 20:5後半）一方で怠惰な奴隷は，天に行くよう選ばれたクリスチャンにとって警告となっています。どういうことでしょうか。
13 一生懸命働く。乙女たちのときと同じように，イエスはタラントの例え話の中でも，選ばれた人たちが怠惰になることを予告していたわけではありません。イエスが言いたかったのは，選ばれた人たちが熱意を失うならどうなってしまうかということです。「招かれ選ばれた者であり続け」ることができず，天の王国に入れなくなってしまうのです。（ペテ二 1:10）
14 乙女やタラントについてのイエスの例え話からはっきり分かるように，天に行くよう選ばれたクリスチャンは皆，注意を怠らず，準備をしていて，一生懸命働く必要があります。イエスはほかにも，選ばれたクリスチャンたちにとって警告となることを話しました。マタイ 24章40，41節に注目してみましょう。
誰が「連れていかれ」るか
15 イエスは3つの例え話の前に，畑で働く2人の男性と，引き臼を回す2人の女性の話をしました。どちらの場合も，2人の人が同じ仕事をしているように見えますが，イエスは，「一方は連れていかれ，他方は捨てられ[る]」と言いました。（マタイ 24:40，41を読む。）続けて弟子たちにこう勧めます。「それで，ずっと見張っていなさい。主がどの日に来るかを知らないからです」。（マタ 24:42）イエスは乙女たちの例え話の後にも同じような警告を与えました。（マタ 25:13）これらの警告にはつながりがあるのでしょうか。恐らくそうでしょう。イエスは，天に行くよう選ばれた人たちのうち誰が良いと認められているのかがやがて明らかになるということを言っていました。本当に選ばれ，最後まで忠実を貫いた人たちだけが「連れていかれ」，イエスによって天の王国に迎えられるのです。（ヨハ 14:3）
16 ずっと見張っている。天に行く希望を持つクリスチャンであっても，ずっと見張っていないなら，「選ばれた者たち」と一緒に集められることはありません。（マタ 24:31）地球で生きる希望を持つ人たちも，イエスのこの言葉を警告として受け止め，忠実に見張り続ける必要があります。
17 私たちはエホバをよく知るようになったので，エホバが行うことは正しいと信じています。それで私たちは，最近になって誰かが天に行くよう選ばれるとしても心配しません。 イエスがブドウ園の例え話の中で，午後5時に働き始めた人たちについて言ったことを思い出しましょう。（マタ 20:1-16）その日の遅い時間にブドウ園で働くよう招かれた人たちも，朝早くから働いていた人たちと同じ賃金を受け取りました。同じように，天に行く希望を持つ人たちは，いつ選ばれるかに関わりなく，最後まで忠実でいるなら報いを受けます。
警告に注意を払う
18 復習してみましょう。羊とヤギの例え話から，地球で永遠に生きる希望を持つ人たちは，今も，そして大患難の間もエホバにずっと忠実でいる必要があるということを学びました。ずっと忠実でいるなら，将来「永遠の命」を受けるのにふさわしいとイエスに判断してもらえるでしょう。（マタ 25:46）
19 さらに，天に行くよう選ばれた人たちにとって警告となる2つの例え話を考えました。思慮深い乙女と愚かな乙女の例え話で，5人の乙女は賢く行動しました。その5人の乙女は注意を怠らず，準備をしていたので，花婿の到着を待ち続けることができました。でも，愚かな乙女たちは準備ができていませんでした。そのため，花婿は愚かな乙女たちが結婚の披露宴に参加することを許しませんでした。私たちも，イエスが今の体制を終わらせる時までずっと待てるよう



^ ***塔研24 10月号 31ページ 読者からの質問***
読者からの質問
ソロモンの神殿の玄関の高さはどれくらいでしたか。
神殿の玄関は聖所につながるスペースでした。「その長さの前にあった玄関は家の幅の前で二十キュビト，その高さは百二十であった」と「参照資料付き 新世界訳聖書」には書かれています。（代二 3:4）他の翻訳でも玄関の高さを120キュビト，つまり53㍍とし，玄関を高い塔のように書いているものがあります。
しかし2023年印刷版の「新世界訳」では，ソロモンの神殿の玄関の「高さは9メートルだった」となっています。 この調整の理由を幾つか考えてみましょう。
列王第一 6章3節では玄関の高さについて何も述べられていない。この節で，エレミヤは玄関の幅と奥行きについて書いており，高さについては書いていません。そして次の章で，神殿の特徴の目立つものについて詳しく説明しています。例えば，鋳物の「海」，10台の台車，玄関の外に建てられていた2本の銅の柱などです。（王一 7:15-37）もし玄関の高さが50㍍を超え，神殿の他の部分よりはるかに高かったとしたら，なぜエレミヤはその高さについて触れなかったのでしょうか。数百年後の時代のユダヤ人の著述家たちも，ソロモンの神殿の玄関の高さが他の部分と同様にそれほど高くなかったということについて述べています。
学者たちは，神殿の壁が高さ53㍍もある玄関を支えることができたかを疑問視している。古代においてエジプトの神殿の門のように，高さのある構造物を石やれんがを積み上げて造るときには，非常に大きな基礎を据えて，上に行くにつれて細くなるように造られました。しかし，ソロモンの神殿はそのような形ではありませんでした。学者たちは，神殿の壁の厚さが6キュビト，つまり2.7㍍以下であったと考えています。建築史家のテオドール･ビューシンクはこのように結論しています。「[神殿の入り口]の壁の厚さを考えると，玄関[の高さ]は120キュビトもあったはずがない」。
歴代第二 3章4節の本文は，間違って書き写された可能性がある。この節は，幾つかの古代写本では「120」となっているものの，5世紀のアレクサンドリア･コーデックスや6世紀のアンブロシアヌス･コーデックスなどの権威ある写本では「20キュビト」となっています。写字生が誤って「120」と書いたのにはどんな理由が考えられるでしょうか。ヘブライ語で「100」と「キュビト」という単語は見た目がよく似ています。それで写字生は「キュビト」と書くべきところを，「100」と書いてしまったのかもしれません。
私たちは，ソロモンの神殿の詳細な点を理解し正確に描くことは重要であると考えています。しかし特に注目すべきなのは，その神殿が表していたエホバの偉大な神殿です。エホバがご自分に仕える人たちをその偉大な神殿で崇拝できるよう招いてくださっていることを考えると，本当に感謝の気持ちが深まります。（ヘブ 9:11-14。啓 3:12; 7:9-17）
[脚注]
この聖句の脚注では「一部の古代写本は『120』としているが，他の写本や一部の翻訳は『20キュビト』としている」と説明されています。
​​​​​​​



^ ***塔研24 11月号 19ページ 援助奉仕者として奉仕することを目標にできますか***
ということです。もちろんクリスチャンも，うその非難を受けることはあります。イエスもそうした経験をしましたし，弟子たちも同じ目に遭うと予告していました。（ヨハ 15:20）でも，イエスのようにいつも正しいことを行っているなら，会衆で良い評判を得ることができます。（マタ 11:19）
19 「1人の妻の夫で[ある]」。エホバが定めた結婚に関する基準にしっかり従うことも大切です。エホバは，結婚は1人の男性と1人の女性の間にある絆であることを教えています。（マタ 19:3-9）それで，クリスチャンの男性が性的に不道徳なことを行うようなことが決してあってはなりません。（ヘブ 13:4）自分の妻だけを心から愛し，ほかの女性に不適切な関心を向けるようなことは決してしません。（ヨブ 31:1）
20 「子供を従わせ，家庭を立派に治めている」。家族の頭は自分の責任を真剣に果たす必要があります。家族の崇拝を毎週行い，妻や子供たちと一緒にできる限り奉仕に参加しましょう。子供たちがエホバとの絆を強められるように助けてください。（エフェ 6:4）家族をしっかり世話することができている人は，会衆の人たちを助けることもできるでしょう。（テモテ第一 3:5と比較。）
21 まだ援助奉仕者として奉仕していないなら，この記事の内容についてよく考え，エホバに祈ってください。援助奉仕者になるためにどんな資格を満たす必要があるかを調べ，それに一生懸命取り組みましょう。「自分はエホバや兄弟姉妹のことをどれほど愛しているだろうか」と考えてみてください。そして，エホバや仲間に仕えたいという気持ちを深めましょう。（ペテ一 4:8，10）仲間のために働く喜びをぜひ味わってください。援助奉仕者を目指して頑張るあなたのことをエホバが豊かに報いてくださいますように。（フィリ 2:13）
次の聖句からどんなことを学べますか
■ マタイ 20:28
__________
■ マルコ 6:31-34
__________
■ テモテ第一 3:8-10，12
__________
17番の歌 「そう望みます」









^ ***塔研16 4月号 7ページ 信仰を示す人は神の是認を受ける***
12 人間を犠牲としてささげることは，エホバにとって忌むべきことでした。ですから，エフタがだれかを文字どおり犠牲にするつもりでなかったことは明らかです。（申 18:9，10）モーセの律法の規定では，焼燔の捧げ物はその全体がエホバにささげられました。それでエフタは，最初に迎えに出て来る人を神への奉仕に専念させるつもりだったようです。その人は，幕屋で生涯仕えることになります。エホバはエフタの言葉を受け入れ，エフタが敵を討って従わせ，圧倒的な勝利を得るようにされました。（裁 11:32，33）では，神への「焼燔の捧げ物」とされたのはだれでしたか。



^ ***塔研16 4月号 7–9ページ 信仰を示す人は神の是認を受ける***
14 この時も，エフタが正しい選択をするうえで，神の原則が助けになったに違いありません。おそらくエフタは，エホバに進んで最良のものをささげるようにという出エジプト記 23章19節の言葉を思い出したことでしょう。また，律法によると，いったん誓約をしたなら，それを果たす義務がありました。こう記されています。「人がエホバに誓約をし……た場合，その者は自分の言葉を破ってはならない。すべて自分の口から出たとおりに行なうべきである」。（民 30:2）エフタと同じ時代に生きていたと思われる信仰の人ハンナと同様，エフタも誓約を果たすよう求められました。エフタはそれが自分と娘の将来にどんな影響を与えるかを理解していました。ほかに子どもはいないので，自分の名とイスラエルでの相続物を受け継ぐ子孫を持てなくなります。（裁 11:34）それでも，裁き人 11章35節にあるとおり，「わたしは，エホバに対して自分の口を開いてしまった。引き下がることはできない」と述べたのです。エフタは，大きな犠牲を払って信仰を示し，神の是認と祝福を受けました。あなただったら同じ選択をしましたか。
15 わたしたちはエホバに献身した時，神のご意志を何でも行なうと誓いました。その約束を果たすために自己犠牲が求められることを理解していました。とはいえ，自分が好きではないことを求められる場合，進んで行なう精神が試されます。自分にとって楽ではないことでも，自己犠牲の精神を示して行なうなら，信仰を実証できます。犠牲には痛みが伴うかもしれませんが，エホバは必ず，犠牲をはるかに上回る祝福を与えてくださいます。（マラ 3:10）では，エフタの娘はどうでしたか。
16 エフタの娘にとって，父親の誓約の結果を受け入れるのは容易ではなかったでしょう。この誓約は，息子サムエルをナジル人として幕屋で仕えさせたハンナの誓約とは異なっていました。（サム一 1:11）ナジル人は結婚して子どもを持つことができました。しかし，エフタの娘の場合，「焼燔の捧げ物」として全くささげられるので，そのような喜びは望めません。（裁 11:37-40）大勝利を収めたイスラエルの指導者の娘でしたから，国で一番良い男性と結婚できたかもしれません。しかし，父親の誓約に従うなら，幕屋で地味な仕事をしなければなりません。娘はどうするでしょうか。娘にとって一番大切なのはエホバへの奉仕でした。それでこう言います。「お父さま，エホバに向かって口を開かれたのでしたら，口から出たそのとおりにわたしになさってください」。（裁 11:36）真の崇拝を推し進めるため，結婚して子どもを持ちたいという自然な願いを犠牲にしたのです。わたしたちは，エフタの娘の自己犠牲の精神にどのように倣えるでしょうか。



^ ***塔研17 4月号 5–8ページ 「誓約することは果たせ」***
10 クリスチャンが行なう最も重要な誓いは，エホバに命をささげるという約束です。神への祈りの中で，これからどんなことがあっても，あなたに永遠に仕えるために自分の命を用います，という厳粛な約束をするのです。イエスが述べたとおり，これは「自分を捨て」ること，つまり自分の権利を全く放棄することです。生活の中で神のご意志を第一にすることを誓うのです。（マタ 16:24）その日から，その人は「エホバのもの」です。（ロマ 14:8）献身の誓いをする人は，誓いを真剣に受け止めなければなりません。詩編作者も神への誓約についてこう述べました。「わたしに施してくださるそのすべての恩恵に対して，わたしは何をエホバにお返ししたらよいのでしょう。わたしはわたしの誓約をエホバに果たします。そうです，その民すべての前で」。―詩 116:12，14。
11 あなたは自分の命をエホバにささげ，献身の象徴として水のバプテスマを受けましたか。そうであれば，本当に素晴らしいことです。あなたはバプテスマの日，見守る証人たちの前で，自分がエホバに献身したかどうかを尋ねられました。また，「あなたは，献身してバプテスマを受けることにより，自分が，神の霊に導かれている組織と交わるエホバの証人の一人になることを理解していますか」と尋ねられました。あなたは2つの質問に「はい」と答えることにより，エホバに無条件で献身したことを公に宣言し，エホバの叙任された奉仕者としてバプテスマを受ける資格があることを示しました。エホバはどんなにか喜ばれたことでしょう。
12 とはいえ，バプテスマは始まりに過ぎません。その後もずっと神に忠実に仕え，献身にふさわしく生きる必要があるのです。こう自問できます。「バプテスマ以降，エホバとの関係は強まっているだろうか。心をこめて神に仕え続けているだろうか。（コロ 3:23）祈りをささげ，聖書を読み，集会に出席し，できる限り宣教を行なっているだろうか。それとも，こうした点で幾らか低調になっているだろうか」。使徒ペテロは，信仰に知識や忍耐や敬虔な専心を加えるなら，神への奉仕において無活動になることを避けられる，と述べています。―ペテロ第二 1:5-8を読む。
13 献身の誓いという神への約束を取り消すことはできません。エホバへの奉仕やクリスチャンの生き方が嫌になったからといって，「自分は本当は献身などしていなかった。バプテスマは無効だ」と主張することはできないのです。 その人は他の人たちの見守る中，神に全く献身した者としてバプテスマを受けました。ですから，重大な罪を犯すなら，エホバと会衆の前で言い開きをしなければなりません。（ロマ 14:12）わたしたちはイエスから，「最初に抱いていた愛を離れた」と言われたくはありません。むしろ，こう言われたいものです。「わたしは，あなたの行ない，また，あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐を，そして，あなたの最近の行ないが以前のものより多いことを知っている」。（啓 2:4，19）エホバに喜んでいただくため，献身の誓いにふさわしく生きる努力を続けましょう。
結婚の誓い
14 2番目に重要な誓いは，結婚の誓いです。結婚は神聖なものだからです。新郎新婦は，神と証人たちの前で結婚の誓いをします。誓いの言葉の中で，「結婚に関する神の取り決めに従って2人が地上で共に生きる限り」，互いを愛し，慈しみ，敬意を払うことを約束します。これとは幾らか異なる表現を用いた人も，神の前で誓ったことに変わりはありません。誓いの後，2人は夫婦であると宣言され，生涯に及ぶ絆で結ばれます。（創 2:24。コリ一 7:39）イエスもこう言いました。「神がくびきで結ばれたものを，人が離してはなりません」。夫も妻もほかのだれも，それを離してはならないのです。ですから，結婚する2人は，うまくいかなければ離婚すればいい，などと考えてはなりません。―マル 10:9。
15 結婚が不完全な人間の結びつきである以上，完全な結婚というものはありません。聖書も，結婚した人たちが自分に「患難を招く」ことがあると述べています。（コリ一 7:28）残念なことに，世の多くの人たちは結婚を軽んじています。夫婦の間がうまくいかなくなると，すぐにあきらめて離婚してしまうのです。しかし，クリスチャンはそのような見方をしません。結婚の誓いを破るなら，神にうそをつくことになります。神はうそをつく人を憎まれます。（レビ 19:12。箴 6:16-19）使徒パウロはこう書きました。「あなたは妻につながれていますか。放たれることを求めてはなりません」。（コリ一 7:27）パウロはエホバが不実な離婚を憎まれることを知っていたのです。―マラ 2:13-16。
16 イエスは結婚の誓いを取り消すことができる唯一の聖書的な根拠を教えました。夫婦の一方が姦淫を犯し，潔白なほうの配偶者が罪を犯した配偶者を許さないことにした場合です。（マタ 19:9。ヘブ 13:4）聖書は別居についても明確な指示を与えています。（コリント第一 7:10，11を読む。）聖書は別居の根拠について述べていませんが，特定の状況のもとで別居せざるを得ないと判断した人もいます。配偶者から虐待される場合や，配偶者が背教的な見方を持っている場合など，自分の命やエホバとの関係が極度の危険にさらされる場合です。
17 長老は結婚生活について相談を受ける時，何ができますか。最近，「本当の愛とは？」のビデオを見たり，「あなたの家族も幸せになれます」の冊子を読んだりしたかを尋ねるとよいでしょう。結婚関係を強めるのに役立つ聖書の原則を学べるからです。ある夫婦は「この冊子を学んで本当に幸福になりました」と述べています。結婚して22年になる別の姉妹は，結婚が破綻しそうになっていました。こう述べています。「夫も私もバプテスマを受けていましたが，気持ちはばらばらでした。そんな時このビデオを受け取りました。今ではずいぶん分かり合えるようになりました」。あなたは結婚していますか。では聖書の原則を当てはめてください。そうすれば，結婚の誓いにふさわしく生きることができるでしょう。しかも幸福でいられるのです。
特別全時間奉仕者の誓い
18 エフタとハンナにはほかにも共通点があります。誓約の結果，エフタの娘もハンナの息子も幕屋での特別な奉仕を行なったという点です。2人は本当に充実した生き方をしました。今日，多くの親は，子どもが全時間奉仕を行ない，神への奉仕を中心とした生き方をするよう励ましています。わたしたちは，そうした生き方をしている兄弟姉妹に心からの感謝を伝えたいと思います。―裁 11:40。詩 110:3。
19 現在，世界的なエホバの証人の特別全時間奉仕者団の成員として，6万7000人ほどが奉仕しています。ベテル奉仕，建設奉仕，巡回奉仕を行なう人たちもいれば，野外の教訓者，特別開拓者，宣教者，大会ホール･サーバント，聖書学校施設サーバントとして奉仕する人たちもいます。特別全時間奉仕者は「従順と清貧の誓い」をします。王国の関心事の進展のために割り当てられるどんな仕事も行なうこと，簡素な生活を送ること，許可なく世俗の仕事に就かないことを誓うのです。特別なのはその奉仕を行なう人ではなく，割り当てられた仕事です。特別全時間奉仕者は，その立場で奉仕するあいだ自分たちの厳粛な誓いにふさわしく生きなければならない，ということを理解しています。



^ ***塔研20 3月号 13ページ バプテスマを受ける用意ができていますか***
20 会衆と共にエホバに仕えてください。バプテスマを受けた今，あなたは「信仰で結ばれた兄弟たち」に加わりました。（ペテ一 2:17）会衆の兄弟姉妹は家族のようです。集会に定期的に出席するなら，絆を強めることができます。聖書を毎日読み，思い巡らしてください。（詩 1:1，2）聖書を読んだ後，読んだ事柄についてじっくり考えましょう。そうすれば，聖書の言葉が心に入ってきます。「絶えず祈り」ましょう。（マタ 26:41）心から祈るならエホバに引き寄せられます。「王国……をいつも第一にし[て]」ください。（マタ 6:33）生活の中で伝道を優先することによってそうできます。伝道を定期的に行うなら，強い信仰を持ち続けるとともに，永遠に生きる希望を持てるよう他の人を助けることができます。（テモ一 4:16）
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